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1 はじめに 

SQL文と関数参照編にようこそ。DBMasterは、強力で柔軟なSQLデータベ

ース管理システム(DBMS)であり、会話型の構造的問い合わせ言語(SQL)、
Microsoftのオープン・データベース結合(ODBC)互換インタフェース、C言
語の埋め込みSQL(ESQL/C)をサポートします。ODBCインタフェースは唯

一のオープン・アーキテクチャであり、多種多様なプログラミングツール

による顧客アプリケーションの構築、既存のODBC適合アプリケーション

によるデータベース問い合わせを可能にします。 

DBMasterは、シングル・ユーザーの個人データベースから企業全体に分散

するデータベースまで容易にスケール化することができます。DBMasterの
先進的なセキュリティ、整合性、信頼性の機能は、どのようなデータベー

ス構成でも、重要データの安全性を確実に保証します。広範なクロス - プ
ラットフォームをサポートし、現在あるハードウェアの効力を高め、需要

の増大に応じてより強力なハードウェアに拡大し、グレードアップするこ

とを可能にします。 

DBMasterは、優れたマルチメディア処理機能をもち、あらゆるタイプのマ

ルチメディアデータの格納、探索、検索、操作を可能にします。バイナリ

ラージオブジェクト(BLOB)は、DBMasterの先進的セキュリティ・損傷リカ

バリ機構を全面的に利用して、マルチメディアデータの整合性を確実にし

ます。ファイルオブジェクト(FO)は、元のアプリケーションで各ファイル

を編集する機能を維持しつつ、マルチメディアデータを管理します。 
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1.1 その他のマニュアル 
DBMasterには、本マニュアル以外にも多くのユーザーガイドや参照編があ

ります。特定のテーマについての詳細は、以下の書籍をご覧下さい。 

 DBMasterの能力と機能性についての概要は、「DBMaster入門編」をご

覧下さい。 

 DBMasterの設計、管理、保守についての詳細は、「データベース管理

者参照編」をご覧下さい。 

 DBMasterの管理についての詳細は、「JServer Managerユーザーガイド」

をご覧下さい。 

 DBMasterの環境設定についての詳細は、「JConfiguration Tool参照編」

をご覧下さい。 

 DBMasterの機能についての詳細は、「JDBA Toolユーザーガイド」をご

覧下さい。 

 DBMasterで使用しているdmSQLのインターフェースについての詳細

は、「dmSQLユーザーガイド」をご覧下さい。 

 ESQLプログラムについての詳細は、「ESQL/Cプログラマー参照編」

をご覧下さい。 

 ODBCとJDBCプログラムについての詳細は、「ODBCプログラマー参

照編」と「JDBCプログラマー参照編」をご覧下さい。 

 エラーと警告メッセージについての詳細は、「エラー・メッセージ参

照編」をご覧下さい。 

 ネイティブDCI APIについての詳細は、「DCIユーザーガイド」をご覧

下さい。 

 SQLストアドプロシージャについての詳細は、「SQLストアドプロシー

ジャ参照編」をご覧下さい。 
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1.2 字体の規則 
本書は、標準の字体規則を使用しているので、簡単かつ明確に読むことが

できます。 
 

斜体 斜体は、ユーザー名や表名のような特定の情報を表し

ます。斜体の文字そのものを入力せず、実際に使用す

る名前をそこに置き換えてください。斜体は、新しく

登場した用語や文字を強調する場合にも使用します。 

太字 太字は、ファイル名、データベース名、表名、カラム

名、関数名やその他同様なケースに使用します。操作

の手順においてメニューのコマンドを強調する場合に

も、使用します。 

キーワード 文中で使用するSQL言語のキーワードは、すべて英大

文字で表現します。 

小さい 

英大文字 

小さい英大文字は、キーボードのキーを示します。２

つのキー間のプラス記号 (+) は、最初のキーを押した

まま次のキーを押すことを示します。キーの間のコン

マ(,)は、最初のキーを放してから次のキーを押すこと

を示します。 

注 重要な情報を意味します。 

 プロシージャ 
一連の手順や連続的な事項を表します。ほとんどの作

業は、この書式で解説されます。ユーザーが行う論理

的な処理の順序です。 

例 
解説をよりわかりやすくするために与えられる例で

す。一般的に    画面に表示されるテキストと共に表示

されます。 

コマンドライン 画面に表示されるテキストを意味します。この書式

は、一般的にdmSQLコマンドやdmconfig.iniファイルの

内容の入/出力を表示します。 
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2 SQLの基礎 

本書は、DBMasterのSQL言語を使用する読者を想定しています。読者に

は、dmSQLコマンドラインユーティリティを使用してデータベース問合せ

を行うユーザーから、ESQL/CとODBC適合インタフェースを使用して顧客

アプリケーションを開発するプログラマーまでの全ての人が含まれます。 

本書はDBMasterのSQL言語の完全な参照情報を提供し、各SQL文の構文を

記載します。使用例と図を使い明確に理解できるようにします。 

2.1 構文ダイアグラム 

SQLの構文は構文ダイアグラムで示します。構文ダイアグラムは、SQL文
の作成時に構文オプションを調べるときに役立ちます。構文ダイアグラム

の例を次に図示します。構文ダイアグラムは、始点から終点までの線をた

どって使用します。進路上にあるSQL文の要素は必須のものです。進路か

ら分岐した要素は、追加オプションや構文の柔軟性を示します。 

column_name

,

ALTER TABLE table_name DROP CASCADE

RESTRICT

( )

 

図 2-1：構文ダイアグラムの簡単な例 

斜体の字句は、データベースで使われている実際の名前を指定する場所を

示します。この部分は実際の名前で置き換えます。上のダイアグラムで

は、表名をデータベースに実際ある表の名前に置き換えます。例えば、

Tutorialという名前のデータベースで表名をCustomersに置き換えると、

Customers表にSQL文を実行します。 
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矢印の向きにも注意する必要があります。SQL文の中で項目リストを与え

ることができる場所では、構文ダイアグラムの矢印は、項目の循環パスに

なるように付けられます。ダイアグラムの矢印をたどると、カラム名をカ

ンマで分離したカラム名リストの循環パスになります。 

2.2 データ型 
表のカラムを定義するときは、カラムのデータ型を指定します。適切なデ

ータ型を選ぶためには、各フィールドがどのように使用されるかを理解し

なければなりません。不適切なデータ型を選ぶと、データベースのスペー

スを浪費し、アプリケーション・プログラムで使用可能な形式にデータを

変換する余分なステップが必要になります。DBMasterは、以下のデータ型

をサポートします： 

BIGINT、BINARY(size)、BIGSERIAL、CHAR(size)、NCHAR(size)、DATE、
DECIMAL(NUMERIC) 、 DOUBLE 、 FILE 、 FLOAT 、 INTEGER 、

JSONCOLS 、 LONG VARBINARY(BLOB) 、 LONG VARCHAR(CLOB) 、
OID 、 SERIAL 、 SMALLINT 、 TIME 、 TIMESTAMP 、 VARCHAR 、

NVARCHAR(size)及びメディアタイプ。 

BIGINT 

BIGINTは、19桁の精度とスケール0をもつ符号付き真数のデータ型です。

BIGINTデータ型は8バイトのストレージを使用し、最大値は+9, 223, 372, 036, 
854, 775, 807、最小値は−9, 223, 372, 036, 854, 775, 808です。 

許容範囲外の値をBIGINT、INTEGERなどのデータ型から移そうとする

と、変換エラーが表示されデータは移せません。 

 例1 

37654 

 例2 

857823 
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BIGSERIAL (開始番号) 

BIGSERIALは、連続するシリアル番号を生成する特殊なデータ型です。デ

ータベースの各表には整数番号が一つ割り当てられており、この整数番号

を使用して表に一意なシリアル番号が生成されます。DBMasterは各表の整

数番号を内部的に管理・維持し、使用される度に自動的に1増分します。 

BIGSERIALカラムを定義するときに、開始番号のオプションパラメタを指

定してシリアル番号の初期値を設定することができます。開始番号を指定

しないと初期設定値の1になります。表は1個だけBIGSERIALデータ型のカ

ラムをもつことができます。 

BIGSERIAL番号は整数値であり。BIGSERIALは、8バイトのストレージを占

め、精度19とスケール0をもつ符号付き真数のデータ型です。BIGSERIAL最
大値9,223,372,036,854,775,806と最小値 -9,223,372,036,854,775,808をもちま

す。 

BIGSERIALカラムに次のシリアル番号を挿入するには、新しい行を挿入す

るときにBIGSERIALカラムをNULLにします。表の内部シリアル番号が新

レコードのBIGSERIALカラムに挿入され、自動的に1増分されます。 

NULLの代わりに整数値を与えたBIGSERIALカラムをもつ行を挿入する

と、次のシリアル番号の代わりに与えられた整数値が挿入されます。内部

シリアル番号は増分されません。与えられた値が最後に生成したシリアル

番号よりも大きいときは、内部シリアル番号が与えられた値にリセットさ

れます。 

 例1 

10000, 10001, 10002, 10003, 10004, 10005, 10006, 10007 

 例2 

10000, 10001, 5000, 10002, 10003, 11000, 11001, 11002 

BINARY(サイズ) 

BINARYは、固定長の任意のバイナリの値をもつことができるデータ型で

す。BINARYカラムの最小サイズは1バイト、最大サイズは3992バイトで
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す。BINARYカラムを作成するときは、サイズパラメタの値を指定しま

す。BINARYカラムにカラムサイズよりも短いデータを入力すると、0-値の

バイトが補充されます。 

文字データは、CHARデータ型と同様、文字データを引用符(' ')で括って入

力します。BINARYカラムの文字データは、入力された文字ではなく、文

字のASCIIコードを表す16進数として格納されます。 

直接16進数を入力するには、16進文字列を引用符で括り後ろに16進の値で

あることを示す'x'を付けます(' 'x)。各バイトの値を16進数で表すには2桁が

必要です。偶数桁の16進数字を入力します。 

 例1 

'AaBbCcDdEe'x 

 例2 

'41614262436344644565'x 

CHAR(サイズ) 

CHARは、キーボード上の任意の文字をもつことができる固定長のデータ

型です。CHARカラムの最小サイズは1バイト、最大サイズは3992バイトで

す。CHARカラムの作成時には、サイズパラメタの値を指定します。 

CHARカラムにカラムサイズよりも短いデータを入力すると、スペースが

補充されます。CHARデータを入力するときは、文字データを引用符(' ')で
括ります。全角文字は2バイトを使用します。全角文字を入力するカラム

のサイズを指定するときは、この点を考慮に入れます。 

 例1  

'This is a CHAR string.' 

 例2  

'This is another CHAR string.' 



 1 SQLの基礎 2 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 2-5 

DATE 

DATEは、日付(年、月、日)をもつ固定長のデータ型です。DATE型は4バイ

トのストレージを使用します。年の有効値は 0001～9999です。 

DATEデータ型には、多くの入力と出力のフォーマットがあります。デー

タベース上の日付が正しく表示されなかったり、正しい日付なのに入力す

ることができない場合は、日付の入力フォーマットと出力フォーマットが

正しいかを確かめてください。 

 例1a 

'0001/01/01' 

 例1b 

'0001/01/01'd 

 例1c 

DATE '0001/01/01' 

 例2a 

'1999/12/31' 

 例2b 

'1999/12/31'd 

 例2c 

DATE '1999/12/31' 

DECIMAL (NUMERIC) 

DECIMALは、可変長の精度とスケールをもつ符号付き真数のデータ型で

す。精度は小数点以上と以下の両方の合計桁数を表し、スケールは小数点

以下の桁数を表します。精度の初期設定値は19、最大値は38です。スケー

ルの初期設定値は6です。 
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DECIMALカラムのストレージサイズは、実際に入力した数値で決められ

ます。カラム定義で指定した精度とスケール、あるいは初期設定の精度と

スケールではありません。 

ストレージサイズは次の式で計算します：  

2
2

2
 +

+
=

p
バイト数  

例えば、9283.83は6バイトに格納されます。 

このバイト数の計算を次ページに示します： 

6

2
2

26

2
2

2
 

=

+
+

=

+
+

=
p

バイト数

 

許容範囲外の値をFLOATやDOUBLEなどのデータ型から移そうとすると、

変換エラーが表示されデータは移せません。DECIMALデータ型はDECと

略記することができます。 

 例1  

3452.8373645 

 例2 

736.383732652 

DOUBLE 

DOUBLEは、15桁の精度をもつ符号付き概数のデータ型です。精度は小数

点以上と以下の両方の合計桁数を表します。DOUBLEは8バイトのストレ

ージを使用し、有効な入力値の範囲は1.0E308～–1.0E308です。 

最小の有効値は1.0E-308および–1.0E-308です。 
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 例1  

2.89837457884451E285 

 例2  

-1.93873634847372E-174 

FILE 

FILEは48バイトのストレージを占める構造的データ型であり、任意の既存

ファイルを外部ファイルとして格納します。他のデータと同様にDBMaster
で 参 照 す る こ と が で き ま す 。 FILE は LONG VARCHAR や LONG 
VARBINARYデータ型に似ていますが、データは、内部オブジェクトとし

てではなく、外部ファイルとして格納されます。ファイルを使用する第三

者ツールは、元のフォーマットでデータにアクセスし変更することができ

るだけでなく、データベースに変更を登録するためにデータを再インポー

トする必要も無くなります。ファイルオブジェクトのパス名の最大長は

255字です。 

FILEカラムには、システムカタログ表のレコードへの参照が格納されま

す。システムカタログは、データベース上のファイルオブジェクトを見つ

けるための情報をもっています。FILEカラムを表示しても、カラムに格納

されている情報は表示されません。DBMasterは、ファイル名、ファイルサ

イズ、ファイル内容の3種類のビューのどれかで、システムカタログやフ

ァイルに格納されている情報を表示します。 

FILEデータ型は、システムファイルオブジェクトまたはユーザーファイル

オブジェクトのいずれかでデータを格納することができます。システムフ

ァイルオブジェクトは、データベースのファイルオブジェクトディレクト

リに元のファイルをコピーして固有の名前を付けます。コピーされたファ

イルはデータベースによって管理され、FILEカラムからの参照が無くなる

と削除されます。ユーザーファイルオブジェクトは、元のファイルの場所

と名前をそのままにし、ファイルへのリンクを作成します。ファイルはユ

ーザーが作成したものであり、データベースからの参照が無くなっても削

除されません。ユーザーファイルオブジェクトとしてファイルを挿入する

ときは、ファイルの読み込み権限をDBMasterに与えておきます。 
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複数のレコードが同じファイルを参照しても、1個だけコピーを格納して

レコード間で共有し、ディスクを節約します。しかしユーザーからは、常

にレコード毎に固有のファイルがあるように見えます。共有ファイルを更

新するときは、新しいファイルがDBMasterによって透過的に生成され、他

のレコードが共有しているファイルは変更されません。他のユーザーは依

然として元のファイルを見ることになります。こうして、あるレコードの

ファイル変更が他のレコードに影響しないようにしています。 

FLOAT 

FLOATは、15桁の精度をもつ符号付き概数のデータ型です。精度は小数点

以上と以下の両方の合計桁数を表します。FLOATは8バイトのストレージ

を使用し、有効な入力値の範囲は1.0E308～–1.0E308です。デフォルトの

FLOAT型はキーワードDB_FLTDBの設定でREALまたはDOUBLEに定義で

きます。 

最小の有効値は1.0E-308 および–1.0E-308です。 

 例1 

2.89837457884451E285 

 例2 

-1.93873634847372E-174 

INTEGER 

INTEGERは、10桁の精度とスケール0をもつ符号付き真数のデータ型で

す。 INTEGERデータ型は4バイトのストレージを使用し、最大値は

2,147,483,647、最小値は-2,147,483,648です。 

許容範囲外の値をDOUBLEなどのデータ型から移そうとすると、変換エラ

ーが表示されデータは移せません。INTEGERデータ型はINTと略記するこ

とができます。 

 例1  

393848 
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 例2 

-298376 

JSONCOLS 

JSONCOLSタイプはダイナミックカラムのカラムセットです。DBMasterは
ダイナミックカラムをサポートしています。JSON文字列から派生されたキ

ーで、そして表はその一つのカラムをJSONCOLSカラムとして宣言する場

合にのみ使用されます。ダイナミックカラムに関する詳細につきまして

は、データベース管理者参照編のダイナミックカラムの使用というセクシ

ョンをご参照ください。表にあるダイナミックカラムは LONG 
VARBINARYに由来したJSONCOLSタイプとして格納されます。 

 例1  

JSONCOLSタイプを含む表を作成します。 

dmSQL> CREATE TABLE student(name CHAR(30), info JSONCOLS); 

或いは、 

dmSQL> CREATE TABLE student(name CHAR(30)); 

dmSQL> ALTER TABLE student ADD COLUMN info JSONCOLS; 

JSONCOLSタイプの名称を使用して、表studentにデータを挿入します。 
dmSQL> INSERT INTO student(name,info) VALUES 
('jessia','{"desk_id":3,"birthday":"1986-09-19","score":90}'); 

1 rows inserted 
dmSQL> INSERT INTO student(name,info) VALUES 
('pine','{"desk_id":4,"birthday":"1987-03-03","score":95}'); 
1 rows inserted 

"SELECT *"を使用して表studentをクエリします。 

dmSQL> SET blobwidth 80; 

dmSQL> SELECT * FROM student;  

       NAME                             INFO 

================== ==================================================  

jessia             {"score":90,"birthday":"1986-09-19","desk_id":3} 

pine               {"score":95,"birthday":"1987-03-03","desk_id":4} 
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2 rows selected 

JSONCOLSタイプの名称を使用して、表studentをクエリします。 

dmSQL> SELECT name, info FROM student;  

       NAME                            INFO  

================== ================================================== 

jessia             {"score":90,"birthday":"1986-09-19","desk_id":3} 

pine               {"score":95,"birthday":"1987-03-03","desk_id":4} 

2 rows selectedJSONCOLSタイプの名称を使用して、表studentのデータを更

新します。 

dmSQL> UPDATE student SET info = '{"desk_id":7, "birthday":"1986-09-
19","score":88}' WHERE name='jessia'; 

1 rows updated 

birthdayというダイナミックカラムのデータタイプをDATEに修正します。 
dmSQL> ALTER TABLE student ADD DYNAMIC COLUMN birthday DATE; 
dmSQL> SELECT info FROM student;  
                               INFO 
=====================================================================  
{"score":88,"birthday":"1986-09-19","desk_id":7} 
{"score":95,"birthday":"1987-03-03","desk_id":4} 
2 rows selected 
dmSQL> INSERT INTO student(name,desk_id,birthday,score) VALUES ('mike','8','1985-
02-15','92'); 
dmSQL> SELECT info FROM student;  
                               INFO 
===================================================================== 
{"score":88,"birthday":"1986-09-19","desk_id":7}                                  
{"score":95,"birthday":"1987-03-03","desk_id":4}                                  
{"BIRTHDAY":477244800000,"DESK_ID":"8","SCORE":"92"}3 rows selected 

student という JSONCOLSカラムでテキストインデックスを作成します。 

dmSQL> CREATE TEXT INDEX idx_stu ON student(INFO); 

student という JSONCOLSカラムでビューを作成します。 

dmSQL> CREATE VIEW view1 AS SELECT info FROM student; 

dmSQL> SELECT * FROM view1; 
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                                INFO 

=====================================================================  

{"score":88,"birthday":"1986-09-19","desk_id":7}                                  

{"score":95,"birthday":"1987-03-03","desk_id":4}                                  

{"BIRTHDAY":477244800000,"DESK_ID":"8","SCORE":"92"}  

3 rows selected 

 例2 

下記の操作は表studentに基づきもので、詳しい情報については、例1をご

参照ください。 

ダイナミックカラムの名称を使用して、表studentにデータを挿入します。 
/* 暗黙的なデータ転換はデフォルトとしてOFFになっています */ 
dmSQL> INSERT INTO student(name,score) VALUES(?,?); 
dmSQL/Val> 'demi','85';    /* これはokです */ 
1 rows inserted 
dmSQL/Val> 'finly',82;     /* INTタイプはCHARタイプに転換できません */ 
ERROR (9629): 値リスト・シンタックス・エラー 
dmSQL/Val> END; 
dmSQL> SET itcmd ON; 
dmSQL> INSERT INTO student (name,score) VALUES(?,?); 
dmSQL/Val> 'finly',82;     /* 暗黙的なデータ転換機能を使用します */ 
1 rows inserted 
dmSQL/Val> END; 
dmSQL> SET itcmd OFF; 
dmSQL> INSERT INTO student(name,desk_id,birthday,score) VALUES('linda','1','1982-
01-01','91'); 
1 rows inserted 
dmSQL> INSERT INTO student(name,desk_id,birthday,score) VALUES('glow','2','1984-
03-25','93'); 
1 rows inserted 
dmSQL> INSERT INTO student (name,desk_id,birthday,score) 
VALUES('kitty','abc','1980-02-27','97'); 
1 rows inserted 

"SELECT *"を使用して表studentをクエリします。 
dmSQL> SELECT * FROM student; 
     NAME                           INFO  
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============== ================================================ 
jessia         {"score":88,"birthday":"1986-09-19","desk_id":7} 
pine           {"score":95,"birthday":"1987-03-03","desk_id":4} 
mike           {"BIRTHDAY":477244800000,"DESK_ID":"8","SCORE":"92"}  
demi           {"SCORE":"85"} 
finly          {"SCORE":"82"} 
linda          {"BIRTHDAY":378662400000,"DESK_ID":"1","SCORE":"91"}  
glow           {"BIRTHDAY":448992000000,"DESK_ID":"2","SCORE":"93"}  
kitty          {"BIRTHDAY":320428800000,"DESK_ID":"abc","SCORE":"97"}  
8 rows selected 

ダイナミックカラムの名称を使用して、表studentをクエリします。 
dmSQL> SELECT name, desk_id, birthday, score FROM student; 
     NAME         DESK_ID      BIRTHDAY               SCORE           
==============  ===========  ============  ======================  
jessia          7            19*           88  
pine            4            19*           95 
mike            8            19*           92 
demi                NULL     NU*           85 
finly               NULL     NU*           82 
linda           1            19*           91 
glow            2            19*           93 
kitty          abc           19*           97 
8 rows selected 

ダイナミックカラムの名称を使用して、表studentのデータを更新または削

除します。 
dmSQL> UPDATE student SET score='88' WHERE name='linda'; 
1 rows updated 
dmSQL> DELETE FROM student WHERE desk_id='2'; 
1 rows deleted 

当該表にダイナミックカラムの説明を追加します。 

dmSQL> ALTER TABLE student ADD DYNAMIC COLUMN desk_id INT; 

dmSQL> ALTER TABLE student ADD DYNAMIC COLUMN score DOUBLE; 

データを表studentに挿入します。 
dmSQL> INSERT INTO student(name, desk_id, age, score) VALUES('jane','12','1982-
05-07',96); 
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ERROR (6150): [DBMaster] INSTER/UPDATE値のタイプとカラムのデータ型が矛盾しているか、比較

オペランドの値と記述したカラムのデータ型が矛盾しています  
dmSQL> INSERT INTO student(name, desk_id, age, score) VALUES('jim',8,'1984-09-
26',98); 
1 rows inserted 
dmSQL> SELECT name, desk_id, birthday, score FROM student; 
     NAME         DESK_ID       BIRTHDAY            SCORE  
==============  ============  ============  ====================== 
jessia                     7  1986-09-19    8.80000000000000e+001 
pine                       4  1987-03-03    9.50000000000000e+001 
mike                       8  1985-02-15    9.20000000000000e+001 
demi                NULL         NULL       8.50000000000000e+001 
finly               NULL         NULL       8.20000000000000e+001 
linda                      1  1982-01-01    8.80000000000000e+001 
kitty               NULL      1980-02-27    9.70000000000000e+001 
jim                        8     NULL       9.80000000000000e+001 
8 rows selected 

scoreというダイナミックカラムのデータタイプを修正します。 

dmSQL> ALTER TABLE student MODIFY DYNAMIC COLUMN score TYPE TO INT; 

desk_idというダイナミックカラムでインデックスを作成します。 

dmSQL> CREATE INDEX idx1 ON student(desk_id); 

birthdayというダイナミックカラムの記述情報を削除します。 

dmSQL> ALTER TABLE student DROP DYNAMIC COLUMN birthday; 

LONG VARBINARY(BLOB) 

BLOBは、可変長の任意のバイナリの値をもつことができるデータ型で

す。BLOBカラムの最大長は約8TB です。入力データだけがデータベース

に格納され、BINARYのように0値が補充されることはありません。 

文字データは、CHARデータ型のように引用符(' ')で括って入力します。

BLOBカラムは、実際に入力された文字ではなく、文字のASCIIコードを表

す16進数としてデータを格納します。 
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直接16進数を入力するには、16進文字列を引用符で括り後ろに16進の値で

あることを示す'x'を付けます(' 'x)。各バイトの値は2桁の16進数で表しま

す。偶数桁の16進数字の値を入力します。 

 例1  

'AaBbCcDdEe' 

 例2  

'41614262436344644565'x 

LONG VARCHAR(CLOB) 

CLOBは、可変長の任意の文字をもつことができるデータ型です。CLOBカ
ラムの最大長は、約8TB です。 

スペースを補充するCHARデータ型と異なり、入力したデータだけがデー

タベースに格納されます。CLOBカラムに文字データを入力するときは、

文字データを引用符(' ')で括ります。全角文字は2バイトを使用します。 

 例1  

'This is a LONG VARCHAR string.' 

 例2 

'This is another LONG VARCHAR string.' 

NCHAR(size) 

NCHARデータ・タイプはどんなUnicode文字も含むことができる固定長デ

ータ型です。各Unicode文字は、UTF16リトル・エンディアン(LE)符号づけ

の中で記憶装置を2バイト占めます。(サイズ)パラメーターは、カラムの2
バイトの文字の数を決定します。NCHARカラムを作る場合(サイズ)パラメ

ーターを入力しなければならず、範囲は最小1から最大1996です。NCHAR
データが、カラム長より短いカラムに入力される場合、データがスペース

文字で埋められるでしょう。NCHARデータを入力する場合、シングルク

ォートでUnicode文字を囲んで、「N」を前に付けてください。 
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 例1 

下記は、Unicodeデータ・エントリーのシンタックスを実証します: 

N'Unicode Data' 

NCHARデータが16進法のフォーマットに入力される場合は、引用符(' ')で
16進法のストリングを囲んで、「u」文字を追加してください。 

 例2 

下記は、3文字の16進法Unicodeデータ・エントリーのシンタックを実証し

ます: 

'610a620b63f1'u 

文字ストリングがUnicodeカラムへ入力された時「N」が前に付けられない

場合は、自動的にローカル・コードからUnicodeに変換されるでしょう。

Unicode文字が規則的なCHARタイプ・カラムに入力される場合、Unicode文
字はdmconfig.iniパラメーターDB_LCodeによって定義されたローカル・コ

ードに変換されるでしょう。ローカル・コードに定義されない文字は��に
よって表わされるでしょう。 

NCHARデータ型の同意語はNATIONAL CHAR(サイズ)およびNATIONAL 
CHARACTER(サイズ)です。 

NVARCHAR(size) 

NVARCHARデータ・タイプはどんなUnicode文字も含むことができる可変

長さのデータ・タイプです。各Unicode文字は、UTF16リトル・エンディア

ン(LE)符号づけの中で記憶装置を2バイト占めます。(サイズ)パラメーター

は、カラムの2バイトの文字の数を決定します。NVARCHARカラムを作る

場合(サイズ)パラメーターを入力しなければならず、範囲は最小1から最大

1996までです。 

NVARCHARデータが、カラム長さより短いカラムに入力される場合、デ

ータがスペースで当てがわれません。NVARCHARデータを入力する場

合、シングルクォートでUnicode文字を囲んで、「N」を備えた引用の前に

付けてください。 
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 例1 

下記は、Unicodeデータ・エントリーのシンタックスを実証します: 

N'Unicode Data' 

NVARCHARデータが16進法のフォーマットに入力される場合は、引用で

16進法のストリングを囲んで、「u」文字を追加してください。 

 例2 

下記は、3文字の16進法Unicodeデータ・エントリーのシンタックスを実証

します: 

'610a620b63f1'u 

文字ストリングがUnicodeカラムへ入力された時「N」が前に付けられない

場合は、自動的にローカル・コードからUnicodeに変換されるでしょう。

Unicode文字が規則的なVARCHARタイプ・カラムに入力される場合、

Unicode文字はdmconfig.iniパラメーターDB_LCodeによって定義されたロー

カル・コードに変換されるでしょう。ローカル・コードに定義されない文

字は�によって表わされるでしょう。 

NVARCHARデータ・タイプの同意語はNATIONAL CHAR VARYING(サイ

ズ)、NCHAR VARYING(サイズ)、NATIONAL VARCHAR(サイズ)および

NATIONAL CHARACTER VARYING(サイズ)です。 

OID 

OID（オブジェクトID）は、データベースに格納されるオブジェクト（レ

コード、BLOB）に割り当てられる一意IDのデータ型です。OIDは16バイ

トのストレージを使用し、精度10とスケール0をもちます。OIDは自動的に

生成され、各レコードに挿入されます。OIDはDBMasterによって内部的に

管理・維持され、ユーザーが直接使用することはありません。 

OIDの値は、オブジェクトのストレージ場所に関係します。連続して生成

された二つのOIDが順序通り並んでいる保証はありません。 

OIDは表の隠しカラムです。「SELECT * FROM CUSTOMERS」のような

問合せでは表示されません。OIDカラムを検索するには、問合せの中でカ

ラム名として'OID'を明示的に指定します。 
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問合せの中でOIDを使用して表からデータを検索し、次にOIDを使用して

表のデータを更新することは可能ですが、SQL言語では、このような使用

はあまり行いません。OIDは、通常、プログラミングの内部インタフェー

スに使用します。会話型のdmSQL環境で直接使用することはありません。 

REAL 

REALは、7桁の精度をもつ符号付き概数のデータ型です。精度は小数点以

上と以下の両方の合計桁数を表します。REALは4バイトのストレージを

使用し、有効な入力値の範囲は3.402823466E38 ～ – 3.402823466E38で
す。最小の有効値は 1.175494351E-38 および –1.175494351E-38 です。

DOUBLEのようなデータ型から最大値を超える値を含む移動は失敗とな

り、DBMasterは変換エラーを返します。 

 例1 

3.583837E34 

 例2 

-1.873653E-21 

SERIAL(開始番号) 

SERIALは、連続するシリアル番号を生成する特殊なデータ型です。データ

ベースの各表には整数番号が一つ割り当てられており、この整数番号を使

用して表に一意なシリアル番号が生成されます。DBMasterは各表の整数番

号を内部的に管理・維持し、使用される度に自動的に1増分します。

SERIALカラムを定義するときに、開始番号のオプションパラメタを指定し

てシリアル番号の初期値を設定することができます。開始番号を指定しな

いと初期設定値の1になります。表は1個だけSERIALデータ型のカラムをも

つことができます。 

シリアル番号は整数値であり、SERIALデータ型はINTEGERデータ型と同

じ属性をもちます。SERIALは、4バイトのストレージを占め、精度10とス

ケール0をもつ符号付き真数のデータ型です。SERIALはINTEGERと同じ値

の範囲をもち、最大値2,147,483,646と最小値–2,147,483,648をもちます。 
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SERIALカラムに次のシリアル番号を挿入するには、新しいレコードを挿入

するときにSERIALカラムをNULLにします。表の内部シリアル番号が新レ

コードのSERIALカラムに挿入され、自動的に1増分されます。 

NULLの代わりに整数値を与えたSERIALカラムをもつ行を挿入すると、次

のシリアル番号の代わりに与えられた整数値が挿入されます。内部シリア

ル番号は増分されません。与えられた値が最後に生成したシリアル番号よ

りも大きいときは、内部シリアル番号が与えられた値にリセットされま

す。 

 例1  

100, 101, 102, 103, 104, 105, 106, 107 

 例2  

100, 101, 50, 102, 103, 110, 111, 112 

SMALLINT 

SMALLINTは、精度5とスケール0をもつ符号付き真数のデータ型です。

SMALLINTは2バイトのストレージを使用し、最大値32,767と最小値-32,768
をもちます。 

許容範囲以外の値をINTEGERやDOUBLEなどのデータ型から移そうとする

と、変換エラーが表示されデータは移されません。 

 例1  

4769 

 例2 

8376 

TIME 

TIME型データにはTIME literalとTIME constantの2種類があります。TIME 
constantは時間の固定モーメントです。どちらのTIME型も固定長で、4バイ

トのストレージを使用します。オプションの'AM'あるいは'PM'を指定しな

いと、時刻は初期設定の24時間形式で挿入されます。 
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TIMEデータ型には、多くの入力フォーマットと出力フォーマットがあり

ます。データベース上の時刻が正しく表示されなかったり、正しい時刻な

のに入力することができない場合は、時刻の入力フォーマットと出力フォ

ーマットが正しいかチェックして確かめてください。 

 例1a  

'22:04:05' 

  例1b  

'22:04:05't 

 例1c  

TIME '22:04:05' 

 例2a  

'10:04:05.666 PM' 

 例2b 

10:04:05 PM't 

 例2c 

TIME 10:04:05 PM' 

TIMESTAMP 

TIMESTAMPは、日付と時刻をもつ固定長のデータ型です。11バイトのス

トレージを使用し、精度17とスケール10をもちます。年の有効値は0001～
9999です。オプションの'AM'あるいは'PM'を指定しないと、時刻は初期設

定の24時間形式で挿入されます。 

TIMESTAMPは、TIMEとDATEの入力フォーマットと出力フォーマットを

使用して値を表示し、入力値の正しさを検査します。データベース上の値

が正しく表示されなかったり、正しい値なのに入力することができない場

合は、入力フォーマットと出力フォーマットが正しいか確かめてくださ

い。 
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 例1a  

'1997/01/01 10:02:03.444 PM' 

 例1b  

'1997/01/01 22:02:03'ts 

 例1c  

TIMESTAMP '1997/01/01 10:02:03' 

 例2a  

'01.01.1997 22:02:03' 

 例2b  

'01.01.1997 22:02:03'ts 

 例2c  

TIMESTAMP '01.01.1997 22:02:03' 

VARCHAR(サイズ) 

VARCHARは、任意の文字をもつことができる可変長のデータ型です。

VARCHARカラムの最小サイズは1バイト、最大サイズは3992バイトです。

VARCHARカラムを作成するときはカラムの最大サイズを指定します。 

VARCHARカラムには、入力された文字だけが格納されます。データを入

力するには、文字データを引用符(' ')で括ります。全角文字は2バイトを使

用します。全角文字を入力するカラムのサイズを指定するときは、この点

を考慮に入れます。 

 例1  

'This is a VARCHAR string.' 

 例2 

'This is another VARCHAR string.' 
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メディア・タイプ 

Microsoft Wordドキュメント用全文検索のようなメディア・プロセス機

能の補完するために、ラージオブジェクト・カラムをメディア・タイプと

して指定することができます。次のメディア・タイプが利用可能で

す :MsWordType 、 HtmlType 、 XmlType 、 MsPPTType 、 MsExcelType 、 
PDFType、MsWordFileType、HtmlFileType、XmlFileType、MsPPTFileType、 
MsExcelFileType、PDFFileType。 

メディア・タイプは既存のデータ・タイプのドメインとして扱われます。

MsWordType、MsPPTType、MsExcelType、PDFType、HtmlTypeとXmlType
は LONG VARBINARY に 相 当 し ま す 。 ま た 、 MsWordFileType 、

HtmlFileType 、 MsPPTFileType 、 MsExcelFileType と PDFFileType お よ び

XmlFileTypeはFILEタイプ・カラムに相当します。カラムのデータ・タイプ

を別のものに変更するALTER TABLEを使用する場合に重要となります。各

メディア型の特性はものとのデータ型の特性と類似しています。 

XMLTYPEの特性は以下のようになります。 

 整形式のXML文書チェック：INSERT/UPDATEされるXML文書は整形

式でなければなりません。 

 XML妥当性認証：XML型のカラムを作成するときUDFの妥当性認証を

オプションとして設定、DBMasterは設定を使用してXMLの妥当性を認

証します。 

 XMLデータが原型のフォーマットで保存されます。 

 クエリによるXPathサーチ：オプションでXPathを設定、Extract関数を

XMLデータ内のQUERY/LOCATEノードに使用する。 

 XPathに指定されるXML内容を更新する。 

 XPath extractに索引構築：頻繁に使うXPATHクエリ式に索引を構築し

XPATHクエリを高速化。 

 XML型カラムまたはデータ型をXML型への変更不可。 
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 例  

dmSQL> CREATE TABLE minutes (id INT, meeting_date 

DATE, doc MSWORDFILETYPE); 

dmSQL> INSERT INTO minutes VALUES (1,3/3/2003, 'c:\meeting\ 

20030303.doc'); 

2.3 データ変換 
以下の場合に、データ型が変換されることになります。 

 オブジェクトのデータはその他のオブジェクトに移動される場合、ま

たはその他のオブジェクトのデータと比較またはされる場合、または

その他のオブジェクトのデータと結合される場合、当該データをその

他のオブジェクトのデータと同じ型に変換する必要があります。 

 SQL結果カラム、戻りコードまたは出力パラメータからのデータは、

プログラム変数に移動される場合、当該データはDBMasterのシステム

データタイプから変数のデータ型に変換されなければならないです。 

 式には異なるデータ型の値を含める場合、データの互換性を確保する

ために、データ変換をする必要があります。 

DBMasterでは値をあるデータ型から別のデータ型へ変換する場合の、暗黙

的な変換と明示的な変換をサポートしています。 

 明示的なデータ型変換ファンクションを使用すると、SQL 文がわかり

やすくなります。 

 暗黙的なデータ型変換（特に列値のデータ型が定数に変換される場

合）は、パフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。 

 暗黙的な変換はその変換が行われるコンテキストに依存し、どんな場

合でも同様に機能するとはかぎりません。 
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明示的なデータ変換 

次のSQL変換関数を使用して、データ型の変換を明示的に指定することが

できます：CAST、DATETOSTR、TIMETOSTR、TIMESTAMPTOSTR及び 
TO_DATE。 

CAST関数は出力のデータをその他のデータ型に変換するのを許可します。

具体的な情報につきましては、セクション3.85 SELECTをご参照くださ

い。 

DATETOSTR関数はDATE型の値を指定のフォーマットの文字列に変換す

ることに用いられます。具体的な情報につきましては、セクション4.2.3 
DATETOSTRをご参照ください。 

TIMETOSTR関数はTIME型の値を指定フォーマットの文字列に変換するこ

とに用いられます。具体的な情報につきましては、セクション4.2.4 
TIMETOSTRをご参照ください。 

TIMESTAMPTOSTR関数はTIMESTAMP型の値を指定フォーマットの文字

列に変換することに用いられます。具体的な情報につきましては、セクシ

ョン4.2.4 TIMESTAMPTOSTRをご参照ください。 

TO_DATE関数は選択された文字列をDATEフォーマットに変換することに

用いられます。具体的な情報につきましては、セクション4.2.6 TO_DATE
をご参照ください。 

暗黙的なデータ変換 

あるデータ型から別のデータ型への変換が有効である場合、DBMasterは値

を自動的に変換しますが、主に数値データと文字データとの間の変換が含

まれています。数値データと文字データは、両方とも複数のタイプのデー

タを含みます。数値データのタイプはinteger (int、serial)、smallint、bigint、
bigserial、float、double及びdecimalで、文字データのタイプはchar、varchar、
nchar及びnvarcharであることが可能です。暗黙的なデータ変換機能を使用

するには、"set itcmd on"を使用するまたはキーワードDB_ItcMdを1に設定

する必要があります。 
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表2-1に、あらゆる可能の暗黙的な変換を示して、その変換方向は列Xから

列Yまでです。 

Xy int        

(serial) 
small-

int 
bigint   

(bigserial) 
decimal double float (var)        

char 
n(var)   

char 

int(serial) Y Y Y Y Y Y Y Y 

smallint Y Y Y Y Y Y Y Y 

bigint(bigserial) Y Y Y Y Y Y Y Y 

decimal Y Y Y Y Y Y Y Y 

double Y Y Y Y Y Y Y Y 

float Y Y Y Y Y Y Y Y 

(var)char Y Y Y Y Y Y Y Y 

n(var)char Y Y Y Y Y Y Y Y 

表2-1暗黙の変換表 

次に示す規則に従って、DBMasterは、暗黙的なデータ型変換を実行する方

向を確立します。 

 INSERT操作中に、DBMasterは変更する列のデータ型に値を変換しま

す。 

 算術演算（算術演算子：+、-、*、/）中に、DBMasterは文字データを数

値データに変換します。 

a) 演算子の片側のデータは文字データで、その他の側は数値データ

である場合、DBMasterは当該文字データをその他の側と同じ型の

数値データに変換します。 

b) 演算子の両側のデータはいずれも文字データである時、もしこの

文字データが定数文字データである場合、DBMasterはこの文字デ

ータを適切な型の値に変換します。例えば、式にある

'123'+'123.456'+'1.23e45'、'123'、'123.456' 及び '1.23e45'はそれぞれ

123(int型) 、123.456(decimal型)及び1.23e45(double型)に変更され、そ
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うでない場合、DBMasterは当該文字データをDOUBLE型の値に変

換します。 

 比較演算（比較演算子：>、>=、=、<=、<、!=、<>、IN及びIS NULL）
をしている間に、DBMasterは演算子の右側の値を左側と同じ型の値に

変換します。 

 連結演算（連結演算子：||、CONCAT）をしている間に、DBMasterは
数値データを文字データに変換します。 

DBMasterは暗黙的にUDFの引数とデフォルト値を変換することができます

が、ご注意ください。 

 例1 

次の構文では、DBMasterは暗黙的にchar(varchar)型の値をint型の値に変換し

ます。 

dmSQL> set itcmd on; 

dmSQL> create table t1 (c1 int); 

dmSQL> insert into t1 values ('123'); 

dmSQL> select * from t1 where c1 = '123'; 

dmSQL> update t1 set c1='456'+111; 

dmSQL> delete from t1 where c1 = '678'-111; 

 例2 

次の構文では、DBMasterは暗黙的にdecimal型の値をnchar(nvarchar)型の値に

変換します。 

dmSQL> create table t2 (c1 nchar(20), c2 nvarchar(20)); 

dmSQL> insert into t2 values (12345.6789, 222.222); 

dmSQL> select * from t2 where c1 = 12345.6789 and c2 = 222.222; 

dmSQL> update t2 set c1 = -6789.12345; 

 例3 

次の構文では、DBMasterは暗黙的にUDF引数を変換します。 

dmSQL> create table t1 (c1 int, c2 char(10), c3 nchar(10)); 
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dmSQL> insert into t1 values(abs('-10'), -abs(-10), abs(10)); 

dmSQL> select * from t1; 

    C1           C2                        C3                     

===========  ==========  =======================================  

         10  -10         3100300000000000000000000000000000000000  

1 rows selected 

 

dmSQL> select * from t1 where abs(c1) = abs(c2); 

    C1           C2                        C3                    

===========  ==========  ======================================== 

         10  -10         3100300000000000000000000000000000000000 

1 rows selected 

 

dmSQL> select * from t1 where abs(c1) = abs(c3); 

    C1           C2                        C3                     

===========  ==========  ======================================== 

         10  -10         3100300000000000000000000000000000000000 

1 rows selected 

 

dmSQL> select abs(c1), abs(c2), abs(c3) from t1; 

    ABS(C1)                     ABS(C2)                ABS(C3)  

======================= ====================== =================== 

1.00000000000000e+001   1.00000000000000e+001  1.00000000000000e+001 

1 rows selected 

 

dmSQL> select concat(c1,c2), concat(c1,-123), concat(1.234e8, c1) from 
t1; 

    CONCAT(C1,C2)        CONCAT(C1,-123)     CONCAT(1.234E8, C1)      

====================== ==================== ======================  

10-10                  10-123               12340000010                 
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1 rows selected 

 例4 

次の構文では、DBMasterは暗黙的にデフォルト値を変換します。 

dmSQL> create table t1 (c1 int default '123456'); 

dmSQL> insert into t1 values(default); 

1 rows inserted 

dmSQL> select * from t1; 

     C1       

=========== 

123456 

1 rows selected 

 

dmSQL> create table t1 (c1 char(20) default 123456); 

dmSQL> insert into t1 values(default); 

1 rows inserted 

dmSQL> select * from t1; 

     C1      

============ 

123456 

1 rows selected 

2.4 予約語 
以下のキーワード一覧は、識別子として使用されます。以下の予約語がキ

ーワードとして使用され、希望したSQL文が実行されない場合は、エラ

ー・メッサージERR_RESERVED_WORDが戻されます。 

ABSOLUTE | ACTION | ADD | ADMIN | AFTER | AGGREGATE | ALIAS | 
ALLOCATE | ALTER | AND | ANY | ARE | ARRAY | AS | ASC | ASSERTION | 
ASENSITIVE | AT | AUTHORIZATION | BEFORE | BEGIN | BIGINT | 
BIGSERIAL | BINARY | BIT | BLOB | BOOLEAN | BOTH | BREADTH | BREAK 
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| BY | CALL | CASCADE | CASCADED | CASE | CAST | CATALOG |CHAR | 
CHECK | CLASS  | CLOB | CLOSE | COLLATE | COLLATION | COLUMN | 
COMMIT | COMPLETION| CONDITION | CONNECT | CONT | 
CONNECTION | CONSTRAINT | CONSTRAINTS | CONSTRUCTOR | 
CONTINUE | CORRESPONDING | CREATE | CROSS | CUBE | CURRENT | 
CURRENT_DATE | CURRENT_PATH | CURRENT_ROLE | 
CURRENT_TIME | CURRENT_TIMESTAMP | CURRENT_USER | CURSOR | 
CYCLE| DATE | DAY | DEALLOCATE | DEC | DECIMAL | DECLARE | 
DEFAULT | DEFERRABLE | DEFERRED | DELETE | DEPTH | DEREF | DESC 
| DESCRIBE | DESCRIPTOR | DESTROY| DESTRUCTOR | DETERMINISTIC 
| DICTIONARY | DIAGNOSTICS | DISCONNECT | DISTINCT |DO 
|DOMAIN | DOUBLE | DROP | DYNAMIC | EACH | ELSE | ELSEIF | END | 
END-EXEC | EQUALS | ESCAPE | EVERY | EXCEPT| EXCEPTION | EXEC | 
EXECUTE | EXIT | EXTERNAL | FALSE | FETCH | FIRST | FLOAT | FOR | 
FOREIGN | FOUND | FROM| FREE | FULL | FUNCTION | GENERAL | GET | 
GLOBAL | GO | GOTO | GRANT | GROUP | GROUPING | HANDLER | 
HAVING | HOLD | HOST | IDENTITY  | IF | IGNORE | IMMEDIATE  | IN | 
INDICATOR | INITIALIZE | INITIALLY | INNER | INOUT | INPUT | 
INSENSITIVE | INT | INTEGER  | INTERSECT | INTO | IS | ISOLATION | 
ITERATE | JOIN  | KEY | LANGUAGE | LANGUAGE SQL | LARGE | LAST | 
LATERAL | LEADING | LEAVE | LESS | LEVEL | LIKE | LIMIT | LOCAL | 
LOCALTIME | LOCALTIMESTAMP | LOCATOR | LOOP | MAP | MATCH  | 
MODIFIES  | MODIFY | MODULE | NAMES | NATIONAL | NATURAL | 
NCHAR  | NCLOB | NEXT | NO | NONE | NOT | NULL | NUMERIC | 
NVARCHAR | OBJECT | OF | OFF | ON | ONLY | OPEN | OPERATION | 
OPTION | OR | ORDINALITY | OUT | OUTER | OUTPUT | PAD | PARTIAL | 
PATH | POSTFIX | PREFIX | PREORDER | PREPARE | PRESERVE | PRIMARY | 
PRIOR | PRIVILEGES  | PROCEDURE | READ | READS | REAL | RECURSIVE | 
REFERENCES | REFERENCING | RELATIVE | REPEAT | RESTRICT | RESULT 
| RETURN | RETURNS | REVOKE | ROLE | ROLLBACK | ROLLUP | 
ROUTINE | ROW | ROWS|SAVEPOINT | SCHEMA | SCROLL | SCOPE | 
SEARCH | SECTION | SELECT| SENSITIVE | SEQUENCE | SERIAL | SESSION 
| SESSION_USER | SET | SETS | SHORT | SIZE | SMALLINT | SOME | 
SPECIFIC | SPECIFICTYPE | SQL | SQLCODE | SQLEXCEPTION  |  
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SQLSTATE | SQLWARNING | START | STATIC | STATISTICS  | STOP | 
STRUCTURE  | SYSTEM_USER | TABLE | TEMPORARY | TERMINATE | 
THAN | THEN | TIME | TIMESTAMP | TIMEZONE_HOUR| 
TIMEZONE_MINUTE | TO | TRACE | TRAILING | TRANSACTION | 
TRANSLATION | TREAT | TRIGGER  | TRUE | UNDER | UNION | 
UNKNOWN | UNTIL | UNNEST | UPDATE | USAGE | USING | VALUE | 
VALUES | VARBINARY | VARBPTR | VARCHAR | VARCPTR | VARIABLE | 
VARYING | VIEW | WHEN | WHENEVER | WHERE | WHILE | WITH | 
WITHOUT | WORK | WRITE | ZONE 
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3 SQL文 

DBMasterは包括的なSQL問合せ言語を提供します。SQL（Structured Query 
Language）は、ANSIによって標準化された問合せ言語です。現在の標準は

ANSI-99 SQLです。この章は、DBMasterがサポートする全てのANSI-99 SQL
文を説明します。 

3.1 ABORT BACKUP 

目的 

オンライン・バックアップの操作を中止します。 

構文 

 

ABORT BACKUP

説明 

ABORT BACKUP文は、オンライン・バックアップをキャンセルします。バ

ックアップ中にエラーが発生したり、バックアップを別の時点に取るとき

には、実行中のバックアップをキャンセルします。SYSADM、SYSDBAまた
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はDBAセキュリティ権限をもつユーザーのみがABORT BACKUPを実行する

ことができます。 

バックアップ・モードは、オンライン増分バックアップを取るかどうか、

どのデータをバックアップするかを指示します。3つのバックアップ・モ

ード、NONBACKUP、BACKUP-DATA、BACKUP-DATA-AND-BLOBがあり

ます。バックアップ・モードは、dmconfig.iniファイルのDB_BMODEキー

ワード、dmSQLコマンド・プロンプトのSQLのSET文、 JConfiguration 
Tool、JServer Managerのいずれかを使用して設定します。 

NONBACKUPモードは、前回の完全バックアップ以降に挿入/更新された

データを保護しません。データベースのプログラム障害はジャーナルを使

用すれば完全にリカバリすることができますが、ディスク障害はデータの

紛失につながるかもしれません。アクティブ・トランザクションが使用し

ていないジャーナル・ブロックは、チェックポイントを取った後、直ちに

再利用されます。一度上書きされると、データベースは前回の完全バック

アップの時点にリストアできるだけになります。 

BACKUP-DATAモードは、前回の完全バックアップ以降に挿入/更新された 
BLOB以外のデータを保護します。オンライン増分バックアップを取り、

BLOB以外のデータをバックアップ・ファイルに保存することができま

す。データベースのプログラム障害はジャーナルを使用して完全にリカバ

リされ、ディスク障害はBLOB以外のデータだけがリカバリされます。ア

クティブ・トランザクションが使用していないジャーナル・ブロックは、

チェックポイントを取り、且つジャーナル・ファイルがバックアップされ

た後に再利用されます。 

BACKUP-DATA-AND-BLOBモードは、前回の完全バックアップ以降に挿入

/更新されたBLOBを含む全てのデータを保護します。オンライン増分バッ

クアップを取り、全てのデータをバックアップ・ジャーナル・ファイルに

保存することができます。データベースのプログラム障害はジャーナルを

使用すれば完全にリカバリすることができ、ディスク障害も完全にリカバ

リすることができます。前回のバックアップを使用して、BLOBデータを

含めて、メディア障害時点のデータベースに完全にリストアします。アク

ティブ・トランザクションが使用していないジャーナル・ブロックは、チ
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ェックポイントを取り、且つジャーナル・ファイルがバックアップされた

後に再利用されます。 

ABORT BACKUPを実行しても、データベースのバックアップ・モードは変

わりません。データベースは、バックアップの開始前と同じバックアッ

プ・モードのままです。 

使用例  

 使用例 バックアップ操作を中止します： 

BEGIN BACKUP 

ABORT BACKUP 

関連SQL 

BEGIN BACKUP 

END BACKUP 

3.2 ABORT CONNECTION 

目的 

アクティブな接続を中止しますが、データベースへの接続を切断しませ

ん。 

構文 

ABORT CONNECTION connection_ID

 

connection_ID 中止する接続数 
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説明 

ABORT CONNECTIONコマンドはアクティブな接続を中止しますが、デ

ータベースへの接続を切断しません。DBA、SYSADMまたはSYSADMセキ

ュリティ権限を持つユーザーのみABORT BACKUPコマンドが実行できま

す。 

ABORT CONNECTION機能はKILL CONNECTION機能と似ていますが、

その唯一の違いは、接続を切断することができず、最後のコミット状態に

ロールバックすることです。主な目的は、多くの時間がかかる場合、クエ

リのみを中断し、接続を切断しないことです。当該コマンドを実行する

と、ユーザが保持しているすべてのロックリソースを解放しません。 

中止された接続はロールバックされることになります。接続が行われてい

る場合は、それは中断及びロールバックされますが、接続が行われていな

い場合は、当該接続は次のSQL文を実行するまでずっど動作し、その後は

ロールバックされます。 

使用例  

 使用例 次の例で、接続IDが12345である接続を中止することを示してい

ます： 

ABORT CONNECTION 12345 

関連SQL 

CONNECT 

KILL CONNECTION 

TERMINATE DATABASE 

3.3 ADD TO GROUP 

目的 

グループにユーザーを追加します。 
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構文 

ADD
user_name

,
TO GROUP group_name

user_name CONNECT以上の権限をもつ既存のユーザーの名称 

group_name 既存のグループの名称 

説明 

ADD TO GROUP文は、既存のグループにユーザーを追加します。追加さ

れたユーザーは、グループがもつ現在以降の全てのオブジェクト権限を獲

得します。SYSADM、SYSDBAまたはDBAセキュリティ権限をもつユーザー

のみADD TO GROUPコマンドが実行できます。 

多数のユーザーがいるデータベースの場合、グループを利用すると、オブ

ジェクト権限の管理が簡単になります。グループに与えられたオブジェク

ト権限は、自動的にグループの全ユーザーに与えられます。 

グループに追加されたユーザーは、元々もっていた権限も保持します。グ

ループから削除されたユーザーは、グループのオブジェクト権限を失いま

すが、その他の直接あるいは他のグループによって与えられた権限はもち

続けます。 

ユーザー名の代わりにグループ名を指定することができます。ただし、グ

ループ名の参照が循環してはいけません。ユーザー名とグループ名の最大

長は128字です。文字、数字、アンダースコア、記号$と#を使用すること

ができます。1字目は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 ユーザーJoeとJohnをグループManagerに追加します： 

ADD Joe, John TO GROUP Manager 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-6 

 使用例2 FullTimeとPartTimeグループをグループStaffに追加します： 

ADD FullTime, PartTime TO GROUP Staff 

 使用例3 ユーザーBill、グループFlexTimeをグループStaffに追加します： 

ADD Bill, FlexTime TO GROUP Staff 

関連SQL 

CREATE GROUP 

REMOVE FROM GROUP 

DROP GROUP 

3.4 ADD TRACE 

目的 

単一表にトレースを追加して詳細な既存/新規データのログを取得します。 

構文 

ADD TRACE ON table_name  

 table_name 既存の単一表の名称 

説明 

実際には3つの内部トリガーによって動作し、トレース対象の表の

insert/update/deleteオペレーションが記録されます。既存 /新規データは

DBNAME_currentdate_###.TXTに追加情報として記録されます。表の所有者

或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ

ADD TRACEコマンドが実行できます。 

注  DB_LGSVRの値は4以上でなければなりません。定義が4以上でなければ

詳細情報は省略されログファイルには何も書き出されません。 
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使用例  

 使用例 表tb1にトレースを追加して、レコードを挿入、更新、削除しま

す： 
dmSQL> ADD TRACE ON tb1; 

dmSQL> INSERT INTO tb1 VALUES (1, 'abc'); 

1 rows inserted 

dmSQL> UPDATE tb1 SET c2 = 'xyz' WHERE c1=1; 

1 rows updated 

dmSQL> DELETE FROM tb1; 

1 rows deleted 

関連SQL 

DROP TRACE 

3.5 ALTER DATAFILE 

目的 

データベースを構成するファイルのサイズを拡大します。 

構文 

ALTER DATAFILE file_name ADD number PAGES

file_name 拡大するファイルの論理ファイル名 

number  ファイルに追加するページ数 
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説明 

ALTER DATAFILE文は、データファイルまたはBLOBファイルに指定した

ページ数を追加して拡大します。SYSADM、SYSDBAまたはDBAセキュリテ

ィ権限をもつユーザーのみALTER DATAFILEコマンドを実行することがで

きます。 

ファイルは、データベース内のデータを格納する物理ストレージです。フ

ァイルはオペレーティング・システムが管理し、ファイル内のデータは

DBMSが管理します。DBMasterは、データ、BLOB、ジャーナルの3種類の

ファイルを使用します。 

データファイルとBLOBファイルは、ユーザーとシステムのデータを格納

します。両ファイルとも類似の特性をもっていますが、パフォーマンスを

上げるためにDBMasterはデータとBLOBを別々の方法で管理します。デー

タファイルには表と索引のデータを格納し、一方、BLOBファイルにはバ

イナリラージオブジェクト（BLOB）を格納します。 

ジャーナル・ファイルは、データベースの全ての変更履歴と変更ステータ

スをリアルタイムに記録する特殊なファイルです。ジャーナルは、失敗し

たトランザクションによる変更のundoや、成功したけれどもデータベース

損傷によってディスクに書き込まれていない変更のredoを可能にします。

ジャーナル・ファイルは、データベース管理システムによってのみ使用さ

れます。ユーザーデータを格納するのに使用されることはありません。 

データベースのデータ独立性を確保するために、オペレーティング・シス

テムのファイルを直接参照することはできなくしています。データベース

の各ファイルは、物理ファイル名と論理ファイル名の2つの名称をもって

います。物理ファイル名はオペレーティング・システムが使用する名称で

あり、論理ファイル名はデータベースが使用する名称です。物理ファイル

名と論理ファイル名は、dmconfig.iniファイル内のエントリを経由して相互

に作用します。 

ALTER DATAFILEを使用するときは、論理ファイル名を指定します。ファ

イルの合計ページ数が2,147,483,647以下でディスク容量が許す範囲内なら

ば、1～2,147,483,645のページをファイルに追加することができます。表領

域内の全ファイルの合計サイズは8 TB以下です。 
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使用例  

 使用例1 dmconfig.iniファイル内の2つのデータベース・ファイルの入力例

を示します。左側が論理ファイル名、右側が物理ファイル名です：  

customer_data = d:\DBMaster\tutorial\database\custdata.db 500  

customer_blob = d:\DBMaster\tutorial\database\custblob.bb 1000 

 使用例2  customer_dataファイルに1000ページを追加します： 

ALTER DATAFILE customer_data ADD 1000 PAGES 

 使用例3 dmconfig.iniファイル内のcustomer_dataファイルのページ数が

1000ページ増分されました： 

customer_data = d:\DBMaster\tutorial\database\custdata.db 1500 

customer_blob = d:\DBMaster\tutorial\database\custblob.bb 1000 

関連SQL 

CREATE TABLESPACE 

ALTER TABLESPACE  

3.6 ALTER INDEX RENAME 

目的 

インデックス名の変更。 

構文 
 

ALTER INDEX RENAME TOON table_name index_nameindex_name  

 

index_name  作成する新しいインデックスの名称 

table_name  インデックスを作成するテーブルの名称 
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説明 

ALTER INDEX RENAMEコマンドは既存のテーブル上の既存のインデック

スの名称を変更します。名称の変更はシステムカタログのインデックス名

だけに影響し、データベースのインデックスは再構築しません。テーブル

にコマンドを実行できるのは、テーブル所有者か、DBAか、INDEX権限を

有するユーザーだけです。 

使用例  

 使用例： 

ALTER INDEX ix1 ON tb_tmp RENAME TO ix_new 

関連SQL 

CREATE INDEX 

3.7 ALTER PASSWORD 

目的 

ユーザーのパスワードを変更します。 

構文 
 

ALTER PASSWORD
OF user_name

NULL
old_password

new_password

NULL
TO

 

 

user_name  パスワードが変更されるユーザーの名称 

old_password  ユーザーの現在のパスワード 

new_password  ユーザーの新しいパスワード 
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説明 

ALTER PASSWORD文は、ユーザーの現在のパスワードを別のパスワード

に変更します。ユーザーは自分自身のパスワードを変更することができ、

SYSADM は全てのユーザーのパスワードを変更することができます。 

自分のパスワードを変更するときは、ALTER PASSWORD 旧パスワード  
TO 新パスワード 文を使用します。SYSADMがユーザーのパスワードを変

更するときは、ALTER PASSWORD OF ユーザー名 TO 新パスワード 文を

使用します。SYSADMだけがこの形式のSQL文を使用することができま

す。 

旧パスワードは、データベースに記憶されているユーザーのパスワードと

一致しなければなりません。現在ユーザーがパスワードをもっていないと

きは、旧パスワードをNULLにします。パスワードを削除するときは、新

パスワードをNULLにします。 

パスワードの最大長は16字です。文字、数字、アンダースコア、記号$と#
を使用することができ、最初は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 パスワードの無いユーザーが自分のパスワードをabcdefにする： 

ALTER PASSWORD NULL TO abcdef 

 使用例2 パスワードをabcdefからa23456に変更します： 

ALTER PASSWORD abcdef TO a23456 

 使用例3 パスワードa23456を削除します： 

ALTER PASSWORD a23456 TO NULL 

 使用例4 SYSADMはユーザーJohnのパスワードが何であっても無条件に

abcedfに変更することができます： 

ALTER PASSWORD OF John TO abcdef 
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関連SQL 

CONNECT 

GRANT (セキュリティ権限) 

REVOKE (セキュリティ権限) 

CREATE GROUP 

REMOVE FROM GROUP 

3.8 ALTER REPLICATION ADD 
REPLICATE 

目的 

既存の表レプリケーションにリモート表を追加します。 

構文 

ALTER REPLICATION replication_name

ADD REPLICATE TO

,

remote_table_name

column_name

,
)(

CLEAR DATA

FLUSH DATA

CLEAR AND FLUSH DATA

ON local_table_name
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replication_name               リモート表を追加するレプリケーションの名称 

local_table_name レプリケーションが作成されたローカル表の名称 

remote_table_name リモートデータベースにある表の名称 

column_name  レプリケートするリモート表のカラムの名称 

説明 

ALTER REPLICATION ADD REPLICATE文は、既存の表レプリケーション

にリモート表を追加します。複数のリモート表を追加することができま

す。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持

つユーザーは、ALTER REPLICATION ADD REPLICATEを実行することが

できます。 

表レプリケーションは、表全体または一部のカラムを遠隔地にコピーしま

す。遠隔地のユーザーは、コピーされたデータで作業できるようになりま

す。レプリケートされたコピーは、他の場所のデータベースと同期が取ら

れます。各データベースは、低速ネットワーク接続を経由して別のマシン

に行かずに、直接効率的にデータ要求に応えることができるようになりま

す。レプリケーションは、リモート側にデータベースのバックアップを取

るのとは異なり、ユーザーの介入無しにDBMS自身によってトランザクシ

ョン毎に同期が取られます。 

レプリケーションには同期と非同期があります。同期レプリケーション

は、ローカル表の変更と同時にリモート表を変更します。非同期レプリケ

ーションは、ローカル表の変更を格納しておき、予め定義されたスケジュ

ールに従ってリモート表を変更します。ALTER REPLICATION ADD 
REPLICATEは、同期および非同期のレプリケーションを変更してリモート

表を追加します。 

DBMasterの同期レプリケーションは、グローバルトランザクションモデル

を使用します。このモデルでは、リモート表へのデータ・レプリケーショ

ンがソース・トランザクションにとって不可欠な部分として取り扱われま

す。これは、リモート・データベースへのデータ・レプリケーションに失

敗すると、ローカル表のトランザクションも失敗することを意味します。 
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トランザクションは、データベースの整合性を維持するための論理的な作

業単位であり、伝統的に、一括して完了しなければならない一連のデータ

ベースオペレーションと定義されています。トランザクションは一つの統

合体であり、全てのデータを変更して完了するか、全てのデータを変更し

ないで失敗するか、のどちらかでなければなりません。 

DBMasterの非同期レプリケーションは、トランザクションログを使用して

リモート表にデータをコピーします。ローカル表の変更はトランザクショ

ンログに格納され、予め決められたスケジュールに従ってリモート表にコ

ピーされます。ローカル・トランザクションとリモート・トランザクショ

ンは、トランザクションログを使用することによって独立に取り扱われ、

リモート接続ができなくても、ローカル表を更新できるようになります。

非同期レプリケーションは、ネットワークやリモート・データベースの障

害にも耐えることができます。レプリケーションは、障害が復旧するまで

再試行し続けます。 

レプリケーションを変更しリモート表を追加するには、レプリケーション

名、ローカル表名、リモート表名を指定します。ローカル表とリモート表

は、各々のデータベースに存在するものでなければなりません。表が削除

されると、その表に作成されているレプリケーションも自動的に削除され

ます。 

レプリケーション作成時にローカル表のカラムリストを指定しないと表全

体がレプリケートされます。ローカル表のカラムリストは、レプリケーシ

ョン作成時にだけ指定することができます。カラムリストを与えずに表全

体をレプリケートする場合、ソースおよびリモートの表のカラムは、同じ

名称とデータ型をもっていなければなりません。 

ソースとリモートの表のカラム名が異なるときは、リモート表のカラムリ

ストを指定します。ローカル表のカラムは、左から右に対応するリモート

表のカラムリストのカラムにレプリケートされます。ソースとリモートの

両方のカラムリストを与えて、ローカル表とリモート表の対応カラムを明

示的に指定します。両方の表の主キーカラムは、カラム数とデータ型が一

致していなければなりません。 

DBMasterは、所有者名とオブジェクト名を組み合わせた完全修飾名でレプ

リケーションを識別することはせず、代わりにレプリケーションを表に関
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連付けます。このために、同じ表上の全てのレプリケーション名は一意で

なければなりません。 

同期レプリケーションは、ローカル表の所有者のセキュリティ権限とオブ

ジェクト権限で動作します。リモート表がリンクで指定されている場合

は、レプリケーションはリンクと同じセキュリティ権限とオブジェクト権

限で動作します。 

非同期レプリケーションは、CREATE SCHEDULE文のIDENTIFIED BY句で

指定したリモートアカウントのセキュリティ権限とオブジェクト権限で動

作します。非同期レプリケーションのスケジュールは、レプリケーション

を作成する前に作成しておきます。 

CLEAR DATA/FLUSH DATA/CLEAR AND FLUSH DATAキーワードは選択

可能です。これらのキーワードは、レプリケーション作成時に実行するオ

ペレーションを指定します。CLEAR DATAキーワードは、リモート表の全

データを削除します。FLUSH DATAキーワードは、検索条件にマッチする

データをリモート表にコピーします。CLEAR AND FLUSH DATAキーワー

ドは、リモート表の全データを削除してから検索条件にマッチするデータ

をリモート表にコピーします。オプションを指定しないと、何も行われま

せん。 

NO CASCADEキーワードは選択可能です。このキーワードは、カスケード

レプリケーションかどうかを指定します。通常、指揮系統が上位から下位

に流れるように、データをAからBに、次にCにレプリケートするのが、典

型的なカスケードレプリケーションです。非カスケードモデルでは、AはB
にデータをレプリケートして、それ以上は別のデータベースにデータをレ

プリケートしません。このようなデータモデルには、NO CASCADEオプシ

ョンを指定します。初期設定の指定はCASCADEです。 

使用例  

 使用例1 ローカル表Employeesinfoに作成された同期または非同期レプリ

ケーションEmpRepを変更します。ソースdmconfig.iniファイルのデータベ

ース構成セクション名Div1Officeで識別されるリモート・データベースの
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表Div1Empへのデータ・レプリケーションを追加します。表Employeesと
Div1Empの全てのカラム名とデータ型は同じです： 

ALTER REPLICATION EmpRep ON Employeesinfo ADD REPLICATE TO 

                            Div1Office:Div1Emp 

 使用例2 使用例1と同じですが、CLEAR DATAキーワードにより、レプリ

ケーションを作成する前にリモート表の全データが削除されます： 

ALTER REPLICATION EmpRep ON Employeesinfo ADD REPLICATE TO 

                            Div1Office:Div1Emp CLEAR DATA 

 使用例3 使用例1と同じですが、FLUSH DATAキーワードにより、レプリ

ケーションを作成する前にローカル表にある全データがリモート表に送ら

れます： 

ALTER REPLICATION EmpRep ON Employeesinfo ADD REPLICATE TO 

                            Div1Office:Div1Emp FLUSH DATA 

 使用例4 使用例1と同じですが、CLEAR AND FLUSH DATAキーワードに

より、レプリケーションを作成する前にリモート表の全データが削除さ

れ、次にローカル表の全データがリモート表に送られます： 

ALTER REPLICATION EmpRep ON Employeesinfo ADD REPLICATE TO 

                            Div1Office:Div1Emp CLEAR AND FLUSH DATA 

 使用例5 上の使用例と類似していますが、リモート・データベース

Div2OfficeのDiv2Emp表と、リモート・データベースDiv3OfficeのDiv3Emp
表へのレプリケーションを追加します。ソースdmconfig.iniファイルには、

両方のリモート・データベースと同名のデータベース構成セクションがあ

ります：  

ALTER REPLICATION EmpRep ON Employeesinfo ADD REPLICATE TO 

                            Div2Office:Div2Emp CLEAR DATA, 

                            Div3Office:Div3Emp FLUSH DATA 

関連SQL 

ALTER REPLICATION DROP REPLICATE 
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ALTER SCHEDULE 

CREATE REPLICATION 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 

DROP SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 

3.9 ALTER REPLICATION DROP 
REPLICATE 

目的 

既存のレプリケーションからリモート表を削除します。 

構文 

ALTER REPLICATION replication_name ON local_table_name

remote_table_name

,
DROP REPLICATE TO

 
replication_name                リモート表を削除するレプリケーションの名称 

local_table_name レプリケーションが作成されているソースローカ

ル表の名称 

remote_table_name レプリケートを中止するリモート表の名称 
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説明 

ALTER REPLICATION DROP REPLICATE文は、既存のレプリケーションか

らリモート表を削除します。リモート表にデータをレプリケートしたくな

いときには、レプリケーションからその表を削除します。表の所有者或い

はDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ

ALTER REPLICATION DROP REPLICATEコマンドを実行することができま

す。 

レプリケーションは、表全体または一部のカラムを遠隔地にコピーしま

す。遠隔地のユーザーは、コピーされたデータで作業できるようになりま

す。レプリケートされたコピーは、他の場所のデータベースと同期が取ら

れます。各データベースは、低速ネットワーク接続を経由して別のマシン

に行かずに、直接効率的にデータ要求をサービスできるようになります。

レプリケーションは、リモート側にデータベースのバックアップを取るの

とは異なり、ユーザーの介入無しにDBMS自身によってトランザクション

毎に同期が取られます。 

レプリケーションには同期と非同期があります。同期レプリケーション

は、ローカル表の変更と同時にリモート表を変更します。非同期レプリケ

ーションは、ローカル表の変更を格納しておき、予め定義されたスケジュ

ールに従ってリモート表を変更します。ALTER REPLICATION DROP 
REPLICATEは、同期および非同期のレプリケーションを変更しリモート表

を削除します。 

DBMasterの同期レプリケーションは、グローバルトランザクションモデル

を使用します。このモデルでは、リモート表へのデータ・レプリケーショ

ンがソース・トランザクションの不可欠な部分として取り扱われます。ト

ランザクションは、データベースの整合性を維持するための論理的な作業

単位であり、伝統的に、一括して完了しなければならない一連のデータベ

ースオペレーションと定義されています。トランザクションは一つの統合

体であり、全てのデータを変更して完了するか、全てのデータを変更しな

いで失敗するか、のどちらかでなければなりません。これは、リモート・

データベースへのデータ・レプリケーションに失敗すると、ローカル表の

トランザクションも失敗することを意味します。 
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DBMasterの非同期レプリケーションは、トランザクションログを使用して

リモート表にデータをレプリケートします。ローカル表の変更はトランザ

クションログに格納され、予め決められたスケジュールに従ってリモート

表にレプリケートされます。ソース・トランザクションとリモート・トラ

ンザクションは、トランザクションログを使用することによって独立に取

り扱われ、リモートに接続できなくてもローカル表を更新できるようにな

ります。非同期レプリケーションは、ネットワークやリモート・データベ

ースの障害にも耐えることができます。レプリケーションは、障害が復旧

するまで再試行されます。 

レプリケーションからリモート表を削除するには、レプリケーション名、

ローカル表名、リモート表名を指定します。複数のリモート表をレプリケ

ーションから削除するには、削除する全ての表をリストします。表が削除

されると、表に作成されているレプリケーションも自動的に削除されま

す。 

使用例  

 使用例1 ローカル表Employeesinfoに作成されたレプリケーションEmpRep
からリモート表Div1Empを削除します： 

ALTER REPLICATION EmpRep ON Employeesinfo DROP REPLICATE TO Div1Emp 

 使用例2 ローカル表Employeesinfoに作成されたレプリケーションEmpRep
からリモート表Div2Emp、Div3Emp、Div4Empを削除します： 

ALTER REPLICATION EmpRep ON Employeesinfo DROP REPLICATE TO Div2Emp, 
Div3Emp, Div4Emp 

関連SQL 

ALTER REPLICATION ADD REPLICATE 

ALTER SCHEDULE 

CREATE REPLICATION 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 
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DROP SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 

3.10 ALTER SCHEDULE 

目的 

非同期レプリケーションのスケジュールを変更します。 

構文 

ALTER SCHEDULE FOR REPLICATION TO remote_database_name

user_nameIDENTIFIED BY
password

IGNORE

STOP
ON ERROR

BEGIN  AT  yyyy/mm/dd  hh:mm:ss EVERY hh:mm:ss

EVERY d DAYS AND hh:mm:ss

EVERY d DAYS

RETRY n TIMES
AFTER s SECONDS

 

yyyy/mm/dd レプリケーションの開始日 

hh:mm:ss 1. レプリケーションの開始時刻 

  2. レプリケーションの間隔時間 

d  レプリケーション間隔の日数 
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n  失敗したときの再試行回数 

s                           失敗したときの再試行間隔の秒数 

user_name リモート・データベースのユーザー名 

password  リモート・データベースのユーザーのパスワード 

説明 

ALTER SCHEDULE文は、非同期レプリケーションのスケジュールを変更

します。同期レプリケーションはスケジュールを使用しないので、ALTER 
SCHEDULEは同期レプリケーションには何の影響も与えません。DBA、
SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限をもつユーザーのみALTER 
SCHEDULEコマンドを実行することができます。 

レプリケーションは、表全体または一部のカラムを遠隔地にコピーしま

す。遠隔地のユーザーは、コピーされたデータで作業できるようになりま

す。レプリケートされたコピーは、他の場所のデータベースと同期が取ら

れます。各データベースは、低速ネットワーク接続を経由して別のマシン

に行かずに、直接効率的にデータ要求に応じることができるようになりま

す。レプリケーションは、リモート側にデータベースのバックアップを取

るのとは異なり、ユーザーの介入無しにDBMS自身によってトランザクシ

ョン毎に同期が取られます。 

レプリケーションには同期と非同期があります。同期レプリケーション

は、ローカル表の変更と同時にリモート表を変更します。非同期レプリケ

ーションは、ローカル表の変更を格納しておき、予め定義されたスケジュ

ールに従ってリモート表を変更します。ALTER SCHEDULEは、非同期レ

プリケーションにのみ有効です。 

BEGIN ATは、非同期レプリケーションを開始する日時を指定します。日

付はyyyy/mm/ddフォーマットで指定し、yyyyは1970～2038の年、mmは01～
12の月、ddは01～31の日です。時刻はhh:mm:ssフォーマットで指定し、hh
は 00～23の時、mmは00～59の分、ssは00～59の秒です。年は1970～2038の
範囲になければなりません。BEGIN ATキーワードには日付と時刻を含め

ます。レプリケーションが既に作動した後にレプリケーション開始日時を
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将来の日時に変更すると、リモート・データベースにレプリケートされて

いない表データは、新しいレプリケーション開始日時まで待たされます。 

EVERYは、非同期レプリケーションの間隔を定義します。レプリケーショ

ン間隔は、時間:分:秒、日数、または両方の組み合わせで与えることがで

きます。EVERY hh:mm:ssのhhは00～23の時間数、mmは00～59の分数、ssは
00～59の秒数です。EVERY d DAYSは日数を指定します。dは1～365の日数

です。EVERY d DAYS AND hh:mm:ss は、日数と時間数を組み合わせて指定

します。 

RETRYは、SQL文実行中のエラー、例えばロック・タイムアウト、ジャー

ナルフルに起因するセーブポイントへのロールバック等が発生したとき

に、表データ・レプリケーションの再試行回数を指示します。RETRY n 
TIMESのnは0～2,147,483,647の数です。初期設定値は0です。 

ネットワークエラーやリモート・データベースエラーによってリモート・

サーバーに接続できないときは、次のレプリケーション・スケジュールの

日時まで待ってレプリケートされていない表データを送信します。ロール

バックが必要なトランザクションエラーは一度だけ再試行します。これに

失敗すると、次のレプリケーション・スケジュールの日時まで待ちます。 

AFTERキーワードは選択可能です。このキーワードはRETRYキーワードと

一緒に使用し、エラー発生時の再試行間隔を指定します。AFTER s 
SECONDSのsは0～2147483647の秒数です。初期設定値は5です。 

ON ERRORキーワードは、リモート・データベースのデータがレプリケー

トできないように更新されているときのアクションを指定します。例え

ば、既にリモート表から削除されたレコードを削除しようとしたり、既に

存在するレコードをリモート表に挿入しようとした場合です。この種のエ

ラーが発生したときに、STOP ON ERRORとIGNORE ON ERRORの二つの

オプションがあります。STOP ON ERRORは、データのレプリケーション

を止める指示です。IGNORE ON ERRORは、エラーデータを無視し残りの

データのレプリケーションを続ける指示です。初期設定の動作はIGNORE 
です。 

IDENTIFIED BYキーワードは、リモート・データベースに接続するときに

使用するユーザー名とパスワードを指定します。指定されたリモート・デ
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ータベースのユーザーは、リモート表にINSERT、DELETE、UPDATEする

十分な権限をもたなければなりません。ユーザーに与えられているセキュ

リティ権限とオブジェクト権限が実行できるオペレーションを決定しま

す。 

スケジュールを変更するリモート・データベース名を指定します。データ

ベースリンク名を指定してはいけません。リモート・データベース上の全

ての非同期レプリケーションは、変更されたスケジュールを使用します。 

使用例  

 使用例1 リモート・データベースEmpRepの非同期レプリケーション・ス

ケジュールを変更します。ロック・タイムアウトまたはジャーナルフルに

起因するセーブポイントへのロールバックの再試行回数を3回にし、再試

行間隔を5秒にします： 

ALTER SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep RETRY 3 TIMES AFTER 5 SECONDS 

 使用例2 リモート・データベースEmpRepの非同期レプリケーションスケ

ジュールを変更します。リモート・データベースのデータがレプリケート

できないように更新されているときのアクションをSTOPにします： 

ALTER SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep STOP ON ERROR 

 使用例3 リモート・データベースEmpRepの非同期レプリケーション・ス

ケジュールを変更します。リモート・データベースに接続するときのユー

ザー名とパスワードを新しいものに設定します： 

ALTER SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep IDENTIFIED BY RepUser rdejpe88 

関連SQL 

ALTER REPLICATION ADD REPLICATE 

ALTER REPLICATION DROP REPLICATE 

CREATE REPLICATION 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 
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DROP SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 

3.11 ALTER TABLE ADD COLUMN 

目的 

表に新規カラムを追加します。 

構文 

ALTER TABLE table_name ADD
column_definition

,
( )

 
table_name  カラムを追加する表の名称 

column_definition 追加するカラムの定義 

説明 

ALTER TABLE ADD COLUMN文は、既存の表定義に新規カラムを追加し

ます。表所有者、DBA、表のALTER権限をもつユーザーのみがALTER 
TABLEを実行することができます。 

カラム定義は、カラム名とデータ型またはドメインで指定します。複数の

カラムを表に追加することができますが、そのカラムの数は、コマンドを

実行後に、表に許可されたカラムの最大数を超えてはいけません。表の最

大カラム数は252です。 
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カラム定義 

 
data_type

domain_name
NULL

NOT NULL
column_name

DEFAULT

constant

NULL

function_name

CHECK boolean_expression

USER
SYSTEM

ON UPDATE

constant

NULL
function _name

SEQUENTIAL

SEQ

GIVE
BEFORE column_ name_b

AFTER column_name_a

 
 
column_name  新規カラムの名称 

data_type  新規カラムのデータ型 

domain_name  新規カラムのドメインの名称 

literal                挿入値がない場合に使用するリテラル値 

constant   挿入値がない場合に使用する定数値 

function_name  挿入値がない場合に使用する組み込み関数の名称 

constraint_name  カラムに設ける制約の名称 

boolean_expression 評価結果が真または偽となる式 

column_name_a 新規カラムの直前にある既存カラムの名称 
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column_name_b 新規カラムの直後にある既存カラムの名称 

DBMasterは次のデータ型をサポートします：BIGINT、BIGSERIAL、
BINARY、CHAR、DATE、DECIMAL（NUMERIC）、DOUBLE、FILE、
FLOAT、 INTEGER、LONG VARBINARY（BLOB）、LONG VARCHAR
（ CLOB ） 、 OID 、 SERIAL 、 SMALLINT 、 TIME 、 TIMESTAMP 、

VARCHAR。 

データ型の代わりにユーザー定義ドメインをカラムに指定することができ

ます。ドメインは、データ型、初期設定値、制約の組み合わせです。ドメ

インを使用してカラムを定義すると、これらがカラムに適用されます。初

期設定値と制約については、以下のDEFAULTとCHECKキーワードの説明

を参照してください。カラム定義で初期設定値と制約を指定すると、ドメ

インの初期設定値と制約は打ち消されます。カラム定義でドメインの制約

に制約を追加することもできます。 

NULL/NOT NULLキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、新

しい行を挿入するときにカラムを空白のままにできるかどうかを指定しま

す。NULLキーワードは、行を挿入するときにカラム値を未定にしてもよ

い指定です。NOT NULLキーワードは、行を挿入するときにカラム値を挿

入しなければならない指定です。NOT NULLは、表に何も無いときだけ指

定することができます。既存の行は新規カラムの値をもたないので NOT 
NULLの規則に違反するからです。誤ってNOT NULLを指定すると、カラ

ムの追加は失敗します。 

キーワードUSER/SYSTEMが選択可能です。これらのキーワードは、ユー

ザーがINSERT/UPDATEステートメントを使用してデフォルト値を持つカ

ラムの値を変更できるかどうかを指定します。キーワードUSERがデフォル

トとして使用されます。キーワードUSERはユーザーがその値を変更できる

のを指定し、キーワードSYSTEMはユーザーがその値を変更できないのを

指定します。 

DEFAULTキーワードは選択可能です。このキーワードは、新しく挿入する

行のカラム値が空のときにカラムに挿入される初期設定値を指定します。

初期設定値としては、リテラル値、定数、組み込み関数値、NULLキーワ

ードを指定することができます。組み込み関数は、PI( )、NOW( )、
USER( )のように引数の無い関数を使用します。DEFAULT値がNULLのとき
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は、カラムをNOT NULLに定義することはできません。データ型の代わり

にユーザー定義のドメインを使用するときは、通常、DEFAULTキーワード

は使用しません。DEFAULT句はドメインに含まれるのが普通です。 

キーワードON UPDATEは選択可能です。このキーワードは、その他のカ

ラムの値が変更される場合に、デフォルト値を持つカラムの値が自動的に

変更できるのを指定します。 

CHECKキーワードは選択可能です。このキーワードは、カラムに入力でき

る値の範囲を指定します。真または偽と評価される任意の条件式で許容値

の範囲を指定することができます。CHECK条件式の中では、カラムの値を

表すのにVALUEキーワードを使用することができます。SQL文がCHECK条
件を満たさないときは、そのSQL文は処理されません。データ型の代わり

にドメインを使用するときは、通常、CHECKキーワードは使用しません。

CHECK句はドメインに含むのが普通です。 

GIVEキーワードは選択可能です。このキーワードは、表の既存の行に挿入

する新規カラムの値を指定します。GIVEキーワードを指定しないと既存の

行の新規カラムはNULLになります。SERIALデータ型のカラムはNULL値
をもつことができないのでSERIALカラムを追加するときはGIVEキーワー

ドを指定します。GIVE値としては、リテラル値、定数、組み込み関数値、

NULLキーワードを指定することができます。GIVE値としてNULLを使用

するときは、カラムをNOT NULLで定義することはできません。SERIALカ
ラムを追加するときは、GIVEキーワードだけでなくSEQUENTIAL/SEQキ

ーワードも指定します。SEQUENTIAL/SEQは、SERIALデータ型のカラム

定義で指定した値から始まるシリアル番号を既存の行に挿入する指定で

す。シリアル番号は新規行の挿入毎に増分されます。 

BEFORE/AFTERキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、新規

カラムの挿入位置と既存カラムとの関係を指定します。BEFOREキーワー

ドは、指定した既存カラムの前（左）に新規カラムを挿入します。 AFTER
キーワードは、指定した既存カラムの後（右）に新規カラムを挿入しま

す。BEFORE/AFTERキーワードを指定しないと、新規カラムは表の右端に

追加されます。 
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新規カラムを表に追加しても、表に定義されているビューやシノニムは影

響を受けません。カラム名の最大長は32字です。文字、数字、アンダース

コア、記号$と#を使用することができます。1字目は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 表EmployeesinfoにDATEデータ型のカラムHireDateを追加しま

す： 

ALTER TABLE Employeesinfo ADD (HireDate DATE) 

 使用例2 使用例1のHireDateカラムにNOT NULLキーワードを指定して、

新規行を挿入するときには必ずHireDateの値を入力させます： 

ALTER TABLE Employeesinfo ADD (HireDate DATE NOT NULL) 

 使用例3 使用例2のHireDateカラムにDEFAULTキーワードを指定して、

値を入力しないときに挿入する初期設定値を指定します。この場合だけ

NOT NULLキーワードをもつカラム値の入力を省略することができます。

この例では、組み込み関数NOW( )を使用してカラム値を指定しないとき

には現在の日付を挿入します： 

ALTER TABLE Employeesinfo ADD (HireDate DATE NOT NULL DEFAULT NOW()) 

 使用例4 使用例3のHireDateカラムにキーワードON UPDATEを追加し、

その他のカラムの値が変更される場合に、自動的にそのディフォルト値を

アップデートします： 

ALTER TABLE Employeesinfo ADD (HireDate DATE NOT NULL DEFAULT NOW() ON 
UPDATE) 

 使用例5 使用例4のHireDateカラムにCHECKキーワードを使用して入力

できる値の範囲を指定します。VALUEキーワードは、カラムに入力された

値を表します： 

ALTER TABLE Employeesinfo ADD (HireDate DATE NOT NULL DEFAULT NOW() 
CHECK VALUE > '01/01/1995') 

 使用例6 DATE データ型の代わりにドメインD_ValidDatesを使用して同じ

HireDateカラムを追加します。DEFAULTとCHECK句は、通常、ドメイン
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定義の中に含まれます。ドメインを使用するときは、DEFAULTとCHECK
キーワードを使用しないのが普通です： 

ALTER TABLE Employeesinfo ADD (HireDate D_ValidDates NOT NULL) 

関連SQL  

CREATE TABLE 

ALTER TABLE DROP COLUMN 

ALTER TABLE MODIFY COLUMN 

3.12 ALTER TABLE ADD DYNAMIC 
COLUMN 

目的 

ダイナミックカラムに記述情報を追加することに用いられます。 

構文 

ALTER TABLE table_name ADD DYNAMIC

column_name data_type
COLUMN  

table_name  JSONCOLSカラムがある表の名称 

column_name  記述情報が追加されたダイナミックカラムの名称 

data_type  ダイナミックカラムまたは追加された記述情報を

   使用するデータタイプ 

説明 

ALTER TABLE ADD DYNAMIC COLUMNコマンドはダイナミックカラムに

記述情報を追加します。表の所有者、DBA、SYSDBA、SYSADMまたは当該
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表のALTER権限を持つユーザーのみ、ALTER TABLE ADD DYNAMIC 
COLUMNコマンドを実行することが出来ます。 

JSONCOLSカラムは作成された後で、ダイナミックカラムは定義される必

要が無し、直接に使用できます。ダイナミックカラムのデフォルトのデー

タタイプはvarchar（256）で、ALTER TABLE ADD DYNAMIC COLUMNコ

マンドを使用して、このデフォルトのデータタイプをその他のデータタイ

プに変更することができますが、ダイナミックカラムを表に挿入する場

合、当該コマンドを使用して、このダイナミックカラムのデータタイプを

宣言することができます。 

ALTER TABLE ADD DYNAMIC COLUMNを実行せず、初めてデータを挿入

して、当該コマンドでダイナミックカラムのデータタイプを宣言して、そ

れからこの前挿入されたデータを宣言されたデータタイプに変換できない

場合、クエリ時に当該データはNULLに表示され、エラーも戻されませ

ん。 

ダイナミックカラムの詳細につきましては、「データベース管理者参照

編」のダイナミックカラムの使用というセクションをご参照ください。

JSONCOLSカラムの詳細につきましては、「データベース管理者参照編」

のJSONCOLSの使用というセクションをご参照ください。 

使用例  

 使用例 下記の例では、ダイナミックカラムに記述情報を追加するのを説

明します： 

dmSQL> CREATE TABLE books(name CHAR(50),info JSONCOLS); 

dmSQL> INSERT INTO books(name,id,price) values('C language','abc','19'); 

1 rows inserted 

dmSQL> INSERT INTO books(name,id,price) values 
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('College english','2','32'); 

1 rows inserted 

dmSQL> ALTER TABLE books ADD DYNAMIC COLUMN id INT; 

dmSQL> ALTER TABLE books ADD DYNAMIC COLUMN price FLOAT; 

dmSQL> SELECT name,id,price FROM books; 

               NAME                     ID           PRICE 

=================================== ========== ==================== 

C language                             NULL    1.900000000000e+001 

College english                              2 3.200000000000e+001 

2 rows selected 

関連SQL 

ALTER TABLE DROP DYNAMIC COLUMNALTER 

ALTER TABLE MODIFY DYNAMIC COLUMN 

3.13 ALTER TABLE DROP COLUMN 

目的 

表からカラムを削除します。 

構文 

column_name

,

ALTER TABLE table_name DROP CASCADE

RESTRICT

( )

 

 

 table_name  カラムを削除しようとする表の名称 

column_name  削除するカラムの名称 
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説明 

ALTER TABLE DROP COLUMN文は、既存の表に定義されているカラムを

削除します。表の所有者或いはDBA、SYSDBA、SYSADMまたは表の

ALTER権限をもつユーザーのみはALTER TABLE DROP COLUMNコマンド

を実行することができます。 

このSQL文は、不要になったカラムを表から削除するときに使用します。

主キーまたは外部キーが定義されているカラムは、先に主キーまたは外部

キーを削除しておかないと削除できません。ビューが定義されているカラ

ムを削除すると、ビューは不正になり使用するとエラーが返されます。削

除されたカラムのデータは、リカバリすることができません。十分に注意

して使用してください。 

CASCADE/RESTRICTのキーワードは選択可能です。これらのキーワード

は、削除されたカラムを参照する従属したオブジェクトを削除するか、確

認するかを指定します。CASCADEのキーワードが指定されると、カラム

に従属するオブジェクトはすべて削除されます。RESTRICTのキーワード

が指定されると、ビュー定義や外部キーや制約で参照されるカラムは削除

されません。RESTRICTのキーワードが指定されると、従属するオブジェ

クトがないカラムだけが削除されます。 

使用例  

 使用例1 Employeesinfo表のBirthDateカラムを削除します： 

ALTER TABLE Employeesinfo DROP (BirthDate) 

 使用例2 Employeesinfo表のBirthDateとHireDateカラムを削除します： 

ALTER TABLE Employeesinfo DROP (BirthDate, HireDate) 

 使用例3 以下のコマンドはEmployeesinfoテーブルと従属するビュー

EmpViewからカラムBirthDateを削除します： 

CREATE VIEW EmpView AS SELECT BirthDate FROM Employeesinfo 

ALTER TABLE Employeesinfo DROP (BirthDate) CASCADE 
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関連SQL 

ALTER TABLE ADD COLUMN 

ALTER TABLE MODIFY COLUMN 

3.14 ALTER TABLE DROP DYNAMIC 
COLUMN 

目的 

ダイナミックカラムの記述情報を削除することに用いられます。 

構文 

ALTER TABLE table_name DROP DYNAMIC

column_name
COLUMN  

table_name  削除しようとするダイナミックカラムの記述情報

   が含む表の名称 

column_name  記述情報を削除しようとするダイナミックカラム

   の名称 

説明 

ALTER TABLE DROP DYNAMIC COLUMNコマンドはダイナミックカラム

の記述情報が削除できますが、当該ダイナミックカラムのデータが削除で

きません。表の所有者、DBA、SYSDBA、SYSADMまたは当該表のALTER
権限を持つユーザーのみ、ALTER TABLE DROP DYNAMIC COLUMNコマ

ンドを実行することが出来ます。 
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JSONCOLSカラムまたはJSONCOLSカラムを含む表を削除する場合、当該

JSONCOLSカラムに含まれるダイナミックカラムの記述情報が自動的にシ

ステムにより削除されます。 

ダイナミックカラムに関する詳細につきましては、「データベース管理者

参照編」のダイナミックカラムの使用というセクションをご参照くださ

い。JSONCOLSカラムの詳細につきましては、「データベース管理者参照

編」のJSONCOLSの使用というセクションをご参照ください。 

使用例  

 使用例 下記の例では、idというダイナミックカラムの記述情報を削除す

るのを説明します。表booksの詳しい情報については、ALTER TABLE ADD 
DYNAMIC COLUMNをご参照ください。 

dmSQL> ALTER TABLE books DROP DYNAMIC COLUMN id; 

dmSQL> SELECT name,id,price FROM books; 

    NAME                 ID                 PRICE 

============= ========================= ============== 

C language    abc                              *9e+001 

College engl* 2                                *3e+001 

2 rows selected 

関連SQL 

ALTER TABLE ADD DYNAMIC COLUMN 

ALTER TABLE MODIFY DYNAMIC COLUMN 

3.15 ALTER TABLE DROP FOREIGN 
KEY 

目的 

表の外部キーを削除します。 
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構文 

ALTER TABLE table_name DROP FOREIGN KEY key_name

 

table_name  外部キーを削除しようとする表の名称 

key_name  削除する外部キーの名称 

説明 

ALTER TABLE DROP FOREIGN KEY文は、既存の表に定義されている外部

キーを削除します。表の所有者、DBA、表のALTER権限をもつユーザーだ

けがこのSQL文を実行することができます。 

キーは、表内の特定の行の識別に役立てるカラム又はカラムの組み合わせ

です。キーを構成するカラムをキーカラムといいます。一意キーとは、重

複するキー値をもつレコードが無いキーのことです。 

主キーは、表内の行を一意的に識別するキーです。主キーが無いと行は重

複値をもつ可能性があり、表内の特定の行を他と区別することが不可能に

なります。重複値をもつカラムを主キーに定義したり、既存の主キーに重

複値を入力することはできません。 

外部キーは、別の表の主キーまたは一意索引に対応するキーです。二つの

表は、共通のキーデータによって親子関係が付けられます。親表は主キー

または一意索引をもち、子表は外部キーをもちます。 

参照整合性は、子表の外部キー (子キー) の値が親表の主キーまたは一意索

引 (親キー) に対応する値をもつことを確実にします。参照整合性は、外部

キーによって確立される親子関係を使用して表間に施行されます。

DBMasterは、外部キーの定義を通して、自動的に表間の参照整合性制約を

サポートします。子表にレコードを追加するときは、子キーの値が親キー

に存在していなければなりません。同様に、親表からレコードを削除する

ときは、対応する子キーをもつ全てのレコードを先に削除しなければなり

ません。 
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参照アクションは、子キーが親キーを参照しているときに親キーを更新/削
除するという、通常は参照整合性によって許されない手段を与えます。参

照アクションは、親キーを更新/削除するときに対応する全ての子キーに実

行するオペレーションを定義します。DBMasterは、更新/削除に対して4種
の参照アクション、CASCADE、SET NULL、SET DEFAULT、NO ACTION
をサポートします。CASCADEは、対応する子キーを親キーと同様に更新/
削除します。SET NULLは、対応する子キーをNULLに設定します。SET 
DEFAULTは、対応する子キーをカラムの初期設定値に設定します。NO 
ACTIONは、通常の参照整合性の規則に従います。外部キーを作成すると

きに参照アクションを定義しないと、NO ACTIONが初期設定のアクショ

ンになります。 

外部キーが不要になったならば、ALTER TABLE DROP FOREIGN KEY文を

使用して表から外部キーを削除します。外部キーを削除すると、もはや参

照整合性は施行されず、子表に対する参照アクションも実行されません。

外部キーが無いと、親表に無い値を子表に挿入したり、親表の値を更新/削
除することが可能になります。このSQL文は十分に注意して使用すべきで

す。 

使用例  

 使用例 表Salaryから外部キーfkeyを削除します： 

ALTER TABLE Salary DROP FOREIGN KEY fkey; 

関連SQL 

ALTER TABLE PRIMARY KEY 

ALTER TABLE FOREIGN KEY 

ALTER TABLE DROP PRIMARY KEY 
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3.16 ALTER TABLE DROP PRIMARY 
KEY 

目的 

表の主キーを削除します。 

構文 

ALTER TABLE table_name DROP PRIMARY KEY

 

table_name  主キーを削除する表の名称 

説明 

ALTER TABLE DROP PRIMARY KEY文は、表に定義されている主キーを削

除します。表の所有者、DBA、表のALTERとINDEX権限をもつユーザーだ

けがこのSQL文を実行することができます。 

キーは、表内の特定の行の識別に役立てるカラムまたはカラムの組み合わ

せです。キーを構成するカラムをキーカラムといいます。一意キーとは、

重複するキー値をもつレコードが無いキーのことです。 

主キーは、表内の行を一意的に識別するキーです。主キーが無いと、行は

重複値をもつ可能性があるので表内の特定の行を他と区別することができ

なくなります。重複値をもつカラムを主キーに定義したり、既存の主キー

に重複値を入力することはできません。 

外部キーは、別の表の主キーまたは一意索引に対応するキーです。二つの

表は、共通のキーデータによって親子関係が付けられます。親表は主キー

または一意索引をもち、子表は外部キーをもちます。 

参照整合性は、子表の外部キー (子キー) の値が親表の主キーまたは一意索

引 (親キー) に対応する値をもつことを確実にします。参照整合性は、外部
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キーによって確立される親子関係を使用して表間に施行されます。

DBMasterは、外部キーの定義を通して、自動的に表間の参照整合性制約を

サポートします。子表にレコードを追加するときは、子キーの値が親キー

に存在していなければなりません。同様に、親表からレコードを削除する

ときは、対応する子キーをもつ全てのレコードを子表から削除しておかな

ければなりません。 

主キーが不要になったならば、ALTER TABLE DROP PRIMARY KEY文を使

用して削除します。外部キーが定義されているときは、参照整合性が施行

されています。主キーを削除する前に、主キーを参照する全ての外部キー

を削除します。主キーを削除すると、各レコードの一意的なキー値は要求

されなくなります。二つのレコードを区別することができないキー値を入

力することができ、データベースの不整合を発生する可能性があります。

このSQL文は十分に注意して使用すべきです。 

使用例  

 使用例 表Employeesinfoの主キーPrimaryKeyを削除します： 

ALTER TABLE Employeesinfo DROP PRIMARY KEY 

関連SQL 

ALTER TABLE PRIMARY KEY 

ALTER TABLE FOREIGN KEY 

ALTER TABLE DROP FOREIGN KEY 

CREATE TABLE 

3.17 ALTER TABLE FOREIGN KEY 

目的 

表に外部キーを追加します。 
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構文 

 

REFERENCES parent_table_name

olumn_name

,
)(

key_name

column_name

,
( )

ALTER TABLE table_name FOREIGN KEY

ON  UPDATE

CASCADE

SET DEFAULT
SET NULL

NO ACTION

ON  DELETE

CASCADE

SET DEFAULT
SET NULL

NO ACTION  

 

table_name  外部キーを追加する表の名称 

key_name  追加する外部キーの名称 

column_name  1. 外部キーを作成するカラムの名称 

   2. 外部キーが参照するカラムの名称 

parent_table_name 外部キーが参照する表の名称 

説明 

ALTER TABLE FOREIGN KEY文は、既存の表に外部キーの定義を追加しま

す。ALTER TABLE FOREIGN KEYは、表の所有者、DBA、表のALTER権限
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と主キーの表またはカラムのREFERENCE権限をもつユーザーだけが実行

することができます。 

キーは、表内の特定の行の識別に役立てるカラムまたはカラムの組み合わ

せです。キーを構成するカラムをキーカラムといいます。一意キーとは、

重複するキー値をもつレコードが無いキーのことです。 

主キーは、表内の行を一意的に識別するキーです。主キーが無いと、行は

重複値をもつ可能性があるので表内の特定の行を他と区別することができ

なくなります。重複値をもつカラムを主キーに定義したり、既存の主キー

に重複値を入力することはできません。 

外部キーは、別の表の主キーまたは一意索引に対応するキーです。二つの

表は、共通のキーデータによって親子関係が付けられます。親表は主キー

または一意索引をもち、子表は外部キーをもちます。 

ON UPDATE/ON DELETEキーワードは選択可能です。これらのキーワー

ドは、子キーによって参照される親キーの値を更新/削除するときに対応す

る全ての子キーの行に実行される参照アクションを指定します。参照アク

ションには、CASCADE、SET NULL、SET DEFAULT、NO ACTIONがあり

ます。 

CASCADEは、親キーを更新/削除するときに対応する全ての子キーの値を

更新/削除します。親キーを更新するときは、子キーの値を親キーの値と同

じにします。親キーを削除するときは、親キーの値と一致する子キーの値

を全て削除します。 

SET NULLは、親キーを更新/削除するときに対応する子キーの値をNULL
に設定します。子キーカラムにNOT NULL制約が定義されているときは、

SET NULLアクションを使用することはできません。 

SET DEFAULTは、親キーを更新/削除するときに対応する子キーの値をカ

ラムの初期設定値に設定します。子キーカラムにNOT NULL制約が定義さ

れており初期設定値がNULLのときは、SET DEFAULTアクションを使用す

ることはできません。 

NO ACTIONは、通常の参照整合性の規則に従います。参照アクションを

定義しないと、NO ACTIONが初期設定のアクションになります。 
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表の外部キーの個数には制限がありません。親キーは表の主キーまたは他

の任意の一意索引ですが、子キーを追加する前に親キーを作成しておきま

す。親キーと子キーのカラム数とカラムタイプまたはカラム長は同じでな

ければなりません。両表の対応カラムの順序は異なっていてもかまいませ

んが、ALTER TABLE FOREIGN KEYの中では対応する順にリストします。

初期設定では親表の主キーを親キーにします。 

外部キーカラムにはNULL値があってもかまいません。外部キーがNULL値
のときは、自動的に参照整合性が満たされます。ビューに外部キーを作成

することはできませんが、シノニムには作成することができます。外部キ

ー名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、記号 $ と # を使

用することができます。1字目は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 Accounts表のCustNoカラムにCustomers表を参照する外部キー

fkey_CNoを作成します。親キーのカラム名を指定していないので、

Customers表の主キーが親キーになります。Customers表の主キーは、この

実行前に定義されていなければなりません： 

ALTER TABLE Accounts FOREIGN KEY fkey_CNo (CustNo) 

                      REFERENCES Customers 

 使用例2 親キーにCustNoカラムを指定して使用例1と同じ外部キー

fkey_CNoを作成します。CustNoカラムは、Customers表の主キーか一意索

引のどちらかです。この実行前にCustomers表に主キーか一意索引が定義さ

れていなければなりません： 

ALTER TABLE Accounts FOREIGN KEY fkey_CNo (CustNo) 

                      REFERENCES Customers (CustNo) 

 使用例3 表InvoiceのカラムPartNo、SuppNoにStock表を参照する外部キー

fkey_Noを作成します。Invoice表のカラムの順序 (PartNo、SuppNo)はStock
表の対応カラムの順序(SuppNo、PartNo)と異なりますが、各表の対応カラ

ムを同じ順序でリストしているので有効なSQL文になります： 

ALTER TABLE Invoice FOREIGN KEY fkey_No (SuppNo, PartNo) 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-42 

                     REFERENCES Stock (SuppNo, PartNo) 

 使用例4 参照アクションを定義して使用例3と同じ外部キーfkey_Noを作

成します。ON UPDATE SET DEFAULTキーワードは、親キーを更新する

ときに対応する子キーカラムの値を初期設定値に設定します。ON 
DELETE SET NULLキーワードは、親キーを削除するときに対応する子キ

ーの値をNULLに設定します： 

ALTER TABLE Invoice FOREIGN KEY fkey_No  (SuppNo, PartNo) 

                     REFERENCES Stock (SuppNo, PartNo) 

                     ON UPDATE SET DEFAULT 

                     ON DELETE SET NULL 

関連SQL 

ALTER TABLE DROP FOREIGN KEY 

ALTER TABLE DROP PRIMARY KEY 

ALTER TABLE PRIMARY KEY 

CREATE INDEX 

CREATE TABLE 

3.18 ALTER TABLE MODIFY COLUMN 

目的 

表のカラム定義を変更します。 
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構文 

ALTER TABLE table_name

MODIFY ( )
column_name

,

TO column_definition

 

table_name  カラム定義を変更する表の名称 

column_name  変更するカラムの名称 

column_definition カラムの新定義 

説明 

ALTER TABLE MODIFY COLUMN文は、表の既存カラムの定義を変更しま

す。表所有者或いはDBA、SYSDBA、SYSADMまたは表のALTER権限をも

つユーザーのみALTER TABLE MODIFY COLUMNコマンドを実行すること

ができます。 

カラム定義は、カラム名とデータ型またはドメインで指定します。複数の

カラム定義を変更することができます。表の最大カラム数は252です。 
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カラム定義 

 
data_type

domain_name
NULL

NOT NULL
column_name

DEFAULT

constant

NULL

function_name

CHECK boolean_expression

USER
SYSTEM

ON UPDATE

constant

NULL
function _name

SEQUENTIAL

SEQ

GIVE
BEFORE column_ name_b

AFTER column_name_a

 

column_name  変更したカラムの名称 

data_type  変更したカラムのデータ型  

domain_name  変更したカラムのドメイン名 

literal                挿入値がない場合に使用するリテラル値 

constant   挿入値がない場合に使用する定数値 

constraint_name  カラムに設ける制約の名称 

function_name  挿入値がない場合に使用する組み込み関数の名称 

boolean_expression 評価結果が真または偽となる式 

column_name_a 変更したカラムの直前の既存カラムの名称 
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column_name_b 変更したカラムの直後の既存カラムの名称 

DBMasterは次のデータ型をサポートします：BINARY、CHAR、DATE、
DECIMAL(NUMERIC) 、 DOUBLE 、 FILE 、 FLOAT 、 INTEGER 、 LONG 
VARBINARY(BLOB) 、 LONG VARCHAR(CLOB) 、 OID 、 SERIAL 、

SMALLINT、TIME、TIMESTAMP、VARCHAR。 

データ型の代わりにユーザー定義ドメインを指定することができます。ド

メインは、データ型、初期設定値、制約の組み合わせです。ドメインを使

用してカラムを定義すると、これらがカラムに適用されます。初期設定値

と制約については、以下のDEFAULTとCHECKキーワードの説明を参照し

てください。カラム定義で初期設定値と制約を指定すると、ドメインの初

期設定値と制約が打ち消されます。カラム定義でドメインの制約に制約を

追加することができます。 

NULL/NOT NULLキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、カ

ラムがNULL値を取れるか、新しい行を挿入するときにカラムを空のまま

にできるかを指定します。NULLキーワードは、行を挿入するときにカラ

ム値を未定にしてもよい指定です。NOT NULLキーワードは、行を挿入す

るときにカラム値を挿入しなければならない指定です。NULLと定義され

ていたカラムをNOT NULLに変更することは、表が空のときかGIVEキーワ

ードを使用しない限りできません。 

キーワードUSER/SYSTEMは選択可能です。これらのキーワードは、ユー

ザーがINSERT/UPDATEステートメントを使用してデフォルト値を持つカ

ラムの値を変更できるかどうかを指定します。キーワードUSERがデフォル

トで使用されます。キーワードUSERはユーザーがその値を変更できるのを

指定し、キーワードSYSTEMはユーザーがその値を変更できないのを指定

します。 

DEFAULTキーワードは選択可能です。このキーワードは、新しく挿入する

行のカラムの値が空のときにカラムに挿入される初期設定値を指定しま

す。初期設定値としては、リテラル値、定数、組み込み関数値、NULLキ
ーワードを指定することができます。組み込み関数は、PI()、NOW()、
USER()のように引数の無い関数を使用します。DEFAULT値をNULLにする

と、カラムをNOT NULLに定義することはできません。データ型の代わり
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にユーザー定義のドメインを使用するときは、通常、DEFAULTキーワード

は使用しません。DEFAULT句はドメインに含まれるのが普通です。 

キーワードON UPDATEは選択可能です。このキーワードは、その他のカ

ラムの値が変更される場合に、デフォルト値を持つカラムの値が自動的に

変更できるのを指定します。 

CHECKキーワードは選択可能です。このキーワードは、カラムに入力でき

る値の範囲を指定します。真または偽と評価される任意の条件式で許容値

の範囲を指定します。CHECK条件式の中では、カラムの値を表すのに

VALUEキーワードを使用することができます。SQL文がCHECK条件を満た

さないときは、そのSQL文は処理されません。データ型の代わりにドメイ

ンを使用するときは、通常、CHECKキーワードは使用しません。CHECK
句はドメインに含まれるのが普通です。 

GIVEキーワードは選択可能です。このキーワードは、表の既存の行の変更

されたカラムの値がNULLのときに挿入される値を指定します。カラムを

NULLからNOT NULLに変更するときは、GIVEキーワードを指定しないと

カラムを変更することができせん。リテラル値、定数、組み込み関数値、

NULLキーワードをGIVE値に指定することができます。GIVE値として

NULLを使用するときは、カラムをNOT NULLに定義することはできませ

ん。SERIALデータ型にカラムを変更するときは、GIVEキーワードと共に

SEQUENTIAL/SEQキーワードを指定します。 SEQUENTIAL/SEQは、

SERIALデータ型のカラム定義で指定された値から始まるシリアル番号を既

存の行に挿入する指定です。シリアル番号は行が挿入されるごとに増分さ

れます。 

BEFORE/AFTERキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、変更

されたカラムの挿入位置を既存カラムとの関係で指定します。BEFOREキ
ーワードは、指定した既存カラムの前（左）に変更カラムを挿入します。

AFTERキーワードは、指定した既存カラムの後（右）に変更カラムを挿入

します。BEFORE/AFTERキーワードを指定しないと、変更カラムは元の位

置のままです。 

表のカラムを変更すると、表に定義されたビューとストアド・コマンドは

全て不正になります。しかしシノニムには影響を与えません。カラム名の
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最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、記号 $ と # を使用する

ことができます。1字目は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 Employeesinfo表のPhoneカラムのデータ型をCHAR(20)に変更し

ます： 

ALTER TABLE Employeeinfo MODIFY (Phone TO Phone CHAR(20)) 

 使用例2 Employeesinfo表のPhoneカラムのデータ型をCHAR(20)に変更し

ます。更にNOT NULLキーワードを追加し、新規の行の挿入時にPhoneカ
ラムの値を入力必須にします。NULL値をもつ既存の行には、GIVEキーワ

ードの値が割当てられます： 

ALTER TABLE Employeesinfo MODIFY (Phone TO Phone CHAR(20) 

                                             NOT NULL 

                                             GIVE '000-0000') 

 使用例3 LineItems表のQuantityとAmountカラムのデータ型をINTに変更

します： 

ALTER TABLE LineItems MODIFY (Quantity TO Quantity INT, 

                                Amount TO Amount INT) 

関連SQL 

ALTER TABLE ADD COLUMN 

ALTER TABLE DROP COLUMN 

CREATE TABLE 
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3.19 ALTER TABLE MODIFY DYNAMIC 
COLUMN 

目的 

既存のダイナミックの記述情報を修正することに用いられます。 

構文 

ALTER TABLE table_name MODIFY DYNAMIC

column_name data_type
COLUMN

TYPE TO

 

table_name  修正しようとするダイナミックカラムの記述情報

   が含む表の名称 

data_type  修正されたダイナミックカラムに使用されるデー

   タタイプの名称 

説明 

ALTER TABLE MODIFY DYNAMIC COLUMNコマンドは既存のダイナミッ

クカラムの記述情報を修正することができます。表の所有者、DBA、

SYSDBA、SYSADMまたは当該表のALTER権限を持つユーザーのみ、

ALTER TABLE MODIFY DYNAMIC COLUMNコマンドが実行できます。 

ダイナミックカラムはデータタイプを修正することのみをサポートしま

す。 

ダイナミックカラムに関する詳細につきましては、「データベース管理者

参照編」のダイナミックカラムの使用というセクションをご参照くださ

い。 
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使用例  

 使用例 下記の例では、priceというダイナミックカラムの記述情報を削除

するのを説明します。表booksの詳しい情報については、ALTER TABLE 
ADD DYNAMIC COLUMNをご参照ください。 
dmSQL> ALTER TABLE books modify dynamic column price type to INT; 

dmSQL> SELECT name,id,price FROM books; 

    NAME                 ID                 PRICE 

============= ========================= ============== 

C language    abc                                   19 

College engl* 2                                     32 

2 rows selected 

関連SQL 

ALTER TABLE ADD DYNAMIC COLUMN 

ALTER TABLE DROP DYNAMIC COLUMN 

3.20 ALTER TABLE PRIMARY KEY 

目的 

表の主キーを作成します。 

構文 

ALTER TABLE PRIMARY KEY
column_name

,
( )table_name

 

table_name  主キーを作成する表の名称 

column_name  主キーのカラムの名称 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-50 

説明 

ALTER TABLE PRIMARY KEY文は、既存の表に主キーの定義を追加しま

す。ALTER TABLE PRIMARY KEYは、表所有者、DBA、表のALTERと

INDEX権限をもつユーザーだけ実行することができます。 

キーは、表内の特定の行を識別するのに役立てるカラムまたはカラムの組

み合わせです。一意キーは、重複するキー値をもつレコードが無いキーの

ことです。 

主キーは、表内の行を一意的に識別するキーです。主キーが無いと行は重

複する値をもつ可能性があるので、表内の特定の行を他と区別することは

できなくなります。重複値をもつカラムを主キーに定義したり、既存の主

キーに重複値を入力することはできません。 

外部キーは、別の表の主キーまたは一意索引に対応するキーです。二つの

表は、共通のキーデータによって親子関係が付けられます。親表は主キー

または一意索引、子表は親表のキーカラムに対応する外部キーカラムをも

ちます。 

参照整合性は、子表の外部キー (子キー) の値が親表の主キーまたは一意索

引 (親キー) に対応する値をもつことを保証します。参照整合性は、外部キ

ーによって確立される親子関係を使用して表間に施行されます。DBMaster 
は、表間の参照整合性制約を外部キーの定義を通して自動的にサポートし

ます。子表にレコードを追加するときは、子キーの値が親キーに存在して

いなければなりません。 同様に、親表からレコードを削除するときは、先

に対応する子キーをもつ全てのレコードを削除しなければなりません。 

主キーは、各レコードの主キーが一意であることから表のデータ整合性を

保証します。主キーカラムは重複値やNULL値をもたないことを意味する

ので、主キーカラムはNOT NULL制約を付けて定義します。 

表には、主キーを一つだけ設けることができます。この理由で主キーには

名称を付けません。DBMasterは、各表にPrimaryKeyと名付けられた一意索

引を作成し、主キーを内部的に管理します。主キーの索引は自動的に作成

されるので、検索パフォーマンスを上げるために別の主キーカラムの索引

を作成する必要はありません。 
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主キーは、最大32カラム、4000バイトまでのカラムで作成することができ

ます。ビューに主キーを作成することはできませんが、シノニムには作成

することができます。シノニムに主キーを作成すると、元の表に主キーが

作成されます。 

使用例  

 使用例 表CustomersのカラムCustNoに主キーを作成します。CustNoカラ

ムはNOT NULL制約を付けて定義されるので、そのカラムは全ての値が一

意であるか、その表が空でなければなりません： 

ALTER TABLE Customers PRIMARY KEY (CustNo) 

関連SQL 

ALTER TABLE DROP PRIMARY KEY 

ALTER TABLE DROP FOREIGN KEY 

ALTER TABLE FOREIGN KEY 

CREATE INDEX 

CREATE TABLE 

3.21 ALTER TABLE RENAME 

目的 

既存の表の名称を変更します。 

構文 

ALTER TABLE table_name RENAME TO new_table_name

table_name  名称を変更する表の旧名称 
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new_table_name  表の新しい名称 

説明 

ALTER TABLE RENAMEコマンドは既存の表の名称を変更します。表の所

有者、DBA、表のALTER権限を有するユーザーのみがこのSQL文を実行す

ることができます。 

表に索引やテキスト索引がある場合は、表名を変更することができます。

このSQL文は、ストアド・コマンドやストアド・プロシージャ、トリガ

ー、外部キーのような依存性オブジェクトをサポートしていません。 

使用例  

 使用例： 

ALTER TABLE Customers RENAME TO oldCustomers 

関連SQL 

CREATE TABLE 

DROP TABLE 

3.22 ALTER TABLE SET OPTIONS 

目的 

表のオプションを設定します。 
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構文 

ALTER TABLE

ON

OFF

NOCACHE

FILLFACTOR number

TABLE

PAGE

ROW

 LOCK MODE

UPDATE STATISTICS EVERY n DAYS

table_name set

table_name オプションを変更しようとする表の名称 

number  フィルファクタの値 

n  二つの統計の間の更新の間隔日数 

new_serial 新しいシリアル番号の開始値 

説明 

ALTER TABLE SET OPTIONS文は、既存の表のオプション定義を変更しま

す。表の所有者、DBA、表のALTER権限をもつユーザーだけがALTER 
TABLE SET OPTIONSを実行することができます。 

LOCK MODEは、表のデータアクセス時に使用するロックモード（ロック

レベル）を指定します。DBMasterには、3つのロックモード、表、ペー

ジ、行があります。初期設定はページ・ロックです。表のロック・モード

は、SYSTABLEのLOCKMODEカラムを見て判定することができます。 

LOCK MODE TABLEは、表全体をロックします。このモードは、ロックさ

れた表の同時並行アクセスを禁止するので同時実行性が低下します。ロッ
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クリソースは少なくなり、システム制御域(SCA)の必要メモリも小さくなり

ます。 

LOCK MODE PAGEは、データページ単位でロックします。このモードは

同時実行性とロックリソースの双方を考慮した選択です。ロックされたペ

ージ以外のページは他のユーザーがアクセスできるので中位の同時実行性

が得られます。 

LOCK MODE ROWは、行単位でロックします。このモードは、ロックさ

れた行以外のデータを他のユーザーがアクセスすることを許すので同時実

行性が増大します。ロックリソースの使用は多くなり、SCAの必要メモリ

も大きくなります。 

FILLFACTORは、データページに格納するレコードの最大充填率を指定し

ます。ページ内の既存レコードの更新用スペースを確保しておくことによ

って、データページ使用の最適化が可能になります。フィルファクタ(充填

率 )は、50%～100%の範囲内に指定します。表のフィルファクタは、

SYSTABLEシステム表のFILLFACTORカラムを見て判定することができま

す。 

NOCACHEは、表検索でデータ・キャッシュに使用するページ・バッファ

数を制限します。DBMasterは、直近に使用したページがバッファチェーン

の先頭になるようにページを格納します。NOCACHEオプションをONに

すると、表検索中に読み込まれたデータページはバッファチェーンの最後

に置かれます。バッファチェーンの最終バッファは表検索前に掃き出さ

れ、検索中は後続のデータページが前のページを上書きします。結果とし

て、表検索に使用するページバッファは 1 ページバッファに制限されま

す。表のキャッシュモードは、SYSTABLEシステム表のCACHEMODEカラ

ムを見て判定することができます。 

SERIALオプションは、SERIALカラムのカウンタをリセットします。

SERIALカラムには、新しい連続番号が挿入されるようになります。 

ALTER TABLE SET OPTIONSは、表に定義されたビューやシノニムには影

響しません。 
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使用例  

 使用例1 Customers表のLOCK MODEをTABLEに設定します： 

ALTER TABLE Customers SET LOCK MODE TABLE 

 使用例2 Customers表のLOCK MODEをPAGEに設定します： 

ALTER TABLE Customers SET LOCK MODE PAGE 

 使用例3 Customers表のLOCK MODEをROWに設定します： 

ALTER TABLE Customers SET LOCK MODE ROW 

 使用例4 Customers表のFILLFACTORを90%に設定します： 

ALTER TABLE Customers SET FILLFACTOR 90 

 使用例5 Customers表のNOCACHEオプションをONにします： 

ALTER TABLE Customers SET NOCACHE ON 

 使用例6 Customers表のNOCACHEオプションをOFFにします： 

ALTER TABLE Customers SET NOCACHE OFF  

 使用例7 表tb_tmpのSERIALカウンタを100にリセットします： 

ALTER TABLE tb_tmp SET SERIAL 100 

関連SQL 

CREATE TABLE 

3.23 ALTER TABLE TO ANOTHER 
TABLESPACE 

目的 

表、索引を移動します。 
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構文 

 

ALTER TABLE table_name MOVE TABLESPACE tablespace_name  

 

table_name  移動された表の名 

tablespace_name  表を表領域に移動して、この表領域名  

説明 

ALTER TABLE TO ANOTHER TABLESPACE コマンドは表を別の表領域に

移動します。その同時に当該インデックスおよび表が同じ表領域にある場

合に、このインデックスを別の表領域に移動します。また、当該インック

ス及び表がそれぞれ異なる表領域にある場合に、このインデックスを別の

表領域に移動することができませんが、リビルドする必要があります。表

の所有者或いはDBAまたはALTERとINDEX権限を持つユーザーのみALTER 
TABLE TO ANOTHER TABLESPACEコマンドを実行することができます。 

また、ユーザーはFASTCOPY ONの設定を通して、快速的に一つの表をそ

の他の表領域に移動でき、これは表移動時の効率を高めます。そして、移

動時に、システムはバッファを利用せず、一回だけのログ操作で、直接に

一つのデータページをその他のデータページにコピーすることができま

す。そうすると、ログへの操作が大幅に下がります。 

一つの表をほかの表領域に移動することによって、この表がほかのディス

クに保存されることができ、ディスクフルによる保存できないことも避け

られます。 

上記の移動について、下記の幾つかの制限があります。 

 システム表、一時表、ビューがほかの表領域に移動できません。  

 永久表がSYSTABLESPACE 或いはTMPTABLESPACE に移動できませ

ん。 

 TMPTABLESPACE に永久表の索引が再作成できません。 
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 NON-TMPTABLESPACEに一時表の索引が再作成できません。 

 別の表領域にシステム表の索引が再作成できません。 

 データを一つの表から同じ表にコピーできません。 

 表を一つの表領域から同じ表領域に移動できません。 

使用例  

 使用例 以下の例では、ts_modeの表Employeesinfoを別の表領域ts_newに

移動するのを表示します： 

ALTER TABLE Employeesinfo MOVE TABLESPACE ts_new 

関連SQL 

CREATE TABLE 

DROP TABLE 

CREATE TABLESPACE 

3.24 ALTER TABLESPACE 

目的 

表領域にファイルを追加します。また、表領域を自動拡張から標準に、あ

るいは標準から自動拡張に変更します。 
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構文  

ALTER TABLESPACE tablespace_name

TYPE= DATA

TYPE = BLOB

ADD DATAFILE file_name

SET AUTOEXTEND OFF

SET READ ONLY

SET READ WRITE  

tablespace_name  変更する表領域の名称 

file_name  表領域に追加するファイルの名称 

説明 

ALTER TABLESPACEコマンドは既存のテーブルスペースにファイルを追加

するか、テーブルスペースのタイプを自動拡張から標準に、または標準か

ら自動拡張に変更するか、テーブルスペースのタイプを読み取り/書き込み

可能から読み取り専用に、または読み取り専用から読み取り/書き込み可能

に変更します。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユー

ザーのみALTER TABLESPACEコマンドを実行することができます。 

大多数のユーザーにとっては、データがコンピュータに物理的に格納され

る方法は重要ではありません。DBMasterは、リレーショナル・データモデ

ルを使用して物理ストレージモデルの細部を隠蔽し、代わりに論理ストレ

ージモデルを使用してデータを表現します。 

物理ストレージモデルでは、ファイルがデータベースのデータを格納する

物理ストレージ構造です。Unixのローデバイスを除いて、ファイルはオペ

レーティング・システムによって管理され、一方、ファイル内のデータは

DBMSによって管理されます。DBMasterは、データ、BLOB、ジャーナルの

3種類のファイルを通常の操作に使用します。 
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ジャーナル・ファイルは、データベースの全ての変更履歴と変更ステータ

スをリアルタイムに記録する特殊なファイルです。ジャーナルは、失敗し

たトランザクションによる変更のundo、成功したけれどもデータベース損

傷によってディスクに書き込まれていない変更のredoを可能にします。ジ

ャーナル・ファイルは、データベース管理システムのみによって使用さ

れ、ユーザーデータの格納には使用されません。 

データファイルとBLOBファイルは、ユーザーとシステムのデータを格納

します。これらファイルは類似の特性をもっていますが、DBMasterは、パ

フォーマンスを上げるためにデータとBLOBを別の方法で管理します。デ

ータファイルは表と索引のデータを格納し、BLOBファイルはバイナリラ

ージオブジェクト(BLOB)を格納します。 

論理ストレージモデルでは、表領域は、データベース情報を管理可能なエ

リアに区分けするための論理ストレージ構造です。表領域には種々の表や

索引が置かれます。表領域内のデータはDBMSによって管理されますが、

物理的にはファイルに格納されます。表領域には、標準、自動拡張、シス

テムの3種類があります。 

標準表領域には、最低1つのデータファイルあるいはBLOBファイルがあ

り、サイズが固定しています。標準表領域を拡張するには、既存のファイ

ルを拡大するか新規ファイルを追加します。新規ファイルを追加するとき

は、dmconfig.iniの該当データベース・セクションに、論理ファイル名、物

理ファイル名、初期ファイルサイズを指定する行を作成しておきます。標

準表領域は最大32767ファイルをもつことができ、ファイルサイズの合計

は最大8TBです。Unixプラットフォームでは、ローデバイスに標準表領域

を置くことができます。 

注 ローデバイスの詳細情報はUnixシステムのマニュアルを参照してくださ

い。 

自動拡張表領域は、追加データの必要に応じて自動的にサイズを拡大しま

す。自動拡張表領域には、少なくとも1個のデータファイルがなければな

りません。BLOBファイルをもたせることもできます。標準表領域との違

いは、自動的に拡張することです。特定の表領域に表を配置することがで

きます。自動拡張表領域にファイルを追加するときは、dmconfig.iniの該当

するデータベース・セクションに、論理ファイル名、物理ファイル名、初
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期ファイルサイズを指定する行を作成しておきます。自動拡張表領域はロ

ーデバイスをサポートしません。 

システム表領域は、データベース作成時に自動的に生成されます。システ

ム表領域はデータベースに1個あり、システムカタログ表が置かれ、スキ

ーマ、セキュリティ、ステータス情報が格納されます。システム表領域

は、Unixのローデバイス上に作成する場合を除いて、自動拡張表領域とし

て作成されます。システム表領域には、1個のデータファイルと1個の

BLOBファイルが自動的に作成されます。システム表領域は、標準表領域

に変換することができます。 

SET AUTOEXTEND OFFキーワードは、自動拡張表領域を標準表領域に変

更します。表領域が占めるディスク容量を制限するときは、表領域を自動

拡張から標準に変更します。 

注 自動拡張表領域のファイルは、8TBを上限にして、ディスクの全使用可

能容量まで拡大することがあります。  

SET AUTOEXTEND ONキーワードは、標準表領域を自動拡張表領域に変

更します。標準表領域を使用し尽くしたときは、表領域を自動拡張に変更

することができます。 

読み取り専用のテーブルスペースを使用すると、テーブルスペースに変更

を加えることはできません。しかし、読み取り専用のテーブルスペースに

は以下の多数のメリットがあります: 

 バックアップの回数が低減されます。読み取り専用のテーブルスペー

スは読み取り専用に変更後、1度のバックアップを行うだけでよい。 

 復元が容易になります。インスタンスを開始すると、DBMasterメディ

アのリカバリが不要なのでその点で有効です。 

 読み取り専用のテーブルスペースは更新可能なテーブルスペース (ロッ

クなし) よりも少ないシステムリソースの使用で済みます。 

SET READ ONLYのキーワードを使うと、読み取り/書き込み可能なテーブ

ルスペースを読み取り専用のテーブルスペースに変更できます。 

SET READ WRITEのキーワードを使うと、読み取り専用のテーブルスペー

スを読み取り/書き込み可能なテーブルスペースに変更できます。 
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ADD DATAFILEキーワードは、表領域に新規データファイルまたはBLOB
ファイルを追加します。表領域に追加するファイルは、同じ物理ディスク

ではないものにします。Unixではローデバイスにファイルを格納すること

ができます。ローデバイスファイルはオペレーティング・システムのコー

ルを経由せずに書き出すので、通常のファイルよりも高速でアクセスして

パフォーマンスを良くします。 

表領域を構成するファイルは、データベース内では論理ファイル名を使用

して参照し、物理データとの独立性を維持します。論理ファイル名は、マ

ップ例 1 に示すようにdmconfig.iniファイルで、物理ファイル名にマップさ

れます。ディレクトリまたはパスを指定しない新規ファイルは、

dmconfig.iniのDB_DBDIRキーワードで指定する初期設定のデータベース

ディレクトリに作成されます。 

論理ファイル名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、記号

$と#を使用することができます。1字目は数字以外にします。物理ファイ

ル名の最大長は、ドライブとパス名を含めて255字です。オペレーティン

グ・システムで許される任意の文字、記号を含むことができます。 

新規ファイルのタイプは、TYPE=DATAまたはTYPE=BLOBキーワードで指

定します。初期設定のファイルタイプはDATAです。 

ファイルサイズは、データファイルの場合はページ数、BLOBファイルの

場合はBLOBフレーム数で指定します。データページは4KB、8KB、

16KB 、32KBで、BLOBフレームは8KB～256KBの範囲で可変です。 

注 自動拡張表領域の初期サイズは、必要に応じて増分されます。BLOBフ

レームのサイズは、dmconfig.iniファイルにあるDB_BFRSZキーワードで

指定します。 

使用例  

 マップ1 使用例1を実行する前に、論理ファイル名を物理ファイル名にマ

ップし、ページサイズが4KBをもう指定しましたの場合データファイルの

初期サイズを4KBのページ数で指定する行をdmconfig.iniファイルに追加し

ます： 

file1=c:\DBMaster\databases\f1.db 100 
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 使用例1 表領域ts_newに論理ファイル名file1をもつ物理ファイルf1.dbを追

加します： 

ALTER TABLESPACE ts_new ADD DATAFILE file1 TYPE=DATA 

 マップ2 使用例2を実行する前に、論理ファイル名を物理ファイル名にマ

ップし、初期サイズをフレーム数で指定するエントリをdmconfig.iniファイ

ルに追加します。フレームサイズ8KBを使用すると、BLOBファイルの初期

サイズは4000KBになります： 

file2=c:\DBMaster\databases\f2.bb 500 

 使用例2 表領域ts_modeを自動拡張から標準に変更し、次に論理ファイル

名file2をもつ物理ファイルf2.bbを追加します： 

ALTER TABLESPACE ts_mode SET AUTOEXTEND OFF 

ALTER TABLESPACE ts_mode ADD DATAFILE file2 TYPE=BLOB 

 使用例3 以下の例はテーブルスペースを読み取り/書き込み可能から読み

取り専用に変更します。 

ALTER TABLESPACE ts_mode SET READ ONLY 

関連SQL 

CREATE TABLESPACE  

ALTER DATAFILE 

3.25 ALTER TABLESPACE DROP 
DATAFILE 

目的 

ALTER TABLESPACE DROP DATAFILEコマンドは、表領域から空のデータ

ファイルを削除します。 
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構文 

ALTER TABLESPACE tablespace_name

file_nameDROP DATAFILE  

tablespace_name  データファイルが属する表領域の名称 

file_name  削除するデータファイルの名称 

説明 

ALTER TABLESPACE DROP DATAFILEコマンドは、表領域から空のデータ

ファイルを削除します。DBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザー

のみALTER TABLESPACE DROP DATAFILEコマンドを実行することができ

ます。 

表領域からデータファイルを削除しているとき、データファイルは空でな

ければなりません。データファイルにデータが含まれれていると、コマン

ドが中止され、エラー・メッセージがユーザーに戻されます。 データファ

イルが表領域に1つしかない場合、データファイルを削除することはでき

ません。 システムの表領域からシステムのデータベースを、または初期設

定の表領域から初期設定のデータファイルを削除できないことにも注意す

る必要があります。 

このコメントはロジックファイルだけを削除しますので、ユーザーはこの

コメントをコミットした後、手動的で物理ファイルを削除する必要があり

ます。またdmconfig.ini にある情報も削除します。 

使用例  

 使用例  表領域ts_newからデータファイルtsfile1を削除する： 
ALTER TABLESPACE ts_new DROP DATAFILE tsfile1 

関連SQL 

CREATE TABLESPACE  
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ALTER TABLESPACE 

ALTER DATAFILE 

3.26 ALTER TRIGGER ENABLE 

目的 

表の既存トリガーを有効または無効にします。 

構文 

ALTER TRIGGER trigger_name

DISABLE

ENABLE
table_nameON

trigger_name 有効または無効にするトリガーの名称 

table_name トリガーが定義されている表の名称 

説明 

ALTER TRIGGER ENABLE文は、表上のトリガーを有効または無効にしま

す。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザーの

みALTER TRIGGER ENABLEコマンドを実行することができます。 

トリガーは、特定のイベントに応じて事前に定義されたSQL文を自動的に

実行するデータベースサーバーの機構です。トリガーによって、標準的な

SQL文を使用しては不可能な複雑で非類型的なデータベース操作が実行可

能になります。トリガーはデータベース・サーバーの制御下にあるので、

ソースの如何に関わらずデータ整合性を保証することができます。トリガ
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ーは、ユーザーまたはアプリケーション・プログラムがトリガー・イベン

トを発生する毎に起動します。 

トリガーは、作成されると自動的に有効になります。トリガーを起動させ

るデータベース操作をテストする等のためにトリガーを無効にするには、

DISABLEキーワードを使用します。無効にしてもトリガーはデータベース

から削除されません。ENABLEキーワードを用いて再び有効にすることが

できます。 

使用例  

 使用例1  Employeesinfo 表のトリガーTrig_empを無効にします： 

ALTER TRIGGER Trig_emp ON Employeesinfo DISABLE 

 使用例2  Employeesinfo 表上のトリガーTrig_empを有効にします： 

ALTER TRIGGER Trig_emp ON Employeesinfo ENABLE 

関連SQL 

ALTER TRIGGER REPLACE 

CREATE TRIGGER 

DROP TRIGGER 

3.27 ALTER TRIGGER REPLACE 

目的 

既存のトリガーを新規トリガーで置き換えます。 
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構文 

ALTER TRIGGER

UPDATE
OF

ON

cloumn_name

trigger_name
BEFORE

AFTER

( sql_statement )

DELETE

INSERT

,

table_name

for_each_statement_clause

for_each_ row_clause

REPLACE WITH

 

trigger_name 置き換えられるトリガーの名称 

column_name 新規トリガーを作成するカラムの名称 

table_name 新規トリガーを作成する表の名称 

sql_statement トリガーが起動したときに実行する SQL 文 

説明 

ALTER TRIGGER REPLACE文はトリガーを置き換えます。表の所有者或い

はDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザーのみALTER TRIGGER 
REPLACEコマンドを実行することができます。 

トリガーは、特定のイベントに応じて事前に定義されたSQL文を自動的に

実行するデータベース・サーバーのメカニズムです。トリガーは、標準的

なSQL文を使用しては不可能な複雑で非類型的なデータベース操作を実行

可能にします。トリガーはデータベース・サーバーの制御下にあり、トリ

ガー起動の原因に関わらずデータ整合性を保証します。ユーザーやアプリ

ケーション・プログラムがイベントを発生する毎に、必ずトリガーが起動

します。 

トリガーを置き換えるには、トリガー名と新規トリガーのアクション、ア

クションタイム、イベント、表、タイプを指定します。 
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注 ALTER TRIGGER REPLACEは、変更元のトリガー表にのみ働きます。 

トリガーは、一般のデータベース・オブジェクトとは異なり、完全修飾名

では識別しません。代わりに、トリガーは表に関連付けられます。同じ表

の全てのトリガー名は、一意でなければなりません。トリガー・アクショ

ンは、イベントを発生するユーザーの権限ではなく、トリガー表の所有者

のセキュリティ権限とオブジェクト権限で動作します。 

BEFORE/AFTERキーワードは、トリガー・アクションの実行時点をイベン

トの前/後の関係で指定します。BEFOREキーワードは、トリガー・イベン

トの前にトリガー・アクションを実行することを意味します。AFTERキー

ワードは、トリガー・イベントの後にトリガー・アクションを実行するこ

とを意味します。 

INSERT/DELETE/UPDATEキーワードは、トリガーを引き起こすイベント

を指定します。 INSERT/DELETEとUPDATEは使用法が少し違います。

INSERTキーワードは表に行を挿入する時のトリガー起動を指示し、

DELETEキーワードは表から行を削除する時のトリガー起動を指示しま

す。UPDATEキーワードは、表の任意のカラムを更新する時のトリガー起

動を指定します。特定のカラムを更新する時のトリガー起動を指示するに

は、UPDATE OFを使用してカラムリストを指定します。 

注 二つ以上のUPDATE OFトリガーで同じカラム名を使用することはでき

ません。 

ONキーワードは、トリガーが定義される表名を指定します。トリガー表

は標準表でなければなりません。一時表、ビュー、シノニムにトリガーを

作成することはできません。 
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For Each Row 句 

REFERENCING

OLD AS old_name

NEW AS new_name

OLD AS old_name

FOR EACH ROW
WHEN (search_condition )

NEW AS new_name

old_name  トリガー・アクション起動前のトリガー表の値を

    参照す別名 

new_name  トリガー・アクション起動後のトリガー表の値を

 参照する別名 

search_condition  トリガーを起動させる行の条件 

REFERENCINGキーワードは、OLDとNEWの別名を指定します。行トリガ

ーは、トリガー・アクションの中でトリガー起動の前/後のカラムの値を

OLD/NEWキーワードで参照しますが、同名の表OLDやNEWが既に存在す

るときには、REFERENCINGで付けた別名を使用します。 

FOR EACH ROWキーワードは、トリガー・イベントが行を変更する毎に

トリガーを起動する指令です。FOR EACH ROWキーワードを使用して定

義された行トリガーは、トリガーを起動させる文が何も行を処理しなけれ

ば起動しません。 

WHENキーワードは、トリガーを起動させる行が満たすべき条件を指定し

ます。WHEN条件は、トリガー・イベントが行を変更する毎に評価されま

す。条件が真ならばトリガーが起動し、偽ならば起動しません。WHEN条
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件の結果はトリガー・アクションの実行にだけ有効です。トリガーを起動

させる文には何の影響も与えません。 

For Each Statement 句 

FOR EACH STATEMENT

FOR EACH STATEMENTキーワードは、トリガーを起動するSQL文に1回だ

け起動するトリガーの指定です。FOR EACH STATEMENTキーワードを使

用して定義された文トリガーは、トリガーを起動する文が何も行を処理し

なくても起動します。 

トリガーが起動したときに実行する文のことをトリガー・アクションとい

います。トリガー・アクションにすることができるのは、 INSERT、

UPDATE、DELETE、EXECUTE PROCEDURE文です。トリガー・アクショ

ンで組み込み関数を使用するときは、PI( )、NOW( )、USER( )のように引

数の無いものだけを使用します。トリガーが呼び出し実行するストアド・

プロシージャは、COMMIT、ROLLBACK、SAVEPOINTのようなトランザ

クション制御文を含むことはできません。 

トリガー表の各イベントには、アクションのタイムBEFORE/AFTERとトリ

ガータイプFOR EACH ROW/FOR EACH STATEMENTを組み合わせた複数

のトリガーを作成することができます。例えばINSERTイベントにアクシ

ョン・タイムとトリガータイプを組み合わせて 4個のトリガー、

BEFORE/FOR EACH STATEMENT 、 BEFORE/FOR EACH ROW 、

AFTER/FOR EACH ROW、AFTER/FOR EACH STATEMENTを作成すること

ができます。 

注 同様にUPDATE、DELETE イベントにも複数のトリガーを作成すること

ができます。 

UPDATE OFを使用すると、各カラムにアクション・タイム/トリガータイ

プを組み合わせたトリガーを作成することができます。各カラムに4組の

UPDATE OFトリガー、BEFORE/FOR EACH STATEMENT、BEFORE/FOR 
EACH ROW、AFTER/FOR EACH ROW、AFTER/FOR EACH STATEMENT



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-70 

を作成することができます。UPDATE OFトリガーが表にあるときは、同

じ表にUPDATEトリガーを作成することはできません。また、別の

UPDATE OFトリガーで既に使用されているカラムを指定することもでき

ません。 

使用例  

 使用例1 Employeessinfo表のTrig_empトリガーを変更します。元はFOR 
EACH STATEMENTになっていたトリガーをFOR EACH ROWで置き換え

ます： 

ALTER TRIGGER Trig_emp REPLACE WITH 

                    BEFORE UPDATE ON Employeessinfo 

                    FOR EACH ROW 

            (INSERT INTO NameChange VALUES (OLD.FName, OLD.LName, 

                                            NEW.FName, NEW.LName)) 

 使用例2 使用例1のEmployeesinfo表のTrig_empトリガーを変更します。

BEFORE UPDATE のトリガーイベントを AFTER INSERT で置き換えま

す： 

ALTER TRIGGER Trig_emp REPLACE WITH 

                    AFTER INSERT ON Employeesinfo 

                    FOR EACH ROW 

            (INSERT INTO NameChange VALUES (OLD.FName, OLD.LName, 

                                            NEW.FName, NEW.LName)) 

 使用例3 使用例2のEmployeesinfo表のTrig_empトリガーを変更します。

INSERT のトリガー・アクションをEXECUTE PROCEDURE で置き換えま

す： 

ALTER TRIGGER Trig_emp REPLACE WITH 

                    AFTER INSERT ON Employeesinfo 

                    FOR EACH ROW 

            (EXECUTE PROCEDURE LogTime) 
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関連SQL 

ALTER TRIGGER ENABLE 

CREATE TRIGGER 

DROP TRIGGER 

3.28 BEGIN BACKUP 

目的 

オンライン・バックアップを開始します。 

構文 

BEGIN

BACKUP

TO CURRENT
INCREMENTAL BACKUP

 

説明 

BEGIN BACKUP文によって、データベースは特別な状態に置かれます。当

該状態で、その他のユーザーはデータベースとの接続を切断するまたはデ

ータベースをシャットダウンする必要がなく、システムはデータベースの

あらゆるファイルをバックアップすることになります。ユーザーを切断し

たり、データベースを終了せずに、データベースの全てのファイルをバッ

クアップできる状態にします。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ

権限を持つユーザーのみBEGIN BACKUPコマンドを実行することができま

す。 
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メディア障害は、コンピュータ・システムのオンライン補助記憶装置の障

害です。最も多く使用される補助記憶装置はハードディスクです。メディ

ア障害は、通常ディスク本体の物理的障害、つまりヘッドクラッシュ、火

災、地震、強い振動、物理的な操作限界を超えた加重等によって発生しま

す。 

メディア障害が発生すると、いくつかのファイルが物理的に傷つけられま

す。アーカイブまたはバックアップを用意し、データベースを正しくリス

トアできるようにしておきます。メディア障害のデータベースをリストア

するために、データベース・ファイルを定期的にバックアップしておきま

す。バックアップには、いくつかの種類があります。 

オンライン・バックアップは、データベースの運用中にバックアップを取

ります。データベース管理者はデータベースを終了する必要がなく、ユー

ザーはデータベースを切断する必要がありません。オンライン・バックア

ップは、ユーザーは何もする必要が無いので非常に便利です。DBMSに
は、オンラインでデータベースをバックアップする機能が必要です。 

オフライン・バックアップは、データベースが終了された後にバックアッ

プを取ります。データベース管理者は、データベースの終了予定時刻を全

てのユーザーに通知し、終了前にデータベースから切断するようにしま

す。このため、オフライン・バックアップはユーザーには不便です。ユー

ザーは、トランザクションを全て終了し、データベースを切断することを

認識する必要があります。オフラインの場合、DBMSにデータベースをバ

ックアップする機能は必要ありません。 

完全バックアップは、全てのデータとジャーナルのコピー、つまりデータ

ベース全体のコピーを取ります。完全バックアップは、データベース全体

をバックアップするので大量のストレージ容量を必要としますが、データ

ベースを素早くリストアすることができます。 

差分バックアップは最新の完全バックアップのデータを基礎とします。つ

まり差分のベースです。差分バックアップは差分ベースを変更されたデー

タのみ含みます。普通に、差分ベースは連続な差分バックアップに使用さ

れます。リストアタイムで完全バックアップと差分バックアップはこの完

全バックアップを基づいて完全データベースを生成します。 
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増分バックアップは、前回の完全バックアップ以降に変更されたジャーナ

ル・ファイルのコピーだけを取ります。バックアップ・ファイルには、前

回の完全バックアップ以降にデータベースに加えられた変更のコピーが取

られます。増分バックアップは、ジャーナル・ファイルだけをバックアッ

プするので少量のストレージ容量で済みますが、リストアするのに時間が

かかります。 

DBMasterは、オフライン完全バックアップ、オンライン完全バックアッ

プ、オンライン増分バックアップ、オンライン差分バックアップ、現在ま

でのオンライン増分バックアップの5種類のバックアップをサポートしま

す。増分バックアップを取るときは、事前にオフライン完全バックアップ

またはオンライン完全バックアップのどちらかを取っておきます。完全バ

ックアップを取っておかないと、メディア障害のデータベースをリストア

できないかもしれません。 

オフライン完全バックアップを取るときは、全てのユーザーが切断してい

るのを確認してからデータベースを終了します。終了中にエラーが発生す

ると、バックアップ操作が完了しなかったり、データベースをリストアで

きないかもしれません。全てのデータ、BLOB、ジャーナルのファイルを

バックアップします。オフライン完全バックアップを使用すると、終了時

点のデータベースにリストアすることができます。 

オンライン完全バックアップを取るときは、NON-BACKUP、BACKUP-
DATA、BACKUP-DATA-AND-BLOBモードでデータベースを起動しておき

ます。バックアップを開始するには、BEGIN BACKUPを実行します。全て

のデータファイルとBLOBファイルをバックアップした後、END BACKUP 
DATAFILEを実行します。次に全てのジャーナル・ファイルのバックアッ

プを取ります。その後で、END BACKUP JOURNAL文を実行してバックア

ップを完了し、データベースを通常の操作に戻します。オンライン完全バ

ックアップを使用すると、END BACKUP DATAFILEの実行時点からアクテ

ィブ・ジャーナル・ファイルをコピーした時点までのデータベースにリス

トアすることができます。 

差分バックアップは、NON-BACKUP、BACKUP-DATA、またはBACKUP-
DATA-AND-BLOB モードでデータベースを起動します。差分バックアップ

を作成する前、差分のベース(完全バックアップ)が存在することが確保し
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なければなりません。差分バックアップはデータファイル(DB とBB)だけを

コピーしますが、ジャーナルではありません。ジャーナルファイルは頻繁

に変更されるからです。それで、差分バックアップを実行する場合、有効

なジャーナルブロックだけはコピーされます。 

オンライン増分バックアップまたは既存なオンライン増分バックアップを

取るときは、BACKUP-DATAかBACKUP-DATA-AND-BLOBモードでデータ

ベースを起動しておきます。 

データベース・ファイルの読み込み権限をもつユーザーのみオフライン完

全バックアップを実行することができます。そして、DBA、SYSDBAまた

はSYSADMセキュリティ権限をもつユーザーのみオンライバックアップを

実行することができます。また、同じタイミングで一つのユーザーしかオ

ンラインバックアップを実行することができません。 

オンライン・バックアップを中止するには、ABORT BACKUPを実行しま

す。中止されたバックアップのファイルを使用してデータベースをリスト

アすることはできません。 

オンライン完全バックアップとオンライン差分バックアップは、いつでも

任意のバックアップ・モード(NON-BACKUPを含む)でバックアップを取る

ことができます。オンライン増分バックアップは、BACKUP-DATAか

BACKUP-DATA-AND-BLOBモードでデータベースが作動中のときだけ取る

ことができます。 

バックアップ・モードは、オンライン増分バックアップでバックアップす

る情報のタイプを指示します。バックアップ・モードの設定は、

dmconfig.iniファイルのDB_BMODEキーワード（オフライン時）、dmSQL
のSET文（オンライン時）、JConfiguration Tool（オフライン時）、JServer 
Manager「データベース起動の高度な設定」ダイアログ（オフライン時）、

JServer Manager「ランタイムの設定」ダイアログ（オンライン時）を使用し

て変更します。 

NON-BACKUPモードは、前回の完全バックアップ以降に挿入/更新した全

てのデータを保護しません。このモードでは、オンライン増分バックアッ

プを取ることはできません。データベースのプログラム障害はジャーナル

を使用して完全にリカバリされますが、メディア障害はデータ紛失を起こ
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すかもしれません。アクティブ・トランザクションが使用していないジャ

ーナル・ブロックは、チェックポイント後、直ちに再利用されます。しか

し、ジャーナル・ブロックが上書きされると、データベースは前回の完全

バックアップの時点にリストアすることができるだけになります。 

DB_BMODEキーワードを使用してバックアップ・モードをNON-BACKUP
にセットするには、テキストエディタを使用してdmconfig.iniファイルを開

き、DB_BMODEの値を0にします。オンライン完全バックアップをとると

きにNON-BACKUPにセットするには、SET BACKUP OFF文を使用しま

す。SET BACKUP OFF文は、オンライン完全バックアップのBEGIN 
BACKUPの後、END BACKUP JOURNALの前に実行しなければなりませ

ん。 

BACKUP-DATAモードは、前回の完全バックアップ以降に挿入/更新された

BLOB以外のデータを保護します。オンライン増分バックアップを取るこ

とができますが、BLOBデータはジャーナルに記録されないのでバックア

ップ・ジャーナル・ファイルにも保存されません。前回の完全バックアッ

プ以降に挿入/更新されたレコードにあるBLOBデータは、NULL値に置き

換えられます。データベースをリストアした後に、新しいBLOBデータを

もつ全てのレコードを手作業で更新します。データベースのプログラム障

害はジャーナルを使用して完全にリカバリされ、ディスク障害は部分的に

リカバリされます。 

DB_BMODEキーワードを使用してバックアップ・モードをBACKUP-DATA
にセットするには、テキストエディタを使用してdmconfig.iniファイルを開

き、DB_BMODEの値を1にします。オンライン完全バックアップ中に

BACKUP-DATAにセットするには、SET BACKUP ON文を使用します。SET 
BACKUP ON文は、オンライン完全バックアップのBEGIN BACKUPの後、

END BACKUP JOURNALの前に実行しなければなりません。 

BACKUP-DATA-AND-BLOBモードは、前回の完全バックアップ以降に挿入

/更新されたBLOBを含む全てのデータを保護します。オンライン増分バッ

クアップを取ることができ、全てのデータがバックアップ・ジャーナル・

ファイルに保存されます。データベースのプログラム障害はジャーナルを

使用して完全にリカバリされ、ディスク障害も完全にリカバリされます。

最新のバックアップを使用して、メディア障害の時点のデータベースに
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BLOBデータを含めて完全にリストアします。アクティブ・トランザクシ

ョンが使用していないジャーナル・ブロックは、チェックポイント後、且

つ、ジャーナル・ファイルがバックアップされた後に再利用されます。 

DB_BMODEキーワードを使用してBACKUP-DATA-AND-BLOBバックアッ

プ・モードにセットするには、テキストエディタを使用してdmconfig.iniフ
ァイルを開き、DB_BMODEの値を2にします。オンライン完全バックアッ

プ中にBACKUP-DATA-AND-BLOBにセットするには、SET BLOB BACKUP 
ON文を使用します。SET BLOB BACKUP ON文は、オンライン完全バック

アップのBEGIN BACKUPの後、END BACKUP JOURNALの前に実行しなけ

ればなりません。 

使用例  

 使用例 オンライン完全バックアップを取る手順を示します。はじめに 
BEGIN BACKUPを実行して完全バックアップを取ることをDBMasterに知

らせます。次にOSコマンドを使用して全てのデータファイルとBLOBファ

イルをバックアップ場所にコピーし、END BACKUP DATAFILEを実行し

ます。次にOSコマンドを使用して全てのジャーナル・ファイルをバックア

ップ場所にコピーし、END BACKUP JOURNALを実行します。データベ

ースは通常の操作に戻ります：  

BEGIN BACKUP 

    Copy data and BLOB files to backup location using OS commands 

    Change backup mode if desired 

    Abort the backup if desired 

END BACKUP DATAFILE 

    Copy Journal files to backup location using OS commands 

    Change the backup mode if desired 

    Abort the backup if desired 

END BACKUP JOURNAL 

関連SQL 

ABORT BACKUP 
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END BACKUP 

SET CONNECT OPTIONS 

3.29 BEGIN WORK 

目的 

トランザクションの開始を表示します。 

構文 

BEGIN WORK

 

説明 

BEGIN WORK文は選択可能です。DBMasterはこれを無視します。スクリプ

トファイルでトランザクションの開始を文書化するのに使用します。  

使用例  

 使用例 トランザクションの開始を文書化するBEGIN WORKを例示しま

す。テキストはスクリプトファイルの何処にあってもかまいません： 

BEGIN WORK 

    ... 

     

SQL Command 

    SQL Command 

    ... 

COMMIT WORK 
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関連SQL 

COMMIT WORK 

ROLLBACK 

SAVEPOINT 

3.30 CHECK 

目的 

データベースオブジェクトのデータ整合性をチェックします。 

構文 

CHECK

DB
CATALOG

TABLE table_name
FILE file_name

TABLESPACE tablespace_name

INDEX index_name

 
tablespace_name  チェックする表領域の名称 

file_name  チェックするファイルの名称 

table_name  チェックする表の名称 

index_name  チェックする索引の名称 

説明 

CHECKコマンドは、指定したデータベースオブジェクトのデータ整合性を

チェックします。問合せ結果に不整合や誤りがある場合、エラーメッセー

ジが頻発する場合または異常なエラーメッセージが返される場合には、デ
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ータベースの整合性をチェックします。オブジェクトの所有者、DBA、
SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザーのみCHECKコマンドを実行す

ることができます。 

データベース、索引、表、ファイル、表領域、システムカタログの整合性

をチェックすることができます。整合性チェックは時間とリソースを消費

します。OFFピーク時に必要なものだけのCHECKを実行するようにし、ユ

ーザーの不便を最小限にします。 

データベースオブジェクトのチェックは、システムカタログ表の情報が正

しく有効であることの確認チェックから始まります。システムカタログに

エラーがある場合は、データベースに深刻な整合性エラーがあり直ちにチ

ェックを終了します。次に、オブジェクトと関連オブジェクトの物理構造

とデータ一貫性をチェックします。オブジェクトをチェックするときは、

オブジェクトに含まれる関連オブジェクトも全てチェックします。索引、

データページ、ファイル、表もチェックします。 

ある種のエラーは修復することができます。通常、索引を削除し再作成す

ることによって、多くの問題を修復することができます。破壊された表

は、表の全レコードをアンロードし、表を削除して再作成し、全データを

ロードすることによって修復できる可能性があります。 

データベースに整合性エラーがある場合は、直ちに全データとジャーナ

ル・ファイルのバックアップを取ります。クラッシュ後のリカバリによっ

て、ある種の整合性エラーが直されることがあります。クラッシュリカバ

リは、データベースを終了し再起動すると働きます。データベースが再起

動した後に、CHECKを再実行してエラーが直されているか調べます。 

依然として不整合があるときは、CASEMakerカスタマーサービスに連絡し

てください。CASEMakerカスタマーサポートのスタッフがデータベース修

復の手助けをします。 

注 CASEMakerカスタマーサービスへの連絡方法については、ライセンス契

約書をご覧ください。 
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使用例  

 使用例1 Customers表のデータ整合性をチェックします： 

CHECK TABLE Customers 

 使用例2 Customers表の索引idxCustNumのデータ整合性をチェックしま

す；索引名を指定するときは表名も指定します： 

CHECK INDEX Customers.idxCustNum 

 使用例3 customer_dataファイルにあるデータページまたはBLOBフレーム

のデータ整合性をチェックします： 

CHECK FILE customer_data 

 使用例4 表領域ts_newにある全てのファイル、表、データページ、表デー

タの整合性をチェックします： 

CHECK TABLESPACE ts_new 

 使用例5 データベースのシステムカタログの整合性をチェックします： 

CHECK CATALOG 

 使用例6 全てのデータベース・オブジェクトの整合性をチェックしま

す： 

CHECK DB 

関連SQL 

CREATE INDEX 

CREATE TABLE 

CREATE TABLESPACE 

CREATE TEXT INDEX 
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3.31 CHECKPOINT 

目的 

強制的にチェックポイントを取ります。 

構文 

CHECKPOINT

 

説明 

CHECKPOINT文は、強制的にチェックポイントを取ります。データベー

スが頻繁にアクセスされており、バックアップを取ったり、データベース

を再起動することができないときにはチェックポイントを取ります。

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ

CHECKPOINTコマンドを実行することができます。 

チェックポイントは、データベースの状態をクリーンにします。全てのジ

ャーナルレコードと使用データページをメモリバッファからディスクに書

き出し、バックアップやリカバリに不要になったジャーナル・ブロックを

再利用します。最も古いアクティブ・トランザクションが起動する前に完

了している非アクティブ・トランザクションのジャーナル・ブロックが再

利用されます。 

チェックポイントを取ると、プログラム障害後の起動タイムが短縮されま

す。DBMasterは、最終チェックポイント時刻とチェックポイント時に活動

中のトランザクションリストをジャーナル・ファイルのヘッダに書き出し

ます。この情報を利用して、データベースのリカバリ時にundo/redo/無視す

るトランザクションが決定されます。 
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チェックポイントは、データベースの起動時と終了時、オンライン・バッ

クアップを取るとき、ジャーナルフルのときに自動的に取られます。チェ

ックポイントを取るには、最終チェックポイント以降のトランザクション

数とサイズによっては大量の時間がかかるかもしれません。トランザクシ

ョンは、チェックポイントを取っている間、待たされます。ジャーナルフ

ルの場合、チェックポイントを取ってもトランザクションを完了させるの

に必要なジャーナル・ブロックを再生することができないときは、トラン

ザクションは中止されます。この場合は、中止されたトランザクションの

全ての命令文を再実行します。 

トランザクション処理中の遅延を避けるために、CHECKPOINTを使用し

て定期的に手動チェックポイントを取ります。定期的な手動チェックポイ

ントは、データベースの起動・終了・バックアップの時間、チェックポイ

ントが完了するまでのトランザクションの待ち時間、ジャーナルフルの可

能性を減らすことができます。手動チェックポイントの最適間隔は、デー

タベースのアクティビティ頻度に依存します。 

使用例  

 使用例 強制的にチェックポイントを取ります： 

CHECKPOINT 

関連SQL 

BEGIN WORK 

COMMIT WORK 

ROLLBACK 

3.32 CLOSE DATABASE LINK 

目的 

リモートデータベースへのリンクをクローズします。 
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構文 

CLOSE DATABASE LINK
remote_database_name

NONACTIVE

link_name

ALL

link_name  クローズするリモート・データベース・リンクの

   名称 

remote_database_name 全てのリンクをクローズするリモート・データベ

ースの名称 

説明 

CLOSE DATABASE LINK文は、リモート・データベースへのリンクをクロ

ーズします。単一リンクのクローズ、複数リンクの同時クローズに使用し

ます。リモート・データベースに接続中のリンクをもつユーザーは誰でも 
CLOSE DATABASE LINKを実行することができます。 

データベース・リンクは、リモート・データベースと接続し、ローカル・

データベースからリモート・データベースへのアクセスを可能にします。

リンクにはセキュリティ情報が追加されます。リンクは、別のユーザー名

でリモートデータベースに接続することを可能にします。アカウントのな

いリモートデータベースに接続するには、パブリックリンクを使用しま

す。 

リンク名を指定してCLOSE DATABASE LINKを実行すると、アクティブ・

トランザクションがないリモート・データベースへのリンクの場合、リン

クをクローズします。リモート・データベースを指定してCLOSE 
DATABASE LINKを実行すると、リモート・データベースに接続する全て

のリンクをクローズします。リンクがアクティブ・トランザクションをも

つときはエラーが返され、リンクはオープンのまま残ります。トランザク

ションの終了を待ってから、再度、リンクのクローズを試みます。 
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NONACTIVEキーワードは、アクティブなトランザクションによって使用

されていない全てのリモート・データベースへのリンクをクローズしま

す。トランザクションが使用中のリンクはオープンのまま残ります。リン

クをクローズするには、トランザクション終了まで待ってから再度クロー

ズします。 

ALLキーワードは、全てのリモート・データベースへのリンクをクローズ

します。トランザクションが使用中のリンクがあると、リンクをオープン

のままにしてエラーを返します。リンクをクローズするには、トランザク

ション終了まで待ちます。 

使用例  

 使用例1  FieldLinkリンクをクローズします： 

CLOSE DATABASE LINK FieldLink 

 使用例2 ローカルdmconfig.iniファイルにあるリモート・データベース名 
FieldOfficeへの全てのリンクをクローズします： 

CLOSE DATABASE LINK FieldOffice 

 使用例3 アクティブ・トランザクションで使用されていない全てのリン

クをクローズします： 

CLOSE DATABASE LINK NONACTIVE 

 使用例4 アクティブ・トランザクションによって使用されていなけれ

ば、全てのリンクをクローズします。クローズしない場合は、エラーが返

されリンクはオープンのままになります： 

CLOSE DATABASE LINK ALL 

関連SQL 

CREATE DATABASE LINK 

DROP DATABASE LINK 
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3.33 COMMIT WORK 

目的 

現在のトランザクションをコミットします。 

構文 

COMMIT

WORK

 

説明 

COMMIT WORK文はトランザクションをコミットします。COMMIT 
WORKを実行すると、新トランザクションが自動的に起動します。

CONNECT以上のセキュリティ権限をもつユーザーは、誰でもCOMMIT 
WORKを実行することができます。 

トランザクションは、データベースの整合性を維持するための論理作業単

位であり、伝統的に一括して完了する必要がある一連のデータベース操作

と定義されています。トランザクションは統合体であり、成功してデータ

を変更するか、失敗してデータを変更しないかのいずれかになります。 

例えば、出荷レコードと在庫レコードの2種類の情報がデータベースに格

納されており、共に製品の数量をもっているとします。製品を出荷すると

きには、出荷リストに製品と数量が追加されます。出荷された数量は在庫

から減らさなければなりません。両方の作業が共に完了しなければ、デー

タベースは不整合の状態になります。出荷されたのに在庫から減らされな

ければ製品の在庫数量が多くなり過ぎ、在庫から減らされたのに出荷され

なければ在庫数量が少なくなり過ぎます。出荷と在庫の二つのオペレーシ
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ョンは、一つのトランザクションとして共に成功するか、そうでなければ

両方とも失敗にしなければなりません。 

トランザクションがコミットされると、データは変更されトランザクショ

ンは成功して終了します。トランザクションがロールバックされると、デ

ータは変更されずトランザクションは失敗します。 

COMMIT WORKを実行すると、現在のトランザクションによる全ての変

更がデータベースに書き出されます。COMMIT WORKはトランザクショ

ンの変更データを書き出すだけです。データベース接続がAUTOCOMMIT 
モードのときは、COMMIT WORKは不要になります。 

AUTOCOMMITモードは、トランザクションのコミットを制御します。

AUTOCOMMITモードがONのときは、各SQL文が一つのトランザクショ

ンとして取り扱われます。SQL文を実行し成功して終了する場合、自動的

にSQL文をコミットし、実行エラーが発生すればSQL文をロールバックし

ます。AUTOCOMMITモードがOFFのときは、二つのCOMMIT WORKの

間の全てのSQL文が一つのトランザクションを形成します。トランザクシ

ョン内の変更は、 COMMIT WORK を実行するとコミットされ、

ROLLBACK WORKを実行するとロールバックされます。 

データベースがクラッシュした場合、コミットされなかったトランザクシ

ョンは全てロールバックされます。ロールバックされたトランザクション

内の変更をデータベースに反映するには、データベースを再起動したとき

に、トランザクション内の全てのSQL文を再実行します。 

使用例  

 使用例 AUTOCOMMITモードをOFFにすると、二つのCOMMIT WORK
の間で実行された全てのSQL文による変更が2番目のCOMMIT WORKでコ

ミットされます： 

COMMIT WORK 

    ... 

    SQL Command 

    SQL Command 

    ... 
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COMMIT WORK 

関連SQL 

BEGIN WORK 

ROLLBACK 

SAVEPOINT 

3.34 CREATE COMMAND 

目的 

ストアドコマンドを新規に作成します。 

構文 
 
 

CREATE
OR REPLACE

COMMAND AS

insert_statement

command_name

select_statement

delete_statement

update_statement

 

 

OR REPLACE  OR REPLACEで既存なストアドコマンドを再び作

   成します。この句を使用して既存なストアド 
   コマンドの定義が変更できます。 

command_name  新規に作成するストアドコマンドの名称 

select_statement  有効なSELECT文 

insert_statement  有効なINSERT文 
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update_statement  有効なUPDATE文 

delete_statement  有効なDELETE 文 

説明 

CREATE COMMAND文は、ストアド・コマンドを新規に作成します。ス

トアド・コマンドは、頻繁に使用するSQLデータ操作文を簡便に素早く実

行するのに使用します。CREATE COMMANDは、RESOURCE以上のセキ

ュリティ権限をもち、使用するSQL文を実行するのに必要な全てのセキュ

リティ権限とオブジェクト権限をもつユーザーだけが実行することができ

ます。 

ストアド・コマンドは、コンパイルされた実行形式のSQLデータ操作文で

永続的にデータベースに格納されます。ストアド・コマンドは、コンパイ

ル・最適化せずにSQLデータ操作文を繰り返し実行できるようにします。

ストアド・コマンドはストアド・プロシージャと似ていますが、一つの 
SQLデータ操作文だけからなり、プログラムロジックをもたない点が異な

ります。 

ストアド・コマンドを作成するには、コマンド名と有効なSQLデータ操作

文SELECT、INSERT、UPDATE、DELETEを指定します。データ操作文の

カラム値の位置にホスト変数を使用して、コマンド実行時に実際のカラム

値を割当てることができます。ホスト変数を使用するには、データあるい

はカラムの値を疑問符(?)で置き換えます。 

ホスト変数をもつストアド・コマンドは、組み込み関数の値、NULLキー

ワード、DEFAULTキーワード、他のホスト変数の値を実行時に与えます。

組み込み関数は、RAND( )、PI( )、CURDATE( )、NOW( )のように引数の

無いものだけを使用します。NULL値を与えるときは、ホスト変数のカラ

ムがNULL値を受け入れるものでなければなりません。ストアド・コマン

ド実行時に与えるパラメータの個数は、ストアド・コマンド定義時のホス

ト変数の個数と一致しなければなりません。 

ストアド・コマンドは、参照する表やカラムが削除されたり、BEFOREや
AFTERキーワードを使用してカラム定義が変更されると、不正になり使用

できなくなります。BEFOREおよびAFTERキーワードを使用しないで表に
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カラムを追加した場合は、ストアド・コマンドは何の影響も受けません。

不正なストアド・コマンドは、削除してデータベースから削除します。 

ストアド・コマンド名は、データベースで一意でなければなりません。ス

トアド・コマンド名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、

記号$と#を使用することができます。1字目は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 Employeesinfo表からラストネームが'A'で始まる全ての従業員を

検索するストアド・コマンドsc_select を作成します： 

CREATE COMMAND sc_select AS SELECT * FROM Employeesinfo WHERE LastName 
LIKE 'A%' 

 使用例2 Employeessinfo表のManager カラムの値をホスト変数を使用して

更新するストアド・コマンドsc_update を作成するため、以下の構文を使用

します： 

CREATE COMMAND sc_update AS UPDATE Employeessinfo SET Manager = ? WHERE 
Manager = ? 

或いは： 

CREATE COMMAND OR REPLACE sc_update AS UPDATE Employeesinfo SET Manager 
= ? WHERE Manager = ?  

関連SQL 

DROP COMMAND 

EXECUTE COMMAND 

GRANT(実行権限) 

REVOKE (実行権限) 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-90 

3.35 CREATE DATABASE LINK 

目的 

リモート・データベースへのリンクを新規に作成します。 

構文 

CREATE link_nameDATABASE LINK

user_nameIDENTIFIED BY
password

CONNECT TO remote_db_name

PRIVATE

PUBLIC

link_name  作成するリンクの名称 

remote_db_name 接続するリモート・データベースの名称 

user_name リモート・データベースのユーザーの名称 

password   リモート・データベースユーザーのパスワード  

説明 

CREATE DATABASE LINK文は、リモート・リモートデータベースへのパ

ブリック・リンクまたはプライベート・リンクを作成します。データベー

ス・リンクは、リモート・データベースのオブジェクトをローカル・デー

タベースと同様にアクセスできるようにします。パブリック・リンクは、

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ、

CREATE DATABASE LINKコマンドによってパブリックデータベースリン
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クを作成することができます。また、プライベート・リンクはCONNECT
以上のセキュリティ権限をもつユーザーのみ当該コマンドでプライベート

データベースリンクを作成することができます。 

データベース・リンクは、リモート・データベースへの接続を作成し、リ

モート・データをローカル・データベースと同様にアクセスできるように

します。リンクには、リモート・データベースの識別情報だけでなくセキ

ュリティ情報をもたせることもできます。別のユーザー名やパブリック・

リンク用のアカウントでリモート・データベースに接続することが許され

ます。 

データベース・リンクを作成するには、リンク名とリモート・データベー

ス名を指定します。ローカルおよびリモートのdmconfig.iniファイルには、

相手側のデータベース・セクションが含まれていなければなりません。

各々のデータベース・セクションには、相手側のデータベース・サーバー

のIPアドレスとポート番号が含まれていなければなりません。IPアドレス

とポート番号は、DB_SVADRとDB_PTNUMキーワードで設定します。 

PUBLIC/PRIVATEキーワードは選択可能です。このキーワードは、パブリ

ックまたはプライベートのデータベース・リンクのタイプを指定します。

パブリック・リンクはデータベースの全ユーザーが使用することができ、

プライベート・リンクはリンク作成者だけが使用することができます。

DBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザーのみ、パブリック・リン

クを作成することができますが、データベースでのあらゆる正当なユーザ

ーはプライベート・リンクが作成できます。パブリック・リンクとユーザ

ーのプライベート・リンクの名称が同じである場合、ユーザーはプライベ

ート・リンクが使用できません。データベースリンクの属性を指定してい

ない場合は、ディフォルトリンクはプライベート・リンクです。 

IDENTIFIED BYキーワードは選択可能です。このキーワードは、リモー

ト・データベースに接続するときに使用するユーザー名とパスワードを指

定します。ユーザー名は、リモート・データベースのCONNECT以上のセ

キュリティ権限をもつ既存ユーザーの名称を与えます。リモート・データ

ベースにリンク接続して実行できるオペレーションは、このユーザーのセ

キュリティ権限とオブジェクト権限に依存します。ユーザー名を指定しな
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いときは、ローカル・データベースの現在のユーザー名を使用してリモー

ト・データベースに接続します。 

リンク名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、記号 $ と # 
を使用することができます。1字目は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 リモート・データベースFieldOfficeのパブリック・データベー

ス・リンクFieldLinkを作成します。当該リンクの作成者は、ローカル・デ

ータベースで、DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限をもち、そ

してローカル及びリモート・データベースでのユーザー名は一致しなけれ

ばなりません。このリンクを使用すると、自動的にリンク作成者と同じユ

ーザー名でリモート・データベースに接続し、リモート・データベースの

ユーザーがもつセキュリティ権限とオブジェクト権限が与えられます： 

CREATE PUBLIC Database LINK FieldLink CONNECT TO FieldOffice 

 使用例2 リモート・データベースFieldOfficeのパブリック・データベー

ス・リンクFieldLinkを作成します。当該リンクの作成者は、ローカルデー

タベースでDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限をもっていなけ

ればなりません。このリンクを使用すると、自動的にユーザー名

LinkUser、パスワードdil3ryx9でリモート・データベースに接続し、リモー

ト・データベースのユーザーがもつセキュリティ権限とオブジェクト権限

が与えられます： 

CREATE PUBLIC Database LINK FieldLink CONNECT TO FieldOffice 

                          IDENTIFIED BY LinkUser dil3ryx9 

 使用例3 リモート・データベースFieldOfficeのプライベート・データベー

ス・リンクFieldLinkを作成します。リンクの作成者は、ローカルとリモー

トのデータベースに同じユーザー名をもっていなければなりません。この

リンクを使用すると、自動的にリンク作成者と同じユーザー名でリモー

ト・データベースに接続し、リモート・データベースのユーザーに許され

ているセキュリティ権限とオブジェクト権限が与えられます。同名のパブ

リック・リンクがあってもプライベート・リンクの方が使用されます： 

CREATE PRIVATE Database LINK FieldLink CONNECT TO FieldOffice 
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 使用例4 リモート・データベースFieldOfficeのプライベート・データベー

ス・リンクFieldLinkを作成します。このリンクを使用すると、自動的にユ

ーザー名Vivian、パスワードa23456でリモート・データベースに接続し、

リモート・データベースのユーザーがもつセキュリティ権限とオブジェク

ト権限が与えられます。ローカルとリモートのユーザー名が違うときに

は、この方法が役に立ちます。同名のパブリック・リンクがあってもプラ

イベート・リンクの方が使用されます： 

CREATE PRIVATE Database LINK FieldLink CONNECT TO FieldOffice  

                           IDENTIFIED BY Vivian a23456 

関連SQL 

CLOSE DATABASE LINK 

DROP DATABASE LINK 

3.36 CREATE DOMAIN 

目的 

ドメインを新規に作成します。 

 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-94 

構文 

CREATE DOMAIN domain_name
AS

DEFAULT
constant

NULL
function_name CHECK boolean_expression

data_type

TEXT CONVERTER function-name

 

domain_name  作成するドメインの名称 

data_type  ドメインに使用するデータ型 

literal   カラム値を挿入しないときに用いるリテラル値 

constant   カラム値を挿入しないときに用いる定数 

function_name  カラム値を挿入しないときに用いる組み込み関数 

constraint_name  設定する制約の名称 

boolean_expression 真または偽と評価される任意の式 

説明 

CREATE DOMAIN文は、ドメインを新規作成します。初期設定値とカラム

制約のオプションがあります。RESOURCE以上のセキュリティ権限をもつ

ユーザーなら誰でもCREATE DOMAINを実行することができます。 

ドメインは、データ型、初期設定値、カラム制約をまとめたユーザー定義

データ型です。ドメインは、CREATE TABLE文やALTER TABLE ADD 
COLUMN文のカラム定義でデータ型の代わりに使用し、カラムに挿入でき

る値の範囲を定義します。 
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例えば、DATEデータ型を基にして1900年1月1日から今日までの日付のみ

を受け入れ、初期設定値 NOW( )をもつドメインを作成することができま

す。ドメインを使用して定義されたカラムは、ドメインの特性を継承しま

す。初期設定値やカラム制約をその都度指定せずに、一貫して同じデータ

型のカラムを定義します。 

ドメインを作成するには、データ型とオプションの初期設定値とカラム制

約を指定します。SERIAL以外の任意のデータ型をドメインに使用すること

ができます。初期設定値とカラム制約は、DEFAULTとCHECKキーワード

を使用して指定します。 

CREATE DOMAIN節のTEXT CONVERTER文でドメインを作成することが

できます。DBMasterはドメインのTEXT CONVERTER文が定義されている

とき、テキスト索引とPURETEXT() UDF作成のためTEXT CONVERTER関
数を使ってCLOB、NCLOB、BLOB、FILEデータをプレーンなテキストに

変換します。TEXT CONVERTER関数名はBLOB関連型の引数を含む必要が

あります。戻り型はCLOB、BLOBデータ型で返されるかエラーが返答され

ます。最大で32767ドメインをTEXT CONVERTER文で作成できます。 

DEFAULTキーワードは選択可能です。このキーワードは、カラム値を与え

ずに行を挿入するときに、カラムに挿入される初期設定値を指定します。

初期設定値としては、リテラル値、定数、組み込み関数、NULLキーワー

ドを使用することができます。ドメインの作成に使用する組み込み関数

は、PI( )、NOW( )、USER( )のように引数の無いものだけにします。初期

設定値としてNULLキーワードを使用しているドメインは、カラム定義に

NOT NULLキーワードを付けることはできません。 

CHECKキーワードは選択可能です。このキーワードは、カラムに挿入でき

る値の範囲(制約)を指定します。受け入れ値の範囲を指定する条件式は、

真または偽と評価される任意の式です。CHECKキーワードの条件式の中で

は、VALUEキーワードを使用して行のカラム値を表します。CHECK条件

を満たさないときは、SQL文は処理されません。 

ドメインで指定した初期設定値とカラム制約は、カラム定義で与えた初期

設定値とカラム制約と同じ結果になります。ただし、カラム定義で与えた

初期設定値はドメインの初期設定値を打ち消し、カラム定義で与えた制約

はドメインの制約に追加されます。 
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カラム定義で与えたカラム制約がドメインのカラム制約と競合しないこと

を確かめておきます。ドメインでカラムを定義するときには、カラム制約

が競合するかどうかはチェックされません。制約が競合すると、一部また

は全てのデータ挿入や更新が禁止されてしまうかもしれません。 

ドメイン名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、記号 $ と 
# を使用することができます。1字目は数字以外にします。 

注 メインを作成するときには引数を取らない関数だけが使用できます。 

使用例  

 使用例1 INTEGERデータ型を基にAllNumという名称のドメインを作成し

ます： 

CREATE DOMAIN AllNum AS INTEGER 

 使用例2 INTEGERデータ型を基に初期設定値が0のAllNumという名称の

ドメインを作成します： 

CREATE DOMAIN AllNum AS INTEGER DEFAULT 0 

 使用例3 INTEGERデータ型を基にNULL値不可のAllNumという名称のド

メインを作成します： 

CREATE DOMAIN AllNum AS INTEGER CHECK VALUE IS NOT NULL 

 使用例4 INTEGERデータ型を基に初期設定値が 0 で正の整数だけを入力

することができるPosNumという名称のドメインを作成します： 

CREATE DOMAIN PosNum AS INTEGER DEFAULT 0 CHECK VALUE >= 0 AND VALUE <= 
100 

 使用例5 DATEデータ型を基に初期設定値とカラム制約にNOW( )関数を

使用するValidDateという名称のドメインを作成します： 

CREATE DOMAIN ValidDate AS DATE 

                        DEFAULT NOW() 

                        CHECK VALUE > '01/01/1900' AND VALUE <= NOW() 
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関連SQL 

DROP DOMAIN 

CREATE TABLE 

ALTER TABLE ADD COLUMN 

3.37 CREATE GROUP 

目的 

グループを新規に作成します。 

構文 

CREATE GROUP group_name

group_name  新規に作成するグループの名称 

説明 

CREATE GROUP文は、ユーザーのグループを新規に作成します。グルー

プ内のユーザーは、グループがもつ全てのオブジェクト権限を獲得しま

す。SYSADM、SYSDBAまたはDBA権限を持つユーザーのみCREATE 
GROUPコマンドを実行することができます。 

グループは、多数のユーザーをもつデータベースのオブジェクト権限の管

理を容易にします。グループは、同じオブジェクト権限を必要とするユー

ザーをまとめるときに使用します。グループに与えられたオブジェクト権

限は、自動的にグループ全員に与えられます。グループに含めるユーザー

は、グループ作成後にADD TO GROUPを使用して追加します。 

DBMasterでは、グループを更に別のグループのメンバーにする入れ子グル

ープも使用できます。ただし、入れ子のグループが自分のグループに循環
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してはいけません。例えば、group2がgroup1のメンバーならば、group1を
group2のメンバーにすることはできません。グループを別グループのメン

バーに追加する方法は、ユーザーをグループに追加するのと同じです。 

グループ名は、SYSTEM、PUBLIC、GROUP、既存のユーザー名やグルー

プ名以外のものにします。グループ名の最大長は32字です。文字、数字、

アンダースコア、記号$と#を使用することができます。1字目は数字以外

にします。 

使用例  

 使用例 Managerという名称のグループを新規に作成します： 

CREATE GROUP Manager 

関連SQL 

ADD TO GROUP 

REMOVE FROM GROUP 

DROP GROUP 

3.38 CREATE HASH INDEX 

目的 

テーブルにハッシュ索引を作成する。 
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構文 

ON table_name
,

column_name
)

CREATE index_nameINDEXHASH

[ bucket n ]

(

index_name 作成される新しいハッシュインデックス名 

table_name ハッシュインデックスのありかのメモリテーブル名 

column_name ハッシュインデックスに使用されるカラム名 

bucket n  配列サイズを設定する 

説明 

ハッシュ索引は、メモリ表にのみ作成できます。 ハッシュ索引のメリット

は、ハッシュ索引に保存されたデータにユーザーが素早くアクセスできる

ことです。 ハッシュ索引は、イコール式とイコール結合パフォーマンスも

向 上 さ せ ま す 。 テ ー ブ ル に ハ ッ シ ュ 索 引 を 作 成 す る た め に

ユーザーはCREATE HASH INDEX index_name ON table_name(column_na
me, …) [bucket n]を使用できます。ここで索引名は作成されているシャープ

索引の名称で、表名はメモリ表の名称、カラム名は影響を受けているメモ

リ表のカラムの名称(この値はasc/descカラムを指定できません)で、バケッ

トnは作成されているハッシュ表のアレイサイズを設定します。 

使用例  

 使用例 メモリ表を作成しているとき、ハッシュ索引idx1は31のアレイサ

イズを有するカラムc01_int とc02_charを使用して、メモリ表tb_memに作

成できます。 

create hash index idx1 on tb_mem (c01_int, c02_char) bucket 31 
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関連SQL 

CREATE INDEX 

CREATE TEXT INDEX 

CREATE TABLE 

CREATE TABLESPACE 

DROP INDEX 

REBUILD INDEX 

3.39 CREATE INDEX 

目的 

表の索引を新規に作成します。 

構文 
 

CREATE index_nameINDEX
UNIQUE

FILLFACTOR numberIN tablespace_name

ON table_name

,

( )

DESC
ASC

column_name

expression

AUTO

 

 
index_name  作成する索引の名称 

table_name  索引を作成する表の名称 
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column_name  索引を作成するカラムの名称 (複数) 

expression  索引に作成された式 

tablespace_name  索引を作成する表領域の名称number  
   フィルファクタの値 

説明 

CREATE INDEX文は、既存の表の索引を新規に作成します。索引は、表全

体を検索せずに素早く特定の行の位置を決め、問合せのパフォーマンスを

良くするのに使用します。表の所有者、DBA、INDEX権限をもつユーザー

だけがCREATE INDEXを実行することができます。 

索引は、キーと呼ばれるカラム(複数)の値から素早く特定の表行をアクセ

スできるようにするメカニズムです。索引は、表のキーカラムと同じデー

タをソートし構造化してもっており、表よりも高速に検索できるようにな

っています。索引を作成しても、その操作はユーザーには見えません。

DBMSは、可能な限り索引を使用して問合せパフォーマンスを良くしま

す。 

索引を作成するには、索引名、索引を作成する表の名称、表のキーカラム

の名称を指定します。最大32カラムまでの索引を作成することができま

す。表のどのようなカラムでも索引として使用できます。.索引の最大レコ

ードサイズは4000バイトに制限されています。 

索引作成によって頻繁に使われる式のパフォーマンス向上を図れます。

XMLカラムの場合、XML UDF:extract() 、extractvalue()に索引を作成して

XPathクエリの速度を上げます。extract() とextractvalue()の違いを理解する必

要があります。asc/descや一意索引が使用できない場合でもextract()は複数、

単一、ゼロの値を扱えます。extractvalue()はUDFの結果に単一またはゼロの

値のみ扱えます。値が複数のとき、extractvalue()asc/descや一意索引が使用で

きる場合でも既存タプルへの索引作成に失敗し、タプルに新たにINSERT
を行おうとすると失敗します。有効な索引構築には以下のXPathルールがあ

ります： 

 述語を含まない 
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 関数を含まない 

 完全なロケーションパスが含まれる 

 'child' axisのみ許可 

 結果ノードセットにはリーフノードのみが含まれる(Simple Type要素ノ

ードもしくは属性ノード) 

 qnameはすべて要素ノードに一致しなければなりません 

 各属性の名称はすべて属性ノードと一致しなければなりません 

 属性ノードもしくは要素リーフノードに基づく必要があります 

 '/order/items/item/@product' や'/order/date'といった複合ノンリーフノー

ド、コメントノードにはできません。 

 許可されない位置'/order/items/item[1]/@product' 

 使用可能の関数'count(/order/items/item)' 

 式は使用不可 

UNIQUEキーワードは選択可能です。このキーワードは、索引が一意かど

うかを指定します。一意索引は、二つ以上の行が同じキー値をもつことを

禁止します。ただし、NULLは一意値とみなされ、一意索引の中にNULLを
もつ複数の行があってもかまいません。表が空でないときに一意索引を作

成すると、全てのキーが異なっているかチェックされます。重複キーがあ

ればエラーメッセージが返され、索引は作成されません。一意索引をもつ

表にレコードを挿入/更新すると、挿入/更新レコードと同じキー値をもつ

既存レコードが無いかがチェックされます。初期設定では一意索引を作成

しません。一意索引を作成するときは、UNIQUEキーワードを指定しま

す。 

キーワードAUTOは選択可能です。このキーワードは、インデックスを自

動索引デーモンによって自動的に実行できるかどうかを指定します。これ

は非一意インデックスと類似していますが、当該インデックスが自動イン

デックスデーモンによって自 動 的に 作 成及 び 削除 で き ます 。

AUTOCOMMIT ONを設定する場合、自動インデックスを作成する際、

DBMasterはUpdate(U)ロックのみをリクエストします。これはDBMasterが
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他のユーザーが同時に表をクエリすることを許可しているのを意味しま

す。自動インデックスを作成時に、キーワードAUTOを指定する必要があ

ります。 

ASC/DESCキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、索引のソ

ート順が昇順か降順かを指定します。ソート順はカラム毎に指定します。

ある索引カラムを昇順にする一方で、他を降順にすることができます。索

引のソート順が問合せの出力順序に影響する場合があります。索引が降順

ならば、問合せで何も指定しなくても、出力が降順になる可能性がありま

す。特定のソート順が必要な問合せには、ORDER BY句を使用して出力の

ソート順を指定します。初期設定のソート順はASCです。 

FILLFACTORキーワードは選択可能です。このキーワードは索引ページの

使用率を指定します。フィルファクタは、既存レコードの更新用にスペー

スを確保しておき、索引ページの使用を最適化するようにします。1%～

100%の範囲内にフィルファクタを指定します。索引作成後に表を頻繁に更

新する場合は、表を索引化後、低いフィルファクタ (例えば 50)を指定し、

新しいキーの挿入スペースを残しておきます。表を更新することがほとん

ど無ければ、フィルファクタを初期設定値の100にします。 

表にデータをロードすると、レコードが挿入される毎に表の全ての索引が

更新されます。このため、索引を作成する前に、全てのデータをロードす

るようにします。データをロードした後に索引を作成した方が、ロード前

に索引を作成するよりもはるかに効率的です。 

マスターの表と異なる表領域に索引を作成することもできます。表領域を

指定しない場合、マスター表と同じ表領域に索引が作成されます。 

索引名は表毎に一意にします。索引名の最大長は32字です。文字、数字、

アンダースコア、記号$と#を使用することができます。1字目は数字以外

にします。 

使用例  

 使用例1 Employeesinfo表のFName、LNameカラムに索引NameIndexを作

成します。索引は一意ではなく重複値を含みます： 

CREATE INDEX NameIndex ON Employeesinfo (FName, LName) 
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 使用例2 Employeesinfo表のFName、LNameカラムに索引NameIndexを作

成します。両カラムとも降順にソートされます： 

CREATE INDEX NameIndex ON Employeesinfo (FName DESC, LName DESC) 

 使用例3 Classes表のCourse、Sectionカラムに一意索引ClassIndexを作成し

ます。索引には重複値が許されません： 

CREATE UNIQUE INDEX ClassIndex ON Classes (Course, Section) 

 使用例4 Classes表のCourse、Sectionカラムに一意索引ClassIndexを作成し

ます。索引のフィルファクタは80です。索引には重複値が許されません： 

CREATE UNIQUE INDEX ClassIndex ON Classes (Course, Section) FILLFACTOR 
80 

 使用例 5  以下はClasses テーブルの concat(Course, Section) カラムで 
ExprIndex という名称の一意インデックスを作成します; インデックスは複

製値を含まず、フィルファクタを80に設定します： 

CREATE UNIQUE INDEX ExprIndex ON Classes (concat(Course, Section)) 
FILLFACTOR 80 

 使用例6 以下の例では、ID及びNAMEカラムで表tb_staff にAUTO_1D_2
という名称の自動インデックスを作成します（降順に配列します）： 

CREATE AUTO INDEX AUTO_ID_2 ON tb_staff (ID DESC, NAME) 

関連SQL 

ALTER TABLE PRIMARY KEY 

ALTER TABLE FOREIGN KEY 

CREATE TABLE 

CREATE TABLESPACE 

CREATE TEXT INDEX 

DROP INDEX 

REBUILD INDEX 
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3.40 CREATE PROCEDURE 
CREATE OR REPLACE PROCEDURE文は新しいストアドプロシージャを作

成して既存なプロシージャを代わりるため使用されます。ストアドプロシ

ージャを通じてデータベースエンジンは重複にコンパイル、SQLコマンド

を最適化にする必要がありません。頻繁に重複のタスクを減少して性能を

向上されます。RESOURCE 権限以上のユーザー、SQL構文を実行する安

全とオブジェクト 権 限を 持 つ ユー ザ ー は CREATE OR REPLACE 
PROCEDURE文が使用できます。 

ストアド・プロシージャは、コンパイルされた実行形式のSQLデータ操作

文で永続的にデータベースに格納されます。ストアド・プロシージャは、

コンパイル・最適化せずにSQLデータ操作文を繰り返し実行できるように

します。ストアド・プロシージャはストアド・コマンドと似ていますが、

一つの SQLデータ操作文だけからなり、プログラムロジックをもたない点

が異なります。 

ストアド・プロシージャを作成するには、プロシージャ名と有効なSQLデ
ータ操作文SELECT、INSERT、UPDATE、DELETEを指定します。データ

操作文のカラム値の位置にホスト変数を使用して、プロシージャ実行時に

実際のカラム値を割当てることができます。ホスト変数を使用するには、

データあるいはカラムの値を疑問符(?)で置き換えます。 

FROM FILE 

 

OR REPLACE
PROCEDURE file_nameCREATE FROM

 

 

OR REPLACE  OR REPLACEで既存なプロシージャを再び作成します。こ

の句を使用して既存なプロシージャの定義が変更できま す 

file_name 作成するプロシージャのファイル名 
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 使用例 プロシージャを作成、再作成します： 

CREATE PROCEDURE FROM 'file-name'  

CREATE OR REPLACE PROCEDURE FROM 'file-name'  

ESQL SP 
 
 

procedure_parameter

CREATE
OR REPLACE

PROCEDURE

(

,
)

procedure_name

module_name. procedure_name

procedure_return_result

 

<procedure_parameters> 句 

. parameter_namedata_type

IN

OUT

INPUT

OUTPUT

.
 

<procedure_return_result > 句 

. .STATUS
RETURNS

,

data_tupe result_nameSTATUS

 

OR REPLACE   OR REPLACEで既存なプロシージャを再び作成し

   ます。この句を使用して既存なプロシージャの定

   義が変更できます 

module_name  作成するプロシージャのモジュール名 
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procedure_name  作成するプロシージャ名 

procedure_paramter 作成するプロシージャの引数 

procedure_return_results 作成するプロシージャからの結果セット 

注 プロシージャの実行中に、CREATE OR REPLACE COMMANDと

CREATE OR REPLACE PROCEDURE COMMANDをサポートしません。

AUTOCOMMITはOFFに設定される場合、CREATE OR REPLACE 

PROCEDURE COMMANDもサポートしません。 

 使用例 プロシージャを作成または置換します。 

- ファイルから ESQL SPを作成します: 

CREATE OR REPLACE PROCEDURE FROM 'proc1.ec'   

- ec ファイルを書きます: 

EXEC SQL CREATE OR REPLACE PROCEDURE proc1 (char(10) i1, char(10) i2 
output) 

 returns char(10) o1, char(10) o2; 

{ 

  EXEC SQL BEGIN CODE SECTION; 

 EXEC SQL select FName from tb_staff where LName =:i1 into:i2; 

 EXEC SQL returns select * from tb_staff into :o1,:o2; 

 EXEC SQL END CODE SECTION; 

} 
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JAVA SP 

 

 

OR REPLACE  OR REPLACEで既存なプロシージャを再び作成し

   ます。この句を使用して既存なプロシージャの定

   義が変更できます。 

module_name  作成するプロシージャのモジュール名 

procedure_name  作成するプロシージャ名 

procedure_parameter 作成するプロシージャの引数 

date_type  戻り変数のデータ型 

variable_name  戻り変数の名 

package.class.method 作成するプロシージャのjava方法 

argtype   java方法の引数型 

java_sourcecode_jar_ile javaソースコードの物理jarファイル 
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related-jar-file   ロジックjarファイル 

 使用例  プロシージャを作成するまたは代わります。 

- javaファイルを書きてAddStaff.javaに追加します：  

package staff; 

import java.sql.*; 

 

public class AddStaff 

{ 

 // Add an row into the tb_staff table 

 public static void addStaff(String fName, String lName) 

 throws Exception 

 { 

   // Register DBMaster JDBC Driver 

   Class.forName("dbmaster.sql.JdbcOdbcDriver"); 

   // Connect to database 

   Connection conn = 
DriverManager.getConnection("jdbc:default:connection"); 

    

   // Prepare SQL statement 

    PreparedStatement pstmt = 
conn.prepareStatement("insert into tb_staff values(?,?)"); 

     

    // Set values of the dynamic SQL argument 

    pstmt.setString(1, fName); 

   pstmt.setString(2, lName); 

    

   // Execute the dynamic SQL statement 

   pstmt.execute(); 

    

   // Close the dynamic SQL statement 
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   pstmt.close(); 

    

   // Close the connection 

   conn.close(); 

 } 

} 

DOS コマンドラインにこのAddStaff.javaファイルをコンパイルして、既存な

ディレクトリにAddStaff.classファイルを作成されます。 

javac AddStaff.java 

AddStaff.classをdir\staffまでコピーします。 

このクラスをパックします、既存なディレクトリにStaff.jarファイルを作成

されます。 

jar cvf addStaff.jar   staff\AddStaff.class 

<DB_SPDIR>を使用してjar\SYSADMディレクトリを作成します。ファイル

addStaff.jarを<DB_SPDIR>\jar\SYSADMまで移動します。 

jarfileを追加します： 

ADD JARFILE addStaff addStaff.jar  

Java SPを作成して、再作成します： 

CREATE OR REPLACE PROCEDURE addStaff(char(12) fname,char(12) lname)  

RETURNS STATUS LANGUAGE JAVA FROM 

 'staff.AddStaff.addStaff(String,String)',addStaff 



 1 SQL文 3 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-111 

SQL SP 

CREATE
OR REPLACE

PROCEDURE

(
,

)

procedure_name

module_name.procedure_name

procedure_parameters

RETURNS

LANGUAGE SQL

BEGIN

sp_declare_ main

; ;

sp_statement_main

END ;

 

OR REPLACE  OR REPLACEで既存なプロシージャを再び作成し

   ます。この句を使用して既存なプロシージャの定

   義が変更できます。 

module_name  作成するプロシージャのモジュール名 

procedure_name  作成するプロシージャ名 

procedure_parameter 作成するプロシージャの引数 

date_type  戻り変数のデータ型 

variable_name  戻り変数の名 

sp_declare_main  作成するプロシージャの主な声明句のセクション 

sp_statement_main 作成するプロシージャの主な句 

注 プロシージャの実行中に、CREATE OR REPLACE COMMANDと

CREATE OR REPLACE PROCEDURE COMMANDをサポートしません。
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AUTOCOMMITはOFFに設定される場合、CREATE OR REPLACE 

PROCEDURE COMMANDもサポートしません。 

 使用例  プロシージャを作成または置換します。 

- ファイルからSQL SP を作成します: 

CREATE OR REPLACE PROCEDURE FROM 'proc1.sp'   

- spファイルを書きます: 

CREATE OR REPLACE PROCEDURE proc1  

LANGUAGE SQL 

BEGIN 

     DECLARE cur CURSOR WITH RETURN FOR select * from tb_staff; 

     OPEN cur; 

END; 

関連SQL 

DROP PROCEDURE 

EXECUTE PROCEDURE 

GRANT(実行権限) 

REVOKE(実行権限) 

3.41 CREATE REPLICATION 

目的 

表に表レプリケーションを新規に作成します。 
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構文 
 

local_table_name

REPLICATE TO

CREATE

WITH PRIMARY AS

column_name

,
)(

WHERE search_condition

,

remote_table_name

column_name

,
)(

CLEAR DATA

FLUSH DATA

CLEAR AND FLUSH DATA

ASYNC
REPLICATION replication_name

r
eplication_name               作成する表レプリケーションの名称 

local_table_name  レプリケートするローカル表の名称 

column_name  1. ローカル表のカラムの名称 

   2. リモート表のカラムの名称 

search_condition  レプケートされる行が満たすべき条件 

remote_table_name リモートデータベースの表の名称 
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説明 

CREATE REPLICATION文は、表に新規レプリケーションを作成します。

一時表には、レプリケーション、シノニム、ビューを作成することはでき

ません。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限

を持つユーザーのみCREATE REPLICATIONコマンドを実行することがで

きます。 

レプリケーションは、表全体または一部のカラムを遠隔地にコピーしま

す。遠隔地のユーザーは、レプリケートされたデータで作業できるように

なります。レプリケートされたコピーは、他の場所のデータベースと同期

が取られます。各データベースは、低速ネットワーク接続を経由して別の

マシンに行かずに、直接効率的にデータ要求に応じることができるように

なります。レプリケーションは、リモート側にデータベースのバックアッ

プを取るのとは異なり、ユーザーの介入無しにDBMS自身によってトラン

ザクション毎に同期が取られます。 

レプリケーションには同期と非同期があります。CREATE REPLICATION
は、同期・非同期レプリケーションを作成します。同期レプリケーション

は、ローカル表の変更と同時にリモート表を変更します。非同期レプリケ

ーションは、ローカル表の変更を格納しておき、予め定義されたスケジュ

ールに従ってリモート表を変更します。 

DBMasterの同期レプリケーションは、グローバルトランザクションモデル

を使用します。このモデルでは、リモート表へのデータ・レプリケーショ

ンがソース・トランザクションの不可欠な部分として取り扱われます。こ

れは、リモート・データベースへのデータ・レプリケーションに失敗する

と、ローカル表のトランザクションも失敗することを意味します。 

DBMasterの非同期レプリケーションは、トランザクションログを使用して

リモート表にデータをレプリケートします。ローカル表の変更はトランザ

クションログに格納され、予め決められたスケジュールに従ってリモート

表にレプリケートされます。ソース・トランザクションとリモート・トラ

ンザクションは、トランザクションログを使用することによって独立に取

り扱われ、リモートに接続できなくてもローカル表を更新することができ

るようになります。非同期レプリケーションは、ネットワークやリモー
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ト・データベースの障害に耐えることができます。レプリケーションは、

障害が復旧するまで再試行されます。 

レプリケーションを作成するには、レプリケーション名、ローカル表名、

レプリケーと先のリモート表名を指定します。ローカル表とリモート表

は、各々のデータベースに存在するものでなければなりません。表が削除

されると、表に作成されているレプリケーションも自動的に削除されま

す。 

ローカル表のカラムリストを指定しないと、表全体がレプリケートされま

す。表全体をレプリケートするときは、ローカルとリモートの表のカラム

は同じ名称とデータ型をもっていなければなりません。ローカル表のカラ

ムリストのカラムは、左から右に対応するリモート表のカラムリストのカ

ラムにレプリケートされます。ローカルとリモートの両方のカラムリスト

を与えて、ローカル表とリモート表の対応カラムを明示的に指定します。

いずれの場合も、主キーカラムをレプリケーションに加えます。両方の表

の主キーカラムのカラム数とデータ型は、一致していなければなりませ

ん。 

DBMasterは、レプリケーションを表に関連付けます。所有者名とオブジェ

クト名を組み合わせた完全修飾名でレプリケーションを識別することはし

ません。同じ表上の全てのレプリケーション名は一意でなければなりませ

ん。同期レプリケーションは、ローカル表の所有者のセキュリティ権限と

オブジェクト権限で動作します。ただし、リモート表がリンクで指定され

ている場合は、レプリケーションはリンクと同じセキュリティ権限とオブ

ジェクト権限で動作します。非同期レプリケーションは、CREATE 
SCHEDULE文のIDENTIFIED BY句で指定したリモート・データベースのユ

ーザーのセキュリティ権限とオブジェクト権限で動作します。 

ASYNCキーワードは選択可能です。このキーワードは、非同期レプリケー

ションを作成する指定です。非同期レプリケーションを作成する前に、リ

モート表があるリモート・データベースにレプリケーション・スケジュー

ルを作成しておきます。このキーワードを使用しないと、同期レプリケー

ションが初期設定で作成されます。 

WHEREキーワードは選択可能です。このキーワードは、データをリモー

ト表にレプリケートするときの検索条件を指定します。検索条件を満たす
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行だけがレプリケートされます。詳細については、SELECT文のWHERE句
の説明を参照してください。 

CLEAR DATA/FLUSH DATA/CLEAR AND FLUSH DATAキーワードは選択

可能です。これらのキーワードはレプリケーション作成時に実行するオペ

レーションを指定します。CLEAR DATAキーワードは、リモート表の全デ

ータを削除します。FLUSH DATAキーワードは、検索条件にマッチするデ

ータをリモート表にコピーします。CLEAR AND FLUSH DATAキーワード

は、リモート表の全データを削除してから検索条件にマッチするデータを

リモート表にコピーします。 

NO CASCADEキーワードは、非同期レプリケーションにのみ有効なオプシ

ョンです。このキーワードは、カスケードレプリケーションかどうかを指

定します。例を使用して、カスケードレプリケーションを説明します。大

多数の組織の指令は、最上位から基本レベルに流れます。データをAからB
に、次にCにレプリケートするのもこれと同じで、典型的なカスケードレ

プリケーションの一種です。非カスケードモデルでは、AはBにデータをレ

プリケートし、BはAにデータをレプリケートします。このようなデータモ

デルならば、NO CASCADE オプションをONにすることができます。初期

設定の指定はCASCADEです。 

非同期レプリケーションは、非同期レプリケーションが参照する表やカラ

ムを削除したり、表のカラム定義を変更したり、BEFORE、AFTERキーワ

ードを使用して表にカラムを追加すると不正になり、二度と使用すること

ができなくなります。BEFORE、AFTERキーワードを使用せずに表にカラ

ムを追加した場合は、非同期レプリケーションには影響しません。非同期

表レプリケーションは、表を変更しても影響されません。不正なレプリケ

ーションは、データベースから削除して削除します。表を削除すると、表

に作成されたレプリケーションも自動的に削除されます。 

レプリケーション名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、

記号$と#を使用することができます。1字目は数字以外にします。 
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使用例  

 使用例1 ローカル表EmployeesinfoのレプリケーションEmpRepを作成しま

す。リモート・データベースFieldOffice は、ソースdmconfig.iniファイルの

データベース構成セクションで識別できるようにしておきます。リモート

表名もEmployeesinfoです。両方の表の全てのカラム名とデータ型は同じで

す： 

CREATE REPLICATION EmpRep WITH PRIMARY AS Employeesinfo 

                          REPLICATE TO FieldOffice:Employeesinfo 

 使用例2 上の例と同様ですが、リモート表のデータを全て削除してか

ら、ローカル表のデータをリモート表にレプリケートします： 

CREATE REPLICATION EmpRep WITH PRIMARY AS Employeesinfo 

                          REPLICATE TO FieldOffice:Employeesinfo 

                          CLEAR AND FLUSH DATA 

関連SQL 

ALTER REPLICATION ADD REPLICATE 

ALTER REPLICATION DROP REPLICATE 

ALTER SCHEDULE 

CREATE DATABASE LINK 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 

DROP SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 
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3.42 CREATE SCHEDULE 

目的 

非同期レプリケーションのスケジュールを作成します。 

構文 

CREATE SCHEDULE FOR REPLICATION TO remote_database_name

BEGIN  AT   yyyy/mm/dd   hh:mm:ss

EVERY  d  DAYS AND  hh:mm:ss

EVERY  d  DAYS

EVERY  hh:mm:ss  

STOP ON ERROR

RETRY  n  TIMES
AFTER  s  SECONDS

,

user_nameIDENTIFIED BY
password

WITH NO CHECK

( )

ORACLE

MICROSOFT

remote_database_name レプリケーション・スケジュールを作成するリモ       
   ートデータベースの名称(リンク名は不可) 
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yyyy/mm/dd  レプリケーションの開始日 

hh:mm:ss  1. レプリケーションの開始時刻 

   2. レプリケーションの間隔時間 

d   リモート表のレプリケーション間隔日数 

n 失敗したときの再試行回数 

s 失敗したときの再試行間隔の秒数 

user_name  リモート・データベースのユーザー名 

password   リモート・データベースユーザーのパスワード 

説明 

CREATE SCHEDULE文は、非同期レプリケーションのスケジュールを作成

します。同期レプリケーションはスケジュールを使用しないので、

CREATE SCHEDULEは、同期レプリケーションには何も影響を与えませ

ん。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ

CREATE SCHEDULEコマンドを実行することができます。 

レプリケーションは、表全体または一部のカラムを遠隔地にコピーしま

す。遠隔地のユーザーは、コピーされたデータで作業できるようになりま

す。レプリケートされたコピーは、他の場所のデータベースと同期が取ら

れます。各データベースは、低速ネットワーク接続を経由して別のマシン

に行かずに、直接効率的にデータ要求に応じることができるようになりま

す。レプリケーションは、リモート側にデータベースのバックアップを取

るのとは異なり、ユーザーの介入無しにDBMS自身によってトランザクシ

ョン毎に同期が取られます。 

NO CASCADEキーワードは、非同期レプリケーションにのみ有効なオプシ

ョンです。このキーワードは、カスケードレプリケーションかどうかを指

定します。例を使用して、カスケードレプリケーションを説明します。大

多数の組織の指令は、最上位から基本レベルに流れます。データをAからB
に、次にCにレプリケートするのもこれと同じで、典型的なカスケードレ

プリケーションの一種です。非カスケードモデルでは、AはBにデータをレ

プリケートし、BはAにデータをレプリケートします。このようなデータモ
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デルならば、NO CASCADEオプションをONにすることができます。初期

設定の指定はCASCADEです。 

DBMasterは、Oracle、Microsoft SQL Server等のデータベースと非同期レプリ

ケーションを行うことができます。この種のレプリケーションは、

DBMasterが異種環境の他のデータベースと共存することを可能にし、異種

表レプリケーションと呼ばれます。異種環境のスケジュールを作成すると

きは、ORACLE、MICROSOFTキーワードでレプリケートするDBMSのタ

イプを指定します。レプリケーション・データは、第三者リモート・デー

タベースに送信する前に前処理されます。ORACLEはリモート・データベ

ースOracle、MICROSOFTリモート・データベースMicrosoft SQL Serverを表

します。 

異種表レプリケーションを作成するときは、CLEAR DATA、FLUSH 
DATA、CLEAR AND FLUSH DATAキーワードを使用することはできませ

ん。レプリケーションを開始する前に、手動で第三者リモート・データベ

ースのデータを削除・挿入して表を初期化しておきます。また、第三者リ

モート・データベースのスキーマチェックは行われません。スキーマをチ

ェックし、リモート表とローカル表のカラムとデータ型の互換性を確かめ

ておきます。異種表レプリケーションのスケジュールを作成するときは、

WITH NO CHECKキーワードを使用し、DBMasterがスキーマチェックを実

行しないようにします。（この節の後にあるWITH NO CHECKキーワード

の説明を参照）DBMasterは、ODBC Driver Managerを使用して異種表レプ

リケーションを実行します。DBMasterサーバーはWindows NTでなければな

りません。第三者リモートデータベースは、WindowsまたはUNIXプラット

フォームのどちらでもかまいません。 

BEGIN ATキーワードは、非同期レプリケーションの開始日時を指定しま

す。日付フォーマットはyyyy/mm/ddで、yyyyは1970～2038の年、mmは01～
12の月、ddは01～31の日です。時刻フォーマットは hh:mm:ssで、hh は00～
23の時、mm は00～59の分、ss は00～59の秒です。年は1970～2038の範囲

になければなりません。BEGIN ATキーワードには日付と時刻を含めま

す。既にレプリケーションが開始されているときに開始日時を将来の日付

に変更すると、リモート・データベースにレプリケートされていない表デ

ータは、新しいレプリケーションの開始日時まで待たされます。 
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EVERYキーワードは、非同期レプリケーションの間隔を定義します。レプ

リケーション間隔は、時・分・秒、日数、または両方の組み合わせで与え

ることができます。EVERY hh:mm:sは時・分・秒毎のレプリケーションを

指定します。EVERY d DAYSは日数毎のレプリケーションを指定します。d
は1～365の範囲の日数です。EVERY d DAYS AND hh:mm:ss は両方の組み合

わせを指定します。 

RETRYキーワードは、SQL文の実行エラー、ロック・タイムアウト、ジャ

ーナルフルに起因するセーブポイントへのロールバック等が発生したとき

に、表データ・レプリケーションの再試行回数を指示します。RETRY n 
TIMES は、0～2147483647の範囲の再試行回数を指定します。初期設定値

は0です。RETRYキーワードを使用しないと、SQL文の処理中にネットワー

クエラー、リモートデータベースエラー、トランザクションをロールバッ

クしなければならないエラー等によってレプリケートできなかった表デー

タは、次のレプリケーション・スケジュールまで送信されません。 

AFTERキーワードは選択可能です。このキーワードはRETRYキーワードと

一緒に使用し、エラー発生時の再試行間隔を指定します。AFTER s 
SECONDSは、0～2147483647の範囲の秒数で再試行間隔を指定します。初

期設定値は5です。 

STOP ON ERRORキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、リ

モート・データベースにレプリケートできないようなデータ更新が行われ

た場合のアクションを指定します。例えば、既にリモート表から削除され

ているレコードを削除しようとした、或いは既に存在するレコードをリモ

ート表に挿入しようとした場合です。この種のエラーが発生したときに、

STOP ON ERRORはデータのレプリケーションを停止します。このオプシ

ョンを指定しない場合、エラーデータを無視して残りのデータのレプリケ

ーションを続けることを指示します。初期設定では、このオプションを指

定しません。 

WITH NO CHECKキーワードは選択可能です。現在は第三者データベース

のスキーマをチェックすることができないので、異種表レプリケーション

を作成するときはこのキーワードを使用します。WITH NO CHECKキーワ

ードを使用する場合は、ユーザーがスキーマチェックの責任をもちます。

ユーザーは、リモート表とローカル表のカラムとデータ型が互換性をもつ
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ことを確かめなければなりません。DBMasterからDBMasterへの同種表レプ

リケーションでは、WITH NO CHECKキーワードは必要ありません。 

IDENTIFIED BYキーワードは、リモート・データベースに接続するときに

使用するユーザー名とパスワードを指定します。指定されたリモート・デ

ータベースのユーザーは、リモート表にINSERT、DELETE、UPDATE する

権限をもたなければなりません。リモート・データベースに表データをレ

プリケートするときに実行できるオペレーションは、このユーザーのセキ

ュリティ権限とオブジェクト権限に依存して定まります。 

使用例  

 使用例1 リモート・データベースEmpRep のレプリケーション・スケジュ

ールを作成します。レプリケーションの開始日時は将来の日付と時刻を設

定し、間隔は7日と12時間です。この時点でレプリケートされていない表

データは、新しい開始日時まで待ってレプリケートされます： 

CREATE SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep 

               BEGIN AT 2001/10/10 00:00:00 EVERY 7 DAYS AND 12:00:00 

 使用例2 使用例1と同じスケジュールを作成し、エラー、ロック・タイム

アウト、フルジャーナルに起因するセーブポイントへのロールバックが発

生したときの再試行回数3回と再試行間隔5秒も設定します： 

CREATE SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep 

               BEGIN AT 2001/10/10 00:00:00 EVERY 7 DAYS AND 12:00:00 

               RETRY 3 TIMES AFTER 5 SECONDS 

 使用例3 使用例2と同じスケジュールを作成し、リモート・データベース

のデータがレプリケートできないように更新されたときのアクションを

STOPにします： 

CREATE SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep 

               BEGIN AT 2001/10/10 00:00:00 EVERY 7 DAYS AND 12:00:00 

               RETRY 3 TIMES AFTER 5 SECONDS 

               STOP ON ERROR 
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 使用例4 使用例3と同じスケジュールを作成し、リモート・データベース

に接続するときのユーザー名とパスワードをRepUserとrdejpe88に設定しま

す： 

CREATE SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep 

               BEGIN AT 2001/10/10 00:00:00 EVERY 7 DAYS AND 12:00:00 

               RETRY 3 TIMES AFTER 5 SECONDS 

               STOP ON ERROR 

               IDENTIFIED BY RepUser rdejpe88 

 使用例5 異種表レプリケーションです。WITH NO CHECKキーワードを

指定してリモート・データベースのスキーマチェックをしないようにしま

す。ユーザーは、リモート表とローカル表のカラムとデータ型が互換性を

もつことを確かめまておきます。使用例4と同じスケジュールを作成し、

ORACLEキーワードを使用してリモート表がOracle 8.0データベースにある

ことを指示します： 

CREATE SCHEDULE FOR REPLICATION TO EmpRep (ORACLE) 

               BEGIN AT 2001/10/10 00:00:00 EVERY 7 DAYS AND 12:00:00 

               RETRY 3 TIMES AFTER 5 SECONDS 

               STOP ON ERROR 

               WITH NO CHECK 

               IDENTIFIED BY RepUser rdejpe88 

関連SQL 

ALTER SCHEDULE 

CREATE REPLICATION 

DROP REPLICATION 

DROP SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 
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3.43 CREATE SCHEMA 

目的 

CREATE SCHEMAコマンドは新しいスキーマを現在のデータベース・シス

テムに作成します。 

構文 

 

CREATE SCHEMA schema_name

AUTHORIZATION user_name
 

schema_name  新規作成するスキーマの名称 

user_name  新規作成するスキーマの所有者の名前 

説明 

CREATE SCHEMAコマンドは新しいスキーマを作成し、現在のデータベー

ス・システムに入れます。スキーマは基本的には名称領域です：スキー

マ・オブジェクトとしても知られている命名されたオブジェクト(表、ビュ

ー、索引、シノニム、トリガー、ドメイン、コマンド、プロシージャ)を含

みますが、その名称は他のスキーマに存在するほかのオブジェクトの名前

に重複することがあります。スキーマ・オブジェクトは、接頭辞としてス

キーマ名を持つそれらのオブジェクトの名称を修飾することによってアク

セスできます。 

RESOUCE権以上を有するユーザーのみがスキーマを作成できます。 スキ

ーマを作成中にuser_nameを省略すると、スキーマ製作者は所期設定のユー

ザーとなります。DBA権を有するユーザーのみが、自分自身以外のユーザ

ーによって所有されるスキーマを作成できます。 
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ユーザーがDBMasterに対して接続権を与えられているとき、DBMasterはそ

のユーザーに対する所期設定のスキーマを作成します。スキーマ名がユー

ザーの名称となります。 スキーマ名は一意でなければなりません。同じ名

称のスキーマがデータベースにすでに存在すると、エラーが返されます。 

スキーマの所有者は次のように決定されます: 

 AUTHORIZATION条件項が指定されている場合、指定されたユーザー

名がスキーマ所有者です。 スキーマ名を省略する場合、指定されたユ

ーザー名はスキーマ名として使用されます。 

 AUTHORIZATION条件項が指定されていない場合、CREATE SCHEMA
文を発行するユーザーがスキーマ所有者です。 

使用例  

 使用例1 RESOURCE権を有するユーザーYUBINが、スキーマschm_defを
作成します。 YUBINはスキーマの所期設定所有者です： 
CREATE SCHEMA schm_def 

 使用例2 DBA権を有するユーザーが、所有者としてユーザーYUBINでス

キーマを作成します。スキーマが作成されたときスキーマ名が指定されな

かったため、YUBINが所期設定のスキーマ名になります： 

CREATE SCHEMA AUTHORIZATION YUBIN 

注 ユーザーが接続ステータスを与えられているとき、DBMasterはユーザー

名となるスキーマ名を持つユーザーに対して、スキーマを自動的に作成

することを覚えておくのは大切です。 同じ名称のスキーマがデータベー

スにすでに存在すると、エラー・メッセージが返されます。 

 使用例3 DBA権を有するユーザーが、所有者としてユーザーYUBINでス

キーマschm_authを作成します： 

CREATE SCHEMA schm_auth AUTHORIZATION YUBIN 

 使用例4 RESOURCE権を有するユーザーが、スキーマinventoryを作成し

ます。 次に、スキーマに対してスキーマ・オブジェクトinventory.partと
partindを作成します。 作成された表のユーザーYUBINに完全なユーザー権
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を与えます。 ユーザーYUBINは、スキーマinventoryに対していかなる権限

も持っていません： 

CREATE SCHEMA inventory; 

CREATE TABLE inventory.part (partNo smallint not null, quantity int); 

CREATE INDEX partind ON inventory.part (partNo);  

GRANT ALL ON inventory.part TO YUBIN; 

関連SQL 

DROP SCHEMA 

3.44 CREATE SYNONYM 

目的 

表またはビューのシノニムを新規に作成します。 

構文 
 

CREATE
OR REPLACE

SYNONYM synonym_name

view_ name

table_ name
FOR

 

OR REPLACE  OR REPLACEで既存なトリガーを再び作成しま 
   す。この句を使用して既存なトリガーの定義が変

   更できます 

synonym_name  作成するシノニムの名称 

table_name  シノニムを作成する表の名称 

view_name  シノニムを作成するビューの名称 
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説明 

CREATE SYNONYM文は、既存の表またはビューのシノニムを作成しま

す。一時表または別のシノニムにシノニムを作成することはできません。

表またはビューの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユ

ーザーのみCREATE SYNONYMを実行することができます。 

表やビューは、通常、所有者名とオブジェクト名の複合である完全修飾名

によって識別されます。シノニムは、完全修飾名の表やビューの使用を簡

明にする助けをします。 

シノニムは、表名やビュー名の代わりに使用することができる別名です。

システムカタログにシノニム定義を格納するストレージだけを必要としま

す。シノニムを使用することによって、完全修飾名を使用せずに表やビュ

ーをアクセスすることができます。 

シノニム名が重複しない限り、表やビューに複数のシノニムを作成するこ

とができます。ユーザーは、所有者名を付けずにシノニム名で参照しま

す。ユーザーがシノニムと同名の表を所有している場合、DBMasterはシノ

ニムを無視し常に表の方を使用します。表をシノニムで参照するには、シ

ノニムに表の完全修飾名を与えます。表やビューを削除すると、表やビュ

ーのシノニムも全て自動的に削除されます。 

シノニム名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、記号$と#
を使用することができます。1字目は数字以外にします。 

使用例 

 使用例1 ユーザーUser1が所有する表AllEmployeesにシノニムAllEmpを作

成します。この後のSQL文では、完全修飾表名User1.AllEmployeesの代わり

にシノニムAllEmpを使用します： 

CREATE SYNONYM AllEmp FOR User1.AllEmployees 
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 使用例2 ユーザーUser2が所有するビューSalesEmployeesにシノニム

SalesEmp を作成します。この後の SQL 文では、完全修飾ビュー名 
User2.SalesEmployeesの代わりにシノニム SalesEmpを使用します： 

CREATE SYNONYM SalesEmp FOR User2.SalesEmployees 

関連SQL 

CREATE TABLE 

CREATE VIEW 

DROP SYNONYM 

3.45 CREATE TABLE 

目的 

データベースに新規表を作成します。 
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構文 

table_nameTABLECREATE TEMPORARY
LOCAL TEMPORARY

MEMORY

LOCK MODE

TABLE

PAGE

ROW

 IN tablespace_name

FILLFACTOR number NO CACHE

as_select_statement

table_column_definition
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<table_column_definition>構文 

(
, ,

foreign_key_definitionprimary_key_definition

(
column_definition

,

CONSTRAINT constraint_name

,

CONSTRAINT constraint_name  CHECK boolean_expression
)

 

< as_select_statement >構文 

( )
select_statementAS

column_name

,

(
 

)

 

table_name  作成する新規表の名称 

column_definition 表カラムの定義 

primary_key_defintion 表キーと一意キーの定義 

foreign_key_definition 外部キーの定義 

constraint_name  設定する制約の名称 

tablespace_name  作成する表の表領域の名称 

boolean_expression 真または偽と評価される式 

number   フィルファクタのパーセント 
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説明 

CREATE TABLE文は、表を新規に作成します。表を作成する際には表領域

を指定します。初期設定では、表はシステム表領域に作成されます。

RESOURCE以上のセキュリティ権限をもつユーザーがCREATE TABLEを実

行することができます。 

表は、リレーショナル・データベースの基本となるデータ・ストレージ単

位です。データベースの入力データは全て表に格納されます。個々の表

は、実世界のオブジェクトの一つのタイプを表し、そのタイプのオブジェ

クトの情報をもっています。オブジェクトには、顧客や製品のような実在

オブジェクト、注文やトランザクションのような抽象オブジェクトがあり

ます。データベース内の各表は一意な名称をもち、名称は、通常、表に格

納されるオブジェクトのタイプを表します。表は、オブジェクトの情報を

行とカラムに格納します。 

行はレコードまたは組（タプル）とも呼ばれ、同じタイプの特性をもつ実

体（エンティティ）の定義情報をもちます。各行は、そのタイプの実体の

個々の出現を表します。各行は実体の一つ以上の特性を使用して識別され

ます。行は特定の順序をもちません。行が常に同じ順序でリストされる保

証はありません。 

カラムはフィールドまたは属性とも呼ばれ、実体の特性を定義する情報を

もっています。各カラムは、実体の個々の出現データが格納される一つの

特性または項目を表します。カラムは、カラムを表す名称とデータ型を使

用して識別します。カラムには一意なカラム名を付けます。表内のカラム

を並び替えても、SQL文には影響を与えません。 

カラムに制約または規則を適用して、データの整合性を確保します。表を

作成するときは、個々のカラムにドメイン制約やカラム整合性制約を適用

し、また、表整合性制約を適用します。 

ドメイン制約は、ドメイン定義の一部として定義され、ドメインを基にす

る全てのカラムに適用されます。新規の行を挿入したり既存の行を更新す

るときは、各カラムのドメイン制約が評価されます。ドメイン制約には、

NULL/NOT NULL制約、初期設定値、CHECK制約があります。 
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カラム制約は、特定のカラムにだけ適用され、同じ表内の他のカラムには

影響しません。新規の行を挿入したり既存の行を更新するときは、各カラ

ム制約が評価されます。カラム制約には、NULLまたはNOT NULL制約、

初期設定値、CHECK制約があります。 

表制約は、カラムの組に対して定義されます。新規の行を挿入したり既存

の行を更新するときは、全てのドメイン制約とカラム制約が真と評価され

た後に表制約が評価されます。表制約も真と評価されと、そのSQL文が処

理されます。表制約には、UNIQUE制約とCHECK制約、主キー、外部キー

があります。 

表を作成するときは、表名とカラム定義を与えることが最低限必要です。

表は、1～2000カラムまでもつことができます（表の最大カラム数はペ

ージサイズに依存します）。 

表は、所有者名と表名の組み合わせ（完全修飾名と言う）で一意的に識別

されます。表名の最大長は128字です。文字、数字、アンダースコア、記

号$と#を使用することができます。1字目は数字以外にします。表はデー

タベース内で一意にします。DBA権限をもつユーザーは、表所有者名を指

定して表を作成することができます。所有者名はデータベースのユーザー

名を指定します。初期設定の表所有者は、表の作成者です。 

カラム定義には、少なくとも1個のカラム名とデータ型またはドメインを

与えます。カラム定義の構文とカラム定義に用いられるキーワードの使用

法を次ページに示します。 
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カラム定義 

 
data_type

domain_ name
NULL

NOT NULL
column_name

DEFAULT
constant

NULL
function_name

literal

CONSTRAINT constraint_name

CONSTRAINT constraint_name  CHECK  boolean_expression

USER
SYSTEM

ON UPDATE

 
 
column_name  新規カラムの名称 

data_type  カラムに用いられるデータ型名 

domain_name  データ型の代わりに使用するドメイン名 

literal   挿入値がない場合に使用するリテラル値 

constant   挿入値がない場合に使用する定数値 

function_name  挿入値がない場合に使用する組み込み関数の名称 

constraint_name  設定する制約の名称 

boolean_expression 真または偽と評価される式 

表のカラムは、所有者名・表名・カラム名の組み合わせ（完全修飾名と言

われる）によって一意的に識別されます。カラム名の最大長は128字で

す。文字、数字、アンダースコア、記号$と#を使用することができます。

1字目は数字以外にします。カラム名は表内で一意にします。 
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DBMasterは次のデータ型をサポートします：BIGINT、BIGSERIAL、
BINARY 、 CHAR 、 DATE 、 DECIMAL(NUMERIC) 、 DOUBLE 、 FILE 、

FLOAT 、 INTEGER 、 LONG VARBINARY(BLOB) 、 LONG 
VARCHAR(CLOB)、OID、SERIAL、SMALLINT、TIME、TIMESTAMP、
VARCHAR。 

データ型の代わりにドメインを使用することができます。ドメインは、デ

ータ型、初期設定値、制約の組み合わせです。ドメインを使用してカラム

を定義すると、これらがカラムに適用されます。初期設定値と制約につい

ては、DEFAULTとCHECKキーワードの説明を参照してください。ドメイ

ンの初期設定値と制約は、カラム定義で指定された初期設定値と制約によ

って打ち消されます。カラム定義でドメインの制約に制約を追加すること

もできます。 

NULL/NOT NULLキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、新

規行のカラムがNULL値を取れるかどうかを指定します。NULLキーワード

はカラム値を未定にしてもよい指定、NOT NULLキーワードはカラム値を

挿入しなければならない指定です。NULL/NOT NULLキーワードを指定し

ないと、初期設定としてNULLが使用されます。 

キーワードUSER/SYSTEMが選択可能です。これらのキーワードは、ユー

ザーがINSERT/UPDATEステートメントを使用してデフォルト値を持つカ

ラムの値を変更できるかどうかを指定します。キーワードUSERがデフォル

トとして使用されます。キーワードUSERはユーザーがその値を変更できる

のを指定し、キーワードSYSTEMはユーザーがその値を変更できないのを

指定します。 

DEFAULTキーワードは選択可能です。このキーワードは、行のカラム値が

空のときにカラムに挿入される初期設定値を指定します。初期設定値とし

ては、リテラル値、定数、組み込み関数、NULLキーワードを指定するこ

とができます。組み込み関数は、PI( )、NOW( )、USER( )のように引数の

無い関数を使用します。DEFAULT値をNULLにすると、カラムをNOT 
NULLに定義することはできません。 

キーワードON UPDATEは選択可能です。このキーワードは、その他のカ

ラムの値が変更される場合に、デフォルト値を持つカラムの値が自動的に

変更できるのを指定します。 
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CHECKキーワードは選択可能です。このキーワードは、カラムに入力でき

る値の範囲を指定します。真または偽と評価される任意の条件式で値の範

囲を指定することができます。CHECK条件式の中では、カラム値を表すた

めにVALUEキーワードを使用することができます。CHECK条件が満たさ

れないときは、そのSQL文は処理されません。 

主キーと一意定義 

column_name

,
( )

CONSTRAINT constraint_name PRIMARY KEY

CONSTRAINT constraint_name UNIQUE

 
constraint_name  設定する制約の名称 

column_name  主キーにあるカラムの名称 

キーは、表内の特定の行の識別に役立てるカラムまたはカラムの組み合わ

せです。キーを構成するカラムをキーカラムといいます。一意キーとは、

重複するキー値をもつレコードが無いキーのことです。 

主キーは、表内の行を一意的に識別するキーです。主キーが無いと、行は

重複値をもつ可能性があり、表内の行を他と区別することができなくなり

ます。重複値をもつカラムを主キーに定義したり、既存の主キーに重複値

を入力することはできません。 

各レコードの主キーの値が一意でなければならないことから、主キーは表

のデータ整合性を保証します。これは、主キーカラムが重複値および

NULL値を取れないこと、NOT NULLを用いて主キーカラムを定義すべき

ことを意味します。最大16カラムまでの主キーを構成することができま

す。ただし、主キーカラムの合計サイズは1024バイト以下でなければなり

ません。 

各表には1つだけ主キーを定義することができます。主キーの名称変更は

できません。DBMasterは、各表の主キーに対して、PrimaryKeyという名称

の一意索引を自動的に作成し、内部的に管理します。主キーの索引は自動
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的に作成されます。問合せのパフォーマンスを上げるために、別の索引を

主キーカラムに作成する必要はありません。 

外部キー定義 

REFERENCES parent_table_name

foreign_key_name

CONSTRAINT constraint_name 

ON  UPDATE

CASCADE

SET DEFAULT
SET NULL

NO ACTION
column_name

,
)(

ON  DELETE

CASCADE

SET DEFAULT
SET NULL

NO ACTION

column_name

,
( )

FOREIGN KEY

c
onstraint_name  設定する制約の名称 

key_name  作成する外部キーの名称 

column_name  1. 作成する外部キーのカラムの名称 

   2. 外部キーによって参照されるカラムの名称 

parent_table_name 外部キーによって参照される表の名称 

外部キーは、別の表の主キーまたは一意索引に対応するキーです。二つの

表は、共通のキーデータによって親子関係が付けられます。親表は主キー
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または一意索引をもち、子表は親表のカラムに対応する外部キーカラムを

もちます。 

参照整合性は、子キーの値に対応する親キーの値があることを保証しま

す。参照整合性は、外部キーによって確立される親子関係を使用して表間

に施行されます。DBMasterは、外部キーの定義を通して、自動的に表間の

参照整合性制約をサポートします。子表にレコードを追加するときは、子

キーの値が親キーに存在していなければなりません。親表からレコードを

削除するときは、対応する子キーをもつ全てのレコードを子表から削除し

ておかなければなりません。 

ON UPDATE/ON DELETEキーワードは選択可能です。これらのキーワー

ドは、子キーによって参照される親キーの値を更新/削除するときに対応す

る全ての子キーの行に実行される参照アクションを指定します。参照アク

ションには、CASCADE、SET NULL、SET DEFAULT、NO ACTIONがあり

ます。 

CASCADEは、親キーを更新/削除するときに対応する子キーの値を更新/削
除します。更新された子キーの値は親キーと同じ値になります。 

SET NULLは、親キーを更新/削除するときに対応する子キーの値をNULL
に設定します。子キーがNOT NULL制約を付けて定義されているときは、

SET NULLアクションを指定することはできません。 

SET DEFAULTは、親キーを更新/削除するときに対応する子キーの値をカ

ラムの初期設定値に設定します。初期設定値がNULLであり、子キーが

NOT NULL制約を付けて定義されているときは、SET DEFAULTアクショ

ンを指定することはできません。 

NO ACTIONは、通常の参照整合性の規則に従います。初期設定の参照ア

クションはNO ACTIONです。 

外部キーの個数には実用上の制限はありません。親キーは主キーまたは他

の任意の一意索引ですが、子キーを追加するときは、事前に親キーを作成

しておかなければなりません。親キーと子キーのカラム数とカラムタイプ

またはカラム長は同じでなければなりません。両表の対応カラムの順序は

違っていてもかまいませんが、外部キー定義では対応する順にリストしま

す。初期設定親キーは、親表の主キーです。 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-138 

外部キーカラムにはNULL値があってもかまいません。外部キーがNULL値
のときは、自動的に参照整合性が満たされます。ビューに外部キーを作成

することはできませんが、シノニムには作成することができます。外部キ

ー名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、記号$と#を使用

することができます。1字目は数字以外にします。 

表オプション 

DBMasterには、表作成時に指定することができるオプションのキーワード

に は 、 TEMPORARY 、 IN 、 CHECK 、 LOCK MODE 、 NOCACHE 、

FILLFACTORがあります。 

TEMPORARYキーワードは、オプションです。替わりに、TEMP、LOCAL 
TEMPORARY、LOCAL TEMPを指定できます。これらのキーワードは、標

準表ではない一時表を作成する指定です。一時表のデータ・アクセスは、

ロックやジャーナル・レコードを使用しないので高速になります。一時表

は、表所有者だけが使用することができ、データベースから切断すると自

動的に削除されます。データベース接続中でも、DROP TABLE文を使用し

て削除することができます。 

MEMROYキーワードは選択可能です。 ほとんどすべての意図および目的

に対して、メモリ表はDBMasterの通常の表として同じように機能します。 
相違は、メモリ表が一時表であり、その寿命サイクルが接続ベースである

というところにあります。 これは、ユーザーがメモリ表を作成していると

き、ユーザーがメモリ表を削除すれば、またはユーザーがデータベースか

ら切断されればメモリ表が削除されることを意味します。 通常の表とは異

なり、メモリ表は作成された接続のメモリにのみ保存されます。 これらの

接続は他の接続によっては使用されず、また選択または挿入されたデータ

のみ持つことが可能で、そのデータは更新または削除することができませ

ん。 メモリ表は、次のトランザクション制御をサポートします: セーブポ

イントのコミット、ロールバック、定義およびセーブポイントへのロール

バック。 

これらのキーワードは、表が標準表の代わりに一時表として作成される必

要があることを指定します。 ロックがいっさい使用されず、またいかなる

ジャーナル・レコードも一時表に対して書き込まれないため、一時表では

データアクセスが高速になります。 しかし、一時表は表の所有者しか使用
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できず、ユーザーがデータベースから切断すると自動的に削除されます。 
また、DROP TABLEコマンドを使用すれば、データベースに接続されて 

いる間いつでも一時表を削除できます。 

INキーワードは選択可能です。このキーワードは、表を作成する表領域の

名称を指定します。表領域は、データベース情報を管理可能な領域に区分

けする論理ストレージ領域です。表を論理的にグループ化したり、頻繁に

使用する表を別々のストレージに置くことが可能になります。初期設定の

表領域は、システム表領域です。 

CHECKキーワードは選択可能です。このキーワードは、カラム定義の

CHECKキーワードと同様の振る舞いをします。通常は、複数のカラムのデ

ータが受入れ可能な値の範囲にあることを保証するのに使用します。条件

式は、真または偽と評価される任意の式です。条件式の中では、カラム名

を使用してカラムの値を表すことができます。CHECK条件を満たさない

SQL文は処理されません。 

LOCK MODEキーワードは選択可能です。このキーワードは、表データを

アクセスするときに使用するロックレベルを指定します。DBMasterには、

表、ページ、行の3つのロックモードがあります。初期設定はページロッ

クモードです。表のロックモードは、SYSTABLEのLOCKMODEカラムを見

て判定することができます。 

LOCK MODE TABLEは、表全体をロックします。表ロックは、他のユーザ

ーが表を同時並行アクセスするのを禁止するので同時実行性が低下しま

す。しかし、使用するロックリソースは小さくなり、システム制御域(SCA)
の必要メモリも小さくなります。 

LOCK MODE PAGEは、データページ単位でロックします。このモードは

同時実行性とロックリソースの双方を考慮した選択です。他のユーザー

は、他のページをアクセスすることができるので中位の同時実行性が得ら

れます。しかし、同じページ内のデータを同時アクセスすることはできま

せん。 

LOCK MODE ROWは、行単位でロックします。他のユーザーは、ロック

された行以外のデータを同時アクセスすることができるので同時実行性が
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増大します。しかし、使用するロックリソースは大きくなり、SCAの必要

メモリも大きくなります。 

FILLFACTORは、データページの挿入パーセントを指定します。既存レコ

ードの更新用スペースを空けておくことによって、データページ使用の最

適化が可能になります。50～100の値を指定することができ、50%～100%
の挿入を表します。表の FILLFACTOR は、 SYSTABLE システム表の

FILLFACTORカラムを見て判定することができます。 

NOCACHEは、表検索に使用するデータキャッシュのページバッファを制

限します。ページバッファは、直近に使用したページがバッファチェーン

の先頭になり、最長未使用ページがバッファチェーンの最後になるように

格納されます。NOCACHEオプションを指定すると、表検索で読み込まれ

たデータページはバッファチェーンの最後に置かれます。表検索は、バッ

ファチェーンの最終バッファを掃き出してから開始され、検索中は後続の

データページが直前のページを上書きします。結果として、表検索に使用

するページバッファは1ページバッファに制限されます。キャッシュモー

ドは、SYSTABLEシステム表のCACHEMODEカラムを見て判定することが

できます。 

表を作成すると、作成者が表所有者になります。表所有者は表の全てのオ

ブジェクト権限をもち、他のユーザーにオブジェクト権限を与えることが

できます。セキュリティ権限がCONNECTに落とされても、表所有者とし

てのオブジェクト権限は残ります。 

CREATE TABLE AS SELECT 

CREATE TABLE AS SELECT構文を使い、表とカラム定義の作成と

select_statementによるデータのコピーを行います。CREATE VIEWのように

カラム定義を作成しSELECT INTOのようにデータをコピーします。 

使用例  

 使用例1 システム表領域に表Scoresを作成します。表には、データ型

INTEGERのカラムStudentNo、Math、English、Science、Historyがありま

す： 

CREATE TABLE Scores (StudentNo INTEGER, 
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                          Math INTEGER, 

                       English INTEGER, 

                       Science INTEGER, 

                       History INTEGER) 

 使用例2 使用例1と同じ表を表領域StudentRecordsに作成します。表所有

者はMadisonです。カラムMath、English、Science、HistoryはNULL値を禁

止し、初期設定値0を設定します： 

CREATE TABLE Madison.Scores  

(StudentNo INTEGER NOT NULL, 

                          Math INTEGER NOT NULL DEFAULT 0, 

                       English INTEGER NOT NULL DEFAULT 0, 

                       Science INTEGER NOT NULL DEFAULT 0, 

                       History INTEGER NOT NULL DEFAULT 0) 

             IN StudentRecords 

 使用例3 使用例2と同じ表を作成します。カラムMath、English、Science、
Historyの値は0～100の間になければなりません： 

CREATE TABLE Scores (StudentNo INTEGER NOT NULL, 

                          Math INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       English INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       Science INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       History INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0) 

             IN StudentRecords 

 使用例4 使用例3と同じ表を作成します。カラムMath、English、Science、
Historyの合計が400以下である表制約を定義します： 

CREATE TABLE Scores (StudentNo INTEGER NOT NULL, 
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                          Math INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       English INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       Science INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       History INTEGER NOT NULL DEFAULT 0  

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0) 

             IN StudentRecords 

             CHECK Math + English + Science + History <= 400 

 使用例5 使用例4と同じ表を作成します。ロックモードをPAGEに設定

し、FILLFACTOR 90を指定し、NOCACHEを指定します： 

CREATE TABLE Scores (StudentNo INTEGER NOT NULL, 

                          Math INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       English INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       Science INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0, 

                       History INTEGER NOT NULL DEFAULT 0 

                                      CHECK VALUE <= 100 AND VALUE >= 0) 

             IN StudentRecords 

             CHECK Math + English + Science + History <= 400 

             LOCK MODE PAGE 

             FILLFACTOR 90 

             NOCACHE 

 使用例6 a    

dmSQL> CREATE TABLE computer(id INT, buy_time TIMESTAMP DEFAULT '2012-
03-04 12:12:12', price int); //buy_timeの属性はUSERです。 
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dmSQL> INSERT INTO computer VALUES(1, '2012-10-10 10:10:20', 3400); 
//buy_timeの値はユーザーが指定する'2012-10-10 10:10:20'に変更されます。 

1 rows inserted 

dmSQL> INSERT INTO computer VALUES(2, '2012-10-11 10:10:20', 5400); 

1 rows inserted 

dmSQL> SELECT * FROM computer; 

    ID               BUY_TIME              PRICE     

=========== =========================== ===========  

          1 2012-10-10 10:10:20                3400  

          2 2012-10-11 10:10:20                5400  

2 rows selected 

dmSQL> UPDATE computer SET price=3200 WHERE id=1; //buy_timeの値が更新され

ていません。 

1 rows updated 

dmSQL> SELECT * FROM computer;  

    ID               BUY_TIME              PRICE     

=========== =========================== ===========  

          1 2012-10-10 10:10:20                3200  

          2 2012-10-11 10:10:20                5400  

2 rows selected 

 使用例6b 

dmSQL> ALTER TABLE computer MODIFY (buy_time TO buy_time TIMESTAMP 
DEFAULT '2012-03-04 12:12:12' ON UPDATE); // buy_timeの属性はUSERおよびON 
UPDATEです。 

dmSQL> UPDATE computer SET price=3000 WHERE id=1; // buy_timeの値は'2012-
03-04 12:12:12'に変更されます。 

1 rows updated 

dmSQL> SELECT * FROM computer; 

    ID               BUY_TIME              PRICE     

=========== =========================== ===========  

          1 2012-03-04 12:12:12                3000  
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          2 2012-10-11 10:10:20                5400  

2 rows selected 

dmSQL> UPDATE computer SET price=3000, buy_time='2012-10-10' WHERE 
id=1;// buy_timeの値はユーザーが指定する'2012-10-10'に変更されます。 

1 rows updated  

dmSQL> SELECT * FROM computer; 

    ID               BUY_TIME              PRICE     

=========== =========================== ===========  

          1 2012-10-10 00:00:00                3000  

          2 2012-10-11 10:10:20                5400  

2 rows selected 

 使用例6c 

dmSQL> ALTER TABLE computer MODIFY (buy_time TO buy_time TIMESTAMP 
SYSTEM DEFAULT '2012-03-04 12:12:12'); // buy_timeの属性はSYSTEM 

dmSQL> INSERT INTO computer VALUES(3, '2012-11-10 10:10:20', 4700); // 
buy_timeの値はユーザーが指定する'2012-11-10 10:10:20'に変更されません。 

1 rows inserted 

dmSQL> INSERT INTO computer VALUES(4, '2012-12-11 10:10:20', 2800);// 
buy_timeの値はユーザーが指定する'2012-12-10 10:10:20'に変更されません。 

1 rows inserted 

dmSQL> SELECT * FROM computer; 

    ID               BUY_TIME              PRICE     

=========== =========================== ===========  

          1 2012-10-10 00:00:00                3000  

          2 2012-10-11 10:10:20                5400  

          3 2012-03-04 12:12:12                4700  

          4 2012-03-04 12:12:12                2800  

4 rows selected 

dmSQL> UPDATE computer SET price=4500 WHERE id=3; // buy_timeの値が更新さ

れていません。 

1 rows updated  
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dmSQL> SELECT * FROM computer; 

    ID               BUY_TIME              PRICE     

=========== =========================== ===========  

          1 2012-10-10 00:00:00                3000  

          2 2012-10-11 10:10:20                5400  

          3 2012-03-04 12:12:12                4500  

          4 2012-03-04 12:12:12                2800  

4 rows selected 

 使用例6d  

dmSQL> ALTER TABLE computer MODIFY (buy_time TO buy_time TIMESTAMP 
SYSTEM DEFAULT '2012-03-04 12:12:12' ON UPDATE); //buy_timeの属性はSYSTEM
及びON UPDATEです。 

dmSQL> UPDATE computer SET price=4000, buy_time='2015-01-01' WHERE id=3; 
//buy_timeの値はディフォルト値'2012-03-04 12:12:12'に変更されます。 

1 rows updated  

dmSQL> SELECT * FROM computer; 

    ID               BUY_TIME              PRICE     

=========== =========================== ===========  

          1 2012-10-10 00:00:00                3000  

          2 2012-10-11 10:10:20                5400  

          3 2012-03-04 12:12:12                4000  

          4 2012-03-04 12:12:12                2800  

4 rows selected 

関連SQL 

ALTER TABLE ADD COLUMN 

ALTER TABLE FOREIGN KEY 

ALTER TABLE PRIMARY KEY 

ALTER TABLE DROP FOREIGN KEY 
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ALTER TABLE DROP PRIMARY KEY 

ALTER TABLE SET OPTIONS 

CREATE INDEX  

CREATE SYNONYM 

CARETE TABLESPACE 

CREATE VIEW 

GRANT (オブジェクト権限) 

REVOKE (オブジェクト権限) 

LOCK TABLE 

DROP TABLE 

3.46 CREATE TABLESPACE 

目的 

標準または自動拡張の表領域を新規に作成します。 
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構文 

CREATE tablespace_nameTABLESPACE
AUTOEXTEND

DATAFILE

file_name

TYPE=DATA

TYPE=BLOB

  

,

BACKUP BLOB OFF

BACKUP BLOB ON

 

tablespace_name  作成する表領域の名称 

file_name  表領域ファイルの論理ファイル名 

説明 

CREATE TABLESPACE文は表領域を新規に作成します。新規表領域は、デ

ータベースが使用することのできる物理ストレージを拡大します。DBA、
SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザーのみCREATE TABLESPACEコマ

ンドを実行することができます。 

DBMasterは、リレーショナル・データモデルを使用して物理ストレージモ

デルの細部を隠蔽し、論理ストレージモデルを使用してデータを表現しま

す。物理ストレージモデルでは、データベースのデータを格納する物理ス

トレージ構造はファイルです。Unixのローデバイスを除いて、ファイルは

オペレーティング・システムによって管理され、一方、ファイル内のデー

タはDBMSによって管理されます。DBMasterでは、3種類のファイル、デー

タ、BLOB、ジャーナルを通常の操作に使用します。 
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データファイルとBLOBファイルには、ユーザーとシステムのデータを格

納します。これらファイルは類似の特性をもっていますが、パフォーマン

スを上げるために、データとBLOBは別々の方法で管理されます。データ

ファイルには表と索引のデータを格納し、BLOBファイルにはバイナリ・

ラージ・オブジェクト(BLOB)を格納します。 

ジャーナル・ファイルは、データベースの全ての変更履歴と変更ステータ

スをリアルタイムに記録する特殊なファイルです。ジャーナルは、失敗し

たトランザクションによる変更のundo、成功した場合でもデータベース損

傷によってディスクに書き込まれていない変更のredoを可能にします。ジ

ャーナル・ファイルは、データベース管理システムのみによって使用さ

れ、ユーザーデータの格納には使用されません。 

論理ストレージモデルは、データベース情報を管理可能なエリアに区分け

するのに用いられる論理ストレージ構造は表領域です。表領域には、種々

の表や索引が含まれます。表領域内のデータはDBMSによって管理されま

すが、物理的にはデータとBLOBファイルに格納されます。標準、自動拡

張、システムの3種類の表領域があります。 

標準表領域は、1個以上のデータファイルあるいはBLOBファイルをもつ固

定サイズの表領域です。標準表領域は、既存ファイルを拡大したり新規フ

ァイルを追加することによって手動で拡張することができます。標準表領

域は、最大32767個のファイルをもつことができ、ファイルサイズの合計

は最大8 TBです。UNIXプラットフォームでは、ローデバイス上に標準表

領域を置くことができます。 

注 ローデバイスの詳細情報はUNIXシステムのマニュアルを参照してくだ

さい。 

自動拡張表領域は、必要に応じて自動的にサイズを拡大し追加データを格

納する表領域です。自動拡張表領域は、少なくとも1個のデータファイル

をもたなければなりません。BLOBファイルをもたせることもできます。

自動拡張表領域が一杯になっても、データベースは作動します。最大ファ

イルサイズは、8_TBまたはディスクの最大容量です。自動拡張表領域を手

動で拡大するときは、既存のファイルを拡大します。自動拡張表領域に大

量のデータを挿入するときは、事前にスペースを割当てておくとパフォー
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マンスが良くなります。ローデバイスを自動拡張表領域に使用することは

できません。 

システム表領域は、データベース作成時に自動的に生成されます。データ

ベースにはシステム表領域が1個あり、システムカタログ表が置かれてい

ます。システムカタログ表は、データベース全体のスキーマ、セキュリテ

ィ、ステータス情報を格納します。システム表領域は、自動拡張表領域と

して作成されます。システム表領域には、システムデータを格納する1個
のデータファイルと1個のBLOBファイルが自動的に作成されます。システ

ム表領域は、標準表領域に変換することができます。ローデバイスを使用

することはできません。 

AUTOEXTENDキーワードは選択可能です。このキーワードは、自動拡張

表領域を作成する指定です。自動拡張表領域は、追加スペースが必要にな

ると自動的にサイズを拡張します。自動拡張表領域は、いつでも標準表領

域に変換することができ、逆に自動拡張表領域に戻すことができます。 

BACKUP BLOBキーワードは選択可能です。このキーワードは、データベ

ースがBACKUP_DATA_AND_BLOBモードのときに表領域内のBLOBデータ

をバックアップするかどうかを指定します。BACKUP BLOB ONは、

BACKUP_DATA_AND_BLOBモードのときに表領域内の全てのBLOBデータ

をバックアップします。BACKUP BLOB OFFは、バックアップ・モードが

何であれ、表領域内のBLOBデータをバックアップしません。 

データベースのデータ独立性を確保するために、データベース内では、オ

ペレーティング・システムのファイルを直接参照することはしません。各

データベース・ファイルには、物理ファイル名と論理ファイル名の2つの

名称があります。物理ファイル名はオペレーティング・システムによって

使用され、一方、論理ファイル名はデータベースによって使用される名称

です。論理ファイル名は、dmconfig.ini ファイルで物理ファイル名に対応

付けられます。CREATE TABLESPACEを実行する前に、dmconfig.iniのデー

タベース構成セクションに論理ファイル名、物理ファイル名、物理ファイ

ルの初期サイズを指定するエントリを作成します（使用例を参照）。 

DATAFILEキーワードは、表領域を作成するときの論理ファイル名とファ

イルのタイプを指定します。表領域の種類とディスク容量が許す範囲で最

大32767個のファイルを指定することができます。表領域作成には、少な
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くとも1個のデータファイルが存在しなければなりません。ALTER 
TABLESPACE文を使用して、表領域にファイルを追加することができま

す。 

TYPEキーワードは、データファイルとBLOBファイルのどちらであるかを

指定します。TYPE=DATAはデータファイルを作成し、TYPE=BLOBは

BLOBファイルを作成します。TYPEキーワードでファイルのタイプを指定

しないと、初期設定はデータファイルとして作成されます。 

ディレクトリあるいはパスが指定されていない物理ファイルは、全て

dmconfig.iniのDB_DBDIRキーワードで指定される初期設定のデータベース

ディレクトリに作成されます。初期ファイルサイズは、データファイルは

データページ数、BLOBファイルはBLOBフレーム数で指定します。 

データファイルの初期ファイルサイズは、2-2,147,483,647の範囲のページ

数を指定します。キロバイトに換算するにはdmconfig.iniファイルに

DB_PGSIZの値 を乗算します。BLOBファイルの初期ファイルサイズは、2
～524,287の範囲のフレーム数を指定します。キロバイトに換算するには

dmconfig.iniファイルのDB_BFRSZの値を乗算します。 

表領域内の各ファイルは、別のディスクか同じディスクでも別のパスを指

定します。同じディスク位置を指定してはいけません。UNIXの場合は、

標準表領域のファイルをローデバイスに割当てることができます。ローデ

バイスを使用すると、通常のオペレーティング・システムファイルよりも

高速にアクセスすることができ、パフォーマンスを改善します。オペレー

ティング・システムのコールを経由せずに、直接ローデバイスに書き出し

ます。 

表領域名と論理ファイル名の最大長は32字です。文字、数字、アンダース

コア、記号$と#を使用することができます。1字目は数字以外にします。 

物理ファイル名の最大長はドライブとパス名を含めて255字です。オペレ

ーティング・システムで使用できる文字・記号を使用することができま

す。物理ファイル名の大文字と小文字を区別するかどうかは、オペレーテ

ィング・システムに依存します。 
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使用例  

 マップ1 使用例1を実行する前に、論理ファイル名を物理ファイル名にマ

ップし、初期物理ファイルサイズをデータファイルはページ数、BLOBフ
ァイルはフレーム数で指定する行をdmconfig.iniファイルに追加します。

datafileサイズは800KB、blobfileサイズはフレームサイズ32KBを使用すると

3200KBになります： 

datafile = c:\DBMaster\database\ ts_reg_df.db 100 

blobfile = c:\DBMaster\database\ ts_reg_bf.bb 100 

 使用例1 論理データファイル名datafileと論理BLOBファイル名blobfileをも

つ標準表領域ts_reg を作成します。表領域には、最大32767までのデータフ

ァイルまたはBLOBファイルを追加することができます： 

CREATE TABLESPACE ts_reg DATAFILE datafile TYPE=DATA, blobfile 
TYPE=BLOB; 

 マップ2 使用例2を実行する前に、論理ファイル名を物理ファイル名にマ

ップし、初期物理ファイルサイズをデータファイルはページ数、BLOBフ
ァイルはフレーム数で指定する行をdmconfig.iniファイルに追加します。

datafileサイズは800KB、blobfileサイズはフレームサイズ32KBを使用すると

3200KBになります： 

datafile = c:\DBMaster\database\ ts_ext_df.db 100 

blobfile = c:\DBMaster\database\ ts_ext_bf.bb 100 

 使用例2 論理データファイル名datafileと論理BLOBファイル名blobfileをも

つ自動拡張表領域ts_extを作成します。自動拡張表領域には、データファイ

ルやBLOBファイルは追加できません： 

CREATE AUTOEXTEND TABLESPACE ts_ext DATAFILE datafile TYPE=DATA, 

                                          blobfile TYPE=BLOB 

関連SQL 

ALTER DATAFILE  

ALTER TABLESPACE 
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CREATE TABLE 

DROP TABLESPACE 

3.47 CREATE TEXT INDEX 
説明DBMasterでは2つのタイプの索引、シグネチャ・テキスト索引あるい

はインバーテッドファイル(IVF)テキスト索引を作成することができます。

シグネチャ・テキスト索引は、索引が構築されているカラムと同じ表領域

に構築されます。IVF索引は個別のファイルに構築され、索引の大きさに

対して高いパフォーマンスを示します。 

CREATE TEXT INDEX文は、テキストカラムのテキスト索引を作成しま

す。テキスト索引は、表全体を検索することなく、テキストカラムにある

ワードを素早く見つける全文検索のパフォーマンスを上げるために使用し

ます。表の所有者或いはDBA、SYSDBA、SYSADMまたは表のINDEX権限

をもつユーザーのみCREATE TEXT INDEXを実行することができます。 

テキスト索引は、単一、複数の語や句を含むテキストカラムの行へ高速に

アクセスするための機構です。テキスト索引には、テキストカラムの全て

のテキストが符号化・構造化されており、表から直接検索するよりも高速

に検索することができます。テキスト索引を作成しても、そのオペレーシ

ョンはユーザーには見えません。DBMSが全文検索のパフォーマンスを上

げるために使用します。 

テキスト索引を作成する場合、索引名、表名およびカラムの名を指定して

ください。テキスト索引は、CHAR、VARCHAR、CLOB、NCHAR、

NVARCHAR、NCLOBあるいはFILEデータ・タイプで定義されたカラム上

で作成することができます。テキスト索引は、システム表、一時表あるい

はビュー上で作成することができます。 

Order By句は、語句検索に対応し、別のカラムに結果を並べます。Order By
カラムによるテキスト索引を作成した後に、DBMasterがテキスト索引上の

問い合わせを処理している一方、結果はOrder Byカラム順で自動的に並べ

られて出力されます。例えば、カラムcontentを探索してpost timeカラムに

よってソートするためには、select文の終わりにOrder By post time句を加え

てください。DBMasterは、Order By句の結果の上にソートを行わなければ
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いけません。ソートには多くの時間かかるでしょう。post timeカラムによ

るオーダーを備えたテキスト索引を作成したならば、句によるオーダーを

加えずに、ソートされた結果を得ることができます。ASCかDESCキーワー

ドで、表示が昇る順あるいは下る順であることを指定してください。デフ

ォルト順序は昇る順です。Order Byカラム属性は rebuild indexコマンドのイ

ンクリメント部分に上に影響します。しかしながら、古いデータもしくは

インクリメント・データを交えて再度レコードをソートすることはできま

せん。 

表にデータをロードする場合、DBMasterはその表上のテキスト索引を更新

しません。可能な場合、表上のテキスト索引を作成する前にデータをすべ

てロードしてください。テキスト索引が作成された後で表に入力された箇

所は、一致するテキストが含まれていても全文検索結果で返されないでし

ょう。探索結果にこれらの列を含むためには、REBUILD TEXT INDEXコマ

ンドを使用して、テキスト索引を再作成してください。 

テキスト索引名は各表に対してユニークでなくてはなりません。テキスト

索引名は、32文字の最大長を持っており、数字、文字、下線文字、および

シンボル$および#を含んでいるかもしれません。第1の文字は数字ではな

いかもしれません。 
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シグネチャ・テキスト・インデックス 

ON table_name ( )

TEXT INDEX text_index_name

TOTAL TEXT SIZE    number MB

SIGNATURE
CREATE

ORDER BY

DESC
ASC

,

SCALE number

column_name

,

column_name

 

 

text_index_name  作成するテキスト索引の名称 

table_name  テキスト索引を作成する表の名称 

column_name  索引を作成するカラムの名称 

order_column_name スタートカラムの名称 

number SCALE及びTOTAL TEXT SIZEパラメータの設定に

使用される値 

シグネチャテキスト索引を作成するには、索引名、表名、カラム名を指定

します。テキスト索引は、CHAR、VARCHAR、LONG VARCHAR、

NCHAR、NVARCHAR 、NCLOB 、FILEデータ型のカラムに作成すること

ができます。システム表、一時表、ビューには作成できません。表は多数

のテキスト索引を持つことができ、多数のカラムにテキスト索引を建てる

ことができます。 

TOTAL TEXT SIZEはテキスト索引がMBで建てられるカラムのすべてのド

キュメントの推定のサイズの合計です。範囲は1-200です。また、デフォル
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ト価値は32です。この値はDBMasterによって評価および実行最適化のため

に使用され、カラムで許可されたドキュメントの数に現実に制約を置きま

せん。推定のサイズの合計が200MBを超過する場合は、200MBを使用する

か、あるいは著しく改善された問い合わせ実行のためのインバーテッドフ

ァイル(IVF)索引を作成してください。 

SCALEはカラムサイズを合計する索引サイズの予期された比率です。20に
TOTAL TEXT SIZEをセットし、索引がおよそ10MBの記憶装置を使用する

ことを期待すれば、50(50%)に規模をセットするべきです。規模がより大き

いほど、探索実行はよりよいです。10-200からの範囲を入力することがで

きます。デフォルト値は40です。 

 使用例1 下記の例では、表EmployeesinfoのFNameカラムにシグネチャテ

キスト索引TxtIdxを作成します。全てのパラメーターはシステムのデフォ

ルト値を使用しますが、Emp_IDカラムの値によってクエリの結果を並び

替えます： 

CREATE SIGNATURE TEXT INDEX TxtIdx ON Employeesinfo(FName) Order By 
Emp_ID 

 使用例2 下記コマンドは、Employeesinfo表のFNameカラム上のTxtIdxと
命名されるシグネチャテキスト索引を作成し、カラムのサイズの合計を

20MBと見積もって、実際のテキスト索引のサイズの50%の索引を作成しま

す： 

CREATE SIGNATURE TEXT INDEX TxtIdx ON Employeesinfo (FName) TOTAL TEXT 
SIZE 20 MB scale 50 
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インバーテッド・ファイルのテキスト・インデックス 

ON table_name ( )

text_index_name

ORDER BY

DESC
ASC

,

STORAGE PATH path

column_ name

,

TOTAL TEXT SIZE number  MB

CREATE IVF TEXT INDEX

column_name

 

text_index_name  作成するテキスト索引の名称 

table_name  テキスト索引を作成する表の名称 

column_name  索引を作成するカラムの名称 

path   索引を格納するためのフルディレクトリパス 

order_column_name スタートするカラムの名称 

number SCALE及びTOTAL TEXT SIZEパラメータの設定に

使用される値 

CREATE IVF TEXT INDEXコマンドは、指定されたカラム上の新しいイン

バーテッドファイル(IVF)テキスト索引を作成します。IVFテキスト索引は

問い合わせのパフォーマンス向上のため、特に200MB以上のデータを含ん

でいるカラム上で、標準の索引の代わりに使用することができます。. 

表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユ

ーザはIVFテキスト索引を作成することができます。 

IVF索引はオペレーティングシステムのファイルシステムの中でソートさ

れ、データベースを通って処理されます。索引が作成される場合、IVF索
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引が格納されるべき位置が指定されます。DBMasterは、IVF索引ルートデ

ィレクトリ内のサブディレクトリの生成を管理します。 

 使用例1 下記は、Employeesinfo表のLNameカラム上のTxtIdxと命名さ

れ、すべてのパラメーターに対してデフォルト価値を使用するIVFテキス

ト索引を作成します： 
CREATE IVF TEXT INDEX TxtIdx ON Employeesinfo (LName) 

 使用例2 下記コマンドは、Employeesinfo表のLNameカラム上のTxtIdxと
命名されるIVFテキスト索引を作成し、100MBとカラムのサイズの合計を

見積もっている間、論理的なファイルDB_IVFDIRにIVFテキスト索引を格

納します： 

CREATE IVF TEXT INDEX TxtIdx ON Employeesinfo (LName) STORAGE PATH 
DB_IVFDIR TOTAL TEXT SIZE 100 MB ORDER BY Emp_ID ASC 

関連SQL 

CREATE INDEX 

CREATE TABLE 

DROP TEXT INDEX 

REBUILD TEXT INDEX 

3.48 CREATE TRIGGER 

目的 

表のトリガーを新規に作成します。 
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構文 
 

CREATE
OR REPLACE

TRIGGER

UPDATE
OF

ON

cloumn _name

trigger_name
BEFORE

AFTER

( -sql_statement - )

DELETE

INSERT

,

table_name

for_each_statement_clause

for_each_row_clause

 

OR REPLACE  OR REPLACEで既存なトリガーを再び作成しま 
   す。この句を使用して既存なトリガーの定義が変

   更できます 

trigger_name  作成するトリガーの名称 

column_name  トリガーを作成するカラムの名称 

table_name  トリガーを作成する表の名称 

sql_statement  トリガーが起動したときに実行する SQL 文 

説明 

CREATE TRIGGER文は表のトリガーを作成します。トリガーは、標準的な

SQL文を用いては不可能な方法でデータベースをカスタマイズするのに使

用します。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権

限を持つユーザー、或いはトリガーアクションで定義されたSQL文の実行

に必要なあらゆるセキュリティ権限とオブジェクト権限をもつユーザーの

みCREATE TRIGGERコマンドを実行することができます。 

トリガーは、特定のイベントに応じて自動的に事前に定義されたSQL文を

実行するデータベース・サーバーのメカニズムです。トリガーは、複雑で

非類型的なデータベース操作を実行可能にします。トリガーはデータベー
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ス・サーバーの制御下にあり、起動の原因に関わらず整合性を保ってデー

タを処理することを保証します。トリガーはユーザーには見えずに起動し

ます。 

トリガーを作成するには、トリガー名、トリガー・アクションタイム(トリ

ガーの起動はトリガー・イベントの前か後か)、トリガー・イベント(トリ

ガーを起動させるイベント)、トリガー表(トリガーを作成する表)、トリガ

ー・タイプ(トリガーの起動タイプ)、トリガー・アクション(トリガーが起

動したときに実行するデータベースのアクション)を指定します。表を削除

すると、自動的に表に作成されたトリガーも削除されます。 

トリガーは表に関連付けられており、完全修飾名は使用しません。同じ表

上の全てのトリガー名は、一意でなければなりません。トリガーアクショ

ンは、トリガー表所有者のセキュリティ権限とオブジェクト権限で動作し

ます。トリガーイベントを起動するユーザーの権限で動作するのではあり

ません。 

BEFORE/AFTERキーワードは、トリガー・イベントの前/後の関係でトリガ

ー・アクションの実行時点(トリガー・アクションタイム)を指定します。

BEFOREキーワードは、トリガー・イベントの前にトリガー・アクション

を実行する指示です。AFTERキーワード、トリガー・イベントの後にトリ

ガー・アクションを実行する指示です。 

INSERT/DELETE/UPDATEキーワードは、トリガーを起動するイベントを

指定します。INSERTキーワードは表への行の挿入時のトリガー起動を指

示し、DELETEキーワードは表からの行の削除時のトリガー起動を指示し

ます。UPDATEキーワードは、表の任意のカラムの更新時のトリガー起動

を指定します。特定のカラムの更新時のトリガー起動を指示するには、

UPDATE OFを使用してカラムリストを指定します。UPDATE OFで指定し

たカラムリストは、UPDATEトリガーを起動するカラムを制限します。 

ONキーワードは、トリガー表：トリガーが定義される表の名称を指定し

ます。トリガー表は標準表でなければなりません。一時表、ビュー、シノ

ニムにトリガーを作成することはできません。各トリガーには1個のトリ

ガー表を指定します。 
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For Each Row 句 

REFERENCING

NEW AS new_name

OLD AS old_name

NEW AS new_name

OLD AS old_name

FOR EACH ROW
WHEN (search_condition )

 

old_name トリガー・アクション起動前のトリガー表の値を参照する

別名 

new_name          トリガー・アクション起動後のトリガー表の値を参照する

別名 

search_condition  トリガーを起動させる行の条件 

REFERENCINGキーワードは、OLD、NEWキーワードの別名を指定しま

す。行トリガーを作成するときは、トリガーアクションの中でトリガー起

動の前/後のカラム値をOLD/NEWキーワードで参照します。しかし、

OLD、NEWキーワードと同名の表OLDやNEWが存在するときは、

REFERENCINGキーワードで付けた別名の方を使用します。 

FOR EACH ROWキーワードは、行が変更される毎にトリガーを起動する

指定です。FOR EACH ROWキーワードを指定した行トリガーは、トリガ

ーを起動させる文が何も行を処理しなければ一度も起動しません。 

WHENキーワードは、トリガーを起動するときの行条件を指定します。行

条件は、行が変更される毎に評価されます。行条件が真ならばトリガーを
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起動し、偽ならば起動しません。WHEN条件の結果はトリガーアクション

にのみ働き、トリガーイベントには何の影響も与えません。 

For Each Statement句 

FOR EACH STATEMENT

FOR EACH STATEMENTキーワードは、トリガーを起動するSQL文に1回だ

け起動するトリガーの指定です。FOR EACH STATEMENTキーワードを指

定した文トリガーは、トリガーを起動する文が何も行を処理しないときで

も起動します。 

トリガーが起動したときに実行する文をトリガー・アクションといいま

す。トリガー・アクションに指定できるのは、 INSERT、UPDATE、

DELETE、EXECUTE PROCEDURE文です。トリガー・アクションで組み

込み関数を使用するときは、PI( )、NOW( )、USER( )のように引数の無い

ものだけを使用します。ストアド・プロシージャは、COMMIT、

ROLLBACK、SAVEPOINTのようなトランザクション制御文を含むことが

できません。 

トリガー表のイベントには、アクション・タイムBEFORE/AFTERとトリガ

ー・タイプFOR EACH ROW/FOR EACH STATEMENTを組み合わせたトリ

ガーを複数作成することができます。例えば、INSERTイベントには4組の

トリガー、 BEFORE/FOR EACH STATEMENT 、 BEFORE/FOR EACH 
ROW、AFTER/FOR EACH ROW、AFTER/FOR EACH STATEMENTを作成

することができます。UPDATEとDELETEイベントにも同じ組み合わせの

トリガーを作成することができます。 

UPDATE OFを使用すると、各カラムに4組のUPDATE OFトリガー、

BEFORE/FOR EACH STATEMENT 、 BEFORE/FOR EACH ROW 、

AFTER/FOR EACH ROW、AFTER/FOR EACH STATEMENTを作成すること

ができます。表にUPDATE OFトリガーがあるときは、同じ表にUPDATEト
リガーを作成することはできません。 
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トリガー名は表毎に一意にします。トリガー名の最大長は128字です。文

字、数字、アンダースコア、記号$と#を使用することができます。1字目

は数字以外にします。 

使用例  

 使用例1 Employeesinfo表の更新前後の値をNameChange表に挿入する

UPDATEトリガーTrig_updateを作成します。トリガーは、更新された行毎

にカラムには無関係にトリガー・アクションの前に起動します： 

CREATE TRIGGER Trig_update BEFORE UPDATE ON Employeesinfo 

                     FOR EACH ROW 

                    (INSERT INTO NameChange  

                          VALUES (OLD.FName, OLD.LName, 

                                  NEW.FName, NEW.LName)) 

 使用例2 Employeesinfo表に行が挿入されたときにストアド・プロシージ

ャSendMailを実行するINSERTトリガーTrig_insertを作成します。トリガー

は、挿入された行毎にトリガー・アクションの後に起動します。OLD、

NEWに別名を与えるためにREFERENCINGキーワードを使用します： 

CREATE TRIGGER Trig_insert AFTER INSERT ON Employeesinfo 

                     REFERENCING OLD AS pre NEW AS post 

                     FOR EACH ROW 

                    (EXECUTE PROCEDURE SendMail(pre.FName, 

                                                pre.LName, 

                                                WelcomeMessage)) 

 使用例3 Orders表を更新するときにLogTimeストアド・プロシージャを実

行するUPDATEトリガーTrig_updateを作成します。トリガーは、更新され

る行には無関係に、トリガー・アクションの前に一度だけ起動します： 

CREATE TRIGGER Trig_update BEFORE UPDATE ON Orders 

                     FOR EACH STATEMENT 

                    (EXECUTE PROCEDURE LogTime) 
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 使用例4 データベースにtb_staffとtb_change表があることを仮定します： 

CREATE TABLE tb_staff (FName char(10), LName char(10)); 

CREATE TABLE tb_change (new_FName char(10), new_LName char(10), 
old_FName char(10), old_LName char(10)) 

トリガーtrig_updateを作成します： 

CREATE OR REPLACE TRIGGER trig_update BEFORE UPDATE ON tb_staff 

                     FOR EACH ROW 

                     (INSERT INTO tb_change VALUES (NEW.FName, 
NEW.LName,  

                                                                OLD.FName, 
OLD.LName)) 

関連SQL 

ALTER TRIGGER ENABLE 

ALTER TRIGGER REPLACE 

DROP TRIGGER 

3.49 CREATE VIEW 

目的 

既存の表またはビューを元にして新規ビューを作成します。 
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構文 

CREATE. OR REPLACE
VIEW view_name

(
,

)
AS

Select_statement

(select_statement) .
cloumn-name

 

OR REPLACE   OR REPLACEで既存なビューを再び作成します。

   この句を使用して既存なビューの定義が変更でき

   ます 

view_name  作成するビューの名称 

column_name  ビューのカラムの名称 

select_statement  ビューの内容を指定する SELECT 文 

説明 

CREATE VIEW文は、既存の表またはビューをもとにしてビューを作成し

ます。RESOURCE権限をもつ元表の所有者、表のビューまたはSELECT権
限をもつユーザーだけが実行することができます。 

ビューは既存の表やビューを元にする仮想表です。ユーザーには、ビュー

はカラム名とデータ行をもつ実表と同じように見えますが、実表のように

データベースに永続的に格納されるものではありません。ビューを通して

見るデータは、元の表のデータです。ビューデータとして物理的にデータ

ベースに格納されてはいません。データベースに格納されるのは、ビュー

名とビュー定義です。ビュー定義は、元の表からデータをアクセスする 
SQL問合せ文です。 

ビューは、データベースの外観をユーザー要求に合せた個人的ビューを各

ユーザーに与えるために使用します。認可されたデータを見ることだけを

ユーザーに許し、データのセキュリティとアクセス制限が設定されます。
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ビューは、データベースの基礎構造からユーザーを分離します。ビュー

は、元の表が変更されても首尾一貫したイメージをユーザーに与えます。 

ビューは、複数の表にある関連データを結合・グループ化して一つの表と

して表すことによって、データベースの構成を簡明にします。ビューは、

結果セットに条件を付けることによって、元の表に格納されている行の部

分セットを与えるのにも使用されます。 

実表の代わりにビューを使用するときには、2つの不利な点、パフォーマ

ンスと更新制限があります。ビューの問い合わせは、ソース表に直接問い

合わせるよりもパフォーマンスが悪くなります。最初にビュー定義を取り

出し、通常の問合せに構築し直し、問合せを実行し、結果を表示します。

また、ビューの使用には更新制限が課せられます。データベースは、複雑

なビューによる更新を管理することができません。 

ビュー定義のSELECT文は、INTOをもつことができません。現在は、単一

の表を元にするビューだけが更新可能です。 

ビューにはカラム名リストを指定します。カラム名の個数は、SELECT文
のカラムの個数と一致しなければなりません。カラム名リストを指定しな

いと、元の表のカラム名がビューのカラムに継承されます。 

ビュー名とカラム名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコア、

記号$と#を使用することができます。1字目は数字以外にします。 

使用例  

 使用例 Employeesinfo表のビューView_Empを作成します： 

CREATE VIEW View_Emp AS SELECT Name, Salary from Employeesinfo WHERE 
Salary > 50000 

或いは： 
CREATE OR REPLACE VIEW View_Emp AS SELECT Name, Salary from 
Employeesinfo WHERE Salary >= 100000 

関連SQL 

CREATE SYNONYM 
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CREATE TABLE 

CREATE VIEW 

DROP VIEW 

GRANT (オブジェクト) 

REVOKE (オブジェクト権限) 

SELECT 

3.50 DECLARE SET 

目的 

ローカル接続に使用される接続変数を定義します。 

構文 

. @ variable_ name expressionDECLARE SET .data_type =
 

data_type  CVに用いられるデータのタイプ 

@variable_name  変数名 

expression  式の結果は変数名の値です 

この式には簡単な式の代入値を含むだけでなく、C及びLua関数も含めてい

ます。例えば、組み込み関数やユーザー定義関数など。 

説明 

DECLARE SETコマンドはローカル接続に使用される接続変数を定義しま

す。ローカル接続での如何なるユーザーは当該コマンドが実行でき、そし

て当該変数はローカル接続のみで有効になります。 
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CVはローカル接続時のみに定義できる接続変数です。ローカル接続におけ

る接続変数は特別な接続変数で、その他の接続での接続変数と違います。

すなわち、接続変数はローカル接続に属する接続のみにより使用され、そ

の他の接続により取得または使用されることができません。 

ユーザーにとって、接続変数はローカル接続でのSQLコマンドのグローバ

ル変数で、dmSQLコマンドラインツール及びSQLSPに用いられます。接続

が一旦データベースから切断されると、あらゆる接続変数は自動的に解放

されます。 

このコマンドを実行すると、型と値によって定義された値を格納すること

ができます。CVは各SQLコマンドで式の値を置き換えることができます。 

CVを使用するには、ユーザーは変数名の前に記号@を追加する必要があ

り、さもないと、dmSQLは当該変数名をカラム名または他の識別子として

認識することになります。CV名は大文字と小文字を区別しません。 

使用例 

 使用例1 接続変数aaを作成し、その値を1に設定し、タイプをintに設定しま

す： 

dmSQL> declare set int @aa = 1; 

dmSQL> select @aa; 

          @AA 

======================== 

1 

 使用例2 接続変数bbを作成し、その値を'syscom' に設定し、タイプをchar(20) 

に設定します： 

dmSQL> declare set char(20) @bb = 'syscom'; 

dmSQL> select @bb; 

          @BB 

======================== 

SYSCOM 
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 使用例3 接続変数ccを作成し、その値を式に設定します： 

dmSQL> declare set int @cc1 = 100+200; 

dmSQL> declare set int @cc2 = @cc1+300; 

dmSQL> select @cc1; 

          @CC1 

======================== 

300 

dmSQL> select @cc2; 

          @CC2 

======================== 

600 

 使用例4 接続変数ddを作成し、その値を式に設定します： 

dmSQL> declare set char(40) @dd = concat('abcd','efgh'); 

dmSQL> select @dd; 

          @DD 

======================== 

abcdefgh 

 使用例5 接続変数eeを作成し、その値を式に設定します： 

dmSQL> declare set double @ee = 9.999999*100; 

dmSQL> select @EE; 

         @EE            

======================  

9.99999900000000e+002 

関連SQL 

CREATE TABLE 

SELECT 
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3.51 DELETE 

目的 

表から行(複数)を削除します。 

構文 

WHERE
search_condition

CURRENT OF cursor_name

DELETE FROM table_name

table_name  行を削除する表の名称 

search_condition  削除される行が満たすべき条件 

cursor_name 位置付けDELETEに使用するカーソルの名称 

説明 

DELETE文は、検索条件を満たす全ての行を表から削除します。一つの表

の行だけが削除されます。システム表の行を削除することはできません。

表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザー或いは

表のDELETE権限をもつユーザーのみDELETEコマンドが実行できます。

DBMasterは検索条件を満たす行のみが削除できます。また、ODBCプログ

ラムにてカーソルが使用できます。カーソルは ODBC プログラム内でのみ

使用可能です。 

検索条件の詳細情報については、SELECT文のWHERE句を参照してくださ

い。 
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使用例  

 使用例1 Employeesinfo表から従業員番号1234の従業員を削除します： 

DELETE FROM Employeesinfo WHERE Emp_ID = '1234' 

 使用例2 Employeesinfo表から従業員名が"John"で始まる従業員を全て削除

します： 

DELETE FROM Employeesinfo WHERE FName LIKE 'John%' 

関連SQL 

INSERT 

LOCK TABLE 

SELECT 

UPDATE 

3.52 DROP COMMAND 

目的 

データベースからストアド・コマンドを削除します。 

構文 

DROP COMMAND.  IF EXISTS
command_name .

 

IF EXISTS  コマンドが存在しない場合エラーを起こさないこ

   とを確保します 

command_name 削除するストアド・コマンドの名称 
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説明 

DROP COMMAND文は、既存のストアド・コマンドをデータベースから

削除します。ストアド・コマンドの所有者或いはDBA、SYSDBAまたは

SYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみDROP COMMANDが実行で

きます。 

ストアド・コマンドは、実行形式のコンパイル済みSQLデータ操作文であ

り永続的にデータベースに格納されます。SQLデータ操作文をコンパイ

ル・最適化せずに、繰り返しストアド・コマンドを実行することができま

す。ストアド・コマンドはストアド・プロシージャと似ていますが、一つ

のSQLデータ操作文だけからなり、プログラムロジックをもたない点が異

なります。 

ストアド・コマンドは、ストアド・コマンドが参照する表やカラムを削除

する、カラム定義を変更する、BEFOREやAFTERキーワードを使用してカ

ラムを追加すると不正になり、使用できなくなります。表にカラムを追加

するときにBEFOREとAFTERキーワードを使用しなければ、ストアド・コ

マンドには何の影響もありません。不正のストアド・コマンドは、削除し

てデータベースから削除します。 

使用例  

 使用例 以下の構文を使用してストアド・コマンドsc_selectを削除しま

す： 

DROP COMMAND sc_select 

或いは： 

DROP COMMAND IF EXISTS sc_select 

関連SQL 

CREATE COMMAND 

EXECUTE COMMAND 

GRANT (実行権限) 
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3.53 DROP DATABASE LINK 

目的 

データベースからデータベースリンクを削除します。 

構文 

DROP link_name

PRIVATE

PUBLIC

DATABASE LINK

link_name  データベースから削除するリンクの名称 

説明 

DROP DATABASE LINK文は、データベースから既存のパブリックまたは

プライベート・データベースリンク削除します。プライベートリンクの所

有者のみ自分が作成したデータベースリンクを作成でき、DBA、SYSDBA
またはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみパブリック・リンク

が削除できます。 

データベースリンクは、リモートデータベース接続を作成しリモートデー

タをアクセスできるようにします。リンクにはセキュリティ情報をもたせ

る利点があり、ローカルユーザー名とは別のユーザー名でリモート・デー

タベースに接続したり、アカウントのないパブリック・リンクを用いてリ

モート・データベースに接続することができます。 

PUBLIC/PRIVATEキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、削

除するリンクのタイプ、パブリックまたはプライベートを指定します。パ

ブリック・リンクは、データベースの全ユーザーが使用することができま

す。プライベート・リンクは、リンク作成者だけが使用することができま

す。リンクのタイプを指定しないと、初期設定ではプライベート・リンク

を削除します。 
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使用例  

 使用例1 プライベート・リンクFieldLinkを削除します： 

DROP PRIVATE DATABASE LINK FieldLink 

 使用例2 パブリック・リンクFieldLinkを削除します： 

DROP PUBLIC DATABASE LINK FieldLink 

関連SQL 

CREATE DATABASE LINK 

CLOSE DATABASE LINK 

3.54 DROP DOMAIN 

目的 

データベースからドメインを削除します。 

構文 
 

DROP DOMAIN domain_name
CASCADE

RESTRICT  

domain_name  データベースから削除するドメインの名称 

説明 

DROP DOMAIN文は、データベースから既存のドメインを削除します。ド

メインの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持

つユーザーのみDROP DOMAINコマンドが実行できます。 

ドメインは、データ型、初期設定値、カラム制約をまとめたユーザー定義

データ型です。カラムに挿入できる値の範囲を定義するために、CREATE 
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TABLEやALTER TABLE ADD COLUMN文のカラム定義でデータ型の代わ

りにドメインを使用します。 

ドメインで定義されたカラムが表にある間は、ドメインを削除することは

できません。ドメインを削除するときは、最初にドメインを参照する全て

のカラムを削除します。このためには、表を削除しドメインを使用せずに

表を再作成するか、ALTER TABLE DROP COLUMN文を使用してカラムを

削除します。 

CASCADE/RESTRICTのキーワードは選択可能です。これらのキーワード

は、削除されたドメインを参照する従属したオブジェクトを削除するか、

確認するかを指定します。 CASCADEのキーワードが指定されると、ドメ

インと共にすべての従属するオブジェクトが削除され、カラム定義がドメ

イン定義に置き換えられます。RESTRICTキーワードが指定されると、テ

ーブル定義で参照されているドメインは削除されません。RESTRICTのキ

ーワードは従属するオブジェクトがないドメインのみを削除します。 

使用例  

  使用例 ドメインValidDateを削除します： 

DROP DOMAIN ValidDate 

関連SQL 

CREATE DOMAIN 

CREATE TABLE 

ALTER TABLE ADD COLUMN 

ALTER TABLE DROP COLUMN 

DROP TABLE 
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3.55 DROP GROUP 

目的 

データベースからグループを削除します。 

構文 

DROP GROUP group_name

group_name  データベースから削除するグループの名称 

説明 

DROP GROUP文は、データベースから既存のグループを削除します。

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみDROP 
GROUPコマンドが実行できます。 

グループは、多数のユーザーをもつデータベースのオブジェクト権限の管

理を容易にします。グループは、同じオブジェクト権限を必要とするユー

ザーをまとめるのに使用します。グループに与えられたオブジェクト権限

は、自動的にグループのユーザー全員に与えられます。DBMasterでは、グ

ループを更に別のグループのメンバーにする入れ子グループも使用できま

す。但し、入れ子のグループが自分のグループに循環してはいけません。 

グループを削除すると、グループのユーザーは、そのグループの権限を失

います。メンバーに直接与えられている権限、あるいは他のグループによ

って与えられている権限は残ります。PUBLICグループは削除することが

できません。PUBLICグループは、DBMasterによって内部的に管理されま

す。 
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使用例  

 使用例 データベースからグループManagerを削除します： 

DROP GROUP Manager 

関連SQL 

CREATE GROUP 

ADD TO GROUP 

REMOVE FROM GROUP 

3.56 DROP INDEX 

目的 

表の索引を削除します。 

構文 

DROP INDEX index_name FROM table_name

index_name  削除する索引の名称 

table_name  索引を削除する表の名称 

説明 

DROP INDEX文は、表の索引をデータベースから削除します。表の所有者

或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザー或い

は表のINDEX権限をもつユーザーのみDROP INDEXコマンドが実行できま

す。 
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索引は、キーと呼ばれるカラム(複数)の値から特定の表行を素早くアクセ

スできるようにする機構です。索引には表のキーカラムと同じデータがあ

りますが、データは高速検索が可能なように構造化されソートされていま

す。索引を作成しても、そのオペレーションはユーザーには見えません。

DBMSは、可能な限り索引を使用して問合せのパフォーマンスを良くしま

す。 

システム表以外の任意の表の索引を削除することができます。索引を参照

する外部キーがあるときは、索引を削除する前に、外部キーを削除してお

きます。断片化して効率が悪くなった索引は、削除して再作成します。索

引を再作成すると、稠密で断片化していない索引が作成されます。 

使用例  

 使用例 表Employeesinfo から索引NameIndexを削除します；NameIndexを
参照する外部キーがあるときは、NameIndexを削除する前に外部キーを削

除します： 

DROP INDEX NameIndex FROM Employeesinfo 

関連SQL 

CREATE INDEX  

REBUILD INDEX 

3.57 DROP PROCEDURE 

目的 

データベースからプロシージャを削除します。 

構文 

. .DROP PROCEDURE
 IF EXISTS

procedure_ name
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IF EXISTS  プロシージャが存在しない場合エラーを起こさな

   いことを確保します 

procedure-name  データベースから移動するプロシージャの名 

説明 

DROP PROCEDURE文は、表の索引をデータベースから削除します。表の

所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザ

ー或いは表のPROCEDURE権限をもつユーザーのみDROP PROCEDUREコ
マンドが実行できます。 

使用例  

 使用例 以下の構文を使用してプロシージャsp_proc1を削除します： 

DROP PROCEDURE sp_proc1 

或いは： 

DROP PROCEDURE IF EXISTS sp_proc1 

関連SQL 

CREATE PROCEDURE 

EXECUTE PROCEDURE 

GRANT(実行権限) 

REVOKE(実行権限) 

3.58 DROP REPLICATION 

目的 

表からレプリケーションを削除します。 
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構文 

DROP REPLICATION replication_name FROM table_name

replication_name  削除するレプリケーションの名称 

table_name  レプリケーションを削除する表の名称 

説明 

DROP REPLICATION文は、データベースからレプリケーションを削除し

ます。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を

持つユーザーのみDROP REPLICATIONコマンドが実行できます。 

レプリケーションは、表全体または一部のカラムを遠隔地にコピーしま

す。リモートのユーザーは、コピーされたデータで作業できるようになり

ます。レプリケートされたコピーは、他の場所のデータベースと同期が取

られます。各データベースは、低速ネットワーク接続を経由して別のマシ

ンに行かずに、直接効率的にデータ要求に応じることができるようになり

ます。レプリケーションは、リモート側にデータベースのバックアップを

取るのとは異なり、ユーザーの介入無しにDBMS自身によってトランザク

ション毎に同期が取られます。 

レプリケーションには、同期と非同期があります。同期レプリケーション

は、ローカル表の変更と同時にリモート表を変更します。非同期レプリケ

ーションは、ローカル表の変更を格納しておき、予め定義されたスケジュ

ールに従ってリモート表を変更します。DROP REPLICATIONは、同期お

よび非同期のレプリケーションを削除します。 

使用例  

 使用例 表EmployeesinfoからレプリケーションEmpRepを削除します： 

DROP REPLICATION EmpRep FROM Employeesinfo 
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関連SQL 

ALTER REPLICATION ADD REPLICATE 

ALTER REPLICATION DROP REPLICATE 

ALTER SCHEDULE 

CREATE REPLICATION 

CREATE SCHEDULE 

DROP SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

3.59 DROP SCHEDULE 

目的 

非同期レプリケーション用のスケジュールを削除します。 

構文 

DROP SCHEDULE FOR REPLICATION TO remote_database_name

remote_database_name レプリケーション・スケジュールを削除するリモ

   ート・データベースの名称 

説明 

DROP SCHEDULE文は、リモ ート・データベースのレプリケーション・

スケジュールを削除します。レプリケーション・スケジュールを削除する

前に、リモ ート・データベースにレプリケートする全ての非同期レプリケ

ーションおよび関連する全ての非同期レプリケーションを削除しておきま
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す。ローカル表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ

権限を持つユーザーのみDROP SCHEDULEコマンドが実行できます。 

リモート・データベース名の代わりにデータベースリンク名を指定するこ

とはできません。 

使用例  

 使用例 リモート・データベースDivOneDbのスケジュールを削除しま

す： 

DROP SCHEDULE FOR REPLICATION TO DivOneDb 

関連SQL 

ALTER SCHEDULE 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 

RESUME SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 

3.60 DROP SCHEMA 

目的 

DROP SCHEMAコマンドは、現在のデータベース・システムからスキーマ

を削除します。 
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構文 
 
 

DROP SCHEMA schema_name
CASCADE

RESTRICT  

schema_name   削除されるスキーマの名称 

説明 

DROP SCHEMAコマンドは、現在のデータベース・システムからスキーマ

を削除します。スキーマは基本的には名称領域です: スキーマ・オブジェク

トとしても知られている命名されたオブジェクト(表、ビュー、索引、シノ

ニム、トリガー、ドメイン、コマンド、プロシージャ)を含みますが、その

名称は他のスキーマに存在するほかのオブジェクトの名称に重複すること

があります。スキーマ・オブジェクトは、接頭辞としてスキーマ名を持つ

それらのオブジェクトの名称を修飾することによってアクセスできます。 

スキーマを作成したユーザーまたはDBA権を有するユーザーのみが、デー

タベースからスキーマを削除できます。 

削除するデータファイルは空でなければなりません。スキーマ・オブジェ

クトを含むスキーマは、削除できません。スキーマの削除を試みる前に、

スキーマに含まれるすべてのスキーマ・オブジェクトを削除してくださ

い。 

CASCADE/RESTRICTのキーワードは選択可能です。これらのキーワード

は、削除されるスキーマで参照される関連したオブジェクトを削除する

か、確認するかを指定します。CASCADEのキーワードが指定されると、

スキーマに従属するオブジェクトはすべて削除されます。RESTRICTのキ

ーワードが指定されると、従属するオブジェクトのないスキーマだけが削

除できます。 

関連SQL 

CREATE SCHEMA 
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3.61 DROP SYNONYM 

目的 

データベースからシノニムを削除します。 

構文 
 

DROP SYNONYM
 IF EXISTS

synonym_name

 

IF EXISTS  シノニムが存在しない場合エラーを起こさないこ

   とを確保します 

synonym_name  データベースから削除するシノニムの名称 

説明 

DROP SYNONYM文は、表やビューのシノニムを削除します。シノニムの

所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザーのみDROP 
SYNONYMが実行できます。 

表やビューは、通常、所有者名とオブジェクト名を複合した完全修飾名に

よって識別されます。シノニムは、表やビューの完全修飾名の使用を簡明

にする助けをします。 

シノニムは、表名やビュー名の代わりに使用することができる別名です。

シノニムは、システムカタログ上のシノニム定義以外にはストレージを消

費しません。シノニムを使用することによって、完全修飾名を使用せず

に、対応する表やビューをアクセスすることができます。 

シノニム名が重複しない限り、表やビューに複数のシノニムを作成するこ

とができます。シノニムに表の完全修飾名を与え、所有者名を付けずにシ

ノニム名で表を参照します。ユーザーがシノニムと同名の表を所有してい

る場合、DBMasterは常に表の方を使用しシノニムを無視します。表やビュ

ーを削除すると、表やビューの全てのシノニムも自動的に削除されます。 
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システム表以外の任意の表のシノニムを削除することができます。システ

ム表のシノニムは、DBMasterによって内部的に管理され削除することがで

きません。 

使用例  

 使用例 Employeesinfo表に作成されたシノニムStaffを削除します、以下の

構文を使用します： 

DROP SYNONYM Staff 

或いは： 

DROP SYNONYM IF EXISTS Staff 

関連SQL 

CREATE SYNONYM 

DROP TABLE 

DROP VIEW 

3.62 DROP TABLE 

目的 

データベースから表を削除します。 

構文 

. .DROP TABLE
 IF EXISTS

table_ name

RESTRICT

CASCADE
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IF EXISTS 表が存在しない場合エラーを起こさないこしないことを確

  保します  

table_name データベースから削除した表の名 

CASCADE 表に索引、外部キー、シノニム、ビューとトリガー 等のよ

  うな従属するオブジェクトを削除移動します  

RESTRICT 表に索引、外部キー、シノニム、ビューとトリガー 等のよ

  うな従属するオブジェクトがない表を削除します 

説明 

DROP TABLE文は表を削除します。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまた

はSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみDROP TABLEコマンドが

実行できます。 

表を削除すると、表上の全ての索引と主キーも削除されます。表の主キー

を参照する外部キーがあるときは、表を削除する前に、主キーを参照する

全ての外部キーを削除しておきます。 

CASCADE/RESTRICTのキーワードは選択可能です。これらのキーワード

は、削除されるテーブルで参照される関連したオブジェクトを削除する

か、確認するかを指定します。CASCADEのキーワードが指定されると、

テーブルに従属するオブジェクトはすべて削除されます。RESTRICTのキ

ーワードが指定されると、従属するオブジェクトのないテーブルだけが削

除できます。 

使用例  

 使用例 以下の文を使用して表Employeesinfoを削除します： 

DROP TABLE Employeesinfo 

或いは： 

DROP TABLE IF EXISTS Employeesinfo 
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関連SQL 

CREATE TABLE 

ALTER TABLE ADD COLUMN 

ALTER TABLE DROP COLUMN 

ALTER TABLE MODIFY COLUMN 

ALTER TABLE RENAME 

3.63 DROP TABLESPACE 

目的 

データベースから表領域を削除します。 

構文 
 
 

DROP TABLESPACE tablespace_name  

 

tablespace_name  削除する表領域の名称 

説明 

DROP TABLESPACE文は表領域を削除します。DBA、SYSDBAまたは

SYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみDROP TABLESPCAEコマン

ドが実行できます。 

表領域を削除すると、表領域の全ての論理ファイルが自動的に削除されま

す。論理ファイルに対応する物理ファイルは、オペレーティング・システ

ムコマンドを使い手動で削除してディスクを開放します。表領域を削除す

る前に、表領域内の全ての表を削除しておきます。 
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使用例  

 使用例 表領域ts_empを削除します；表領域を削除する前に、全ての表を

削除しておきます： 

DROP TABLESPACE ts_emp 

関連SQL 

CREATE TABLESPACE 

ALTER TABLESPACE 

3.64 DROP TEXT INDEX 

目的 

表のテキスト索引を削除します。 

構文 

DROP TEXT INDEX text_index_name FROM table_name

text_index_name   削除するテキスト索引の名称 

table_name テキスト索引を削除する表の名称 

説明 

DROP TEXT INDEX文は、表カラム上のシグネ―チャもしくはIVFテキス

ト索引をデータベースから削除します。表の所有者或いはDBA、SYSDBA
またはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザー、或いは表のINDEX権限

をもつユーザーのみDROP TEXT INDEXコマンドが実行できます。 
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テキスト索引は、表のテキストカラムから語や句を含むテキスト行を高速

にアクセスするための機構です。テキスト索引には、テキストカラムの全

てのテキストの内部表現データがあります。データは符号化・構造化され

ており、直接表から検索するよりも高速に検索することができます。テキ

スト索引を作成しても、そのオペレーションはユーザーには見えません。

DBMSが全文検索のパフォーマンスを上げるために使用します。 

使用例  

 使用例 Employeesinfo表のテキスト索引TxtIdxを削除します： 

DROP TEXT INDEX TxtIdx FROM Employeesinfo 

関連SQL 

CREATE TEXT INDEX 

REBUILD TEXT INDEX 

3.65 DROP TRIGGER 

目的 

表のトリガーを削除します。 

構文 
 

DROP TRIGGER.  IF EXISTS
trigger_name .table_ nameFROM

 

IF EXISTS  トリガーが存在しない場合エラーを起こしないこ

   とを確保します 

trigger_name  削除するトリガーの名称 

table_name  トリガーを削除する表の名称 
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説明 

DROP TRIGGER文はトリガーを削除します。表の所有者或いはDBA、
SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみDROP 
TRIGGERが実行できます。 

トリガーは、特定のイベントに応じて自動的に事前に定義されたSQL文を

実行するデータベース・サーバーの機構です。トリガーは、通常は実行不

可能な複雑かつ非類型的なデータベースオペレーションを実行可能にしま

す。トリガーはデータベース・サーバーの制御下にあり、イベントの如何

に関わらず、データが整合して処理されることを保証します。トリガーオ

ペレーションは、ユーザーには見えずに実行されます。トリガーは、ユー

ザーまたはアプリケーションプログラムがイベントを生成するごとに起動

します。 

トリガーは、トリガーが参照する表やカラムを削除する、カラム定義を変

更する、BEFORE/AFTERキーワードを使用してカラムを追加すると不正に

なり使用できなくなります。BEFORE/AFTERキーワードを使用せずにカラ

ムを追加したときは、トリガーは何の影響も受けません。不正なトリガー

は、削除してデータベースから削除します。表に作成されたトリガーは、

表が削除されると自動的に削除されます。 

使用例  

 使用例 以下の文を使用してEmployeesinfo表のトリガーTrig_empを削除し

ます： 

DROP TRIGGER Trig_emp FROM Employeesinfo 

或いは： 

DROP TRIGGER IF EXISTS Trig_emp FROM Employeesinfo 

関連SQL 

CREATE TRIGGER 

ALTER TRIGGER ENABLE 
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ALTER TRIGGER REPLACE 

3.66 DROP VIEW 

目的 

データベースからビューを削除します。 

構文 
 

DROP VIEW.  IF EXISTS
_ .

RESTRICT

CASCADE
view name

 

IF EXISTS  ビューが存在しない場合エラーを起こさないこと

   を確保します 

view_name  データベースから削除するビューの名称 

説明 

DROP VIEW文はビューを削除します。ビューの所有者或いはDBA、

SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみDROP VIEW
コマンドが実行できます。 

ビューが削除されると、そのビューに基づくすべてのビューを無効にしま

す。システムビューは削除できません。 

CASCADE/RESTRICTのキーワードは選択可能です。これらのキーワード

は、削除されるビューで参照される関連したオブジェクトを削除するか、

確認するかを指定します。CASCADEのキーワードが指定されると、ビュ

ーに従属するオブジェクトはすべて削除されます。RESTRICTのキーワー

ドが指定されると、ビュー定義やシノニムで参照されるビューは削除され

ません。RESTRICTが指定されると、従属するオブジェクトがないビュー

だけが削除できます。 
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使用例  

 使用例 以下の構文を使用してビューSalesStaffを削除します： 

DROP VIEW SalesStaff 

或いは： 

DROP VIEW IF EXISTS SalesStaff 

 使用例 以下はどんなシノニムまたはビューが参照していても、SalesStaff 
という名称のビューを削除しません ： 

DROP VIEW SalesStaff RESTRICT 

関連SQL 

CREATE VIEW 

3.67 END BACKUP 

目的 

オンライン・バックアップしたデータベースを通常の操作に戻します。 
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構文 

END BACKUP
DATAFILE

JOURNAL

 

説明 

END BACKUP文は、オンライン・バックアップ中のデータベースのバック

アップ状態を終了させます。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権

限を持つユーザーのみEND BACKUPコマンドが実行できます。 

オンライン完全バックアップを取るときは、NON-BACKUP、BACKUP-
DATA、BACKUP-DATA-AND-BLOBモードでデータベースを起動しておき

ます。バックアップを開始するには、BEGIN BACKUPを実行します。オペ

レーティング・システムのコマンドまたはバックアップ・ユーティリティ

を使用して全てのデータファイルとBLOBファイルをバックアップした

ら、END BACKUP DATAFILEを実行します。次にオペレーティング・シス

テムのコマンドまたはバックアップ・ユーティリティを使用して全てのジ

ャーナル・ファイルをバックしたら、END BACKUP JOURNALを実行して

バックアップを完了し、データベースを通常の操作に戻します。オンライ

ン完全バックアップを使用すると、END BACKUP DATAFILEを実行した時

点から現在のアクティブ・ジャーナル・ファイルをコピーした時点までの

データベースにリストアすることができます。 

BEGIN BACKUP; //手動に全てのデータファイルをコピーします 

END BACKUP DATAFILE; //手動に全てのジャーナルファイルをコピーします 

END BACKUP JOURNAL; //完全バックアップが終了した 

オンライン差分バックアップを取るときは、NON-BACKUP、BACKUP-
DATA或いはBACKUP-DATA-AND-BLOBモードでデータベースを起動しま

す。差分バックアップは手動バックアップ方法を使用してバックアップを
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実行できません。差分バックアップは最新の完全バックアップのデータを

基礎とします。つまり差分のベースです。差分バックアップは差分ベース

を変更されたデータのみ含みます。 

オンライン増分バックアップ或いは今のオンライン増分バックアップを取

るときは、BACKUP-DATAかBACKUP-DATA-AND-BLOBモードでデータベ

ースを起動しておきます。 

現在までのオンライン増分バックアップを取るには、BACKUP-DATAまた

はBACKUP-DATA-AND-BLOBモードでデータベースを起動しておきます。

バックアップを開始するには、BEGIN INCREMENTAL BACKUP TO 
CURRENTを実行します。コピーを取る全てのジャーナル・ファイルと各

ファイルのバックアップIDがリストされます。現在までのオンライン増分

バックアップは、現在のアクティブ・ジャーナル・ファイルを含めて、前

回までの完全バックアップ以降に使用された全てのジャーナル・ファイル

をバックアップします。各ファイルのファイル名とバックアップIDを安全

な場所に記録し、データベースをリストアするときに使用します。リスト

にあるジャーナル・ファイルのバックアップを取ったら、END BACKUP 
JOURNALを実行してバックアップを完了し、データベースを通常の操作

に戻します。現在までのオンライン増分バックアップを使用すると、前回

の完全バックアップのEND BACKUP DATAFILE実行時点から、現在のアク

ティブ・ジャーナル・ファイルがコピーされる時点までのデータベースに

リストアすることができます。 

オンライン・バックアップは、ABORT BACKUPを実行して随時中止するこ

とができます。詳細はABORT BACKUP文を参照してください。ABORT 
BACKUPを実行すると、そのバックアップ・ファイルを使用してデータベ

ースをリストアすることはできません。バックアップ・ファイルは削除し

ておき、データベースをリストアするときに有効なバックアップ・ファイ

ルと間違えないようにします。 

使用例  

 使用例 オンライン完全バックアップを取る手順を示します。BEGIN 
BACKUPを実行して完全バックアップを取ることをDBMasterに知らせま

す。全てのデータファイルとBLOBファイルをバックアップ場所にコピー
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したら、END BACKUP DATAFILEを実行します。全てのジャーナル・フ

ァイルをバックアップ場所にコピーしてからEND BACKUP JOURNALを
実行します。データベースは通常の操作に戻ります： 

BEGIN BACKUP 

    Copy data and BLOB files to backup location using OS commands 

    Change backup mode if desired 

    Abort the backup if desired 

END BACKUP DATAFILE 

    Copy Journal files to backup location using OS commands 

    Change the backup mode if desired 

    Abort the backup if desired 

END BACKUP JOURNAL 

関連SQL 

BEGIN BACKUP 

ABORT BACKUP 

3.68 EXECUTE COMMAND 

目的 

ストアド・コマンドを実行します。 
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構文 

EXECUTE COMMAND command_name

value

,
)(

command_name  実行するストアド・コマンドの名称 

value ストアド・コマンドのホスト変数の入力パラメー

タ 

説明 

EXECUTE COMMAND文は、ストアド・コマンドを実行します。ストア

ド・コマンドは、頻繁に使用されるSQLデータ操作文をコンパイルせずに

素早く実行するのに使用します。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリテ

ィ権限を持つユーザー或いはEXECUTE権限をもつユーザーのみEXECUTE 
COMMANDコマンドが実行できます。 

ストアド・コマンドは、コンパイルされた実行形式のSQLデータ操作文で

永続的にデータベースに格納されます。SQLデータ操作文をコンパイル・

最適化せずに、繰り返しストアド・コマンドを実行することができます。

ストアド・コマンドは、一つのSQLデータ操作文だけからなりプログラム

ロジックをもたない点を除けば、ストアド・プロシージャと類似していま

す。 

ホスト変数は、ストアド・コマンドのSQLデータ操作文のカラム値の位置

指定に使用されます。実際のカラム値は、コマンドの実行時に割当てま

す。ストアド・コマンドの中でホスト変数を指定するには、データやカラ

ムの値を疑問符(?)で置き換えます。 

ホスト変数をもつストアド・コマンドの実行時には、組み込み関数の結果

値、NULLキーワード、DEFAULTキーワード等の定数、または他のホスト

変数を使用します。組み込み関数は、RAND( )、PI( )、CURDATE( )、
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NOW( )のように引数の無いものだけを使用します。NULL値を与えるとき

は、ホスト変数のカラムがNULL値を受け入れるものでなければなりませ

ん。ストアド・コマンドの実行時に与えるパラメータの個数は、ストア

ド・コマンド定義時のホスト変数の個数と一致しなければなりません。 

使用例  

 使用例1 入力パラメータの無いストアド・コマンドsc_select.を実行しま

す： 

EXECUTE COMMAND sc_select 

 使用例2 2つの入力パラメータがあるストアド・コマンドsc_inputを実行

します： 

EXECUTE COMMAND sc_input (10002, 10006) 

関連SQL 

CREATE COMMAND 

DROP COMMAND 

GRANT(実行権限) 

3.69 GRANT（実行権限） 

目的 

データベースオブジェクトの実行権限をユーザーに与えます。 
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構文 

GRANT executable_name

TO

EXECUTE ON
COMMAND

PROCEDURE
PROJECT

,

user_name

PUBLIC
group_name

 
executable_name  実行権限を与える実行形式オブジェクトの名称 

user_name  実行権限が与えられるユーザーの名称 

group_name  実行権限が与えられるグループの名称 

説明 

GRANT文は、実行形式のデータベースオブジェクトの実行権限をユーザー

に与えます。オブジェクトの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセ

キュリティ権限を持つを持つユーザーのみGRANTコマンドが実行できま

す。 

EXECUTE権限は、ユーザーが実行することができる実行形式データベー

スオブジェクトを制御します。DBMasterには3種類の実行形式オブジェク

ト、ストアド・コマンド、ストアド・プロシージャ、プロジェクトがあり

ます。 

COMMANDキーワードは、ストアド・コマンドのオブジェクトを指定し

ます。ストアド・コマンドを構成するSQL文の実行に必要な全てのセキュ

リティ権限とオブジェクト権限をもち、実行権限をもつユーザーだけがス

トアド・コマンドを実行することができます。 

PROCEDUREキーワードは、ストアド・プロシージャのオブジェクトを指

定します。ストアド・プロシージャの実行権限だけが与えられます。 
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PROJECTキーワードは、複数のストアド・プロシージャを含むプロジェク

トのオブジェクトを指定します。プロジェクトの実行権限は、自動的にプ

ロジェクト内の全てのストアド・プロシージャの実行権限を与えます。 

実行形式のデータベースオブジェクトの作成者がオブジェクトの所有者で

す。オブジェクトの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリテ

ィ権限を持つユーザーは、自動的にそのオブジェクトに対するEXECUTE
権限を持っています。実行権限を全てのユーザーに与えるにはPUBLICに

します。実行形式のデータベースオブジェクトの実行権限が現在と将来の

全てのユーザーに与えられます。 

使用例  

 使用例1 ストアド・コマンドListUserTablesの実行権限をVivianに与えま

す： 

GRANT EXECUTE ON COMMAND ListUserTables TO Vivian 

 使用例2 ストアド・プロシージャShowUsersの実行権限をJennyとJohn、お

よびグループManagersに与えます： 

GRANT EXECUTE ON PROCEDURE ShowUsers TO Jenny, John, Managers 

 使用例3 プロジェクトInternetFuncにある全てのストアド・プロシージャ

の実行権限をPUBLICキーワードを使用して全てのユーザーに与えます： 

GRANT EXECUTE ON PROJECT InternetFunc TO PUBLIC 

関連SQL 

CREATE GROUP 

GRANT (セキュリティ権限) 

GRANT (オブジェクト権限) 

REVOKE (実行権限) 

REVOKE (オブジェクト権限) 

REVOKE (セキュリティ権限) 
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3.70 GRANT（オブジェクト権限） 

目的 

データベースオブジェクトの権限をユーザーに与えます。 

構文 

GRANT column_name

,
)(

,

UPDATE

REFERENCE
INSERT

,

DELETE

INDEX
UPDATE

SELECT

REFERENCE
ALTER

INSERT

ALL
PRIVILEGES

ON table_name TO

,

user_name

PUBLIC
group_name

column_name  オブジェクト権限を与えるカラムの名称 

table_name  オブジェクト権限を与える表の名称 

user_name  オブジェクト権限が与えられるユーザーの名称 

group_name  オブジェクト権限が与えられるグループの名称 
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説明 

GRANT文は、データベースオブジェクトのアクセス権限を個々のユーザー

に与えます。オブジェクトの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセ

キュリティ権限を持つユーザーのみ当該GRANTコマンドが実行できます。 

オブジェクト権限は、ユーザーがアクセスすることができるデータベース

オブジェクトと実行できるアクションを制御します。SELECT、INSERT、
DELETE、UPDATE、INDEX、ALTER、REFERENCEのオブジェクト権限

があります。キーワードALLとALL PRIVILEGESを使用して、全てのオブジ

ェクト権限を同時に与えることができます。 

 SELECT権限は、データベースオブジェクトのデータを検索するのに使

用されます。権限はオブジェクト全体に適用されます。特定のカラム

に限定することはできません。 

 INSERT権限は、データベースオブジェクトにデータを挿入するのに使

用されます。特定のカラムに権限を限定することもできます。 

 DELETE権限は、データベースオブジェクトからデータを削除するの

に使用されます。権限はオブジェクト全体に適用され、特定のカラム

に限定することはできません。 

 UPDATE権限は、データベースオブジェクトのデータを更新するのに

使用されます。特定のカラムに権限を限定することもできます。 

 INDEX権限は、データベースオブジェクトに索引を作成するのに使用

されます。権限はオブジェクト全体に適用され、特定のカラムに限定

することはできません。 

 ALTER権限は、データベースオブジェクトのスキーマを変更するのに

使用されます。権限はオブジェクト全体に適用され、特定のカラムに

限定することはできません。 

 REFERENCE権限は、データベースオブジェクトに外部キーのような参

照制約を作成するのに使用されます。特定のカラムに権限を限定する

こともできます。 
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スキーマオブジェクトの作成ユーザーは、オブジェクト所有者になりま

す。オブジェクトの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つ

ユーザーは自動的に全てのオブジェクト権限を取得します。システムカタ

ログ表は、SYSTEMと呼ばれる仮想ユーザーが所有します。全てのユーザ

ーは、システムカタログ表のSELECT権限だけをもちます。システムカタ

ログ表の他のオブジェクト権限をユーザーに与えることはできません。 

一つのGRANT文で特定カラムの権限とデータベースオブジェクト全体の権

限を与えることはできません。この場合は、GRANT文を二度使用します。

PUBLICに権限を与えることによって、全てのユーザーに権限を与えるこ

とができます。現在および将来の全てのユーザーにデータベースオブジェ

クトの権限が与えられます。 

使用例  

 使用例1 ユーザーVivianにChecks表のSELECT、INSERT、UPDATEオブ

ジェクト権限を与えます： 

GRANT SELECT, INSERT, UPDATE ON Checks TO Vivian 

 使用例2 ユーザーJennyにChecks表のAmount、PayDateカラムのINSERT、
UPDATE、REFERENCE権限を与えます： 

GRANT INSERT, UPDATE, REFERENCE (Amount, PayDate) ON Checks TO Jenny 

 使用例3 ユーザーJohnにChecks表の全てのオブジェクト権限を与えます： 

GRANT ALL ON Checks TO John 

関連SQL 

CREATE GROUP 

GRANT (実行権限) 

GRANT (セキュリティ権限) 

REVOKE (実行権限) 

REVOKE (オブジェクト権限) 
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REVOKE (セキュリティ権限) 

3.71 GRANT（セキュリティ権限） 

目的 

データベースのセキュリティ権限をユーザーに与えます。 

構文 

GRANT

DBA

SYSDBA

TO
,

user_name

RECOURCE

ACCESS ,
ip_address

,

user_name
BLOCK
ALLOW TO

user_name
password

,

CONNECT TO

 

user_name セキュリティ権限を与えるユーザーの名称 

password               データベースに接続時のユーザーのパスワード 

ip_address  セキュリティ権限を与えるユーザーのアドレス 

説明 

GRANT文は、新規ユーザーを作成し既存ユーザーのセキュリティ権限を変

更します。SYSADMまたはSYSDBAセキュリティ権限を持つユーザーのみ当

該GRANTコマンドが実行できます。データベースを作成すると、初期設定

ユーザーSYSADMがパスワード無しで作成されます。データベース作成

後、直ちにSYSADMのパスワードを変更して不正なアクセスを防止しま

す。SYSADMは、他のユーザーにセキュリティ権限が与えられるまでは、

唯一のデータベースユーザーになります。 



 1 SQL文 3 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-203 

SYSADMは、CONNECT、RESOURCE、DBA、SYSDBA及びACCESSセキュ

リティ権限をユーザーに与えることができます。CONNECTセキュリティ

権限を与えると、ユーザー名がデータベースに登録されます。SYSADM
は、既存のユーザーに高位のセキュリティを与えることもできます。高位

権限を持つユーザーは低位権限を持つユーザーのあらゆる権限を持ってい

ます。SYSADMまたはSYSDBA権限を持つユーザーのみ他のユーザーにセキ

ュリティ権限を与えることができます。SYSADMはSYSDBAのあらゆる権限

を持っていますが、SYSDBA権限はSYADM権限を持つユーザーによって付

与されます。 

CONNECTセキュリティ権限は、ユーザーがデータベースに接続するのに

必要な権限です。CONNECTセキュリティ権限が与えられると、ユーザー

としてデータベースに登録されます。全てのユーザーは、他のセキュリテ

ィ権限が与えられる前に、CONNECTセキュリティ権限が与えられていな

ければなりません。CONNECTセキュリティ権限をもつユーザーは、一時

表を作成したり、検索許可されたデータを問い合わせることができます。 

RESOURCEセキュリティ権限は、表、ドメイン、索引を作成・変更・削除

できるようにします。RESOURCE権限をもつユーザーは、作成したオブジ

ェクトの所有者として、他のユーザーにオブジェクト権限を与えたり取り

消すことができ、所有するオブジェクトのシノニムとビューを作成するこ

とができます。 

DBA権限は、RESOURCE権限をもつ他に、表領域とファイルを作成するこ

とができます。DBA権限をもつユーザーは、システムスキーマオブジェク

トを除いて、他のユーザーが所有するスキーマオブジェクトのオブジェク

ト権限を別のユーザーに与えたり取り消すこともできます。 

SYSDBA権限の機能はDBA権限の機能とほぼ同じです。当該権限を持つユ

ーザーは他のユーザーにCONNECT、RESOURCE、DBAおよびACCESSセ
キュリティ権限を与えることができ、DBA権限を持つユーザーのオブジェ

クト権限を付与、変更またはキャンセルすることもでき、そしてSYSADM
及びSYSDBA以外の権限を持つユーザーのパスワードも変更できます。 

ユーザー名の最大長さは128文字で、パスワードの最大長さは16文字で

す。パスワードはアルファベット、数字、アンダースコア、記号$及び#を
使用することができますが、最初の文字は数字にすることができません。 
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ACCESS/ALLOW権限を使うと、特定のIPからデータベースに接続できま

す。これにより、データベースの保護と不正接続の防止が可能となりま

す。IPは標準のインターネットプロトコル形式ですが、数字と'*'アスタリ

スクのみ使用できます。 

BLOCK権限はユーザーが特定のIPでデータベースに接続するのを禁止しま

す。これにより、データベースの保護と不正接続の防止が可能となりま

す。IPは標準のインターネットプロトコル形式ですが、数字と'*'アスタリ

スクのみ使用できます。 

使用例 

 使用例1 ユーザーvivianとjennyにパスワード無しのCONNECT権限を与え

ます： 

GRANT CONNECT TO vivian, jenny 

 使用例2 ユーザーvivianとjennyにパスワードshuka828とgrala833を付けて

CONNECT権限を与えます： 

GRANT CONNECT TO vivian shuka828, jenny grala833 

 使用例3 ユーザーvivianとjennyにRESOURCE権限を与えます： 

GRANT RESOURCE TO vivian, jenny 

 使用例4 ユーザーvivianとjennyにDBA権限を与えます： 

GRANT DBA TO vivian, jenny 

 使用例5  以下は、アドレス192.4.55.3および219.3.44.*と共に、ACCESS権
限をユーザーVivianおよびjennyに与えます。 

GRANT ACCESS TO vivian,jenny '192.4.55.3','219.3.44.*' 

関連SQL 

CONNECT 

CREATE GROUP 

GRANT (実行権限) 
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GRANT (オブジェクト権限) 

REVOKE (実行権限) 

REVOKE (オブジェクト権限) 

REVOKE (セキュリティ権限) 

3.72 INSERT 

目的 

表に新しい行を挿入します。 

構文 
 

VALUES )

,

constant

NULL
bind_variable

(

select_statement

OR REPLACE

INSERT table_name

column_name

,
)(

INTO

 
table_name  新しい行を挿入する表の名称 

column_name  値を挿入するカラムの名称 

literal                挿入するリテラル値 

constant   挿入する定数 

bind_variable  挿入するバウンド変数の名称(ODBCのみ) 

select_statement  選択されたステートメント 
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説明 

INSERT文は表に新しい行を挿入します。ただし、システムカタログ表に

は行を挿入することはできません。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまた

はSYSADM権限を持つユーザー或いは表または特定カラムのINSERT権限を

もつユーザーのみINSERTコマンドが実行できます。 

単一の行を挿入するときは、VALUESキーワードを使用して行の値を与え

ます。値は、リテラル値、定数、組み込み関数値、ODBC APIを使用した

プログラムのバインド変数、式で与えます。SELECT文を使用して他の表

から検索したデータ行の集まりを挿入することもできます。検索された行

のカラムは、挿入表と互換のデータ型でなければなりません。 

INSERT文のカラム名は、任意の順序で値を与えるカラムを指定します。

カラム名リストを省略すると、表作成時の順に全カラムを指定したことに

なります。この場合、空のカラムにもカラム値を与えます。カラムのデー

タ型と一致しないデータが与えられたときは、適切なデータ型の値に変換

されます。値が与えられないときは、カラムの初期設定値が使用されま

す。 

親表にリンクする外部キーをもつ子表にデータを挿入するときは、参照整

合性の規則が適用されます。子キーの値がNULLの場合を除いて、親キー

に無い子キーの値を挿入することはできません。先に親キーの値の行を親

表に挿入しておきます。 

文字列に引用符(')を挿入するときは、二つの連続する引用符('')を使用しま

す。引用符を偶数個にしないと、DBMasterは文字列値を閉じてしまいま

す。初期設定値を挿入するには、値を空のままにするかDEFAULTキーワー

ドを使用します。 

OR REPLACE: OR REPLACEオプションは選択可能です。このオプション

はDBMasterが2つの行（新しい行と古い行）が一部のカラムに同じ値を持

っている場合に、新しい行で古い行を置き換えるかどうかを指定します。

すなわち、ユーザーがテーブルに挿入する行がすでにテーブル（主キーま

たは一意のインデックスにより判断する）に存在する場合は、古い行がテ

ーブルから削除されてから、新しい行がテーブルに挿入され、そうでない

場合は、新しい行がテーブルに直接挿入されます。 
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OR REPLACEオプションを使用するには、ユーザーは同時にINSERT及び

DELETE権限を持たなければなりません。 

OR REPLACEオプションを持つINSERT文は一つの数字を戻して、影響を受

けた行を示します。これは削除された行と挿入された行の合計です。 

表が主キーまたは一意のインデックスを持っている場合には、OR 
REPLACEオプションが有意味になります。古い行は新しい行に置き換えら

れるかどうかを判断するために用いられる主キー及び一意のインデックス

が存在しない場合は、OR REPLACEオプションを持つINSERT文はそのオ

プションを持たないINSERT文と同等であり、その文を実行する際に、新

しい行は直接に表に挿入され、それは表に繰り返して記録するのを引き起

こします。挿入された行は多数のデータが含まれている他のテーブルから

のものである場合は、挿入の効率を低下させるので、このオプションの使

用をお勧めしません。 

また、ユーザーが多数のデータを含むカラムで一意のインデックスを作成

することもお勧めしません。理由は以下のようになります：これはクイッ

ククエリを実行する際に役に立たないだけでなく、INSERT OR REPLACE
文を実行してデータを挿入する際にエラーメッセージ8332「式や述語が必

要とするメモリが大きすぎます」が戻される可能性があります。 

使用例  

 使用例1 Employeesinfo表に一行を挿入します： 

INSERT INTO Employeesinfo VALUES (1234, 'John', '01/01/1998', 2500) 

 使用例2 Employeesinfo表のEmp_ID、FName、HireDateカラムに値を挿入

します： 

INSERT INTO Employeesinfo (Emp_ID, FName, HireDate) 

     VALUES (1234, 'John', '01/01/1998') 

 使用 例 3  Employeesinfo 表 の Emp_ID 、 FName 、 HireDate カ ラ ム に

TempStaff表からEmp_ID >10567条件で検索した行の集まりを挿入します：  

INSERT INTO Employeesinfo (Emp_ID, FName, HireDate) 

     SELECT Emp_ID, FName, HireDate FROM TempStaff WHERE Emp_ID  > 10567 
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 使用例4 引用符を含む文字列をCHARカラムに挿入します。他のカラムは

DEFAULTキーワードを使用して初期設定値にします： 

INSERT INTO TB_TMP VALUES ('Joe''s Diner', DEFAULT, DEFAULT) 

 使用例5 カラムFNameにて主キーEmp_ID及び一意のインデックスidx2を
持つ表Employeesinfoに行を挿入します。 

INSERT INTO Employeesinfo VALUES (1,'BB', '01/01/1986') 

或いは： 

INSERT OR REPLACE INTO Employeesinfo VALUES (1,'BB', '01/01/1986') 

関連SQL 

DELETE 

LOCK TABLE 

SELECT 

UPDATE 

3.73 KILL CONNECTION 

目的 

データベースにログオンしているユーザーの接続を切断します。 
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構文 

KILL CONNECTION connection_ID

connection_ID   切断する接続番号 

説明 

KILL CONNECTION文は、データベースとのユーザー接続を切断します。

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみKILL 
CONNECTIONコマンドが実行できます。 

このSQL文は、ユーザーがロックしている全てのリソースを開放します。

他のユーザーのプライオリティの高い操作で必要とするリソースを抱えて

いるユーザーを切断する、あるいは、データベースを終了するときにログ

オフしていないユーザーを切断するのに使用します。 

使用例  

 使用例 接続_IDが12345のユーザー接続を切断します： 

KILL CONNECTION 12345 

関連SQL 

CONNECT 

TERMINATE DATABASE 

3.74 LOAD STATISTICS 

目的 

データベースの統計データをテキストファイルからロードします。 
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構文 

LOAD STATISTICS FROM file_name

file_name  ロードする統計データをもつファイルの名称 

説明 

LOAD STATISTICS文は、データベースの統計データをもつテキストファイ

ルから統計値をロードします。統計ファイルは、UNLOAD STATISTICS文
を使用して作成します。ASCIIテキストエディタを使用して統計ファイルを

編集し、テストあるいは他の目的で統計データを変更するすることができ

ます。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ

LOAD STATISTICSコマンドが実行できます。 

使用例  

 使用例 統計ファイルstat.datをデータベースにロードします： 

LOAD STATISTICS FROM stat.dat 

関連SQL 

UNLOAD STATISTICS 

UPDATE STATISTICS 

3.75 LOCK TABLE 

目的 

他のユーザーの表アクセスを制御します。 
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構文 

MODE
SHARE

EXCLUSIVE

WAIT

NO WAIT

LOCK TABLE table_name IN

table_name  ロック設定を変更する表の名称 

説明 

LOCK TABLE文は、他のユーザーの表アクセスを制御します。表の所有者

或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザー或い

は SELECT 権 限 （ SHARE モ ー ド で 表 を ロ ッ ク す る ） ま た は

UPDATE/DELETE権限（EXCLUSIVEモードで表をロックする）をもつユー

ザーのみLOCK TABLEコマンドが実行できます。 

このSQL文は、表をSHAREまたはEXCLUSIVEモードにロックして他のユー

ザーの表アクセスを制御します。SHAREモードは、表読み込みは許します

が書き出しは禁止します。他のユーザーは、表行のINSERT、UPDATE、
DELETEができなくなります。EXCLUSIVEモードは、読み込みと書き出し

の両方を禁止します。他のユーザーは、表行のSELECT、 INSERT、

UPDATE、DELETEができなくなります。 

LOCK TABLEは、操作中のデータベースのロック数を減らすのにも使用し

ます。表の初期設定ロックがページまたは行のときに、多数の低レベルロ

ックを避けるためにLOCK TABLEを使用して表レベルでロックします。

DBMasterは、ロック数が多くなると自動的にロックレベルを上げるので、

通常はLOCK TABLEを使用する必要はありません。 
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WAIT/NO WAITキーワードは選択可能です。これらのキーワードは、表を

直ちにロックすることができないときに、ロックできるまで待つかどうか

を指定します。NO WAITオプションは、ロックできるまで待たずにエラー

メッセージを返します。ロックの待ち時間は、dmconfig.iniファイルの

DB_LTIMOキーワードの値で決められます。初期設定はWAITです。 

使用例  

 使用例1 WAITオプションを付けてEmployeesinfo表をSHAREモードにロ

ックします： 

LOCK TABLE Employeesinfo IN SHARE MODE WAIT 

 使用例2 NO WAITオプションを付けてEmployeesinfo表をEXCLUSIVEモ
ードにロックします： 

LOCK TABLE Employeesinfo IN EXCLUSIVE MODE NO WAIT 

関連SQL 

CREATE TABLE 

ALTER TABLE SET OPTIONS  

DELETE 

INSERT  

SELECT 

UPDATE 
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3.76 REBUILD COMMAND 

目的 

コマンドを再構築します。 

構文 

 

REBUILD COMMAND command_name  

command_name 再構築するストアドコマンドの名 

説明 

REBUILD COMMANDはストアドコマンドを再構築します。DBA、

SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限をもつユーザーのみREBUILD 
COMMANDコマンドが実行できます。 

このコマンドはストアドコマンドを実行する場合の効率が低くなることを

避けます。例えば、レコードがある表にストアドコマンドを作成すると、

レコードを増加に伴って、ストアドコマンドを実行する効率は低くなりま

す。 

ユーザーはREBUILD COMMAND構文を使用してストアドコマンドを再構

築できます、或いは状態の更新に伴ってデータベースは自動にストアドコ

マンドを再作成します。 

使用例  

 使用例 以下はsc_selectというストアドコマンドを再構築します： 

REBUILD INDEX NameIndex FOR Employeesinfo IN ts_new 
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関連SQL 

CREATE COMMAND 

DROP COMMAND 

3.77 REBUILD INDEX 

目的 

表の索引を再構築します。 

構文 

REBUILD INDEX index_name FOR table_name

index_name  再構築する索引の名称 

table_name  索引を再構築する表の名称 

説明 

REBUILD INDEX文は、表の既存の索引を再構築します。表の所有者或い

はDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザー或いは表

のINDEX権限をもつユーザーのみREBUILD INDEXコマンドが実行できま

す。 

索引は、キーカラム(複数)の値から特定の表行を素早くアクセスできるよ

うにする機構です。索引にはキーカラムと同じデータがありますが、デー

タは高速検索が可能なように構造化されソートされています。索引を作成

しても、そのオペレーションはユーザーには見えません。DBMSは可能な

限り索引を使用して問合せのパフォーマンスを良くします。 
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表の索引を再構築すると、高密度の断片化していない索引が作成され効率

が良くなります。 

使用例  

 使用例 Employeesinfo表の索引NameIndexを再構築します： 

REBUILD INDEX NameIndex FOR Employeesinfo 

関連SQL 

CREATE INDEX 

DROP INDEX 

3.78 REBUILD INDEX IN ANOTHER 
TABLESPACE 

目的 

ほかの表領域に索引を再構築します。 

構文 

 

REBUILD 
INDEX index_name table_name tablespace_nameFOR IN

 

index_name  再構築する索引の名 

table_name   索引を再構築する表の名 

tablespace_name  表領域の名 

説明 

REBUILD INDEX IN ANOTHER TABLESPACEコマンドは別の表領域の表に

索引を再構築して、本来の索引は自動に削除されます。表の所有者或いは
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DBA、ＳＹＳＤＢＡセキュリティ権限を持つユーザー或いは表のINDEXと
ALTER 権 限 を も つ ユ ー ザ ー の み REBUILD INDEX IN ANOTHER 
TABLESPACEコマンドが実行できます。 

注 ユーザはTMPTABLESPACEに標準表の索引がリビルドできません。 

注 TMPTABLESPACEに一時表の索引のみリビルドできます。 

注 SYSTABLESPACEにシステム表の索引のみリビルドできます。 

使用例  

 使用例 以下の例は表領域ts_newに表Employeesinfoの索引NameIndexを再

構造します、表Employeesinfoは表領域ts_modeにあります： 

REBUILD INDEX NameIndex FOR Employeesinfo IN ts_new 

関連SQL 

CREATE INDEX 

DROP INDEX 

CREATE TABLESPACE 

3.79 REBUILD TEXT INDEX 

目的 

新規データを含めて表のテキスト索引を再構築します。 

構文 
 

REBUILD TEXT INDEX text_index_name FOR

table_name
INCREMENTAL

FULL  

text_index_name   リビルドするテキスト索引の名称 
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table_name  テキスト索引をリビルドする表の名称 

incremental 一部分の索引を作成し、それを現在の索引

に追加します 

full 現在の索引を削除し、新しいテキスト索引

を作成します 

説明 

REBUILD TEXT INDEX文は、新規データが表のシグネ―チャもしくはIVF
テキスト索引に含まれるように更新し再構築します。表の所有者或いは

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザー或いは表の

INDEX権限をもつユーザーのみREBUILD TEXT INDEXコマンドが実行で

きます。 

テキスト索引は、テキストカラムから語や句を含むテキスト行を高速にア

クセスする機構です。テキスト索引には、テキストカラム上の全てのテキ

ストが符号化・構造化されており、表を直接検索するよりも高速に検索す

ることができます。テキスト索引を作成しても、そのオペレーションはユ

ーザーには見えません。DBMSが全文検索のパフォーマンスを上げるため

に使用します。 

テキスト索引は、表にデータをロードしても更新されません。テキスト索

引を作成する前に、全てのデータを表にロードしておきます。テキスト索

引作成後に挿入された行のテキストは、全文検索の結果には返されませ

ん。これらの行を検索結果に含めるには、REBUILD TEXT INDEX文を使用

してテキスト索引を再構築します。 

INCREMENTALオプションは、テキスト索引を作成した後に表に入力され

たテキストを追加します。つまりテキストを全文検索で利用できるように

します。FULLオプションは、テキスト索引全体を削除し、新しい全文検索

に基づいて索引を再編成します。初期設定は、INCREMENTALです。 
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使用例  

 使用例 Employeesinfo表のテキスト索引TxtIdxを再構築します： 

REBUILD TEXT INDEX TxtIdx FOR Employeesinfo 

関連SQL 

CREATE TEXT INDEX 

DROP TEXT INDEX 

3.80 REMOVE FROM GROUP 

目的 

グループからユーザーを削除します。 

構文 

REMOVE FROM GROUP group_name
user_name

,

 
user_name  グループから削除するユーザーの名称 

group_name  ユーザーを削除するグループの名称 

説明 

REMOVE FROM GROUP文は、既存のグループからユーザーを削除しま

す。ユーザーは、グループに与えられているオブジェクト権限を全て失い

ますが、直接ユーザーに与えられた権限は残ります。SYSADM、SYSDBAま
たはDBAセキュリティ権限を持つユーザーのみREMOVE FROM GROUPコ
マンドが実行できます。 

グループは、多数のユーザーをもつデータベースのオブジェクト権限の管

理を容易にします。グループは、同じ権限を必要するユーザーをまとめる
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のに使用します。グループに与えられたオブジェクト権限は、自動的にグ

ループのユーザー全員に与えられます。 

グループに加えられたメンバーは、直接ユーザーに与えられたオブジェク

ト権限の他に、グループに与えられたオブジェクト権限を取得します。 

使用例  

 使用例1 グループSalesStaffからユーザーVivianを削除します： 

REMOVE Vivian FROM GROUP SalesStaff 

 使用例2 グループSalesStaffからグループNYSalesStaffを削除します： 

REMOVE NYSalesStaff FROM GROUP SalesStaff 

関連SQL 

CREATE GROUP 

ADD TO GROUP 

DROP GROUP 

3.81 REMOVE TRACE 

目的 

詳細なOLD/NEWデータをログするシングル表からトレースを削除しま

す。 

構文 

 

REMOVE TRACE ON table_name  

 

table_name 既存なシングル表の名 
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説明 

REMOVE TRACEコマンドは詳細なOLD/NEWデータをログするシングル表

からトレースを削除します。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたは

SYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみREMOVE TRACEコマンド

が実行できます。 

関連SQL 

ADD TRACE 

3.82 RESUME SCHEDULE 

目的 

一時停止した非同期表レプリケーションのスケジュールを再開します。 

構文 

RESUME SCHEDULE FOR REPLICATION TO remote_database_name

 remote_database_name レプリケーション・スケジュールを再開するリモ

   ート・データベースの名称 

説明 

RESUME SCHEDULE文は、一時停止した非同期表レプリケーションのスケ

ジュールを再開します。ローカル表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたは

SYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみRESUME SCHEDULEコマン

ドが実行できます。 
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使用例  

 使用例 リモートデータベースDivOneDbのレプリケーション・スケジュ

ールを再開します： 

RESUME SCHEDULE FOR REPLICATION TO DivOneDb 

関連SQL 

ALTER SCHEDULE 

CREATE REPLICATION 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 

DROP SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 

3.83 REVOKE （実行権限） 

目的 

ユーザーのデータベースオブジェクトの実行権限を取り消します。 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-222 

構文 

REVOKE executable_name

FROM

,

user_name

PUBLIC
group_name

COMMAND
PROCEDURE

PROJECT
EXECUTE ON

executable_name     実行権限を取り消す実行オブジェクトの名称 

user_name     実行権限を取り消すユーザーの名称 

group_name     実行権限を取り消すグループの名称 

説明 

REVOKE文は、ユーザーまたはグループに与えられたデータベースオブジ

ェクトの実行権限を取り消します。オブジェクトの所有者或いはDBA、
SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ当該REVOKE
コマンドが実行できます。 

EXECUTE権限は、ユーザーが実行できる実行形式データベースオブジェ

クトを制御します。DBMasterには3種類の実行形式オブジェクト、ストア

ド・コマンド、ストアド・プロシージャ、プロジェクトがあります。 

COMMANDキーワードは、ストアド・コマンドの実行権限取り消しを指

定します。ストアド・コマンドを構成するSQL文の実行に必要な全てのセ

キュリティ権限とオブジェクト権限をもち、実行権限をもつユーザーだけ

がストアド・コマンドを実行することができます。 
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PROCEDUREキーワードは、ストアド・プロシージャの実行権限取り消し

を指定します。ストアド・プロシージャの実行権限だけが取り消されま

す。 

PROJECTキーワードは、複数のストアド・プロシージャを含むプロジェク

トの実行権限取り消しを指定します。プロジェクトの実行権限を取り消す

と、自動的にプロジェクト内の全てのストアド・プロシージャの実行権限

が取り消されます。 

オブジェクトの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権

限を持つユーザーのみ、自動的にオブジェクトのEXECUTE権限を取得す

ることができます。PUBLICの実行権限を取り消すと、全てのユーザーの

実行権限が一斉に取り消されます。全てのユーザーは、実行形式名で指定

するデータベースオブジェクトの実行権限を失います。 

使用例  

 使用例1 ストアド・コマンドListUserTablesの実行権限をユーザーVivianか
ら取り消します： 

REVOKE EXECUTE ON COMMAND ListUserTables FROM Vivian 

 使用例2 ストアド・プロシージャShowUsersの実行権限をユーザーJennyと
JohnおよびグループManagersから取り消します：  

REVOKE EXECUTE ON PROCEDURE ShowUsers FROM Jenny, John, Managers 

 使用例3 PUBLICキーワードを使用して、InternetFuncプロジェクトに格

納されている全てのストアド・プロシージャの実行権限を現在および将来

の全てのユーザーから取り消します： 

REVOKE EXECUTE ON PROJECT InternetFunc FROM PUBLIC 

関連SQL 

DROP GROUP 

GRANT (実行権限) 

GRANT (セキュリティ権限) 
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GRANT (オブジェクト権限) 

REVOKE (オブジェクト権限) 

REVOKE (セキュリティ権限) 

3.84 REVOKE （オブジェクト権限） 

目的 

ユーザーのオブジェクト権限を取り消します。 

構文 

REVOKE column_name

,
)(

,

UPDATE

REFERENCE
INSERT

,

DELETE

INDEX
UPDATE

SELECT

REFERENCE
ALTER

INSERT

ALL
PRIVILEGES

ON table_name FROM

,

user_name

PUBLIC
group_name
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column_name  オブジェクト権限を取り消すカラムの名称 

table_name  オブジェクト権限を取り消す表の名称 

user_name  オブジェクト権限が取り消されるユーザーの名称 

group_name  オブジェクト権限が取り消されるグループの名称 

説明 

REVOKE文は、ユーザーまたはグループに与えられたデータベースオブジ

ェクトのアクセス権限を取り消します。オブジェクトの所有者或いは

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ当該

REVOKEコマンドが実行できます。 

オブジェクト権限は、ユーザーがアクセスできるデータベースオブジェク

トと実行できるアクションを制御します。7つのオブジェクト権限、

SELECT、INSERT、DELETE、UPDATE、INDEX、ALTER、REFERENCE
があります。キーワードALLとALL PRIVILEGESを使用して、全てのオブジ

ェクト権限を同時に取り消すことができます。 

 SELECT権限は、データベースオブジェクトからデータを検索すること

を許可します。権限はオブジェクト全体に適用され、特定のカラムに

限定することはできません。 

 INSERT権限は、データベースオブジェクトに新規データを挿入するこ

とを許可します。特定のカラムに権限を限定することもできます。 

 DELETE権限は、データベースオブジェクトからデータを削除するこ

とを許可します。権限はオブジェクト全体に適用され、特定のカラム

に限定することはできません。 

 UPDATE権限は、データベースオブジェクトのデータを更新すること

を許可します。特定のカラムに権限を限定することもできます。 

 INDEX権限は、データベースオブジェクトに索引を作成することを許

可します。権限はオブジェクト全体に適用され、特定のカラムに限定

することはできません。 
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 ALTER権限は、データベースオブジェクトのスキーマを変更すること

を許可します。権限はオブジェクト全体に適用され、特定のカラムに

限定することはできません。 

 REFERENCE権限は、データベースオブジェクトに外部キーの参照制約

を作成することを許可します。特定のカラムに権限を限定することも

できます。 

システムカタログ表の所有者は、SYSTEMと呼ばれる仮想的なユーザーで

す。全てのユーザー(SYSADMも)は、システムカタログ表のSELECT権限だ

けをもちます。システムカタログ表のオブジェクト権限を取り消すことは

できません。 

特定のカラムとオブジェクト全体に与えられた権限を取り消すときは、特

定のカラムのREVOKE文と表全体のREVOKE 文の二つに分けて使用しま

す。PUBLICの権限を取り消すことによって、全てのユーザーのオブジェ

クト権限を取り消すことができます。現在および将来の全てのユーザー

は、データベースオブジェクトの権限を失います。 

使用例  

 使用例1 ユーザーVivianに与えられた表ChecksのSELECT、 INSERT、

UPDATEオブジェクト権限を取り消します： 

REVOKE SELECT, INSERT, UPDATE ON Checks FROM Vivian 

 使用例2 ユーザーJennyに与えられた表ChecksのカラムAmount、PayDate
のINSERT、UPDATE、REFERENCEオブジェクト権限を取り消します： 

REVOKE INSERT, UPDATE, REFERENCE (Amount, PayDate) ON Checks FROM Jenny 

 使用例3 ユーザーJohnに与えられた表Checksの全ての権限を取り消しま

す： 

REVOKE ALL ON Checks FROM John 

関連SQL 

DROP GROUP 
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GRANT (実行権限) 

GRANT (オブジェクト権限) 

GRANT (セキュリティ権限) 

REVOKE (実行権限) 

REVOKE (セキュリティ権限) 

3.85 REVOKE （セキュリティ権限） 

目的 

ユーザーに与えられたデータベースのセキュリティ権限を取り消します。 

構文 

 

REVOKE

DBA
RESOURCE

SYSDBA

FROM
,

user_name

CONNECT

ACCESS ,

ip_address

,

BLOCK
ALLOW FROM

user_name
BLOCK

ALLOW
FROM ALL

 

user_name  セキュリティ権限が取り消されるユーザーの名称 

ip_address  セキュリティ権限が取り消されるユーザーのアド

   レス 

説明 

REVOKE文は、データベースのユーザーを削除したり、ユーザーのセキュ

リティ権限を変更したりします。SYSADMまたはSYSDBAセキュリティ権限

を持つユーザーのみ当該REVOKEコマンドが実行できます。 

user_name
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SYSADMは、ユーザーのDBA、SYSDBA、RESOURCE、CONNECT及び

ACCESS権限を取り消すことができます。あるユーザーのCONNECT権限

を取り消す場合、実際はそのユーザーのIDをデータベースから削除しま

す。一旦そのユーザーIDをデータベースから削除すると、当該ユーザーは

データベースとの接続ができなくなります。低レベルの権限を取り消して

も、高レベルの権限に影響をもたらしませんが、CONNECT権限を取り消

すと、当該ユーザーが持つあらゆる権限が取り消されます。 

SYSDBA権限の機能はDBA権限の機能とほぼ同じです。当該権限を持つユ

ーザーはREVOKEコマンドを実行することによって、SYSADM及びその他

のSYSDBA権限を持つユーザが所有するDBA、RESOURCE、CONNECTお
よびACCESSセキュリティ権限を取り消すことができます。ユーザの

SYSDBA権限を取り消す場合は、そのDBA権限は保持されます。 

DBA権限は、RESOURCE権限をもつだけでなく、表領域とファイルを作成

することもできます。DBA権限をもつユーザーは、システムスキーマオブ

ジェクトを除いて、他のユーザーが所有するスキーマオブジェクトのオブ

ジェクト権限を別のユーザーに与えたり取り消すことができます。 

RESOURCE権限は、表、ドメイン、索引を作成・変更・削除できるように

します。RESOURCE権限をもつユーザーは、作成したオブジェクトの所有

者として、他のユーザーにオブジェクト権限を与えたり取り消すことがで

き、所有するオブジェクトのシノニムとビューを作成することができま

す。 

CONNECT権限は、ユーザーがデータベースに接続するのに必要な権限で

す。CONNECT権限が与えられると、ユーザー名がデータベースに登録さ

れます。CONNECT権限は、他のセキュリティ権限が与えられる前に、全

てのユーザーに与えられていなければなりません。CONNECT権限をもつ

ユーザーは、一時表を作成したり、検索許可が与えられているデータをデ

ータベースに問い合わせることができます。 

ACCESS/ALLOW権限を使うと、特定のIPからデータベースに接続できま

す。これにより、データベースの保護と不正接続の防止が可能となりま

す。IPは標準のインターネットプロトコル形式ですが、数字と'*'のみ使用

できます。 
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BLOCK権限はユーザーが特定のIPでデータベースに接続するのを禁止しま

す。これにより、データベースの保護と不正接続の防止が可能となりま

す。IPは標準のインターネットプロトコル形式ですが、数字と'*'アスタリ

スクのみ使用できます。 

指定の IPチェックルールのユーザーのあらゆる制約を取り消すには

「REVOKE ALLOW/BLOCK FROM user_name ALL」ステートメントを使用

します。ここの「ALL」はあらゆるIPアドレスを含みます。 

REVOKEコマンドはユーザーのRESOURCE、DBAまたはSYSDBA権限の取

り消しに用いられる場合、次回にデータベースと接続する際に発効しま

す。 

使用例  

 使用例1 ユーザーvivianとjennyのDBA権限を取り消します： 

REVOKE DBA FROM vivian, jenny 

 使用例2 ユーザーvivianとjennyのRESOURCE権限を取り消します： 

REVOKE RESOURCE FROM vivian, jenny 

 使用例3 ユーザーvivianとjennyのCONNECT権限を取り消します。全ての

権限が取り消されると共にデータベースユーザーから削除されます： 

REVOKE CONNECT FROM vivian, jenny 

 使用例4  以下は、アドレス 192.55.3.4 および 219.5.3.* と共に、Vivian お
よび jenny という名称のユーザーのACCESS権限を取り消します： 

REVOKE ACCESS FROM Vivian,jenny '192.55.3.4','219.5.3.*' 

関連SQL 

DROP GROUP 

GRANT (実行権限) 

GRANT (オブジェクト権限) 

GRANT (セキュリティ権限) 
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REVOKE (実行権限) 

REVOKE (オブジェクト権限) 

3.86 ROLLBACK 

目的 

トランザクションまたはトランザクションの一部をロールバックします。 

構文 

ROLLBACK
WORK

TO savepoint_name

savepoint_name  ロールバックするセーブポイントの名称 

説明 

ROLLBACK文は、トランザクションの開始時点またはセーブポイントを設

定した時点にトランザクションをロールバックします。CONNECT以上の

権限をもつユーザーは誰でも実行することができます。 

ROLLBACK文は、トランザクション内のSQL文が変更したデータを全て元

に戻します。ROLLBACKすると、トランザクションの全てのロックが解除

されます。データベースが AUTOCOMMITモードで作動しているときは、

このSQL文は機能しません。 

ROLLBACK文は、トランザクション内のSQL文が変更したデータの一部を

元に戻すこともできます。セーブポイント後に実行したSQL文だけをロー

ルバックし、セーブポイント前の全てのSQL文はロールバックしません。

トランザクションはそのまま残り、ロックは解除されません。 
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使用例  

 使用例1 トランザクションをロールバックし、アボートと同じ結果にな

ります。トランザクションが掛けたロックは全て解除されます： 

ROLLBACK WORK 

 使用例2 セーブポイントSavePoint1の後に実行した全てのSQL文をロール

バックしますが、セーブポイントの前に実行したSQL文はそのままにしま

す；トランザクションはそのまま残り、ロックは解除されません： 

ROLLBACK TO SavePoint1 

関連SQL 

BEGIN WORK 

COMMIT WORK 

SAVEPOINT 

3.87 SAVEPOINT 

目的 

セーブポイントを設定します。 

構文 

SAVEPOINT savepoint_name

savepoint_name  セーブポイントに付ける名称 
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説明 

SAVEPOINT文は、トランザクションに名称付きのセーブポイントを設定

します。CONNECT以上の権限を持つユーザーのみSAVEPOINTコマンド

が実行できます。 

SAVEPOINT文は、トランザクション内の一部のSQL文だけをロールバック

するROLLBACK文と共に使用されます。ROLLBACK文でセーブポイント名

を指定すると、設定したセーブポイント以降のSQL文をロールバックしま

す。トランザクションはそのまま残り、ロックは解除されません。 

存在しないセーブポイント名を指定すると、トランザクション全体がロー

ルバックされてエラーが返されます。トランザクションはアボートされ、

トランザクションが掛けた全てのロックは解除されます。トランザクショ

ン内で同じセーブポイント名を二度付けると、最初のセーブポイントはキ

ャンセルされ、第二のセーブポイントに名称が付けられます。 

使用例  

 使用例 トランザクションにセーブポイント名SavePoint1のセーブポイン

トを設定します： 

SAVEPOINT SavePoint1 

関連SQL 

BEGIN WORK 

COMMIT WORK 

ROLLBACK 

3.88 SELECT 

目的 

データベースのデータを検索します。 
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構文 

order by into for browse

UNION ALL

UNION

fromselect

having
group bywhere

select   検索カラムをリストするSELECT句 

from   検索カラムの表をリストするFROM句 

where 検索すべき行の条件を指定するWHERE句 

group by   集計グループを指定するGROUP BY句 

having グループのフィルタ条件を指定するHAVING句 

order by   ソート順を指定するORDER BY句 

into   検索結果を格納する表を指定するINTO句 

for browse ブラウズモード検索を指定するFOR BROWSE句 

for update 更新モード検索を指定するFOR UPDATE句 

limit 結果レコードの数を指定するLIMIT句 
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説明 

SELECT文によって、データベースでのデータをクエリ及び検索すること

ができ、そしてその結果を表すこともできます。表の所有者或いはDBA、
SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザー或いはSELECT権
限をもつユーザーのみがSELECT文を実行することができます。 

SELECT文の結果は、指定された条件を満たす行の集まりです。これを結

果セットといいます。SELECT文には、問い合わせる表やビュー、結果セ

ットのデータが満たすべき条件、結果セットのデータの出力順序などを指

定します。UNIONを使用して複数のSELECT文の結果セットを合併するこ

とができます。 

FROM句を使用しないSELECT文 

 

SELECT WITHOUT FROM expression  

 

FROM句を使用しないSELECT文を用いて、UDFあるいは式の結果を取得

します。問合せの中にFROM句を使う必要はありません。つまり、カラム

名や表名を指定することはできません。 

FROMを用いない SELECT文に次の句を用いることはできません。

WHERE、GROUP BY、HAVING、ORDER BY、DISTINCT、UNION。 

 使用例 

SELECT abs(100), cos(100.0) 
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SELECT句 

,

*

expression

column_name AS label

SELECT
DISTINCT

ALL

e
xpression   結果セットに入れる値をもつ式 

column_name  結果セットに入れる検索カラムの名称 

label 検索カラム名とは別の結果セットカラムの名称 

SELECT句は、SELECTキーワードとデータベースオブジェクトまたは結果

セットに入れる値の式のリストから成ります。ALLとDISTINCTキーワード

は、重複行を結果セットに含めるかどうかを指定します。どちらも指定し

ないときは、初期設定で重複行を含む全ての行が返されます。 

SELECT項目は、カラム名、式、定数、アスタリスク(*)で指定します。ア

スタリスクは検索表の全カラムを表します。カラム名とアスタリスクの前

に検索表名を付けることができます。 

SELECT項目に指定する式は、カラム、定数、関数、集計関数の任意の基

本タイプの式です。定数を指定すると、全ての行の項目に同じ値が返され

ます。集計関数は一連の行に対して一つの値を返します。集計関数は、通

常、GROUP BY句と共に使用します。 
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OIDをカラム名に使用すると、表の隠しカラムであるOIDの値が返されま

す。OIDは、データベースにある表の各行を一意に識別する値です。OID
の値がシーケンスになっている保証はありません。 

ASキーワードを使用すると、結果セットのカラムや式に一時的な表示ラベ

ルを付けることができます。 

FROM句 

FROM

(

alias
source

,

)

( )

ANSI Join

DBMaster Outer Join

ODBC Outer Join

Cross Join

 

source  検索表の名称 

alias  ソースに付ける別の名称（他の句で使用） 

FROM句は、検索表やビューのソースをリストします。ソースはカラム名

の出所表を明らかにします。ソースは、表名かビュー名か問い合わせ結果

かシノニム名のいずれかです。ソースには、単一ソースとOUTERソースが

あります。OUTERソースは、OUTERキーワードの後に単一ソースを一つ

以上続けて指定します。 

表に別名を付け、別名で表を参照して文を読み易くすることができます。

自己結合(self-join)の場合は、別名が必須になります。 

 使用例 

次の問い合わせは、t2からc1カラムからの最大値に相当する値を選び、c2
からの値によってそれらをグループ化します。最後に、結果セットは別前

t3を与えられます。 

SELECT * FROM (select max(c1) FROM t2 GROUP BY c2) AS t3 (c1) 

外結合のキーワードOUTER、LEFT OUTER JOIN、LEFT JOINを使用し

て、複数の表を外結合することができます。SELECT文には、複数の外結
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合キーワードを入れることができます。外結合キーワードの前にある全て

のソースは主ソース、外結合キーワードの後にある全てのソースは従ソー

スでなければなりません。全ての外結合表をFROM句で指定し、外結合条

件をWHERE句で指定します。WHERE句の結合条件は、全て外結合条件と

して取り扱われます。他の条件は、外結合条件を評価する前に評価されま

す。 

DBMasterは、ON句で外結合条件を指定するANSIとODBCの外結合構文も

サポートします。WHERE句の条件は、外結合条件の後に評価されます。 

CROSS JOINは、2つの表のクロス・プロダクトを指定します。WHERE句
が古いタイプ（非SQL-92-型ジョイン）で指定されていない場合、同じ行が

返ります。結果は、ユーザーがFROMの表リストに','を指定した場合と同

じようになります。 

 使用例1 

SELECT * FROM t1 CROSS JOIN t2 CROSS JOIN t3 WHERE t1.c1 = t2.c1 AND 
t2.c2 = t3.c3 

結果は以下の問合せと同じようになります。 

 結果 

ex: SELECT * FROM t1,t2,t3 WHERE t1.c1 = t2.c1 AND t2.c2 = t3.c3 

DBMaster 3.5以降のバージョンでは、問合せに使用する検索タイプと索引

を指定することができます。更に、データベース統計を最新に更新してい

なくても、問合せを最適化し、自動的に最も効率的な検索タイプを決定す

ることができます。 

強制インデックススキャン 

下記の構文にてインデックスの強制スキャンを実行します。 

tablename (INDEX [=] idxname [ASC|DESC]) 

値が0の場合、強制テーブルスキャンを、1の場合、主キー・インデックス

スキャンを実行します。 
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 使用例1  テーブルスキャンが値0を指定するように強制する方法： 

SELECT * FROM tb_tmp (INDEX=0) 

 使用例2  プライマリキーのインデックススキャンが値1を指定するように

強制する方法: 

SELECT * FROM tb_tmp (INDEX=1) 

 使用例3  インデックス idx1 のインデックススキャンを強制する方法: 

SELECT * FROM tb_tmp (INDEX idx1) 

 使用例4 クエリオプティマイザがテーブルt1で使用するスキャンのタイプ

を決定するのを可能にしますが、テーブルt2のidx1インデックスでインデ

ックススキャンを強制します。 

SELECT * FROM t1, t2 (INDEX idx1) 

強制インデックススキャンとエイリアス 

テーブルのエイリアスを強制インデックススキャンに使用可能です。 

tablename (INDEX [=] idxname) aliasname 
 

INDEX index_nametable_name aliasname
=

 

 使用例 idx1インデックスのインデックススキャンを強制し、テーブルに

エイリアスを提供する方法: 

SELECT * FROM t1 (INDEX idx1) a, t1 b WHERE a.c1 = b.c1 
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強制インデックススキャンと シノニム 

シノニムを使用した強制インデックススキャン: 

synonymname (INDEX [=] idxname) 
 

synonym_name INDEX
=

index_ name
 

 使用例 シノニムを使用してインデックスidx1の強制スキャンを行う方

法： 

SELECT * FROM s1 (INDEX idx1) 

強制インデックススキャンとビュー 

ビュー作成時に強制インデックススキャン実行: 

viewname (INDEX [=] idxname) 

view name INDEX index_name
=

 

 使用例1  ビュー v1 作成時にインデックスidx1の強制インデックススキャ

ンを実行する方法: 

CREATE VIEW v1 as SELECT * FROM t1 (INDEX idx1) 

ビューSELECT時に強制インデックススキャンは実行できません。 

 使用例2  エラーが返答される誤った使用方法: 

SELECT * FROM v1 (INDEX idx1) 

強制テキストインデックススキャン 

強制テキストインデックススキャン構文: 
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tablename (TEXT INDEX [=] idxname) 
 

=
table_name TEXTINDEX index_name

 

 使用例 インデックスtidx1に強制テキストインデックススキャンを実行

する構文: 

SELECT * FROM t1 (TEXT INDEX tidx1) 

Source副句 

FROM句の中で使用されるSOURCE副句は問い合わせからセットされた表

名あるいは結果のいずれかかもしれません。問い合わせからセットされた

結果を使用するためには、以下の図の中で提供されるシンタックスを使用

してください。 

table_name

( select_statement  )
AS

(column)

correlation_name
)(

,

correlation_name 副クエリーの結果セットを表します。 
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WHERE句 

WHERE

AND

OR

predicate

predicate )(NOT

 
WHERE句は、検索データの検索条件および結合条件を指定します。検索

条件を満たす行だけが結果セットに入れられます。WHERE句の中で副問

合せのSELECT文を使用する方法については、「副問合せ」の節を参照し

てください。 

引用文字列では、ワイルドカードとしてパーセント(%)とアンダースコア

(_)を使用します。パーセントは任意の0個以上の文字とマッチし、アンダ

ースコアは任意の1文字とマッチします。ESCAPE は選択可能です。ワイル

ドカードとして解釈しないパーセントとアンダースコアを引用文字列に含

めるためのエスケープ文字を定義します。引用文字列に引用符を含めるに

は、二つの連続する引用符を使用します。 

WHERE句で使用する述語には、以下の単純な比較演算があります： 

 関係演算子 — 関係演算子には  >、 >=、 <=、 <、 =、 <> があります。

演算子の両辺の値が演算子の関係を満たすときに真になります。 

 BETWEEN — x BETWEEN y AND z の形式で比較します。BETWEEN 
条件は、x の値が y と z の値の範囲内にあるときに真になります。 

 IN — x IN (y, z, ...) の形式で比較します。IN 条件は、x の値が (y, z, ...)リ
ストのどれかであるときに真になります。 

 IS NULL — x IS NULL の形式で比較します。IS NULL 条件は、x の値が 
NULL 値のときに真になります。 
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 IS NOT NULL — x IS NOT NULL の形式で比較します。IS NOT NULL 
条件は、x の値が NULL 値以外のときに真になります。 

 LIKE — x LIKE 'y' ESCAPE 'z' の形式で比較します。LIKE 条件は、文字

列 x が引用文字列 'y' の判定基準 (大文字と小文字を区別する)を満たす

ときに真になります。  

 MATCH — x NOT CASE MATCH 'y' の形式で比較します。MATCH 条
件は、x の文字列全体が引用文字列 'y' にマッチするときに真になりま

す。NOT キーワードは比較結果を否定し、CASEキーワードは大文字

と小文字を区別します。日本語の場合は平仮名と片仮名を区別します

が、dmconfigファイルのキーワードDB_LCODE=2をセットする必要が

あります。いずれもオプションです。 

 CONTAIN — x NOT CASE CONTAIN 'y' の形式で比較します。

CONTAIN 条件は、x の任意の部分文字列が引用文字列 'y' とマッチす

るときに真になります。NOTキーワードは比較結果を否定し、CASE 
キーワードは大文字と小文字を区別します。どちらもオプションで

す。 

 CONTAINS – containsオペレーターの条件は、連結カラムからの連結し

たストリングが、ストリングのパターンと一致する時満たされます。 

 使用例 使用可能なシンタックス: [NOT] CONTAINS (column || column [|| 
column ]…, 'string pattern'[, option string])次のselect文は、c1およびc4の両

方がストリグ'Mail Server'を含んでいるc4からレコードを選ぶでしょう。オ

プションCASEは探索をケース英大小文字識別にします。 

Select c4 from mcol where contains (c1 || c4, 'Mail Server', 'CASE') 

CAST 

あるデータ型から別のデータ型への変換を行います。有効な変換は以下の

表のとおりです。表で示されるデータ型は、X（横）からY（縦）に変換さ

れます。  

Numeric、Character、Date/Timeデータ型には、複数のデータ型が含まれま

す。Numericデータ型には、integer (int、serial)、smallint、float、double、
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decimalが含まれます。Characterデータ型には、charとvarcharが含まれます。

Date/Timeデータ型には、date、time、timestampが含まれます。 
 

xy int        
(serial) 

small-
int 

decimal double float (var)        
char 

(var)        
binary 

date time time         
stamp 

file blob clob 

int(serial) Y Y Y Y Y Y N N N N N N N 

smallint Y Y Y Y Y Y N N N N N N N 

decimal Y Y Y Y Y Y N N N N N N N 

double Y Y Y Y Y Y N N N N N N N 

float Y Y Y Y Y Y N N N N N N N 

(var)char Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y N N N 

(var)binary N N N N N Y N N N N N N N 

date N N N N N Y N Y N Y N N N 

time N N N N N Y N N Y N N N N 

timestamp N N N N N Y N Y Y Y N N N 

file N N N N N Y Y N N N Y N N 

blob N N N N N Y Y N N N N Y Y 

clob N N N N N Y Y N N N N Y Y 

 

 使用例1  WHERE句にCAST( )を使う： 

SELECT * FROM t1 WHERE CAST(c1 AS CHAR(20)) like '2001%' 

 使用例2  式の中にCAST( )を使う： 

SELECT CAST(c1+c2 as CHAR(10)) FROM t1 

 使用例3  入れ子CAST ( )文を使う： 

SELECT CAST(CAST(123 as CHAR(10)) || CAST(45 as CHAR(10)) as INT) FROM 
t1 

CASE  

CASEは、SQL99関数です。 
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CASE

CASE 
WHEN condition

expression WHEN condition

THEN

ELSE

expression END

expression

 

 使用例1 CASE WHEN p1 THEN v1 ELSE CASE WHEN p2 THEN v2 ELSE… 
ELSE vn END…ENDは、条件p1が真の場合v1になり、条件p2が真の場合v2
になり、条件pnが真の場合vnになります。この文は、次のように実行しま

す： 

SELECT case WHEN c1=3 THEN c2 ELSE CASE WHEN c1=5 THEN c3 ELSE c4 END 
END FROM t1 

 使用例2 CASE c1 WHEN d1 THEN v1 ELSE CASE c1 WHEN d2 THEN v2 
ELSE…ELSE vn END…ENDは、c1=d1の場合v1になり、c1=d2の場合v2にな

り、cn=dnの場合vnになります。この文は、次のように実行します： 

SELECT CASE c1 WHEN 3 THEN c2 ELSE CASE c1 WHEN 5 THEN c3 ELSE c4 END 
END FROM t1 

 使用例3 CASE WHEN p1 THEN v1 WHEN p2 THEN v2 WHEN…ELSE vn 
ENDは、p1が真の場合v1になり、p2が真の場合v2になり、pnが真の場合vn
になります。この文は、次のように実行します： 

SELECT CASE WHEN c1=3 THEN c2 WHEN c1=5 THEN c3 ELSE c4 END FROM t1 

COALESCE 

COALESCEは、SQL99関数です。COALESCE (v1, v2, v2,….vn)は、v1が
NULLでなければv1、v2がNULLでなければv2、vnがNULLでなければvnに
なります。  
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COALESCE expression( )

expression,
 

 使用例1 

SELECT COALESCE(c1, 7) FROM t1 

 使用例2 

SELECT COALESCE(c1, c2, c3, 7) FROM t1 

NULLIF 

NULLIFは、SQL99関数です。NULLIF(v1, v2)は、v1=v2の場合はNULL、さ

もなくばv1になります。 
 

NULLIF ( )expression     ,     expression  

 使用例1 

SELECT NULLIF(c1, 7) FROM t1 

 使用例2 

SELECT NULLIF(t1.c1, t2.c1) FROM t1, t2 

IFNULL 

IFNULL は ODBC 関数です。IFNULL (v1, v2) は coalesce(v1,v2) と同じで、"if 
v1 is not null, then v1 else v2" と同じです。 

 
IFNULL ( )expression     ,     expression  

 使用例1 

SELECT ifnull(c1, 7) FROM t1 

 使用例2 

SELECT ifnull(t1.c1, t2.c1) FROM t1, t2 
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複合条件 

複合条件は、論理演算子AND、OR、NOTで単純述語を組み合わせて作成

します。キーワードANDは、両方とも真でなければならない二つの条件を

組み合わせます。キーワードORは、どちらか一方(あるいは両方)が真でな

ければならない二つの条件を組み合わせます。キーワードNOTは、条件が

偽の行を検索します。  

複合条件のWHERE 句を例示します。 

 使用例1 

SELECT * FROM Custerm WHERE City NOT IN ('LA', 'NY') AND Age > 40 

 使用例2 

SELECT * FROM Orders WHERE Price > 10,000 OR Ship_Date = TODAY 

結合条件 

結合条件は、二つの表のカラムを比較する関係演算です。 

使用例：Orders.CusNum = Customer.CusNum 

二つの表のカラムの結合条件をもつWHERE句は、関係付けられた二つの

表を結合します。結合条件を満たす各々表行の対を一つの行にした一時合

成表が結合結果になります。表結合には2表結合、マルチ表結合、自己結

合、外結合、内部結合があります。 

ON <検索条件> 

ON <検索条件> は、ジョインが基にする条件を指定します。条件にはどの

ような述語も指定できます。一般的にはカラムと比較演算子を使用しま

す。 

 使用例 

SELECT ProductID, Suppliers.SupplierID  

FROM Suppliers JOIN Products  

ON (Suppliers.SupplierID = Products.SupplierID) 
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ANSI外部ジョイン 

外部ジョインは、1対の表毎の外部ジョイン条件を持つ複数の表の結合で

す。外部ジョイン条件は、二つの表にあるカラムを比較する関係演算で

す。左側の全ての表のレコードが戻り、外部ジョイン条件がFALSEの場

合、右側の表の結果はNULLになります。 

以下のグラフは ANSI JOIN とオプティマイザヒント文字列を表示します: 

FROM
(

,

source
,

alias

,

NATURAL

LOOP

MERGE

JOIN

Source JOIN_CONDITION )

INNER

OUTER
LEFT

RIGHT

alias

SEQUENCE

SEQ
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ON CONDITION

USING

,

column_name

)(

SEQUENCE、SEQ、LOOP、MERGEキーワードはオプティマイザヒント

として使用されますが、ANSI 文字列ではありません。オプティマイザは

指定されたキーワードが結合実行で使用される場合、実行計画を選択しま

す。何も影響がない場合、オプティマイザはエラーメッセージを返しませ

ん。 

SEQUENCE/SEQのキーワードが指定されると、コマンドのテーブル結合順序

といった結合シーケンスが強制されます。結合テーブル実行シーケンスは

オプティマイザでは変更されません。このキーワードは外部結合で使用さ

れる場合は何の影響も及ぼしません。 

 使用例 

SELECT * FROM SEQ t1 INNERr JOIN t2 ON t1.c1=t2.c1 INNER JOIN t3 ON 
t1.c2=t3.c2 

LOOP/MERGEのキーワードは内部および外部結合の結合実行方法を指定

します。結合テーブルの結合実行順序は結合実行方法の指定時に変更され

ません。LOOP のキーワードが指定されると、オプティマイザは内部また

は外部結合にネステッド結合を使用します。MERGEのキーワードが指定さ

れると、オプティマイザは同等結合による内部および外部結合にマージ結

合を使用します。 

 使用例 

SELECT * FROM t1 INNER MERGE JOIN t2 ON t1.c1=t2.c1 
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DBMaster外部ジョイン 

以下の構文は、古いDBMasterの構文です。ANSI外部ジョイン構文との違い

は、外部ジョイン要素がDBMasterのオプティマイザによって決定されるこ

とです。RIGHT-JOINは、以下の構文では使用することができません。

ANSI外部ジョイン構文と次の構文を合わせて使うことができません。 
 

FROM

alias
source

,

alias
Source

,

Left Join

Outer

 Left Outer 
Join

( )

 

ODBC外部ジョイン 

ODBC外部ジョインは、ANSI外部ジョインと同じ構文を使います。 
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FROM
(

,

source
,

alias

,

NATURAL

LOOP

MERGE

JOIN

Source JOIN_CONDITION )

INNER

OUTER
LEFT

RIGHT

alias

SEQUENCE

SEQ

 

自己結合 

自分自身の表と表結合します。FROM句で表名を二度リストし、各々に別

名を付けます。WHERE句では、別名を使用して二つの表を参照します。

Employeesinfo表のManager_IDカラムには、従業員のマネージャのEmp_Id
があるとします。   

 使用例 Employeesinfo表を自己結合して、従業員名とマネージャ名を全て

リストします： 

SELECT e.FName AS Emp, m.Fname AS Manager 

       FROM Employeesinfo e, Employeesinfo m 

       WHERE e.Manager_Id = m.Emp_Id 
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右結合  

右結合は、結果セットに含まれるジョイン条件に合わない右側の表にある

全ての行を指定します。他の表に対応する出力カラムはNULLに、更に内

部結合によって戻される全行にセットされます。 

 使用例  

SELECT * FROM t1 RIGHT JOIN t2 ON t1.c1 = t2.c1 

内部結合 

内部結合は、合致する全ての対の行が戻ることを意味します。両方の表か

ら合致しない行を破棄します。このジョイン型は、JOINキーワードが問合

せの中に使われている場合のみ、初期設定になります。  

 使用例1 

SELECT * FROM t1 INNER JOIN t2 ON t1.c1 = t2.c1  

 使用例2 

SELECT * FROM t1 JOIN t2 ON t1.c1 = t2.c1 

 使用例3 

SELECT * FROM t1, t2 WHERE t1.c1 = t2.c1 

NATURAL JOIN 

NATURALキーワードがjoinタイプの前に指定されると、結合条件や結合カ

ラムリストを指定するのにON条件やUSINGカラムリストは使用できませ

ん。NATURAL JOINは結合テーブルの共通カラム名で同等結合を実行しま

す。NATURAL JOINの結果はUSINGカラムリストのすべての共通カラム名

を指定した場合と同じです。"select *" の射影リストは結合テーブルのカラ

ムの残りに先行する結合カラムです。 

 使用例1 

SELECT * FROM t1 NATURAL INNER JOIN t2  
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 使用例2 

SELECT * FROM t1 NATURAL LEFT JOIN t2 

ON条件 

ON条件は結合テーブルの結合条件を指定します。 

 使用例1 

SELECT * FROM t1 INNER JOIN t2 ON t1.c1 = t2.c1 

 使用例2 

SELECT * FROM t1 LEFT JOIN t2 ON t1.c1 = t2.c1 

USINGカラムリスト 

USINGのカラムリストは結合テーブルの結合カラムリストを指定するのに

使用されます。USINGが指定されると、USINGカラムリストで指定された

すべてのカラム名は結合テーブルに存在し、比較可能となります。結果は

ON節のカラムで同等結合を指定する場合と同じです。"select *" の射影リス

トは結合テーブルのカラムの残りに先行する結合カラムです。 

 使用例1 

SELECT * FROM t1 INNER JOIN t2 USING (c1, c2) 

 使用例2 

SELECT * FROM t1 left JOIN t2 USING (c1) LEFT JOIN t3 USING (c1) 

2表結合 

2表結合は、二つの表を結合条件を用いて結合します。 

 使用例1 Dept_idを使用してEmp_NameとDept_Nameを2表結合します： 

SELECT FName, Dept_Name FROM Employeesinfo, Department 

                        WHERE Employeesinfo.Dept_ID = Department.Dept_Id 
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 使用例2 下記の例では、二つの表の外部結合を説明します。その目的は

表Departmentにあるあらゆるレコード及び相応するプロジェクトをクエリ

することです。表Projectに当該部門に属しないプロジェクトがあると、プ

ロジェクト名（Proj_Name）はNULL値に設定されます： 

SELECT Dept_id, Dept_Name, Proj_Name FROM Department d outer Project p 

                                             WHERE d.Dept_id = e.Dept_Id 

マルチ表結合 

マルチ表結合は、表対毎の結合条件を用いて二つ以上の表を結合します。

表対毎の結合条件は、二つの表上のカラムを比較する関係演算です。 

 使用例 Engineering部門のemployeesinfoが参加している全てのプロジェク

トを3表結合によって検索します： 

SELECT Dept_Name, Proj_Name FROM Department d, Project p, Employeesinfo e 

                            WHERE d.Dept_id = e.Dept_Id AND 

                                  p.Emp_Id = e.Emp_Id AND 

                                  Dept_Name = 'Engineering' 

強制ループ結合(ネステッド結合) 

2つのテーブルの間でネステッド結合を強制するのに使用される一般的な

構文: 

tablename { INNER | OUTER } LOOP JOIN tablename 

 

table_name table_name
OUTER

INNER
LOOP 
JOIN

 

このタイプの強制結合には、INNER JOINまたはOUTER JOINを使用して

ください。 

 使用例1 

SELECT * FROM t1 INNER LOOP JOIN t2 ON t1.c1=t2.c1 
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 使用例2 

SELECT * FROM t1 OUTER LOOP JOIN t2 ON t1.c1=t2.c1 

強制マージ結合 

2つのテーブルの間でマージ結合を強制するのに使用される一般的な構文: 

tablename { INNER | OUTER } MERGE JOIN tablename 
 

table_name table_name
OUTER

INNER
MERGE 
JOIN

 

結合がマージ結合を使用できない場合、マージ結合の強制は無効になりま

すが、エラーメッセージは返されません。 

 使用例1 

SELECT * FROM t1 INNER MERGE JOIN t2 ON t1.c1=t2.c1 

 使用例2 

SELECT * FROM t1 OUTER MERGE JOIN t2 ON t1.c1=t2.c1 

強制結合シーケンス 

すべてのテーブルの結合シーケンスを強制するので、結合シーケンスはス

ワップできません。強制結合シーケンス構文です: 

SELECT ..... FROM [SEQUENCE | SEQ] tablename_list 

 

select from table_name_list
SEQ

SEQUENCE

 

 使用例1 

SELECT * FROM SEQUENCE t1, t2, t3 WHERE t1.c1=t2.c1 AND t2.c2=t3.c2 

 使用例2 

SELECT * FROM SEQ t1 INNER JOIN t2 ON t1.c1=t2.c1 INNER JOIN t3 ON 
t1.c2=t3.c2 
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GROUP BY句 

GROUP BY

,

HAVING

USING
HASH

SORT

,

column_ name

predicate

predicate

AND

OR

( )NOT  
GROUP BY句は、グループの集計データを作成するときに使用します。

GROUP BYで指定したカラムの値が同じ行をグループにして集計された行

が作成されます。集計したカラムは、カラム名または表示ラベルで識別し

ます。 

 使用例 Dept_Id毎の従業員のAVG(salary)を集計します。次に、全従業員

のAVG(salary)を取得するためにID1に集計します： 

SELECT Dept_Id, AVG(Salary) FROM Employeesinfo GROUP BY Dept_Id;  

SELECT Dept_Id AS ID1, AVG(Salary) FROM Employeesinfo GROUP BY ID1; 

GROUP BY句はSELECTカラムリストに制限を加えます。GROUP BY句をも

つSELECTの項目は以下のいずれかでなければなりません： 

 グループに含まれる行を集計して単一の値を生成する集計関数 

 GROUP BY句でリストされているグループカラム 

 定数 

 これらを組み合わせた式 

実用的には、GROUP BY問合せには、常にグループカラムと集計関数が含

まれます。GROUP BYカラムの値がNULLの行は、全て一つのグループに

集められます。 
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USING HASH/SORT節はオプティマイザヒント構文として使用されます。

USING HASHが指定されると、オプティマイザはGROUP BYの実行にハッ

シュメソッドを選択します。USING HASHの指定時にGROUP BYのグルー

プが多すぎると、オプティマイザはハッシュメソッドを選択しません。

USING SORTが指定されると、GROUP BY節と同じカラムを備えたインデ

ックスがある場合、またはGROUP BY実行時にGROUP BYカラムによって

ソートする実行計画を選択される場合、オプティマイザはインデックスス

キャンを使用しようとします。 

 使用例1 以下はSELECTを使って各従業員のept_IdとAVG(salary)を検索し

てから、グループ全体の平均給与を得られるように従業員のAVG(salary)を
ID1追加します： 

SELECT Dept_Id, AVG(Salary) FROM Employeesinfo  

                         GROUP BY Dept_Id;  

SELECT Dept_Id AS ID1, AVG(Salary) FROM Employeesinfo  

                         GROUP BY ID1; 

 使用例2 以下はSELECTを使って、HASHメソッドによりEmployeesinfoテ
ーブルの各部門のDept_IdとAVG(salary)を検索します： 

SELECT Dept_Id, AVG(Salary) FROM Employeesinfo  

                         GROUP BY Dept_Id USING HASH  

強制 Group by メソッド 

結合シーケンスの強制に使用される一般の構文: 

GROUP BY column_name_list [USING SORT | USING HASH] HAVING ..... 

 

GROUP BY HAVING
USING HASH

USING SORT
columne_name_list

 

 使用例1 

SELECT c1,c2,count(*) FROM tb_test GROUP BY c1,c2 USING hash 
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 使用例2 

SELECT c1,c2,count(*) FROM tb_test GROUP BY c1,c2 USING sort HAVING 
sum(c3)>0 

HAVING句 

HAVING句は、グループを選択するか排除するときに使用します。 

 使用例 売上げ合計が百万ドルを超える部門について、部門名と平均売上

高をリストします： 

SELECT Dept_Name, AVG(Amount) FROM Sales  

                          GROUP BY Dept_Name 

                         HAVING SUM(Amount) > 1000000 

HAVING句の中で副問合せを使用することができます。詳細については、

「副問合せ」のセクションを参照してください。 

ORDER BY 句 

ORDER BY

,

ASC
DESC

column_name
column_number

expression

 

column_name  問合せ結果をソートするSELECTリスト内のカラム

名または表示ラベル 

column_number SELECTリスト内のカラムまたは式の位置を表す番

号 

ORDER BY句は、問合せ結果の行をカラム(複数)でソートします。ORDER 
BY句の無い問合せ結果は、特定の順序に並んではいません。 
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ASC/DESCキーワードは、ソートが昇順/降順のいずれかを指定します。初

期設定は昇順です。NULL値は、非NULL値よりも大きいソート順になりま

す。ASCキーワードでソート順を指定すると、非NULL値の後にNULL値が

続きます。 

 使用例1 名前の昇順、年齢の降順に検索結果をソートします： 

SELECT Name, Address, Age FROM Customer 

                      ORDER BY Name, Age DESC 

 使用例2 ORDER BY句の中でカラム番号と表示ラベルを使用します： 

SELECT Dept_Id, Salary + Bounce AS Total_Com, FName 

                          FROM Employeesinfo 

                          ORDER BY 1, Total_Com 

UNIONオペレータ 

UNIONオペレータは、複数の問合せ結果を一つに合併します。合併できる

結果セットには以下の制限があります： 

DBMasterには、本マニュアル以外にも多くのユーザーガイドや参照編があ

ります。特定のテーマについての詳細は、以下の書籍をご覧下さい。 

 問合せ結果は、同じカラム数でなければなりません。 

 問合せ結果の対応項目は、同じカラム名である必要はありませんが、

互換データ型をもたなけれなりません。最初の問合せ結果のカラム名

が、合併結果のカラム名になります。 

 ORDER BYは、最後のSELECTで指定します。順序付けるカラムは、

SELECTカラムリストのカラム番号で指定します。 

 使用例1 UNIONオペレータの使用例： 

SELECT C1, C2 FROM T1 

       UNION 

SELECT C3, C4 FROM T2 

           ORDER BY 2 
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UNIONオペレータで合併した結果セットの重複行は取り除かれ、異なる値

の行だけになります。重複行を残すときは、UNION ALLキーワードを使用

します。UNION ALLは、個々の結果セットの行をそのまま残し、UNION
オペレータよりも高速になります。 

 使用例2 UNION ALLの使用例： 

SELECT 'MOVIE', Event FROM Entertainment WHERE Type = 'MOVIE' 

        UNION ALL 

SELECT 'BOOK', Name FROM MyBook 

副問合せ 

副問合せは、WHEREやHAVINGの中に現れる問合せです。副問合せは必

ず括弧で括ります。その他はSELECT文と同じ形式です。 

 使用例 従業員給与の平均値を求める副問合せを使用して、平均以上の給

与をもつ従業員名を全てリストします： 

SELECT Name FROM Employee 

       WHERE Salary > (SELECT AVG(Salary) FROM Employee) 

副問合せの結果セットは1カラムでなければなりません。更に、問合せの

結果を単純な比較演算に使用するときは、1行だけの値が生成されなけれ

ばなりません。 

IN副問合せ 

IN副問合せは、メンバーかどうかをテストします。式の値が副問合せで検

索した結果値のどれかと一致すると、真になります。IN副問合せは、複数

行の1カラムデータを返すことができます。 

 使用例 部門がNY市の何処かにある従業員名を全て検索します： 

SELECT Name FROM Employee 

       WHERE Dept_Id 

          IN (SELECT Dept_Id FROM Department WHERE City = 'NY') 
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EXISTS 副問合せ 

EXIST副問合せは、結果セットが空かどうかをテストします。結果セット

に行があれば、真になります。 

 使用例 少なくとも一人はSalaryが$500,000を超える従業員がいる部門名を

全てリストします： 

SELECT Dept_Name FROM Department d 

       WHERE EXISTS  

             (SELECT Dept_Id FROM EMPLOYEE e 

                     WHERE e.Salary > 500000 AND d.Dept_Id = e.Dept_Id) 

ときには、副問合せの中で、主問合せの現在行の値を使用しなければなら

ないことがあります。これを外参照といいます。上の使用例のd.Dept_idカ
ラムは外参照です。副問合せが入れ子になり、外側の副問合せの表カラム

を外参照することもあります。 

ANY/ALL/SOME副問合せ 

ALL副問合せは、全ての結果値に対して比較演算が真のときに検索条件を

真にします。副問合せの結果セットが空のときは、検索条件は真になりま

す。結果セットの中にNULLがあると、検索条件は偽になります。 

ANY副問合せは、少なくとも一つの結果値に対して比較演算が真のときに

検索条件を真にします。副問合せの結果セットが空のときは、検索条件は

偽になります。SOME副問合せはANY副問合せと同じです。 

 使用例 マネージャでない従業員でSalaryがマネージャの誰かよりも高い従

業員名を全てリストします： 

SELECT Emp_Name FROM Employee 

       WHERE Manager = 'N' AND Salary > ANY 

            (SELECT Salary FROM EMPLOYEE WHERE Manager = 'Y') 
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FOR BROWSE句 
 
 

FOR BROWSE

column

SELECT syntax FOR READ ONLY

FOR UPDATE

,
OF

 

FOR BROWSEキーワードは、何もロックしないブラウズモードの検索を指

示します。ブラウズモードでは、他のユーザーの検索をブロックすること

はありません。何もロックしないので、読み込みの「繰り返し可能性」は

保証されません。ブラウズモードは、データを表示したり報告書を作成す

るときに役に立ちます。 

LIMIT句 

LIMIT

offset

rows

offsetrows OFFSET
 

offset  結果セットの最初の戻り行からのオフセット 

rows  戻り行の数 

LIMITキーワードは、結果セット全体のオフセット値から戻すレコードの

数を指示します。 

 使用例 

SELECT * FROM tb_test ORDER BY c1 LIMIT 10 
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集合関数 

集合関数は一セットの入力値からシングル結果を計算します。DBMaster は
以下の集合関数をサポートします： 

 MIN 

 MAX 

 AVG 

 COUNT 

 SUM 

 XMLAGG 

MIN関数は全ての入力値の最小値を返します。 

MAX関数は全ての入力値の最大値を返します。 

AVG関数は表現式の平均値(算数型)を返します。 

COUNT 関数は設定標準に適応するレコードの数を返します。 

SUM 関数は全ての入力値の総合を返します。 

XMLAGG 関数は連鎖のXML値を返します。 

構文は以下のようです： 

{AVG|MAX|MIN|SUM|XMLAGG} ([ALL|DISTINCT] expression 

[,comparsion-predicate]) 

|COUNT (* [,comparsion-predicate]) 

|COUNT ([ALL|DISTINCT] expression [,comparsion-predicate]) 
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Comparison-predicate コンパイル表現式. 

 使用例 

SELECT count(*) FROM tb_test; 

集合関数はSELECTコマンドのHAVING句、GROUP BY句、ORDER BY句に

表現式として使用されますが、WHEREようなほかの句に使用できませ

ん。 

ウィンドウ関数 

ウィンドウ関数は表の中に今の行に関する行セットの計算を実行します。

これは集合関数の計算タイプとほぼ同じです。区別はウィンドウ関数の戻

り値は行がシングルの行として出力できないことです。 

func_name() OVER ([PARTITION_BY_CLAUSE] ORDER_BY_CLAUSE) 

 

func_name
partition_by_clause

OVER )crder_by_clause(

 

partition_by_clause 結果セットにパーティションを分割するカラ

ムです。ウィンドウ関数は各パーティション

に適用され、再計算します。 
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order_by_clause ウィンドウ関数オーダーに適用するカラムを

指定します。 

DBMaster 以下のウィンドウ関数をサポートします： 

 ROW_NUMBER 

 RANK 

 DENSE_RANK 

ROW_NUMBER関数は結果セットのパーティションに一連の行数を返しま

す。パーティションの第一行に1からはじめます。返すタイプはBIGINTで
す。 

RANK関数はDENSE_RANK関数と似ています、一グループの値に各値のラ

ンクを返すため使用されます。区別は、テスト値が同じになると、RANK
関数は連続できないランクを返しますが、DENSE_RANK関数は連続ランク

を返すことです。RANK関数とDENSE_RANK関数の返り値のタイプは

BIGINTです。 

 使用例 

ブックカテゴリに販売量のNUMBER、RANKとDENSE_RANKは以下の例に

示しますrank： 

SELECT TITLE, BOOK_CATEGORY, SALE_QTY,  

ROW_NUMBER() OVER (PARTITION BY BOOK_CATEGORY ORDER BY SALE_QTY) 
AS ROW_NUMBER, 

RANK() OVER (PARTITION BY BOOK_CATEGORY ORDER BY SALE_QTY) AS 
RANK, 

DENSE_RANK() OVER (PARTITION BY BOOK_CATEGORY ORDER BY SALE_QTY) 
AS DENSE_RANK 

FROM BOOK_STORE 

以下は結果です： 

TITLE      CATEGORY     SALE_QTY     ROW_NUMBER       RANK        DENSE_RANK 

========  ==========   ==========   ============  ============  ============= 

book3      business        20           1                1            1 
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book2      business        30           2                2            2 

book1      business        40           3                3            3 

book1      computer        10           1                1            1 

book2      computer        20           2                2            2 

book3      computer        20           3                2            2 

book4      computer        30           4                4            3 

三つのウィンドウ 関数を使用する場合の制限があります： 

 ORDER BY CLAUSEは order byを使用することができません  

 使用例 

SELECT row_number() OVER (order by 1) FROM t1 

 OVER 句はクエリに使用するとすべてのウィンドウ 関数と同じに無け

ればなりません。 

 使用例 

SELECT row_number() OVER (ORDER BY c1), row_number() OVER (ORDER BY c2) 
FROM t1 

 GROUP BY 或いは集合関数でのウィンドウ 関数はサポートできませ

ん。 

 使用例 

SELECT row_number()OVER (ORDER BY c1), row_number()OVER (ORDER BY c2) 
FROM t1; 

 INSERT、DELETEまたはUPDATEはウィンドウ関数をサポートできま

せん。 

 WHERE 句或いはサブクエリでのウィンドウ関数はサポートできませ

ん。 

XML関数 

XML関数はSQLデータからxml内容を生成する一セットの関数です。 
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DBMasterはXML関数をサポートします、これはSQL声明の一部分です。ユ

ーザーはdmsql、odbc或いはjdbcインターフェースを通ってこの関数を使用

することができます。 

DBMaster以下のXML関数がサポートできます。 

 xmlelement 

 xmlforest 

 xmlagg(xml) 

 xmlcomment(text) 

 xmlelement構文は以下です： 

xmlelement(name name [, xmlattributes(value AS attname [, ... ])] [, 
content, ...]) 

xmlelement 表現式は指定名、属性、内容を含むxml要素を生成しま 
  す  

name   xml要素のタグ名。名は無効な名のキャラクタを含むと、

  hexフォーマットを使用して代わります。例えば、名は  
  'phone number'(ここには phoneとnumberの間にスペースが

  あります)、タグ名はにphone_x20_number代わります  

attname  属性の名 

content  純テキスト、サブ xml要素、或いはxml コメント  

 使用例 

dmSQL> SELECT xmlelement(name foo, xmlattributes(current_date as bar), 
'cont', 'ent'); 

 

XMLELEMENT(NAME FOO, XMLATTRIBUTES(CURRENT_DATE AS BAR), 'CONT', 'ENT')  

========================================================================
<foo bar="2011-08-18">content</foo>  

 

1 rows selected 



 1 SQL文 3 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-267 

以下のは xmlforest構文です： 

xmlforest(content [AS name] [, ...])  

xmlforest表現式は指定した名と内容を使用する要素のXML フォレスト（シ

ーケンス）を生成します。名が指定しなくて、コンテント値はカラム参照

にすると、ディフォルトはカラム名になります。 

 使用例 

dmSQL> SELECT xmlforest(empname, phone) FROM employee; 

 

XMLFOREST(EMPNAME, PHONE) 

========================================================================  

<empname>Abby</empname><phone>123-1234</phone> 

<empname>Alice</empname><phone>234-1234</phone> 
<empname>Amber</empname><phone>567-1234</phone> 

3 rows selected 

以下のはxmlagg(xml)の構文です： 

xmlagg(xml)  

xmlaggは集合関数です。これは行の入力値を連結します。Xmlaggの入力は

xmlフラグメントにする必要があります。出力はCLOBタイプです。コンテ

ントがないと、xml 要素は<ABC/>のような空の要素として表示されます。

タグを起動/終了した後、余分な新規ラインを追加することができません。 

 使用例 

dmSQL> SELECT xmlagg(xmlelement(name person, xmlelement(name name, 
empname))) FROM employee; 

 

XMLAGG(XMLELEMENT(NAME PERSON, XMLELEMENT(NAME NAME, EMPNAME))) 

========================================================================
<person><name>Abby</name></person><person><name>Alice</name></person><pe
rson><name>Amber</name></person> 

 

1 rows selected 
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xmlcomment(text)の構文は以下です。 

xmlcomment(text)   
XMLCOMMENT はudfです。入力はnchar 或いは char データを生成するsql
表現式です。出力は<!—から始めて-->まで終了するXMLコメント型にスト

リングです。 

text textはエスケープキャラクタ(eg, < > & )を含むと、このキャラクタ

は実体で表示します。 

 使用例 

dmSQL> SELECT xmlcomment(empname) FROM employee; 

 

XMLCOMMENT(EMPNAME)  

========================================================================
<!--Abby--> 

<!--Alice--> 

<!--Amber-->  

 

3 rows selected 

XML 関数を使用する場合、四つの制限があります： 

 自動に入力をcharとして転換します。UDFの入力タイプが予め定義さ

れていますからです。 

 XMLAGGを除いて、ほかの関数の出力値はcharタイプです。サイズは

制限になります（ページのサイズと関係がある）。例えば、DB_PGSIZ 
= 8になると、出力ストリングサイズは8056を超えません、巨大なデー

タは警告情報が無くて切り詰められます。 

 入力値はncharタイプになると、キャラクタはLCODEタイプに転換でき

ない場合、無効に出力になるかもしれません。例えば、原始データは

ncharタイプのカラムにストアドすると、伝統中国語キャラクタと日本

語キャラクタを含みます、LCODEの値を2に設定して伝統中国語キャ

ラクタは適当に転換できません。 
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 タグが終了する時、新規なラインが追加しません。特別なxml フォー

マットをサポートしません。 

関連SQL 

CREATE TABLE  

CREATE VIEW 

DELETE 

INSERT 

LOCK TABLE 

UPDATE 

3.89 SET CONNECTION OPTIONS 

目的 

ODBCの各種接続オプションを設定します。 

構文 

SET

no_value_options

symbol_options
string_ options

on_off_options
number_options

transaction_options
  

no_value_options   値を指定しないオプション 

on_off_options   on/off を指定するオプション 

string_options 'FOB'のように引用符で囲われた文字列を

指定するオプション 

number_options   整数値を指定するオプション 
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symbol_options {delete | close | preserve}のようなシンボル値

を指定するオプション 

transaction_options トランザクションのアクションを指定する

オプション 

説明 

SET文は、各種の接続オプションを設定するためのSQL構文です。Delphiの
ように、ODBC接続ハンドルをもたずにデータベースに接続するフロント

エンドツールを使用するユーザーに役に立ちます。SQL文で必要な接続オ

プションを直接設定することができます。  

以下にSET文で設定することができる全てのオプションを詳細に説明しま

す。オプションは、パラメータのタイプによって無値オプション、

ON/OFFオプション、数値オプション、文字列オプション、シンボルオプ

ション、トランザクションオプションの六つのグループに分けられます。 

無値オプション 

このグループのオプションは、パラメータのない単純なコマンドです。 

SYSINFO CLEAR

FLUSH

 

SET FLUSH 

レプリケーションサーバーのオプションです。リモート側(複数)へのレプ

リケーションをフラッシュします。 

SET SYSINFO CLEAR 

SYSINFOシステム表をリセットしシステム情報をクリアします。 
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ON/OFFオプション 

このグループでは、全てのオプションの有効値はONまたはOFFです。

ON/OFFの一方しかないオプションもあります。 

 

ON / OFF OPTIONS

Data
Backup OFF

BLOB
Backup ON

ON

Autocommit
BKSVR CMP

Browse

Free Catalog Cache

Journal

Remove Space Padding

System Init
String Concat

OFF

FASTCOPY

Load System Default

ITCMD

Load Auto Index

 

SET AUTOCOMMIT ON/OFF  

自動コミットをON/OFFにします。 

SET BACKUP OFF 

バックアップモードをOFFにします。DB_BMODEを0に設定するのと同じ

になります。 

SET BKSVR CMP ON/OFF 

バックアップサーバーのコンパクトバックアップをON/OFFにします。 

SET BLOB BACKUP ON 

バ ッ ク ア ッ プ ・ モ ー ド を BACKUP-DATA-AND-BLOB に し ま す 。

DB_BMODEを2に設定するのと同じになります。 
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SET BROWSE ON/OFF 

SQL_TXN_READ_UNCOMMITTED (ON)またはSQL_TXN_SERIALIZABLE 
(OFF)をSQL_ATTR_TXN_ISOLATION接続オプションに設定します。詳細

は、ODBCプログラミングガイドにある関数「SQLGetInfo」のオプション

「SQL_DEFAULT_TXN_ISOLATION」を参照してください。 

SET DATA BACKUP ON 

バックアップ・モードをBACKUP-DATAにします。DB_BMODEを1に設定

するのと同じになります。 

SET FASTCOPY ON/OFF 

このオプションは、クライアント側の接続属性を設定するために使用さ

れ、そのデフォルト設定はOFFです。データベースに接続する各ユーザー

は、キー属性を持っており、一つのユーザーの設定状況は他のユーザーに

は影響しません。 

SET FREE CATALOG CACHE ON/OFF 

システムカタログキャッシュをフリー(ON)/保存 (OFF)します。 

SET ITCMD ON/OFF 

このオプションは暗然的なデータ変換機能をON/OFFにすることに用いら

れます。 

SET JOURNAL ON/OFF 

DBAだけがジャーナル書き出しをON/OFFにすることができます。 

SET LOAD AUTOINDEX ON/OFF 

UNLOAD DBコマンドを実行する際に、あらゆるインデックスはアンロー

ドされます。LOADAUTOINDEXオプションをONに設定する場合は、ユー

ザーはLOAD DBコマンドであらゆるインデックスをアンロードすることが
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できますが、LOADAUTOINDEXオプションをOFFに設定する場合は、ユ

ーザーはLOAD DBコマンドで自動インデックス以外の全てのインデックス

をアンロードすることができます。当該オプションのデフォルト設定は

OFFです。 

SET LOAD SYSTEM DEFAULT ON/OFF 

当該オプションはユーザーがINSERT/UPDATE文を使用してカラムの値を

指定する場合、データベースの表をロードしている間にSYSTEM DEFAULT
属性を持つカラムの値が上書きされるかどうかを指定することに用いられ

ます。このオプションをONに設定する場合は、その値はデフォルト値に

更新され、このオプションをOFFに設定する場合は、元の値がユーザーに

よって指定された値に更新されます。このオプションのデフォルト設定は

OFFです。 

SET REMOVE SPACE PADDING ON/OFF 

文字列データの後にある空白を自動的に取り除く機能をON/OFFにしま

す。 

SET STRING CONCAT ON/OFF 

文字列連結の演算子(||)のオプションです。ONにすると、連結する前に

CHARデータに埋め込まれた空白を削除して連結します。OFFにすると、

埋め込まれた空白をそのまま残します。 

SET SYSTEM INIT ON/OFF 

DBAだけがシステムモードをON/OFFすることができます。システムモー

ドでは、システム表を作成します。 

数値オプション 

整数値を指定するオプションのグループです。各オプションには有効値の

範囲があります。 
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.
BKSVR PID

MAXTBROW

NUMBER OPTIONS

RPSVR Retry

BKSVR Journal Full

DDB Login Timeout

Lock Timeout

DDB Lock Timeout integer

String Length  

 

SET BKSVR JOURNAL FULL NUMBER 

バックアップサーバーのジャーナルフルのパーセントを0～100に設定しま

す。 

SET BKSVR PID NUMBER 

バックアップサーバーのプロセスIDを設定します。現状では0にします。 

SET DDB LOGIN TIMEOUT NUMBER 

DDB接続のログインタイムアウト時間を設定します。 

SET DDB LOCK TIMEOUT NUMBER 

DDB接続のロック・タイムアウト時間を設定します。 

SET INPUT PARAM n AS CFILE | ASCII 

このセット・オプションは、パラメーターを使用する INSERTまたは

UPDATEのステートメントの前に使用されます。ユーザがクライアント・

ファイルにステートメントでのパラメーターの1つ以上をバインドしたけ

れば、それが使用されます。次のステートメントでの対応するパラメータ
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ーかパラメーター用の入力データは、クライアント・ファイルに結び付け

られるでしょう。挿入するべきデータは文字タイプ・データでなければな

りません。また、パラメーターは LONG VARCHARあるいは LONG 
VARBINARYタイプ・カラムのいずれかでなければなりません。 

ALLオプションを使用してクライアント・ファイルにパラメーターをすべ

てバインドしてください。CFILEオプションをクライアント・ファイルに

パラメーターをバインドするために使用しなければなりません。クライア

ント・ファイルにパラメーターを結び付けないようDBMasterをリセットす

るためには、ASCIIオプションを備えたSET INPUT PARAMステートメント

を使用してください。 

CFILE

ASCII

AS

number

ALL

SET INPUT PARAM

 

number クライアント・ファイルに順にどのパラメーターをバイ

ンドしなけなければならないか明示します。 

 使用例 

この例において、ファイル「dmconfig.ini」は、ホスト変数を使用してc3カ
ラムに挿入することができます。 

CREATE TABLE tb_attri (c1 INT, c2 INT, c3 LONG VARBINARY); 

SET INPUT PARAM 3 AS CFILE; 

INSERT INTO f1 VALUES (?,?,?); 

2,2,'dmconfig.ini'; 

end; 

SET LOCK TIMEOUT NUMBER 

ロック・タイムアウトの秒数を設定します。0にすると待たずにアプリケ

ーションに戻り、負の整数にするとロック解除を待ち続けます。 
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SET MAXTBROW NUMBER 

表検索で返す最大データ行数を設定します。0または負数を設定すると、

全ての検索行が返されます。 

SET RPSVR RETRY NUMBER 

レプリケーション中にネットワーク障害が発生したときの再試行回数を設

定します。 

文字列オプション 

このグループのオプションは引用符で囲われた文字列を指定します。文字

列のフォーマットが決められているオプションもあります。 

.
Data Output Format

ExtName

STRING OPTIONS

Data Input Format All

Time Input Format String

Time Output Format

BKSVR Path

String

.

 

SET BKSVR PATH STRING 

バックアップ・ジャーナル・ファイルのパスを設定します。 

SET DATE INPUT FORMAT {ALL | STRING } 

DATEカラムの入力フォーマットを設定します。ALLは全ての入力フォーマ

ットの日付を入力可能にします。 
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日付の入出力フォーマット： 

フォーマット 例 

'mm/dd/yy' '02/18/99' 

'mm-dd-yy' '02-18-99' 

'dd-mon-yy' '18-Feb-99' 

'mm/dd/yyyy' '02/18/1999' 

'mm-dd-yyyy' '02-18-1999' 

'yyyy/mm/dd' '1999/02/18' 

'yyyy-mm-dd' '1999-02-18' 

'dd/mon/yyyy' '18/Feb/1999' 

'dd-mon-yyyy' '18-Feb-1999' 

'dd.mm.yyyy' '18.2.1999' 

( yy/yyyy：年、mm：月、dd：日 ) 

SET DATE OUTPUT FORMAT STRING 

DATEカラムの日付出力フォーマットを設定します。日付の入出力フォー

マット表を参照してください。 

SET EXTNAME TO STRING 

サーバーファイルオブジェクトの拡張子の文字列を設定します。 

SET TIME INPUT FORMAT { ALL | STRING } 

TIMEカラムの時刻入力フォーマットを設定します。ALLは全ての入力フォ

ーマットの時刻を入力可能にします。 

時刻の入出力フォーマット： 

フォーマット 例 

'hh:mm:ss.fff' 22:10:20.30 
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'hh:mm:ss' 22:10:20 

'hh:mm' 22:10 

'hh' 22 

'hh:mm:ss.fff tt' 10:10:20.30 PM 

'hh:mm:ss tt' 10:10:20 PM 

'hh:mm tt' 10:10 PM 

'hh tt' 10 PM 

'tt hh:mm:ss.fff' PM 10:10:20.30 

'tt hh:mm:ss' PM 10:10:20 

'tt hh:mm' PM 10:10 

'tt hh' PM 10 

( hh：時、mm：分、ss：秒、fff：小数部、tt： AM/PM ) 

SET TIME OUTPUT FORMAT STRING 

TIMEカラムの時刻出力フォーマットを設定します。時刻の入出力フォー

マット表を参照してください。 

シンボルオプション 

このグループのオプションは、主にODBCシンボルにマッチするシンボル

を設定します。詳細については、対応するODBC接続オプションを参照し

てください。 
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SYMBOL OPTIONS

FO Type
File

BLOB

CB Mode Delete
Preserve

Close

DFO Dupmode

Disconnect Terminate
 Wait

Disconnect

Null

Copy

 

SET CB MODE { CLOSE | DELETE | PRESERVE } 

トランザクションがコミットされたときのカーソルの振る舞いを設定しま

す。三つのモードの詳細については、ODBCプログラマガイドにある

SQLGetInfo関数のSQL_CURSOR_COMMIT_BEHAVIORオプションを参照

してください。 

SET CONCAT NULL RETURN { NULL | STRING } 

このオプションは内蔵されたCONCAT関数あるいは連結オペレーター(||)の
空ストリング連結時のために使用されます。このオプションのデフォルト

はNULLです。このオプションがNULLにセットされる場合、NULLの値と

連結されたどんなストリングもNULLで返るでしょう。オプションが

STRINGにセットされる場合、NULLの値が空ストリングとして扱われるの

で、NULLの値と連結されたどんなストリングもストリングを返すでしょ

う。 

SET DISCONNECT { DISCONNECT | TERMINAT | WAIT } 

SQLDisconnect()関数のアクションを設定します。DISCONNECTはサーバー

から切断します。TERMOINATEはデータベースをシャットダウンしま

す。WAITはサーバーが完全にシャットダウンされるのを待ちます。WAIT
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オプションはDBMasterの内部オプションです。SQLDisconnect()を呼び出し

てデータベースをシャットダウンするツールの開発に使用します。 

SET DFO DUPMODE { COPY | NULL } 

「SELECT INFO」を実行したときに、リモート表のFILEカラムにファイル

オブジェクトをコピーするかどうかを指定するオプションです。NULLに
するとFILEカラムがNULLになります。その他はリモートファイルオブジ

ェクトをローカル表にコピーします。 

SET FO TYPE { BLOB | FILE } 

FILEカラムにマップするデータ型を選択します。FILEはFILEタイプ、その

他はLONGVARBINARYタイプにします。 

トランザクション・オプション 

こ の グ ル ー プ の オ プ シ ョ ン は 、 接 続 オ プ シ ョ ン

SQL_ATTR_TXN_ISOLATION を 、 SQL_TXN_READ_UNCOMMITTED 
(ON)、或いはSQL_TXN_SERIALIZABLE (OFF)にセットします。詳細につい

て は、「 ODBC プログ ラマー ガ イ ド 」 に あ る SQLGetInfo 関 数 の

SQL_DEFAULT_TXN_ISOLATIONオプションを参照して下さい。 
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TRANSACTION OPTION

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL

READ UNCOMMITED

READ COMMITED

REPEATABLE READ

SERIALIZABLE

 

使用例 

SET文の使用例を以下に示します。 

 使用例1 SET BKSVR PID： 

SET BKSVR PID 0 

 使用例2 SET BKSVR PATH： 

SET BKSVR PATH 'd:\data\backup' 

 使用例3 SET DATE INPUT FORMAT： 

SET DATE INPUT FORMAT ALL 

SET DATE INPUT FORMAT 'yyyy/mm/dd' 

 使用例4 SET DATE OUTPUT FORMAT： 

SET DATE OUTPUT FORMAT 'mm-dd-yy'// DATE カラムは 12-31-99 のように表示され

ます 
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 使用例5 SET DDB LOCK TIMEOUT： 

SET DDB LOCK TIMEOUT 20  // ロック・タイムアウトは 20 秒です 

 使用例6 SET DDB LOGIN TIMEOUT： 

SET DDB LOGIN TIMEOUT 15 

 使用例7 使用例7～10はSET DFO DUPMODEの例です。データベース

db1とdb2にある表t1を使用します。t1は次のように定義されているとしま

す： 

CREATE TABLE t1 (c1 INT, c2 FILE) 

 使用例8 db1のリモートデータベースとしてdb2を使用しSET DFO 
DUPMODEをNULLに設定します： 

SET DFO DUPMODE null 

 使用例9 表db2:t1から検索したデータ行をt1に挿入します。表t1のカラム

c2はNULLです： 

SELECT c1, c2 from DB2:SYSADM.t1 INTO t1 

 使用例10 SET DFO DUPMODEをCOPYに設定します。表db2:t1から検索

したデータ行をt1に挿入すると、カラムc2にdb2:t1のカラムc2がコピーされ

ます： 

SET DFO DUPMODE copy 

 使用例11 SET EXTNAME TOでサーバーファイルオブジェクトの拡張子

を '.FOB' にします： 

SET EXTNAME TO 'FOB' 

 使用例12 SET LOCK TIMEOUT： 

SET LOCK TIMEOUT 30  // タイムアウトは 30 秒です 

SET LOCK TIMEOUT 0  // 待たずに直ちに戻ります 

SET LOCK TIMEOUT –5  // 待ち続けます 
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 使用例13 SET MAXTBROW： 

SET MAXTBROW 10   // 最初の 10 行だけ検索データを返します 

SET MAXTBROW –3   // 全ての検索データを返します 

 使用例14 SET SYSTEM INIT： 

SET SYSTEM INIT ON 

CREATE TABLE SYSTEM.t1 (c1 int) 

 使用例15 SET TIME INPUT FORMAT： 

SET TIME INPUT FORMAT ALL  // 全てのフォーマットを使用可能にしま

す 

SET TIME INPUT FORMAT 'hh:mm' // 10:20 のように時刻を入力します 

 使用例16 SET TIME OUTPUT FORMAT： 

SET TIME OUTPUT FORMAT 'hh:mm:ss' // 10:20:55 のように時刻を出力します 

関連SQL 

BEGIN BACKUP 

END BACKUP (SET BKSVR …) 

COMMIT WORK (SET CB MODE) 

CREATE TABLESPACE (SET BACKUP OFF、 SET BLOB BACKUP ON、 SET 
DATA BACKUP ON) 

DISCONNECT (SET DISCONNECT) 

INSERT (SET EXTNAME TO、SET DATE/TIME INPUT FORMAT) 

SELECT (SET BROWSE、SET DFO DUPMODE、SET MAXTBROW、SET 
DATE/TIME OUTPUT FORMAT) 

TERMINATE DATAGBASE (SET DISCONNECT) 
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3.90 SET CLIENT_CHAR_SET 

目的 

データベースのクライアント側に文字セットを定義します。 

構文 

SET CLIENT_CHAR_SET client-character-set-string

 

client-character-set-string クライアント側の文字セットを設

定することができます 

ASCII(英語) 

BIG5 (繁体中国語) 

Shift-JIS (日本語 Shift-JIS + Half Corner) 

GBK (簡体中国語) 

ISO-8859-1 (ラテン1 コード) 

ISO-8859-2 (ラテン2 コード) 

ISO-8859-5 (キリル コード) 

ISO-8859-7 (ギリシアコード) 

EUC-JP (日本語コード) 

GB18030 (簡体中国語) 

UTF-8 (UTF-8) 

ISO-8859-{3,4,9,10,13,14,15,16}、KOI8-R、KOI8-U、KOI8-RU、

CP{1250,1251,1252,1253,1254,1257}、CP{850,866}、Mac{ローマ語、中央ヨー
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ロッパ語、アイスランド語、クロアチア語、ルーマニア語}、Mac{キリル

語、ウクライナ語、ギリシア語、トルコ語 }、Macintosh(ヨーロッパ言語) 

ISO-8859-{6,8}、CP{1255,1256}、CP862 、Mac{ヘブライ語、アラビア語} (セ
ム言語) 

CP932、ISO-2022-JP、ISO-2022-JP-2、ISO-2022-JP-1(日本語) 

EUC-CN、CP936 、EUC-TW、CP950(中国語) 

EUC-KR、CP949、JOHAB(韓国語) 

Georgian-Academy、Georgian-PS(グルジア語) 

KOI8-T(タジク語) 

PT154(カザフ語) 

TIS-620、CP874、MacThai(タイ語) 

MuleLao-1、CP1133(ラオス語) 

VISCII、TCVN、CP1258(ベトナム語) 

説明 

多言語データベースではクライアント側に複数のローカルコードはUTF-8
データベースに接続します。クライアント側ではサーバ側で識別されるそ

れぞれの文字セットを定義します。クライアント側のdmconfig.iniで
DB_CLILCODEにて文字コードの設定があればサーバ側の言語コードはキ

ーワードDB_LCODEによって定義されます。加えてdmSQL上でSET 
CLIENT_CHAR_SETコマンドを使用して同様にクライアント側の文字セッ

トを定義することができます。 

ユーザはデータベースサーバとクライアントに設定されている文字コード

を把握していることが望ましく、 UDF GETSYSINFO() を使用することで設

定状態を取得することができます。サーバ側の文字コード設定を返す場合

はSELECT GETSYSINFO('LCODE')コマンドを使用し、クライアント側の文

字セットを返すコマンドはSELECT GETSYSINFO('CLILCODE')です。 
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使用例  

 使用例 クライアントの文字セットをBIG5に設定SET ： 

CLIENT_CHAR_SET 'BIG5' 

関連SQL 

SET ERRMSG_CHAR_SET 

3.91 SET ERRMSG_CHAR_SET 

目的 

SET ERRMSG_CHAR_SETコマンドはデータベースクライアント側の出力

エラーメッセージの文字セットを定義します。 

構文 

 

SET ERRMSG_CHAR_SET language[_l ocale][.encode]  

 

有効値： 

EN_XXX 
EN_XXX.ASCII   
EN_XXX.ISO-8859-1 
EN_XXX.ISO-8859-2  
EN_XXX.ISO-8859-5  
EN_XXX.ISO-8859-7  
EN_XXX.UTF-8 
EN 
EN.ASCII  
EN.ISO-8859-1  
EN.ISO-8859-2  
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EN.ISO-8859-5  
EN.ISO-8859-7  
EN.UTF-8  
JA_XXX 
JA_XXX.SHIFT-JIS  
JA_XXX.SHIFT_JIS  
JA_XXX.UTF-8  
JA_XXX.EUCJP  
JA_XXX.EUC-JP 
JA  
JA.SHIFT-JIS  
JA.SHIFT_JIS  
JA.UTF-8  
JA.EUCJP  
JA.EUC-JP  
ZH_CN  
ZH_CN.GBK  
ZH_CN.UTF-8  
ZH_CN.GB18030  
ZH_TW  
ZH_TW.BIG5  
ZH_TW.UTF-8 

説明 

SET ERRMSG_CHAR_SETコマンドはデータベースクライアントのエラー

メッセージ出力の文字セットを設定します。多言語データベースではクラ

イアント側でそれぞれのエラーメッセージ用出力文字セットを設定できま

す。エラー表はディレクトリdbmaster/5.4/shared/locale/locale.lang/に置かれま

す。 

コマンドは'language[_locale][.enlcode]'このように指定されます。'locale' 文字

列はISO-639に準拠、 'language' はISO-3166標準です。一種類のエラー表の

み対応の場合、'locale'または'locale.utf8'を設定する必要があります。複数の

ロケール持つ言語では適切なロケールを設定する必要があります。zh_CN
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やzh_TWではzhとした場合無効となります。現状DBMasterのクライアント

エラーメッセージに4言語で対応しています。クライアントエラーメッセ

ージの文字セット設定取得はSELECT GETSYSINFO('ERRLCODE')コマンド

にてできます。 

使用例  

 使用例1 クライアントのエラーメッセージ出力文字セットのロケールを

'ja'に設定： 

SET ERRMSG_CHAR_SET 'ja' 

 使用例2 クライアントのエラーメッセージ出力文字セットのロケールを

'ja'に文字セットを'EUC_JP'に設定： 

SET ERRMSG_CHAR_SET 'ja.EUC-JP' 

 使用例3 クライアントのエラーメッセージ出力文字セットのロケールを

'ja'に文字セットを'UTF-8'に設定： 

SET ERRMSG_CHAR_SET 'ja.UTF-8' 

関連SQL 

SET CLIENT_CHAR_SET 

3.92 SUSPEND SCHEDULE 

目的 

非同期表レプリケーションのスケジュールを一時停止します。 
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構文 

SUSPEND SCHEDULE FOR REPLICATION TO remote_database_name

 

remote_database_name レプリケーション・スケジュールを一時停

止するリモート・データベースの名称 

説明 

SUSPEND SCHEDULE文は、非同期表レプリケーションのスケジュールを

一時停止します。レプリケーション・スケジュールが再開されるまで、ソ

ース・データベースはリモート・データベースに接続しようとはしませ

ん。ローカル表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユ

ーザーのみSUSPEND SCHEDULEが実行できます。 

一時停止した非同期表レプリケーションのスケジュールを再開するには

RESUME SCHEDULE文を使用します。 

使用例  

 使用例 リモート・データベースDivOneDbへのレプリケーション・スケ

ジュールを一時停止します： 

SUSPEND SCHEDULE FOR REPLICATION TO DivOneDb 

関連SQL 

ALTER SCHEDULE 

CREATE REPLICATION 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 
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DROP SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SYNCHRONIZE SCHEDULE 

3.93 SYNC AUTO INDEX 

目的 

自動インデックスデーモンの処理メカニズムを直ちにウェイクアップしま

す。 

構文 

SYNC AUTO INDEX

 

説明 

SYNC AUTO INDEXコマンドは直ちに自動インデックスデーモンの処理メ

カニズムをウェイクアップします。自動インデックスデーモンが起動して

いる場合、DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザー

のみSYNC AUTO INDEXが実行できます。 

また、自動インデックスデー モ ンが 起 動時 に 及び キ ー ワー ド

AUTOCOMMITがONに設定されている場合のみに、SYNC AUTO INDEX
コマンドが実行できます。 

使用例 

 使用例 以下の例では、AUTOCOMMITがONに設定される時に、自動イ

ンデックスデーモンをウェイクアップするのを示します： 

SYNC AUTO INDEX 
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関連SQL 

CREATE TABLE 

CREATE INDEX 

3.94 SYNCHRONIZE SCHEDULE 

目的 

次のレプリケーション・スケジュールの時点まで待たずに、ソース・デー

タベースからリモート・データベースへのデータを同期させます。 

構文 
 

REPLICATION TO remote_database_name

NO WAIT

WAIT

SYNC

SYNCHRONIZE

 

remote_database_name レプリケーションを同期させるリモート・

データベースの名称 

説明 

SYNCHRONIZE SCHEDULE文は、非同期レプリケーションで次のレプリ

ケーション・スケジュールの時点まで待たずに、リモート・データベース

の全てのデータをソース・データベースのデータに強制的に同期させま

す。ローカル表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ

権限\を持つユーザーのみSYNCHRONIZE SCHEDULEが実行できます。 

WAITオプションは、ディストリビュータ・デーモンが全ての変更を終了

するまで待機します。このコマンドは、レプリケーションの完了後にのみ

戻ります。NO WAITオプションは、ディストリビュータ・デーモンにその
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作業を直ちに実行させ、SYNCコマンドが直ぐに戻されます。初期設定は

WAITです。 

使用例  

 使用例 リモート・データベースDivOneDbへのレプリケーションを同期

させます： 

SYNCHRONIZE REPLICATION TO DivOneDb 

関連SQL 

ALTER SCHEDULE 

CREATE REPLICATION 

CREATE SCHEDULE 

DROP REPLICATION 

DROP SCHEDULE 

RESUME SCHEDULE 

SUSPEND SCHEDULE 

3.95 UNLOAD STATISTICS 

目的 

データベース統計をテキストファイルにアンロードします。 
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構文 

UNLOAD STATISTICS
object_list

TO file_name

object_list  統計データをアンロードするデータベースオブジ

   ェクトのリスト 

file_name 統計データを保存するテキストファイルの名称 

説明 

UNLOAD STATISTICS文は、データベース統計をASCIIテキストファイルに

アンロードします。ファイルを望みの統計データに編集しデータベースに

ロードします。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユー

ザーのみUNLOAD STATISTICSコマンドが実行できます。 

データベース全体または特定の表の統計情報をアンロードします。各表の

表統計情報、カラム統計情報、索引統計情報、これらの組み合わせをアン

ロードするかどうかを指定します。 

表統計は、表のページ数、行数、行の平均バイト数を記録します。カラム

統計は、異なるカラム値の個数、カラムの平均・最小・最大バイト数を記

録します。索引統計は、索引ページ数、索引ツリーのレベル数、リーフペ

ージ数、異なるキー値の個数、キー当たりのページ数、索引のクラスタカ

ウントを記録します。 
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アンロード統計オブジェクトリスト 

index_name

,
INDEXTABLE

( )

table_name

,

 

使用例 

 使用例  データベース全体の統計をファイルstat.datにアンロードします： 

UNLOAD STATISTICS TO stat.dat 

関連SQL 

LOAD STATISTICS 

UPDATE STATISTICS 

3.96 UPDATE 

目的 

表の指定カラムの値を更新します。 
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構文 

UPDATE SETtable_name

WHERE
search_condition

CURRENT OF cursor_name

,

column_name =
constant

NULL
expression

literal

table_name  更新表の名称 

column_name  更新カラムの名称 

literal 更新カラムのリテラル 

expression 更新カラムの値を返す式 

constant   更新カラムの定数値 

search_condition  更新する行の条件 

cursor_name 位置付けUPDATEに使用するカーソルの名称 
(ODBCプログラム内でのみ使用可能 ) 

説明 

UPDATE文は表行を更新します。システムカタログ表の行を更新すること

はできません。表の所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つ

ユーザー或いは表全体または特定カラムのUPDATE権限をもつユーザーの

みUPDATEコマンドが実行できます。 
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更新するカラムの新しい値は、カラム制約と参照整合性を満たさなければ

なりません。カラムに初期設定値を設定するときは、DEFAULTキーワード 
を使用します。 

使用例  

 使用例1  Employeesinfo表の従業員名ChrisのSalaryを更新します： 

UPDATE Employeesinfo SET Salary = 5000 WHERE FName = 'Chris' 

 使用例2  Employees表の従業員名ChrisのSalaryを10%上げて更新します： 

UPDATE Employeesinfo SET Salary = Salary*1.10 WHERE FName = 'Chris' 

関連SQL 

CREATE TABLE 

INSERT 

LOCK TABLE 

SELECT 

3.97 UPDATE STATISTICS 

目的 

問合せを最適化するためにデータベース統計を更新します。 

構文 

UPDATE STATISTICS
object_list SAMPLE = number
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object_list         統計データを更新するデータベースオブジェクトのリスト 

number             統計データの更新に使用するサンプルデータのパーセント 

説明 

UPDATE STATISTICS文は、データベース統計情報を更新します。統計情

報を最新にしておくと、効率よく問合せを実行するのに役立ちます。オブ

ジェクトの所有者或いはDBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を

持つユーザーのみUPDATE STATISTICSコマンドが実行できます。 

データベース全体あるいは特定の表の統計情報を更新します。各表の表統

計情報、カラム統計情報、索引統計情報、これらの組み合わせを更新する

かどうかを指定します。SAMPLEキーワードは、サンプルデータのパーセ

ント(1～100)を指定します。 

索引統計は、索引ページ数、索引ツリーのレベル数、リーフページ数、異

なるキー値の個数、キー当たりのページ数、索引のクラスタカウントを記

録します。 

更新統計オブジェクトリスト 

DBMasterに記録された表の統計値データはデータページのページ数、レコ

ード数、表の中でのあらゆるサンプリング記録の平均バイト数などの情報

を含みます。 

DBMasterは同時に唯一値があるフィールドの数、フィールドの平均バイト

数及びすべてのサンプル値での低値と高値などの情報を記録します。 

column_name

,
COLUMN INDEXTABLE

( )

table_name

index_name

,

,
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使用例  

 使用例1 30%のサンプルを使用してデータベースの全ての統計情報を更新

します： 

UPDATE STATISTICS SAMPLE = 30 

 使用例2 table1の全ての統計情報を更新します： 

UPDATE STATISTICS table1 SAMPLE = 50 

 使用例3 table1の索引ix1の統計情報を更新します： 

UPDATE STATISTICS table1 (INDEX(ix1)) 

関連SQL 

CREATE INDEX 

CREATE TABLE 

CREATE TABLESPACE 

CREATE TEXT INDEX 

LOAD STATISTICS 

UNLOAD STATISTICS  

UPDATE TABLESPACE STATISTICS 

3.98 UPDATE STATISTICS SET 

目的 

このコマンドは更新統計デーモンに各表の更新状態のメソッドとサンプル

率を指定します。 

構文 
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,

table_name
UPDATE STATISTICS SET

MODE = mode_value
, SAMPLE = sample_value

, MODE = mode_value
 SAMPLE = sample_value

 

table_name 表の名 

mode_value 表の更新統計のメソッド 

0：表のサンプル率はdmconfig.iniのDB_STSSPの値を使用し

ます、ディフォルト値は0です 
 1：表のサンプル率はサンプル値に設定された表更新統計

のサンプル率値を使用します 

sample_value 表の更新統計のサンプル 

-1：スマートにサンプル率を取得する 

0：更新統計しない 
 0 ~ 100：表の更新統計サンプル率。ディフォルト値は100
です 

説明 

各表の更新統計情報とサンプル率は表SYSTABLEにストアドされます。カ

ラ ム UPD_STS_MODE は 表 の 統 計 メ ソ ッ ド を 保 存 し て 、 カ ラ ム

UPD_STS_SAMPLE は表の統計メソッドのサンプル率を保存します。 

使用例  

 使用例1 有効表jeff.tb_staff の更新統計メソッドとサンプル率を設置しま

す： 

dmSQL> UPDATE STATISTICS SET jeff.tb_staff MODE = 1， SAMPLE = 80; 
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dmSQL> SELECT TABLE_NAME, TABLE_OWNER, UPD_STS_MODE, UPD_STS_SAMPLE FROM 
SYSTABLE; 

TABLE_NAME          TABLE_OWNER     UPD_STS_MODE   UPD_STS_SAMPLE 

================== ============== ============== ================ 

TB_STAFF           JEFF                  1              80 

1 rows selected 

 使用例2 有効表jeff.tb_staffとjim.tb_salary の更新統計メソッドとサンプル

率を設置します： 

dmSQL> UPDATE STATISTICS SET jeff.tb_staff, jim.tb_salary MODE = 1, 
SAMPLE = 60; 

dmSQL> SELECT TABLE_NAME, TABLE_OWNER, UPD_STS_MODE, UPD_STS_SAMPLE FROM 
SYSTABLE; 

TABLE_NAME     TABLE_OWNER     UPD_STS_MODE   UPD_STS_SAMPLE 

================== =================== ============== ================ 

TB_STAFF           JEFF                       1              60 

TB_SALARY          JIM                        1              60 

2 rows selected 

関連SQL 

LOAD STATISTICS 

UPDATE STATISTICS 

UNLOAD STATISTICS 

3.99 UPDATE TABLESPACE 
STATISTICS 

目的 

問合せを最適化するために表領域統計を更新します。 



 1 SQL文 3 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 3-301 

構文 

 

UPDATE  TABLESPACE  STATISTICS object_ list  

 

object_list          統計データを更新する表領域オブジェクトのリスト 

説明 

UPDATE TABLESPACE STATISTICS文は、表領域統計情報を更新します。

統計情報を最新にしておくと、効率よく問合せを実行するのに役立ちま

す。DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみ

UPDATE TABLESPACE STATISTICSコマンドが実行できます。 

表領域統計とファイル統計が更新されます。 

表領域統計には、ページ数、フリーページ数、フレーム数、フリーフレー

ム数が記録されます。 

ファイル統計には、ページ数/フレーム数、フリーページ数/フリーフレー

ム数が記録されます。 

使用例 

 使用例 表領域 DEFTABLESPACE の統計情報を更新します： 

UPDATE TABLESPACE STATISTICS DEFTABLESPACE 

関連SQL 

CREATE TABLESPACE 

LOAD STATISTICS 

UPDATE STATISTICS 

UNLOAD STATISTICS 
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4 関数 

DBMasterは幾つかの組み込み関数を提供しています。また、プログラマが

自分のユーザー定義関数（UDF）を作成することができます。詳細につい

ては、以下のセクションをご参照ください。 

4.1 組み込み関数 

DBMasterは幾つかの組み込み関数を提供しています。組み込み関数は、結

果セットに入れる行のカラム値の指定またはカラム値の条件の指定するた

めに使用されます。各関数の引数及び戻り値は構文図のしたにリストされ

ます。 

組み込み関数は以下のカテゴリーに分けられます： 

 文字列関数 

 数値関数 

 日付関数と時刻関数 

 システム関数 

4.1.1.  ABS 

目的 

数値の絶対値を返します。 
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構文 

ABS  ( number )

number   Double：絶対値を求める数値 

Return value  Double：numberの絶対値 

説明 

数値の絶対値を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例  

 使用例 戻り値は 3.14000000000000e+012 になります： 

ABS(-3.14E12) 

関連関数 

SIGN 

4.1.2.  ACOS 

目的 

アークコサインの値を返します。 

構文 

ACOS  ( number )

 

number   Double：アークコサインを求める数値 
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Return value  Double：numberのアークコサイン 

説明 

数値のアークコサインを倍精度浮動小数点数で返します。数値の引数は0
～πラジアンの範囲になります。 

使用例  

 使用例  戻り値は1.04719755119660e+000になります： 

ACOS(0.5) 

関連関数 

ASIN COSH SINH 

ATAN COT TAN 

ATAN2 DEGREES TANH 

COS SIN RADIANS 

4.1.3.  ADD_DAYS 

目的 

日付に日数を加えます。 

構文 

ADD_DAYS  ( date, number )

 

date   Date：日数を加える日付 

number   Integer：日付に加える日数 

Return value  Date：dateにnumberを加えた結果の日付 
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説明 

日付に日数を加えた結果の日付を返します。負数の日数を与えることもで

きます。 

使用例  

 使用例1  日付1999-03-01を返します： 

ADD_DAYS('1999-02-24', 5) 

 使用例2  日付2000-02-29を返します： 

ADD_DAYS('2000-02-24', 5) 

関連関数 

ADD_MONTHS 

ADD_YEARS 

ADD_HOURS 

ADD_MINS 

ADD_SECS 

4.1.4.  ADD_HOURS 

目的 

時刻に時間を加えます。 
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構文 

ADD_HOURS  ( time, number )

 

time   Time：時間を加える時刻 

number   Integer：時刻に加える時間数 

Return value  Time：timeにnumberを加えた結果の時刻 

説明 

時刻に時間数を加えた結果の時刻を返します。負数の時間数を与えること

もできます。 

使用例  

 使用例1  時刻20：11：12を返します： 

ADD_HOURS('10:11:12', 10) 

 使用例2  時刻22：11：12を返します： 

ADD_HOURS('10:11:12', -12) 

関連関数 

ADD_DAYS 

ADD_MONTHS 

ADD_YEARS 

ADD_MINS 

ADD_SECS 
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4.1.5.  ADD_MINS 

目的 

時刻に分を加えます。 

構文 

ADD_MINS  ( time, number )

 

time   Time：分を加える時刻 

number   Integer：時刻に加える分数 

Return value  Time：timeにnumberを加えた結果の時刻 

説明 

時刻に分数を加えた結果の時刻を返します。負数の分数を与えることもで

きます。 

使用例  

 使用例1  時刻10：21：12を返します： 

ADD_MINS('10:11:12', 10) 

 使用例2  時刻09：59：12 を返します： 

ADD_MINS('10:11:12', -12) 
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関連関数 

ADD_DAYS 

ADD_MONTHS 

ADD_YEARS 

ADD_HOURS 

ADD_SECS 

4.1.6.  ADD_MONTHS 

目的 

日付に月数を加えます。 

構文 

ADD_MONTHS  ( date, number )

 

date   Date：月数を加える日付 

number   Integer：日付に加える月数 

Return value  Date：dateにnumberを加えた結果の日付 

説明 

日付に月数を加えた結果の日付を返します。負数の月数を与えることもで

きます。 
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使用例  

 使用例1 日付1999-07-24を返します： 

ADD_MONTHS('1999-02-24',5) 

 使用例2 日付2001-01-01を返します： 

ADD_MONTHS('2000-01-01',12) 

関連関数 

ADD_DAYS 

ADD_YEARS 

ADD_HOURS 

ADD_MINS 

ADD_SECS 

4.1.7.  ADD_SECS 

目的 

時刻に秒数を加えます。 

構文 

ADD_SECS  ( time, number )

 

time   Time：秒を加える時刻 

number   Integer：時刻に加える秒数 

Return value  Time：timeにnumberを加えた結果の時刻 
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説明 

時刻に秒数を加えた結果の時刻を返します。負数の秒数を与えることもで

きます。 

使用例  

 使用例1 時刻10：11：22を返します： 

ADD_SECS('10:11:12',10) 

 使用例2 時刻10：10：52を返します 

ADD_SECS('10:11:12', -20) 

関連関数 

ADD_DAYS 

ADD_MONTHS 

ADD_YEARS 

ADD_HOURS 

ADD_MINS 

4.1.8.  ADD_YEARS 

目的 

日付に年数を加えます。 

構文 

ADD_YEARS  ( date, number )

 

date   Date：年数を加える日付 
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number   Integer：日付に加える年数 

Return value  Date：dateにnumberを加えた日付 

説明 

日付に年数を加えた結果の日付を返します。負数の年数を与えることもで

きます。 

使用例  

 使用例1 日付2001-03-04を返します： 

ADD_YEARS('1999-03-04', 2) 

 使用例2 日付1995-02-28を返します： 

ADD_YEARS('2000-02-29', -5) 

関連関数 

ADD_DAYS 

ADD_MONTHS 

ADD_HOURS 

ADD_MINS 

ADD_SECS 

4.1.9.  ASCII 

目的 

先頭文字のASCIIコードを返します。 
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構文 

ASCII  ( string )

 

string String：先頭文字のASCIIコードを取得する文字列 

Return value  Integer：stringの先頭文字のASCIIコード 

説明 

ASCII関数は、文字列の先頭文字のASCIIコード値を返します。文字列が空

列のときは値0(NULL)が返されます。文字列を指定しないとエラーが返さ

れます。 

使用例  

 使用例1 "A"のASCIIコード65を返します： 

ASCII('A') 

 使用例2 同様に"A"のASCIIコード65を返します： 

ASCII('ABC') 

 使用例3 "a" の ASCII コード 97 を返します： 

ASCII('a') 

 使用例4 同様に "a" の ASCII コード 97 を返します： 

ASCII('abc') 

 使用例5 "1" の ASCII コード 49 を返します： 

ASCII('1') 

 使用例6 "!" の ASCII コード 33 を返します： 

ASCII('!') 
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関連関数 

CHAR 

4.1.10. ASIN 

目的 

アークサインの値を返します。 

構文 

ASIN  ( number )

 

number   Double：アークサインを求める数値 

Return value  Double：numberのアークサイン 

説明 

数値のアークサインを倍精度浮動小数点数値で返します。戻り値は、-π/2
～π/2の範囲になります。 

使用例  

 使用例 戻り値は 5.23598775598299e-001 になります： 

ASIN(0.5) 

関連関数 
ACOS COSH SINH 

ATAN COT TAN 

ATAN2 DEGREES TANH 

COS SIN RADIANS 
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4.1.11. ATAN 

目的 

アークタンジェントの値を返します。 

構文 

ATAN  ( number )

 

number   Double：アークタンジェントを求める数値 

Return value  Double：numberのアークタンジェント 

説明 

数値のアークタンジェントを倍精度浮動小数点数値で返します。戻り値

は、-π/2～π/2の範囲になります。 

使用例  

 使用例 戻り値は 4.63647609000806e-001 になります： 

ATAN(0.5) 

関連関数 

ACOS COSH SINH 

ASIN COT TAN 

ATAN2 DEGREES TANH 

COS SIN RADIANS 

 

 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 4-14 

4.1.12. ATAN2 

目的 

アークタンジェント x/y の値を返します。 

構文 

ATAN2  ( x, y )

 

x Double： アークタンジェント x/y の分子 

y Double：アークタンジェント x/y の分母 

Return value  Double：アークタンジェント x/y の値 

説明 

アークタンジェントx/yの値を倍精度浮動小数点数値で返します。戻り値は

-π～πの範囲になります。 

使用例  

 使用例  戻り値は 4.63647609000806e-001 になります： 

ATAN2(0.1, 0.2) 

関連関数 

ACOS COSH SINH 

ASIN COT TAN 

ATAN DEGREES TANH 

COS SIN RADIANS 
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4.1.13. ATOF 

目的 

ASCIIフォーマットの浮動小数点数を倍精度浮動小数点数に変換します。 

構文 

ATOF  ( string )

 

string   String：倍精度浮動小数点数に変換する文字列 

Return value  Double：stringの倍精度浮動小数点数値 

説明 

文字列の引数で表される数値の倍精度浮動小数点数値を返します。 

使用例  

 使用例1  "-12.34"の倍精度浮動小数点数値-1.23400000000000e+001 を返
します： 

ATOF('-12.34') 

 使用例2  "-12.34E34"の倍精度浮動小数点数値-1.23400000000000e+035 
を返します： 

ATOF('-12.34E34') 

関連関数 

FTOA 
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4.1.14. BLOBLEN 

目的 
BLOBLEN関数は入力BLOBデータ長を返します。BLOBLENはサイズが2GB
を超える場合でも、最大の (2GB-1)を返すので注意してください。

BLOBLENはCLOB、BLOB 、NCLOB 、FILE タイプのデータ長を取得しま

す。BLOBLENによってlong varchar、long varbinary、fileデータ型のオブジェ

クトのデータ長を取得することもできます。 

構文 

BLOBLEN ( blob )

 

object  Long varbinary：ソースBLOB 

Return value Integer：ソースBLOBデータの長さ 

説明 
BLOBデータの長さを返します。 

使用例  

 使用例 BLOB「content」のデータ長を返します： 

BLOBLEN(content) 

関連関数 

HIGHLIGHT 

HTMLHIGHLIGHT 

HITCOUNT 
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HTIPOS 

HTMLTITLE 

4.1.15. BLOBLENEX 

目的 

BLOBデータの長さを十進数で返します。 

構文 

BLOBLENEX ( blob )

 object  BLOB：ソース BLOB 

Return value Decimal：ソースBLOBデータの長さ 

説明 

BLOBLENEX 関数は入 力 BLOB デ ー タ 長 を Decimal 値 で 返 し ま す 。

BLOBLENEXでは CLOB、BLOB、NCLOB 、FILEオブジェクト型のデータ

長を取得できます。 BLOBLENEXはBLOBLENとは違い2GB以上でも正確な

BLOBサイズを返します。 

使用例  

 使用例 BLOB "content"のデータ長を返します. 

BLOBLENEX(content) 
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関連関数 

BLOBLEN 

4.1.16. CEILING 

目的 

指定した数値より大きいか等しい直近の整数値を返します。 

構文 

CEILING  ( number )

 

number Double： 直近の天井整数を求める数値 

Return value  Double：number以上の直近の整数値 

説明 

指定した数値より大きいか等しい直近の整数を倍精度浮動小数点数で返し

ます。 

使用例  

 使用例1 12.3より大きい次の整数1.30000000000000e+001を返します： 

CEILING(12.3) 

 使用例2 -12.3より大きい次の整数-1.20000000000000e+001を返します： 

CEILING(-12.3) 

関連関数 

FLOOR 
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FIX 

RND 

ROUND 

MODFI 

MODFM 

4.1.17. CHAR 

目的 

ASCIIコードの文字を返します。 

構文 

CHAR  ( number )

 

number   Integer：取得する文字のASCIIコード 

Return value String：ASCIIコードのnumberで表した文字 

説明 

CHAR関数は、数値で指定したASCIIコードの文字を返します。ASCIIコー

ドは0～255の範囲になければなりません。他の値はASCIIコードではなく、

不正または無効な値が返されます。数値の引数を指定しないとエラーにな

ります。 

使用例 

 使用例1 ASCIIコード65をもつ文字の文字列 "A" を返します： 

CHAR(65) 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 4-20 

 使用例2 ASCIIコード97をもつ文字の文字列 "a" を返します： 

CHAR(97) 

 使用例3 ASCIIコード49をもつ文字の文字列 "1" を返します： 

CHAR(49) 

 使用例4 ASCIIコード33をもつ文字の文字列 "!" を返します： 

CHAR(33) 

関連関数 

ASCII 

4.1.18. CHAR_LENGTH 

目的 

文字列にある文字の数を返します。 

構文 

CHAR_LENGTH  ( string _expression)

 

string   String：長さを取得する文字列 

Return value  Integer：stringにある文字の数 

説明 

文字列にある文字の数を返します。末尾の空白や文字列の端末文字は、除

外されます。文字列の引数を与えないと、エラーになります。 
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使用例  

 使用例1 数値「4」が返されます： 

SELECT CHAR_LENGTH(' abc   '); 

CHAR_LENGTH(' ABC   ')  

===========================  

           4 

関連関数 

CHARACTER_LENGTH 

LENGTH 

4.1.19. CHARACTER_LENGTH 

目的 

文字列にある文字の数を返します。 

構文 

CHARACTER_LENGTH ( string_expression )

 

string   String：長さを取得する文字列 

Return value  Integer： stringにある文字の数 

説明 

文字列にある文字の数を返します。末尾の空白や文字列の端末文字は、除

外されます。文字列の引数を与えないと、エラーになります。 
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使用例  

 使用例 数値「4」が返されます： 

SELECT CHARACTER_LENGTH(' abc   '); 

CHARACTER_LENGTH(' ABC   ')  

===========================  

           4 

関連関数 

CHAR_LENGTH 

LENGTH 

4.1.20. CHECKMEDIAFORMAT 

目的 

BLOB が指定のメディア･フォーマットと一致したものかをチェックします 

構文 

CHECKMEDIAFORMAT ( blob,media_format )

 

blob チェックを実行するカラム名 

Media format 文字列：メディア･フォーマットを指定します。サポー

トフォーマット：DOC、 XLS、PPT 、HTM 、 XML、
PDF 

Return value カラムにレコートがメディアフォーマットとマッチする

と正確です。 
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説明 

CHECKMEDIAFORMAT関数は、blob が指定のメディアフォーマットとマ

ッチするかをチェックします。 

使用例  

 使用例 blob カラムがDOC フォーマットとマッチするかをチェックしま
す： 

CHECKMEDIAFORMAT(wordcol, 'DOC') 

関連関数 

DOCTOTXT 

HTMTOTXT 

PDFTOTXT 

PPTTOTXT 

XLSTOTXT 

4.1.21. CONCAT 

目的 

二つの文字列を連結します。 

構文 

CONCAT  ( string1, string2 )

string1  String：連結した文字列の先頭に置かれる文字列  

string2  String：連結した文字列の末尾に置かれる文字列 
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Return value String：string1とstring2の連結文字列 

説明 

CONCAT関数は、文字列1と文字列2を連結した文字列を返します。文字列

1は連結した文字列の先頭に、文字列2は末尾に置かれます。両方の引数が

与えられないとエラーになります。 

引数がNULL値をもつときは、以下の文字列が返されます： 

 文字列1と文字列2が NULL のときは、NULL が返されます。 

 文字列1がNULLでなく文字列2がNULLのときは、文字列1が返されま

す。 

 文字列1がNULLで文字列2がNULLでないときは、文字列2が返されま

す。 

使用例  

 使用例1 文字列 "master plan" が返されます。最初の文字列の終わりにあ
る空白に注意してください： 

CONCAT('master ', 'plan') 

 使用例2 文字列 "mastermind" が返されます： 

CONCAT('master', 'mind') 

関連関数 

REPEAT 

SPACE 

4.1.22. COS 

目的 

コサインの値を返します。 
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構文 

COS  ( number )

 

number   Double： コサインを求める数値 

Return value  Double：numberのコサイン 

説明 

数値のコサインを返します。戻り値は、倍精度浮動小数点数のラジアンに

なります。 

使用例  

 使用例 戻り値は8.77582561890373e-001 になります： 

COS(0.5) 

関連関数 
ACOS COSH SINH 

ASIN COT TAN 

ATAN DEGREES TANH 

ATAN2 SIN RADIANS 

4.1.23. COSH 

目的 

ハイパーボリック・コサインの値を返します。 
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構文 

COSH  ( number )

 

number   Double：ハイパーボリックコサインを求める数値 

Return value  Double：numberのハイパーボリックコサイン 

説明 

数値のハイパーボリックコサインを返します。戻り値は、倍精度浮動小数

点数のラジアンになります。 

使用例  

 使用例 戻り値は1.12762596520638e+000 になります： 

COSH(0.5) 

関連関数 

ACOS COS SINH 

ASIN COT TAN 

ATAN DEGREES TANH 

ATAN2 SIN RADIANS 

4.1.24. COT 

目的 

コタンジェントの値を返します。 
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構文 

COT  ( number )

 

number   Double： コタンジェントを求める数値 

Return value  Double：numberのコタンジェント 

説明 

数値のコタンジェントを返します。戻り値は、倍精度浮動小数点数のラジ

アンになります。 

使用例  

 使用例 戻り値は1.83048772171245e+000 になります： 

COT(0.5) 

関連関数 

ACOS COS SINH 

ASIN COSH TAN 

ATAN DEGREES TANH 

ATAN2 SIN RADIANS 

4.1.25. CURDATE 

目的 

現在の日付を返します。 
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構文 

CURDATE  ( )

 

Return value  Date：現在の日付 

説明 

現在の日付を返します。 

使用例 

 使用例 現在の日付を返します： 

CURDATE() 

関連関数 

CURTIME 

CURRENT_DATE 

CURRENT_TIME 

CURRENT_TIMESTAMP 

NOW 

4.1.26. CURRENT_DATE 

目的 

現在の日付を返します。 
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構文 

CURRENT_DATE  ( )

 

Return value  Date：現在の日付 

説明 

DBMasterの初期設定日付出力フォーマットで、現在の日付を返します。 

使用例  

 使用例1 現在の日付を返します： 

insert into t1 values (CURRENT_DATE); 

select CURRENT_DATE; 

select c1 from t1 where c2 = CURRENT_DATE; 

 使用例2 下記の例では、CURRENT_TIME、CURRENT_DATE、
CURRENT_TIMESTAMP及び CURRENT_USERを一つのロウに挿入し、そ
の値を表してから当該値を更新します： 

insert into sql99t5 values (CURRENT_TIME, CURRENT_DATE, 
CURRENT_TIMESTAMP, CURRENT_USER); 

1 row inserted 

 

select CURRENT_TIME, CURRENT_DATE, CURRENT_TIMESTAMP, CURRENT_USER; 

 

CURRENT_TIME   CURRENT_D*    CURRENT_TIMESTAMP         URRENT_USER   

============= ===========   ===================   ===================  

16:53:09      2001-09-26    2001-09-26 16:53:09   SYSADM          

 

update sql99t5 set c1 = cast(CURRENT_TIMESTAMP as char(20)),  
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                   c2 = CURRENT_DATE, 

                   c3 = CURRENT_TIME,  

                   c4 = CURRENT_TIMESTAMP where c1 = CURRENT_USER; 

1 row updated 

関連関数 

CURRENT_TIME 

CURRENT_TIMESTAMP 

CURTIME 

CURDATE 

NOW 

4.1.27. CURRENT_TIME 

目的 

現在の時刻を返します。 

構文 

CURRENT_TIME

 

Return value  TIME：現在の時刻 

説明 

DBMasterの初期設定時刻出力フォーマットで、現在の日付を返します。 
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使用例 

 使用例1 現在の時刻を返します： 

insert into t1 values (CURRENT_TIME); 

select CURRENT_TIME; 

select c1 from t1 where c2 = CURRENT_TIME; 

 使用例2 下記の例では、CURRENT_TIME、CURRENT_DATE、
CURRENT_TIMESTAMP及び CURRENT_USERを一つのロウに挿入し、そ
の値を表してから当該値を更新します。 

insert into sql99t5 values (CURRENT_TIME,CURRENT_DATE,CURRENT_TIMESTAMP, 
CURRENT_USER); 

1 row inserted 

 

select CURRENT_TIME, CURRENT_DATE, CURRENT_TIMESTAMP, CURRENT_USER; 

 

CURRENT_TIME  CURRENT_D*   CURRENT_TIMESTAMP          CURRENT_USER       

============= ========== =====================      ==================  

16:53:09      2001-09-26 2001-09-26 16:53:09        SYSADM                

 

update sql99t5 set c1 = cast(CURRENT_TIMESTAMP as char(20)),  

                   c2 = CURRENT_DATE, 

                   c3 = CURRENT_TIME,  

                   c4 = CURRENT_TIMESTAMP where c1 = CURRENT_USER; 

1 row updated 

関連関数 

CURRENT_DATE 

CURRENT_TIMESTAMP 

CURDATE 

CURTIME 
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NOW 

4.1.28. CURRENT_TIMESTAMP 

目的 

現在の日付と時刻を返します。 

構文 

CURRENT_TIMESTAMP

 

Return value  TIMESTAMP：現在のタイムスタンプ 

説明 

DBMasterの初期設定タイムスタンプ出力フォーマットで、現在の日付と時

刻を返します。 

使用例 

 使用例1 現在のタイムスタンプを返します： 

insert into t1 values (CURRENT_TIMESTAMP); 

select CURRENT_TIMESTAMP; 

select c1 from t1 where c2 = CURRENT_TIMESTAMP; 

 使用例2 下記の例では、CURRENT_TIME、CURRENT_DATE、
CURRENT_TIMESTAMP及び CURRENT_USERを一つのロウに挿入し、そ
の値を表してから当該値を更新します： 

insert into sql99t5 values (CURRENT_TIME,CURRENT_DATE,CURRENT_TIMESTAMP, 
CURRENT_USER); 

1 row inserted 
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select CURRENT_TIME, CURRENT_DATE, CURRENT_TIMESTAMP, CURRENT_USER; 

 

CURRENT_TIME   CURRENT_D*   CURRENT_TIMESTAMP           CURRENT_USER    

============= ========== =======================      =================  

16:53:09      2001-09-26 2001-09-26 16:53:09          SYSADM             

 

update sql99t5 set c1 = cast(CURRENT_TIMESTAMP as char(20)),  

                   c2 = CURRENT_DATE, 

                   c3 = CURRENT_TIME,  

                   c4 = CURRENT_TIMESTAMP where c1 = CURRENT_USER; 

1 row updated 

関連関数 

CURRENT_DATE 

CURRENT_TIME 

CURDATE 

CURTIME 

NOW 

4.1.29. CURRENT_USER 

目的 

DBMasterに現在接続しているユーザーを返します。 
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構文 

CURRENT_USER

 

Return value  USER：現在のユーザー 

説明 

DBMasterに現在接続しているユーザーを返します。 

使用例  

 使用例1 現在のユーザーを返します： 

insert into t1 values (CURRENT_USER); 

select CURRENT_USER; 

select c1 from t1 where c2 = CURRENT_USER; 

 使用例2 下記の例では、CURRENT_TIME、CURRENT_DATE、
CURRENT_TIMESTAMP及び CURRENT_USERを一つのロウに挿入し、そ
の値を表してから当該値を更新します： 

insert into sql99t5 values (CURRENT_TIME,CURRENT_DATE,CURRENT_TIMESTAMP, 
CURRENT_USER); 

1 row inserted 

 

select CURRENT_TIME, CURRENT_DATE, CURRENT_TIMESTAMP, CURRENT_USER; 

 

CURRENT_TIME  CURRENT_D*   CURRENT_TIMESTAMP        CURRENT_USER          

============= ========== =======================  ==================  

16:53:09      2001-09-26 2001-09-26 16:53:09      SYSADM                        

 

update sql99t5 set c1 = cast(CURRENT_TIMESTAMP as char(20)),  
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                   c2 = CURRENT_DATE, 

                   c3 = CURRENT_TIME,  

                   c4 = CURRENT_TIMESTAMP where c1 = CURRENT_USER; 

1 row updated 

関連関数 

SESSION_USER 

USER 

4.1.30. CURTIME 

目的 

現在の時刻を返します。 

構文 

CURTIME  ( )

 

Return value  Time：現在の時刻 

説明 

現在の時刻を返します。 

使用例  

 使用例 現在の時刻を返します： 

CURTIME() 

関連関数 

CURDATE 
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CURRENT_DATE 

CURRENT_TIME 

CURRENT_TIMESTAMP 

NOW 

4.1.31. DATABASE 

目的 

現在のセッションに接続されているデータベースの名前を返します。 

構文 

DATABASE  ( )

 

Return value String：接続されているデータベースの名前 

説明 

現在接続されているデータベースの名前を返します。別の方法としては、

ODBCプログラムでSQL_CURRENT_QUALIFIER接続オプションを付けて 
SQLGetConnectOptionを呼び出してデータベース名を取得することができ

ます。 

使用例  

 使用例 現在接続されているデータベースの名前を返します： 

DATABASE() 

関連関数 

USER 
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CURRENT_USER 

SESSION_USER 

4.1.32. DATEPART 

目的 

タイムスタンプの中の日付を返します。 

構文 

DATEPART  ( timestamp )

 

timestamp  Timestamp：日付を取り出すタイムスタンプ 

Return value  Date：タイムスタンプ の中の日付 

説明 

タイムスタンプの中の日付を返します。 

使用例  

 使用例 日付部分1999-08-07を返します： 

DATEPART('1999-08-07 10:11:12.123')  

関連関数 

TIMEPART 
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4.1.33. DAYNAME 

目的 

日付の曜日名を返します。 

構文 

DAYNAME  ( date )

 

date   Date：曜日名を求める日付 

Return value  String：dateの曜日名 

説明 

日付の曜日の名前をデータソース固有の文字列（例、Sunday、Monday、
…、Saturday）で返します。 

使用例 

 使用例 土曜日の文字列"Saturday"を返します： 

DAYNAME('1999-12-25') 

関連関数 

DAYOFWEEK 

MONTHNAME 

4.1.34. DAYOFMONTH 

目的 

日付の中の日を整数で返します。 
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構文 

DAYOFMONTH  ( date )

 

date   Date：日を求める日付 

Return value  Integer：dateの中の日 

説明 

日付の中の日を整数値 (1-31) で返します。 

使用例 

 使用例 日付の中の日の整数値23を返します： 

DAYOFMONTH('1999-01-23') 

関連関数 

DAYOFWEEK 

DAYOFYEAR 

4.1.35. DAYOFWEEK 

目的 

日付の曜日を整数で返します。 
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構文 

DAYOFWEEK  ( date )

 

date   Date：曜日を求める日付 

Return value  Integer：dateの曜日名 

説明 

日付の曜日を整数で返します。曜日の整数は、1が日曜日、2が月曜日、

… 、7が土曜日です。 

使用例 

 使用例1 水曜日の整数値3を返します： 

DAYOFWEEK('2000-02-29')  

 使用例2 金曜日の整数値6を返します： 

DAYOFWEEK('2000-03-03') 

関連関数 

DAYOFMONTH 

DAYOFYEAR 

DAYNAME 

4.1.36. DAYOFYEAR 

目的 

日付に対応する年初からの日数を返します。 
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構文 

DAYOFYEAR  ( date )

date   Date：年初から日数を求める日付 

Return value  Integer：一年間の年初からの日数 

説明 

日付に対応する年初からの日数を整数値1-366で返します。366は閏年の最

後の日のときだけ返されます。 

使用例 

 使用例1 整数値31を返します： 

DAYOFYEAR('1999-01-31') 

 使用例2 整数値365を返します： 

DAYOFYEAR('1999-12-31') 

関連関数 

DAYOFMONTH 

DAYOFWEEK 

QUARTER 

WEEK 

4.1.37. DAYS_BETWEEN 

目的 

二つの日付の間の日数を返します。 
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構文 

DAYS_BETWEEN  ( date1, date2 )

 

date1 Date：日数を計算する二つの日付の第一の日付 

date2 Date：日数を計算する二つの日付の第二の日付 

Return value  Integer：date1とdate2の間の日数 

説明 

二つの日付の間の日数を返します。date1はdate2の前でも後でもかまいませ

ん。 

使用例 

 使用例1 日付の間の日数31を返します： 

DAYS_BETWEEN('1999-01-15', '1999-02-15') 

 使用例2 日付の間の日数31を返します： 

DAYS_BETWEEN('1999-02-15', '1999-01-15') 

関連関数 

SECS_BETWEEN 

TIMESTAMPDIFF 

4.1.38. DEGREES 

目的 

角度をラジアンから度に変換します。 
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構文 

DEGREES  ( radians )

radians  Date：度に変換するラジアンの数値 

Return value Double：radiansの度数 

説明 

ラジアンの角度を度に変換し倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例 180度の近似値1.79908747671078e+002を返します： 

DEGREES(3.14) 

関連関数 

RADIANS 

4.1.39. DOCTOTXT 

目的 

Wordドキュメントを一時的なBLOB に変換します。 

構文 
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COS  ( number )

 

Blob  テキストに変換するカラム名 
Return value blobがテキストに変換可能であれば一時BLOBはNCLOBで
  返されます。 

説明 

DOCTOTXT関数はMicrosoft WordドキュメントをUnicodeのBlobテキストを

含む一時BLOBに変換します。一時BlobまたはNULLが返されます。

DBMasterの最新版でのUDFはoffice 2007- 2010バージョンをサポートしてい

ます。 

使用例 

 使用例 "memo"カラムをテキストに変換します： 

DOCTOTXT(memo) 

関連関数 

CHECKMEDIAFORMAT 

HTMTOTXT 

PDFTOTXT 

PPTTOTXT 

XLSTOTXT 

4.1.40. EXISTSNODE 

目的 

指定ノードの有無のチェックに使われます。 
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構文 

EXISTSNODE(XMLdata, xpath- expression, namespaces)

Xmldata   問い合わせるxml 内容 

xpath-expression  xmldata問い合わせに使用します 

Namespaces  xpath-expressionに使用されるnamespaceをオプション

   で指定します  

Returnvalue v  NCLOBで結果を順番に並べる 

説明 

existsNode関数は指定したノードが存在するかをチェックします。 

使用例 

 使用例 existsnode XML UDFを使用して索引を作成します： 

create index idx1 on t1 (existsnode(c1, '/order/items/item/@product', 
NULL)); 

4.1.41. EXP 

目的 

x の指数 ex の値を返します。 
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構文 

EXP  ( x )

 

x   Double：自然対数(e)のべき乗にする数値 

Return value  Double：自然対数(e)のx乗の値 

説明 

x の指数ex
の値を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例  e1=eの値2.71828182845905e+000を返します： 

EXP(1) 

関連関数 

LOG 

LOG10 

POW 

4.1.42. EXTRACT 

目的 

EXTRACT関数は複数、単一、ゼロの値を返します。 
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構文 

EXTRACT ()

Return value  UDF：UDF結果の値は複数、単一、ゼロになります 

説明 

複数、単一、ゼロの値を返します。asc/desc と一意索引を使用できません。 

使用例 

 使用例  extract XML UDFを使用して索引を作成します： 

create index idx1 on t1 (extract(c1, '/order/items/item/@product', 
NULL)) 

関連関数 

LOG 

LOG10 

POW 
 

4.1.43. EXTRACTVALUE 

目的 

単一、ゼロの値を返します。asc/descと一意索引が使用可能です。 
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構文 

EXTRACTVALUE ()

 

Return value  UDF：単一、ゼロのUDF結果の値になります。複

   数の値にはなりません 

説明 

単一、ゼロの値を返します。asc/descと一意索引を使用可能です。 

使用例 

 使用例  extractValue XML UDFを使用して索引を作成します： 

create index idx2 on t1 (extractValue(c1, '/order/items/item/@product', 
NULL)) 

関連関数 

LOG 

LOG10 

POW 

4.1.44. FILEEXIST 

目的 

ファイル・オブジェクトが物理的に存在するかどうかをチェックします。 
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構文 

FILEEXIST  ( fileobject )

 

Fileobject  File：存在をチェックするファイル・オブジェクト 

Return value Integer：ファイルの存在、非存在を示す論理値 

説明 

ファイル・オブジェクトが物理的に存在するかどうかをチェックします。

ファイルが存在する場合は1、存在しない場合は0が返されます。 

使用例 

 使用例1 ファイルが存在することを示す1を返します： 

FILEEXIST(file_column) 

 使用例2 ファイルが存在しないことを示す0を返します： 

FILEEXIST(nofile_column) 

関連関数 

FILENAME 

FILELEN 

4.1.45. FILELEN 

目的 

ファイル・オブジェクトのファイル・サイズを返します。 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 4-50 

構文 

FILELEN  ( fileobject )

 

fileobject                File：サイズを求めるファイル・オブジェクト 

Return value Integer：ファイルのバイト数 

説明 

ファイル・オブジェクトのサイズを返します。最大で2G-1、2Gを超える場

合も同様の結果になります。ファイル・オブジェクトの引数は、FILEデー

タ型のカラムでなければなりません。 

使用例 

 使用例  ファイルのサイズが211バイトとすると、整数211を返します： 

FILELEN(file_column) 

関連関数 

FILEEXIST 

FILENAME 

4.1.46. FILELENEX 

目的 

ファイルオブジェクトのサイズを十進数の値として返します。 
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構文 

FILELEN  ( fileobject )

 fileobject File：長さを表示するファイル 

Return value Decimal：バイト単位でファイル長 

説明 

FILELENEX関数はファイルオブジェクトのサイズを十進数の値として返し

ます。fileobject 引数はデータベース内のFILE型のカラムでなければなりま

せん。FOs ≥2Gの場合でも正しいサイズが返されます。 

使用例 

 使用例 ファイルのサイズが211バイトとすると、整数211を返します： 

FILELENEX(file_column) 

関連関数 

FILEEXIST 

FILENAME 

4.1.47. FILENAME 

目的 

ファイル・オブジェクトのファイル名を返します。 
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構文 

FILENAME  ( fileobject )

 

fileobject                File：ファイル名を求めるファイルオブジェクト 

Return value String：ファイル名 

説明 

ファイル・オブジェクトの名前を文字列で返します。ファイル・オブジェ

クトの引数は、FILEデータ型のカラムでなければなりません。 

使用例 

 使用例 例えばファイル名C：\PATH\MYFILE.FILを返します： 

FILENAME(file_column) 

関連関数 

FILEEXIST 

FILELEN 

4.1.48. FIX 

目的 

実数の整数部分を返します。 
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構文 

FIX  ( number )

 

number   Double：関数でこの値の整数部分を戻ります 

Return value  Bigint：numberの整数部分 

説明 

実数の整数部分を整数値で返します。 

使用例 

 使用例1 整数11を返します： 

FIX(11.99) 

 使用例2 整数12を返します： 

FIX(12.01) 

 使用例3 整数–11を返します： 

FIX(-11.99) 

 使用例4 整数–12を返します： 

FIX(-12.01)  

関連関数 

CEILING 

FLOOR 

MODFI 

MODFM 
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RND 

ROUND 

4.1.49. FLOOR 

目的 

指定した数値より小さいか等しい直近の整数を返します。 

構文 

FLOOR  ( number )

number   Double：関数は当該値より小さい最大の整数を戻

   ります 

Return value  Double：numberの整数 

説明 

数値より小さいか等しい直近の整数を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例1  直近の整数値1.20000000000000e+001を返します： 

FLOOR(12.01) 

 使用例2  直近の整数値1.10000000000000e+001を返します： 

FLOOR(11.99) 

 使用例3  直近の整数値-1.20000000000000e+001を返します： 

FLOOR(-11.99) 
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 使用例4  直近の整数値-1.30000000000000e+001を返します： 

FLOOR(-12.01)  

関連関数 

CEILING 

FIX 

MODFI 

MODFM 

RND 

ROUND 

4.1.50. FREXPE 

目的 

数値に対して、number=X×2n
を満たすn を返します。 

構文 

FREXPE  ( number )

 

number Double： number=X×2n を満たすnを求める数値 

Return value Integer： number=X×2n
の等式を満たすn 

説明 

number=X×2n
の等式を満たす整数 n を返します。Xは0.5=<▕ Ｘ▏ =<1の範囲

の値です。 
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使用例 

 使用例  整数3を返します。Xが0.5 ≤▕ Ｘ▏ ≤ 1の範囲内で4.0=X×2n
を満た

すnは3でなければならないことを意味します： 

FREXPE(4.0) 

関連関数 

FREXPM 

LDEXP 

4.1.51. FREXPM 

目的 

数値に対して、number=X×2n
を満たすXを返します。 

構文 

FREXPM  ( number )

 

number Double： number=X×2n
を満たすXを求める数値 

Return value  Double： number=X×2n
の等式を満たすX 

説明 

number=X×2n
の等式を満たすXを返します。Xは0.5 ≤▕ Ｘ▏ ≤ 1の範囲の値

です。 
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使用例 

 使用例 5.00000000000000e-001を返します；numberが4.0でnが整数のとき
は、Xは0.5つまり5.00000000000000e-001でなければなりません： 

FREXPM(4.0)  

関連関数 

FREXPE 

LDEXP 

4.1.52. FTOA 

目的 

指定した数値と小数点以下の桁数をもつ数値文字列を返します。 

構文 

FTOA  ( number, digits, format )

 

number   Double：文字列に変換する数値 

digits   Integer： 小数点以下の桁数 

format   String： 戻り値のフォーマット 

Return value String：指定した小数点以下の桁数とフォーマット

の数値文字列 

説明 

指定した小数点以下の桁数をもつ数値の文字列を返します。digitsは小数点

以下の桁数を指定し、formatは通常の10進数フォーマットか指数フォーマ

ットかを指定します。 
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フォーマットは"f"、"F"、"e"、"E"で指定します。"f"と"F"は10進数フォーマ

ット、例えば桁数を2とすると123.45のような文字列を返します。"e"と"E"
は指数フォーマット、例えば1.23e+02のような文字列を返します。指数フ

ォーマットの数値は、10進数フォーマットと同じ数値に変換されます。 

使用例 

 使用例1 文字列"123.46"を返します： 

FTOA(123.456789, 2, 'f') 

 使用例2 文字列"1.23e+02"を返します： 

FTOA(123.456789, 2, 'e') 

関連関数 

ATOF 

4.1.53. HIGHLIGHT 

目的 

ソース内で探索したテキストの前後にタグを付けて強調します。 

構文 

HIGHLIGHT  ( text, BoolPatn, sensitive, PreTag, EndTag  )

text   CLOB：ソーステキスト 

BoolPatn Char：強調するテキストのパターンまたはパター

ン論理式 

sensitive Integer：大文字小文字の区別、1は区別し0は区別

しない 
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PreTag Char：パターンの前に付けるタグ、NULLはタグを

付けないことを示す 

EndTag Char：パターンの後に付けるタグ、NULLはタグを

付けないことを示す 

Return value NCBLOB：強調パターンで変更されたソーステキ

スト 

説明 

パターンにマッチした全てのテキストの前後に前タグ／後タグを付けて強

調し、変更されたソーステキストを返します。 

最大10000 (MaxTagSpace) バイトまでタグを付けることができます。論理演

算子 [ &, |, !, (, ) ] がパターンの中にあるときは、全ての個々のパターンに

タグが付けられます。ただし、! (NOT) パターンは付けられません。入力

テキストはCLOB、file、charまたはmediaタイプにされることができます。 

入力したテキストのタイプはXMLTYPEである場合、HIGHLIGHT関数によ

って、エラー6536が戻されます。この場合には、関数PURETEXTをコール

することによって、XMLTYPEのデータを NCLOBタイプのデータに変換し

て、その後に条件にマッチするパターンをハイライトします。 

使用例 

 使用例1 下記の例では、変更された後のファイルを示します。ファイル
の"Intel"と"AMD"にそれぞれ前タグ"<<"と後タグ">>"が付けれます： 

SELECT highlight(content,'Intel | AMD',0,'<<','>>') FROM news WHERE 
content MATCH 'Intel| AMD' 

 使用例2 下記の例では、変更された後のファイルを示します。ファイル
の"dbmaster"に前タグ"<<"と後タグ">>"が付けれます： 

CREATE TABLE tpdf(c1 serial, c2 pdffiletype) 

SELECT highlight(c2,'dbmaster',0,'<','>') FROM tpdf 
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 使用例3 下記の例では、変更された後のファイルを示します。ファイル
の"dbmaster"に前タグ"<<"と後タグ">>"が付けれます： 

CREATE TABLE txml(c1 serial,c2 xmltype) 

SELECT highlight(puretext(c2), 'dbmaster',0,'<','>') FROM txml  

関連関数 

HTMLHIGHLIGHT 

HITCOUNT 

HITPOS 

HTMLTITLE 

BLOBLEN 

4.1.54. HITCOUNT 

目的 

ソース・テキスト内に見つかったパターンの個数をカウントします。 

構文 

HITCOUNT  ( text , BoolPatn, sensitive  )
 

text   Long varchar：ソース・テキスト 

BoolPatn Char：個数をカウントするパターンまたはパター

ン論理式 

sensitive Integer：大文字小文字の区別、1は区別し0は区別

しない 

Return value Integer：ソース・テキスト内のパターンの個数 
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説明 

ソース・テキスト内のパターンの個数を返します。 

パターン論理式のカウント規則は下記のようになります： 

 a AND b ： min(count(a), count(b)) 

 a OR  b ： count(a) + count(b) 

 NOT a  ： count = 0 

使用例 

 使用例 ソースデータ"content"内で見つかった"target"の個数を返します。
大文字と小文字は区別しません： 

HITCOUNT(content, "target", 0) 

関連関数 

HIGHLIGHT 

HTIPOS 

HTMLTITLE 

HTMLHIGHLIGHT 

BLOBLEN 

4.1.55. HITPOS 

目的 

HITPOS関数はnth
パターンがソーステキストにある位置を戻すことに使用

されます。 
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構文 

HITPOS ( text, BoolPatn, sensitive, n , RetType  )

 

text   Long varchar：ソース・テキスト 

BoolPatn Char：位置情報を取得するパターンまたはパター

ン論理式 

sensitive Integer：大文字小文字の区別、1は区別し0は区別

しない 

n   Integer：ソーステキスト内のnth
番目のパターン 

RetType   Char：以下の位置タイプ： 

0：先頭からのオフセット(初期設定の設定) 

1：末尾からのオフセット 

2：パターンの長さ 

3：バイナリオフセット (先頭からは上位24ビッ

ト、末尾からは下位8ビット) 

Return value Integer：ソーステキスト内のnth
番目のパターンの位

置情報。nth
番目のパターンがないときは0 

説明 

HITPOS関数はnth
パターンがソーステキストにある位置を戻すことに使用

されます。この戻されたオフセットは先頭からのオフセット、末尾からの

オフセット、パタンの長さ、開始オフセット（24ビットを上回る）、

BINARYまたはエンドオフセット（8ビットを下回る）が可能です。オフセ

ットは1から始まります。 
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使用例 

 使用例 ソース・テキストを"a b A c" とすると、以下の例は5、3、5、7を
返します： 

HITPOS(src,'A',   1, 1, 0) = 5  ('A') 

HITPOS(src,'A&B' 0, 2, 0) = 3  ('b') 

HITPOS(src,'a|b|c', 0, 3, 0) = 5  ('A') 

HITPOS(src,'!a&c' 0, 1, 0) = 7  ('c') 

関連関数 

HIGHLIGHT 

HTICOUNT 

HTMLTITLE 

HTMLHIGHLIGHT 

BLOBLEN 

4.1.56. HMS 

目的 

指定した時・分・秒の時刻を返します。 

構文 

HMS  ( hours, minutes, seconds )

 

hours   Integer：時刻の時成分 

minutes   Integer：時刻の分成分 

seconds   Integer：時刻の秒成分 
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Return value Time：時・分・秒の時刻 

説明 

Timeフォーマットの時刻を返します。時は0～23で与えます。時は24時間

形式です。12時間形式のAMおよびPMの時刻を与えることはできません。

分は0～59で与えます。秒は0～59で与えます。 

使用例 

 使用例1 時刻10:11:12を返します。10:11:12AMの時刻です： 

HMS(10, 11, 12) 

 使用例2 時刻22:11:12を返します。10:11:12PMの時刻です： 

HMS(22, 11, 12) 

関連関数 

MDY 

HOUR 

MINUTE 

SECOND 

4.1.57. HOUR 

目的 

時刻の中の時部分を返します。 
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構文 

HOUR  ( time )

 

time   Time：時部分を求める時刻 

Return value  Integer：時刻 の中の時 

説明 

時刻の中の時を24時間形式の整数0～23で返します。 

使用例 

 使用例1 10時の整数10を返します： 

HOUR('10:11:12') 

 使用例2 22時の整数22を返します： 

HOUR('PM 10:11:12')  

関連関数 

MINUTE 

SECOND 

HMS 

4.1.58. HTMLHIGHLIGHT 

目的 

HTMLファイル内のパターンを引用形にして強調します。HTML文書構造

は壊しません。 
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構文 

HTMLHIGHLIGHT ( text, BoolPatn, sensitive, PreTag, EndTag  )

 

text   Long varchar：ソース・テキスト 

BoolPatn Char：強調するパターンまたはパターン論理式  

sensitive Integer：大文字小文字の区別、1 は区別し 0 は区別

しない  

PreTag Char：パターンの前に付けるタグ、NULLはタグを

付けないことを示す 

EndTag Char：パターンの後に付けるタグ、NULLはタグを

付けないことを示す 

Return value  BLOB：強調パターンで変更されたテキスト 

説明 

マッチした全てのテキスト・パターンの前後に前タグと後タグを付けて強

調し、変更されたソース・テキストを返します。 

最大10000 (MaxTagSpace) バイトまでタグを付けることができます。論理演

算子 [ &, |, !, (, ) ] がパターンの中にあるときは、全ての個々のパターンに

タグが付けられます。ただし、! (NOT) パターンには付けられません。入

力テキストは、 long varchar、 file、charタイプにすることができます。

HTMLタグ内の内容 (コメントを含む) は強調しません。全てのHTMLタグ 
(コメントを含む) は空白とみなされます。例えばパターンを "DBMaster 
License" とすると、HTML データ "DBMaster<br>License" は強調されます。

しかし HTML データ "<B>DBM</B>aker" は "DBMaster" パターンにマッチ

しません。<BODY> 以降のデータだけが強調されます。 
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使用例 

 使用例 contentの全ての"Intel"と"AMD"に前タグ"<<"と後タグ">>"を付け
て強調したテキストを返します： 

HTMLHIGHLIGHT(content、'Intel | AMD',0,'<<','>>') 

関連関数 

HIGHLIGHT 

HITCOUNT 

HITPOS 

HTMLTITLE 

BLOBLEN 

4.1.59. HTMLTITLE 

目的 

ソースHTMLデータのタイトル ( HTMLタグ"<title>"と"</title>"の間にあるテ

キスト) を見つけます。 

構文 

HTMLTITLE( object )

 

object  Long varbinary：ソースHTMLデータ 

Return value Varchar：ソースHTMLデータのタイトル 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 4-68 

説明 

ソースHTMLデータのタイトル・テキストを返します。 

使用例 

 使用例 ソースHTMLデータ"htmlFile"のタイトル文字列を返します： 

HTMLTITLE(htmlFile) 

関連関数 

HIGHLIGHT 

HITCOUNT 

HTIPOS 

HTMLHIGHLIGHT 

BLOBLEN 

4.1.60. HTMTOTXT 

目的 

htmlドキュメントを一時的なBLOB に変換します。 

構文 

HTMTOTXT  (blob )

Blob   テキストに変換するカラム名 
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Return value  BLOBがテキストに変換可能であればCLOB型の一

   時BLOB 

説明 

HTMTOTXT関数はhtmlドキュメントをBLOBローカルコードを含む一時

BLOBへの変換に使用します。 

使用例 

 使用例 カラム"memo"をテキストに変換します。 

HTMTOTXT(memo) 

 

関連関数 

CHECKMEDIAFORMAT 

DOCTOTXT 

PDFTOTXT 

PPTTOTXT 

XLSTOTXT 

4.1.61. HYPOT 

目的 

直角三角形の斜辺の長さを返します。 
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構文 

HYPOT  ( x, y )

 

x Double：直角三角形の底辺の長さ 

y Double：直角三角形の高さ 

Return value Double：直角三角形の斜辺の長さ 

説明 

直角三角形の斜辺の長さを倍精度浮動小数点数で返します。直角三角形の

斜辺の長さzは、z2=x2+y2 (ピタゴラスの定理) から計算します。 

使用例 

 使用例 直角三角形の斜辺の長さ5を返します： 

HYPOT(3,4) 

4.1.62. INSERT 

目的 

文字列の中の部分文字列を別の文字列で置き換えます。文字列を挿入する

だけにすることもできます。 
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構文 

INSERT  ( string1, start, length, string2 )

string1   String：挿入または置き換えの対象文字列 

start Integer：string1にstring2を挿入する場所 

length   Integer：string1で置き換える文字列の長さ 

string2   String：string1に挿入する文字列  

Return value String：string1にstring2を挿入した結果 

説明 

INSERT関数は、string1の開始位置から長さの文字をstring2によって置き換

えた文字列を返します。string1の開始位置はstring2の先頭文字が置かれる位

置です。長さを0にすると、置き換えずにstring2を挿入します。全ての引数

が与えられないとエラーになります。 

文字列がNULL値の場合または数値が異常の場合、関数が返す文字列は以

下の規則で決められます： 

 string1がNULLのときは、NULLを返します。 

 開始位置、長さ、string2のどれかがNULLのときは、string1を返しま

す。 

 開始位置、長さのどれかが0以下のときは、string1を返します。 

 開始位置がstring1の長さより大きいときは、string1を返します。 

使用例 

 使用例1 文字列"Good ng!"を返します： 

INSERT('morning!', 1, 5, 'Good ') 
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 使用例2 文字列"Good morning!"を返します： 

INSERT('Good ', 6, 8, 'morning!') 

 使用例3 文字列"Good night!"を返します： 

INSERT('Good morning!', 6, 7, 'night') 

 使用例4 文字列"Good morning, sir. Here is your coffee."を返します： 

INSERT('Good morning! Here is your coffee.', 13, 1, ', sir.') 

関連関数 

REPLACE 

4.1.63. INVDATE 

目的 

正しい日付かどうかをチェックします。 

構文 

INVDATE  ( date )

 

date   Date： 正しさをチェックする日付 

Return value Integer：日付が正しいかどうかを示す整数 

説明 

引数の日付が正しいかどうかをチェックします。戻り値は以下のようにな

ります： 

 1 不正な日付 (例、 日付の範囲外) 

 0 正しい日付 (例、 '0001-01-01' ～ '9999-12-31') 

 -1不定の日付 (例、 NULL 値) 
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使用例 

 使用例 正しい日付なので0を返します： 

INVDATE('2000-01-01') 

関連関数 

INVTIME 

INVTIMESTAMP 

4.1.64. INVTIME 

目的 

正しい時刻かどうかをチェックします。 

構文 

INVTIME  ( time )

 

time   Time：正しさをチェックする時刻 

Return value Integer：時刻が正しいかどうかを示す整数 

説明 

引数の時刻が正しいかどうかをチェックします。戻り値は以下のようにな

ります： 

 1不正な時刻 (例、 時刻の範囲外) 

 0正しい時刻 (例、 '00：00：00'  ～ '24：00：00' ) 

 -1不定の時刻 (例、 NULL 値) 
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使用例 

 使用例 正しい時刻なので 0 を返します： 

INVTIME('01:01:01') 

関連関数 

INVDATE 

INVTIMESTAMP 

4.1.65. INVTIMESTAMP 

目的 

正しいタイムスタンプかどうかをチェックします。 

構文 

INVTIMESTAMP  ( timestamp )

timestamp  Timestamp：正しさをチェックするタイムスタンプ  

Return value Integer：タイムスタンプが正しいかどうかを示す

整数 

説明 

引数のタイムスタンプが正しいかどうかをチェックします。戻り値は以下

のようになります： 

 1 不正なタイムスタンプ (例、 タイムスタンプの範囲外) 

 0 正しいタイムスタンプ (例、 '00：00：00'  ～ '24：00：00' ) 

 -1不定のタイムスタンプ (例、 NULL 値) 
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使用例 

 使用例 正しいタイムスタンプなので0を返します： 

INVTIMESTAMP('1999-08-07 10:11:12.123' ) 

関連関数 

INVTIME 

INVDATE 

4.1.66. LAST_DAY 

目的 

日付の月末の日付を返します。 

構文 

LAST_DAY  ( date )

 

date   Date：月末の日付を求める日付 

Return value  Date：指定したdateの月末の日付 

説明 

指定した日付の月末の日付を返します。 

使用例 

 使用例1 2月の月末日'1996-02-29'を返します： 

LAST_DAY('1996-02-08') 
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 使用例2 12月の月末日'2002-12-31'を返します： 

LAST_DAY('2002-12-25') 

関連関数 

NEXT_DAY 

4.1.67. LCASE 

目的 

小文字の文字列に変換します。 

構文 

LCASE  ( string )

 

string   String：小文字に変換するテキスト 

Return value  String：string を小文字に変換したテキスト 

説明 

LCASE関数は、全ての大文字を小文字に変換します。数値や記号は変換さ

れません。文字列がNULL のときは、NULL値が返されます。文字列の引

数を与えないとエラーになります。 

使用例 

 使用例1 文字列"abcdef"を返します： 

LCASE('ABCdef') 

 使用例2 文字列"abc123"を返します： 

LCASE('ABC123') 
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 使用例3 文字列"abc@#$"を返します： 

LCASE('ABC@#$') 

関連関数 

LOWER 

UCASE 

UPPER 

4.1.68. LDEXP 

目的 

xとn からx×2n
を計算します。 

構文 

LDEXP  ( x, n )

 

x   Double：x×2n
のマンティッサx 

n Integer：x×2n
の指数n 

Return value  Double：x×2n
の結果の数値  

説明 

x×2n
の結果の数値を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

使用例 
420.58 ×= の結果を8.00000000000000e+000で返します： 

LDEXP(0.5, 4) 
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関連関数 

FREXPE 

FREXPM 

4.1.69. LEFT 

目的 

文字列の左 (先頭) から取り出した文字列を返します。 

構文 

LEFT  ( string,count )

 

string   String：文字列を取り出す文字列 

count   Integer：取り出す文字数 

Return value String：stringの左から取り出したcount数の文字列 

説明 

LEFT関数は、文字列の先頭から指定カウントの文字列を取り出して返しま

す。カウントが0以下のときはNULL値が返されます。全ての引数が指定さ

れていないとエラーになります。 

使用例 

 使用例 4文字の文字列"Good"を返します： 

LEFT('Good morning!', 4) 

関連関数 

LTRIM 
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RIGHT 

SUBSTRING 

4.1.70. LENGTH 

目的 

文字列の長さ(文字数)を返します。 

構文 

LENGTH  ( string )

 

string   String：長さを求める文字列 

Return value  Integer：stringの長さ(文字数) 

説明 

LENGTH関数は文字列の長さを返します。文字列の後ろの空白文字や終了

文字は長さに含まれません。文字列の引数が無いとエラーになります。 

使用例 

 使用例 文字列の長さ13を返します： 

LENGTH('Good morning!   ') 

関連関数 

CHAR_LENGTH 

CHARACTER_LENGTH 
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4.1.71. LOCATE 

目的 

文字列の中にある文字列を探索し見つけた位置を返します。 

構文 

LOCATE  ( string_exp1,  string_exp2, 1 )

 

string1 String：探索する文字列 

string2 String：探索の対象になる文字列 

start Integer：string2の探索開始位置 

Return value Integer：string2の中のstring1の位置 

説明 

LOCATE関数は、string2の中にあるstring1の最初の出現の開始位置を返しま

す。指定した探索位置からstring1の最初の出現を探索します。探索位置を1
にすると、string2の最初から探索します。string1がstring2に無いときは0が
返されます。文字列がNULL値の場合または探索位置が異常の場合、関数

が返す値は以下の規則で決められます： 

 string1がNULLのときは、NULLを返します。 

 string2または探索位置がNULLのときは、0を返します。 

 探索位置が0以下のときは、1桁目から探索します。 

 探索位置がstring2の長さ＋1より大きいときは、0を返します。 
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使用例 

 使用例1 4を返します： 

LOCATE('def', 'abcdefghi', 1) 

 使用例2 0を返します： 

LOCATE('def', 'abcdefghi', 5) 

 使用例3 4を返します： 

LOCATE('def', 'abcdefghi', 4) 

 使用例4 4を返します： 

LOCATE('def', 'abcdefghi', -1) 

 使用例5 0を返します： 

LOCATE('def', 'abcdefghi', 10) 

関連関数 

POSITION 

SUBSTRING 

4.1.72. LOG 

目的 

x の自然対数を計算します。 

構文 

LOG  ( x )

 

x   Double：自然対数を求める値 
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Return value  Double：「x」の自然対数 

説明 

xの自然対数を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例 1.00000000000000e+000を返します： 

LOG(2.71828182845905e+000)  

関連関数 

EXP 

LOG10 

POW 

4.1.73. LOG10 

目的 

xの10を底とする対数を計算します。 

構文 

LOG10  ( x )

 

x Double：10を底とする対数を求める数値 

Return value  Double：10を底とするxの対数 

説明 

xの10を底とする対数を倍精度浮動小数点数で返します。 
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使用例 

 使用例 2を返します： 

LOG10(100) 

関連関数 

EXP 

LOG 

POW 

4.1.74. LOWER 

目的 

小文字の文字列に変換します。 

構文 

LOWER  ( string_expression )

 

string_expression   String：小文字に変換するテキスト 

Return value   String：string_expressionを小文字に変換したテキスト 

説明 

LCASEと同様の働きをします。小文字の文字列に変換します。 

使用例 

 使用例 
SELECT LOWER('ABCDEF'); 
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LOWER('ABCDEF') 

================ 

abcdef 

関連関数 

LCASE 

UCASE 

UPPER 

4.1.75. LTRIM 

目的 

文字列の先頭にある空白文字を削除します。 

構文 

LTRIM  ( string )

 

string   String：先頭にある空白文字を削除する文字列 

Return value  String：空白文字を削除した文字列 

説明 

LTRIM関数は、文字列の引数の先頭にある空白文字を削除した文字列を返

します。引数を指定しないとエラーになります。 

使用例 

 使用例 文字列"Good morning!"を返します： 

LTRIM('   Good morning!') 
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関連関数 

LEFT 

RTRIM 

SUBSTRING 

TRIM 

4.1.76. MDY 

目的 

月・日・年の日付を返します。 

構文 

MDY  ( month, day, year )

 

month   Integer：日付の月 

day   Integer：日付の日 

year   Integer：日付の年 

Return value Date：month、day、yearから構成した日付フォーマ

ットの日付 

説明 

月・日・年で指定した日付を現在の日付フォーマットで返します。月は0
～12で与えます。日は0～31で与えます。年は0001～9999で与えます。 
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使用例 

 使用例1 現在の日付フォーマットをyyyy-mm-ddと設定していると、1996-
02-08を返します： 

MDY(2,8,1996) 

 使用例2 現在の日付フォーマットをmm/dd/yyyyと設定していると、
02/08/2001を返します： 

MDY(2,8,2001) 

関連関数 

HMS 

DAYOFMONTH 

MONTH 

YEAR 

4.1.77. MINUTE 

目的 

時刻の中の分を返します。 

構文 

MINUTE  ( time )

 

time   Time：分を求める時刻 

Return value  Integer：時刻 の中の分 
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説明 

時刻の中の分を0～59の整数で返します。 

使用例 

 使用例 分の整数11を返します： 

MINUTE('10:11:12') 

関連関数 

HOUR 

SECOND 

HMS 

4.1.78. MOD 

目的 

割り算の余りを計算します。 

構文 

MOD  ( x, y )

 

x   Double：被除数 

y   Double：除数 

Return value  Double：除算の余り 

説明 

xをyで割り算した余りを倍精度浮動小数点数で返します。 
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使用例 

 使用例 割り算の余り2.00000000000000e+000を返します： 

MOD(17, 3) 

関連関数 

LDEXP 

4.1.79. MODFI 

目的 

実数の整数部分を返します。 

構文 

MODFI  ( number )

number   Double：整数部分を求める実数 

Return value  Double：number の整数部分 

説明 

実数の整数部分を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例1 整数部分3.00000000000000e+000を返します： 

MODFI(3.1415926535897936) 

 使用例2 整数部分-3.00000000000000e+000を返します： 

MODFI(-3.1415926535897936) 
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関連関数 

CEILING 

FIX 

FLOOR 

MODFM 

RND 

ROUND 

4.1.80. MODFM 

目的 

実数の小数部分を返します。 

構文 

MODFM  (number )

 

number   Double：小数部分を求める実数 

Return value  Double：number の小数部分 

説明 

実数の小数部分を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例1 小数部分1.41592653589790e-001を返します： 

MODFM(3.1415926535897936) 
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 使用例2 小数部分-1.41592653589790e-001を返します： 

MODFM(-3.1415926535897936) 

関連関数 

CEILING 

FIX 

FLOOR 

MODFI 

RND 

ROUND 

4.1.81. MONTH 

目的 

日付の中の月を返します。 

構文 

MONTH  ( date )

 

date   Date：月を求める日付 

Return value  Integer：dateの中の月 

説明 

日付の中の月を1～12の整数で返します。 
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使用例 

 使用例 月の整数2を返します： 

MONTH('1996-02-29') 

関連関数 

DAYOFMONTH 

QUARTER 

YEAR 

WEEK 

4.1.82. MONTHNAME 

目的 

日付の月の名前を返します。 

構文 

MONTHNAME  ( date )

date   Date：月の名前を求める日付 

Return value  String：dateの月の名前 

説明 

日付の月の名前をデータソース固有の文字列（例、 JAN、FEB、…、

DEC）で返します。日付の引数が無効のときはエラーが返されます。 
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使用例 

 使用例1 2月の名前"FEB"を返します： 

MONTHNAME('1996-02-29') 

関連関数 

DAYNAME 

4.1.83. NEXT_DAY 

目的 

指定した日付より後の次の指定した曜日の日付を返します。 

構文 

NEXT_DAY  ( date, weekday )

date   Date：次の指定した曜日の日付を求める日付 

weekday   String：日付を求める曜日 

Return value  Date：dateより後の次のweekdayの日付 

説明 

指定した日付より後の次の指定した曜日の日付を返します。曜日の引数

は、（Monday、Tuesday、…、Sunday）または短縮形（Mon、Tue、…、

Sun）で指定します。曜日の大文字と小文字は区別しません。 

使用例 

 使用例1 次の月曜日の日付1996-03-04を返します： 

NEXT_DAY('1996-02-29', 'Monday') 
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 使用例2 次の火曜日の日付1996-03-05を返します： 

NEXT_DAY('1996-02-29', 'Tuesday') 

関連関数 

LAST_DAY 

4.1.84. NOW 

目的 

現在の日付と時刻のタイムスタンプを返します。 

構文 

NOW  ( )

 

Return value  Timestamp：現在の日付と時刻 

説明 

現在の日付と時刻をタイムスタンプの値として返します。 

関連関数 

CURDATE 

CURTIME 

CURRENT_DATE 

CURRENT_TIME 

CURRENT_TIMESTAMP 
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4.1.85. PDFTOTXT 

目的 

pdfドキュメントを一時的なBLOB に変換します。 

構文 

PDFTOTXT  (blob )

 

Blob テキストに変換するカラム名 

Return value BLOBが変換可能な場合、一時BLOBはNCLOBで表

示され ます 

説明 

PDFTOTXT関数はPDFドキュメントをUnicodeのテキストBLOBを含む一時

BLOBへの変換に使用されます。一時BLOBまたはNULLを返します。

DBMasterはPDFの1.2、1.3、1.4、1.5、1.6と1.7をサポートすることを注意し

てください。 

使用例 

 使用例 カラム"memo"をテキストに変換します： 

PDFTOTXT(memo) 

関連関数 

CHECKMEDIAFORMAT 

DOCTOTXT 

HTMTOTXT 
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PPTTOTXT 

XLSTOTXT 

4.1.86. PI 

目的 

πの定数を返します。 

構文 

PI  (  )

 

Return value   Decimal：πの値 

説明 

πの値3.1415926535897936をDecimal（精度17、スケール16）データ型で返

します。 

4.1.87. POSITION 

目的 

文字列2の中にある文字列１を探索し見つけた位置を返します。 

構文 
 

POSITION  ( string_exp1 IN string_exp2 )  

 

string1 String: 位置を見つける文字列 

string2  String: 検索する文字列 
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Return value  Integer: string2にあるstring1の開始位置 
 

説明 

「 string2」にある「 string1」の最初の出現の開始位置を返します。

「 string2」が「 string2」にない場合、戻り値は0になります。文字列に

NULL値が含まれるかどうかを判断するために以下のルールを用います。 

 string1にNULL値がある場合、戻り値はNULL値になります。 

 string2或いは開始位置にNULL値がある場合、戻り値は0になります。 

使用例 

 使用例1 次のSQL文は「4」を返します： 

SELECT POSITION('abc' in 'defabcjlkjl'); 

POSITION('ABC' IN 'DEFABCJLKJL')  

================================  

              4 

 使用例2 次のSQL文は、「1」を返します：  

select position('abc' in 'abcdefghihj'); 

POSITION('ABC' IN 'ABCDEFGHIHJ')  

================================  

               1 

 使用例3 次のSQL文は、「0」を返します：  

select position('abc' in 'jlkjlkklj'); 

POSITION('ABC' IN 'JLKJLKKLJ')  

==============================  

               0 

関連関数 

SUBSTRING 
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LOCATE 

4.1.88. POW 

目的 

x y の値を返します。 

構文 

POW  ( x, y )

 

x   Double：x y
のx 

y   Double：x y
のy 

Return value  Double：x y
の値 

説明 

x y
の値を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例 値8.00000000000000e+000を返します： 

POW(2, 3) 

関連関数 

EXP 

LOG 

LOG10 

 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 4-98 

4.1.89. PPTTOTXT 

目的 

PowerPointドキュメントを一時的なBLOB に変換します。 

構文 

PPTTOTXT  (blob )

Blob    テキストに変換するカラム名 

Return value  テキストに変換可能な場合、一時BLOBはNCLOB
 で表示されます 

説明 

PPTTOTXT関数はMicrosoft PowerPointドキュメントをUnicodeのBlobのテキ

ストを含む一時BLOBに変換します。一時BlobまたはNULLを返します。

DBMasterの最新バージョンのUDFはoffice 2007- 2010バージョンをサポート

します。 

使用例 

 使用例 "memo"カラムをテキストに変換します： 

PPTTOTXT(memo)  

関連関数 

CHECKMEDIAFORMAT 

DOCTOTXT 

HTMTOTXT 

PDFTOTXT 
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XLSTOTXT 

4.1.90. PURETEXT 

目的 

blobを一時的なBLOB に変換します 

構文 

PURETEXT (blob)

 Blob   テキストに変換するカラム名 

Return value  テキストに変換可能な場合一時BLOBはNCLOBで
 表示されます 

説明 

PURETEXT関数はBLOBをUnicodeのBlobテキストを含む一時BLOBに変換し

ます。 

Media型カラム、text converter使用のドメインでPURETEXTを使用するとき

text converter関数を呼び出します。 

使用例 

 使用例 "memo"カラムをテキストに変換します： 

PURETOTXT(memo) 

関連関数 

SUBBLOB 

SUBBLOBTOBIN 
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SUBBLOBTOCHAR 

4.1.91. QUARTER 

目的 

日付の四半期の整数を返します。 

構文 

QUARTER  ( date )

 

date   Date：四半期を求める日付 

Return value  Integer：dateの四半期の整数 

説明 

日付の四半期の整数1～4を返します。1は1月1日～3月31日の第一四半期を

表します。 

使用例 

 使用例 第一四半期の1を返します： 

QUARTER('2002-01-20') 

関連関数 

DAYOFMONTH 

MONTH 

WEEK 

YEAR 
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4.1.92. RADIANS 

目的 

角度の度をラジアンに変換します。 

構文 

RADIANS  ( degrees )

 

degrees   Double：ラジアンに変換する度数 

Return value  Double：degreesをラジアンに変換した数値 

説明 

度数を変換したラジアンの数値を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例 180度のラジアンの値3.14159265358979e+000を返します： 

RADIANS(180) 

関連関数 

DEGREES 

4.1.93. RAND 

目的 

乱数を返します。 
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構文 

RAND  ( )

 

Return value   Integer：乱数 

説明 

整数の乱数を返します。 

関連関数 

RND 

ROUND 

4.1.94. REPEAT 

目的 

文字列を指定した回数だけ繰り返します。 

構文 

REPEAT  ( string, count )

string   String：繰り返される文字列 

count   Integer：stringを繰り返す回数 

Return value String：stringをcountの回数繰り返した文字列 
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説明 

REPEAT関数は、指定した文字列を指定した回数繰り返した文字列を返し

ます。文字列の引数がNULLまたは空列のときは以下の規則に従います： 

 文字列または カウントが NULL のときは、 NULL が返されます。 

 文字列が空列であるかカウントが0以下のときは、空列が返されます。 

 全ての引数を指定しないとエラーになります。 

使用例 

 使用例1 文字列"Good morning! Good morning! "を返します： 

REPEAT('Good morning! ', 2) 

 使用例2 文字列"Zzzz Zzzz Zzzz Zzzz "を返します： 

REPEAT('Zzzz ', 4) 

関連関数 

CONCAT 

SPACE 

4.1.95. REPLACE 

目的 

文字列内の指定した文字列の全ての出現を別の文字列で置き換えます。 
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構文 

REPLACE  ( string1, string2, string3 )

 

string1   String：置き換え対象の文字列 

string2   String：置き換えられる文字列 

string3   String：置き換える文字列 

Return value String：string1内の全てのstring2の出現をstring3で置

き換えた文字列 

説明 

REPLACE関数は、文字列1内の全ての文字列2の出現を文字列3で置き換え

ます。文字列の引数がNULLまたは空列(長さが0)のときは以下の規則に従

います：  

 string1がNULLのときは、NULLが返されます。 

 string2またはstring3がNULLのときは、string1が返されます。 

 string2が空列のときは、string1が返されます。 

使用例 

 使用例1 文字列"Good evening! Good evening!"を返します： 

REPLACE('Good morning! Good morning!', 'morning', 'evening') 

 使用例2 文字列"Goodbye Dave."を返します： 

REPLACE('Hello, Dave.', 'Hello,', 'Goodbye') 

関連関数 

INSERT 
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4.1.96. RIGHT 

目的 

文字列の右側 (末尾) の文字列を返します。 

構文 

RIGHT ( string, count)

 

string   String：文字列を取り出す文字列 

count   Integer：取り出す文字の個数 

Return value String：stringの右側からcount個の文字を取り出し

た文字列 

説明 

RIGHT関数は、文字列の末尾からカウント個の文字を取り出した文字列を

返します。カウントが0以下のときは、NULL値が返されます。全ての引数

を指定しないとエラーになります。 

使用例 

 使用例 文字列"morning!  "を返します： 

RIGHT('Good morning!  ', 10) 

注 使用例の関数引数と戻り値には、感嘆符 (!) の後に2個の空白がありま

す。 

関連関数 

LEFT 

RTRIM 
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SUBSTRING 

4.1.97. RND 

目的 

数値を四捨五入して整数に丸めます。 

構文 

RND  ( number )

 

number   Double：四捨五入して丸める数値 

Return value  Bigint：numberを四捨五入して丸めた整数 

説明 

数値を四捨五入して整数に丸めます。 

使用例 

 使用例1 四捨五入して丸めた整数12を返します： 

RND(12.01) 

 使用例2 四捨五入して丸めた整数12を返します： 

RND(12.49) 

 使用例3 四捨五入して丸めた整数13を返します： 

RND(12.50) 

 使用例4 四捨五入して丸めた整数13を返します： 

RND(12.99) 
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関連関数 

CEILING 

FIX 

FLOOR 

MODFI 

MODFM 

ROUND 

4.1.98. ROUND 

目的 

decimal_places引数により四捨五入して丸めた数値戻します。 

構文 

ROUND ( number,decimal_places)

 
number   Double：四捨五入して丸めた数値 

decimal_places  Integer：小数点以降の桁数に丸め 

Return value  Bigint：numberを四捨五入して丸めた整数 

説明 

ROUND関数はdecimal_places引数により四捨五入して丸めた数値を戻しま

す。decimal_places引数は負数であっても構いませんが、整数でなければな

りません。 

ROUND関数の丸め規則が以下のようになります。 
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 decimal_places引数が省略された場合、ROUND関数は当該数値を小数点

以降のゼロ桁数に丸めます。 

 decimal_places引数が0より大きい場合、ROUND関数は小数点の桁右側

の値を丸めます。 

 decimal_places引数が0である場合、ROUND関数は当該数値を最も整数

に近くの値に丸めます。 

 decimal_places引数が0より小さい場合、ROUND関数は小数点の桁左の

値を丸めます。 

使用例 

 使用例1 下記の例では、124を戻します： 

ROUND(123.56) 

 使用例2 下記の例では、37.2690000000000000000を戻します： 

ROUND(37.269412, 3) 

 使用例3 下記の例では、125.3611000000000000000を戻します： 

ROUND(125.361080, 4) 

 使用例4 下記の例では、8912341.0000000000000000000を戻します： 

ROUND(8912341.123456, 0) 

 使用例5 下記の例では、1234600.0000000000000000000を戻します： 

ROUND(1234591.123450, -2) 

注 Round関数の戻り値のタイプは10進数（38,19）であるので、dmsqlでは、

小数点の右側の19桁を表示しています。 

関連関数 

CEILING 

FIX 

FLOOR 
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MODFI 

MODFM 

RND 

4.1.99. RTRIM 

目的 

文字列の末尾の空白を削除します。 

構文 

RTRIM  ( string)

 

string   String：末尾の空白を削除する文字列 

Return value  String：末尾の空白を削除した文字列 

説明 

RTRIM関数は、末尾の空白を削除した文字列を返します。文字列の引数を

与えないとエラーになります。 

使用例 

 使用例 文字列"Good morning!"を返します： 

RTRIM('Good morning!  ') 

注 使用例の関数引数には、感嘆符(!)の後に2個の空白があります。 

関連関数 

LTRIM 
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RIGHT 

SUBSTRING 

TRIM 

4.1.100. SECOND 

目的 

時刻の中の秒を返します。 

構文 

SECOND  ( time )

 

time   Time：秒を求める時刻 

Return value  Integer：timeの中の秒 

説明 

時刻の中の秒を整数値0～59で返します。 

使用例 

 使用例 秒の整数12を返します： 

SECOND('10:11:12') 

関連関数 

HOUR 

MINUTE 

HMS 
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4.1.101. SECS_BETWEEN 

目的 

二つの時刻の間の秒数を返します。 

構文 

SECS_BETWEEN  ( time1, time2 )

 

time1 Time：時刻間の秒数を計算する第一の時刻 

time2 Time：時刻間の秒数を計算する第二の時刻 

Return value  Integer：time1とtime2の間の秒数 

説明 

二つの時刻の間の秒数を返します。time1の引数はtime2の引数の前でも後

でもかまいません。 

使用例 

 使用例 秒数36000を返します： 

SECS_BETWEEN('10:10:10', '20:10:10') 

関連関数 

DAYS_BETWEEN 

TIMESTAMPDIFF 

4.1.102. SESSION_USER 
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目的 

DBMasterに接続している現在のユーザーを返します。 

構文 

SESSION_USER

 

Return value  現在のセッションのユーザー 

説明 

SESSION_USER関数はDBMasterに接続している現在のユーザーを返しま

す。 

使用例 

 使用例 現在のセッションユーザーを返します： 

INSERT INTO t1 VALUES (SESSION_USER); 

SELECT SESSION_USER; 

SELECT c1 FROM t1 WHERE c2 = SESSION_USER; 

関連関数 

CURRENT_USER 

USER 

4.1.103. SIGN 

目的 

数値の符号(＋/－)を判定します。 



 1 関数 4 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 4-113 

構文 

SIGN  ( number )

 

number   Double：符号を判定する数値 

Return value  Integer：numberの符号を表す値 

説明 

数値の符号を表す整数値を返します。正符号ならば+1、ゼロならば0、負

符号ならば-1が返されます。 

使用例 

 使用例1 正符号の1を返します： 

SIGN(12.3) 

 使用例2 ゼロの0を返します： 

SIGN(0) 

 使用例3 負符号の-1を返します： 

SIGN(-12.3) 

関連関数 

ABS 

4.1.104. SIN 

目的 

サインの値を返します。 
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構文 

SIN  ( number )

 

number   Double：サインを求める数値 

Return value  Double：number のサイン 

説明 

ラジアンで表した数値のサインを倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例 4.79425538604203e-001 を返します： 

SIN(0.5) 

関連関数 
ACOS COS SINH 

ASIN COSH TAN 

ATAN COT TANH 

ATAN2 DEGREES RADIANS 

4.1.105. SINH 

目的 

ハイパーボリック・サインの値を返します。 
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構文 

SINH  ( number )

 

number   Double：ハイパーボリック・サインを求める数値 

Return value  Double：number のハイパーボリックサイン 

説明 

ラジアンで表した数値のハイパーボリックサインを倍精度浮動小数点数で

返します。 

使用例 

 使用例 5.21095305493747e-001 を返します： 

SINH(0.5) 

関連関数 

ACOS COS SIN 

ASIN COSH TAN 

ATAN COT TANH 

ATAN2 DEGREES RADIANS 

4.1.106. SPACE 

目的 

指定した個数のスペースをもつ空白文字列を作成します。 
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構文 

SPACE  ( count )

 

count  Integer：スペースの個数 

Return value String：count個のスペースをもつ文字列 

説明 

SPACE関数は、指定した個数のスペースからなる文字列を返します。カウ

ントが0以下のときはNULLが返されます。 

使用例 

 使用例1 3個のスペースの文字列"   "を返します： 

SPACE(3) 

 使用例2 文字列"   Good morning!"を返します： 

CONCAT(SPACE(3), 'Good morning!') 

注 戻り値の前には3個のスペースがあります。 

関連関数 

CONCAT 

REPEAT 

4.1.107. SQRT 

目的 

数値の平方根を計算します。 
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構文 

SQRT  ( x )

 

x   Double：平方根を計算する数値 

Return value  Double：xの平方根 

説明 

xの平方根を倍精度浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例 平方根1.30000000000000e+001を返します： 

SQRT(169)  

関連関数 

EXP 

4.1.108. STRTOINT 

目的 

文字列を整数に変換します。 

構文 

STRTOINT  ( string )
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string   String：数値に変換する文字列 

Return value  Bigint：stringを変換した整数の値 

説明 

STRTOINT関数は文字列を整数に変換します。文字列の引数がNULLのと

きは、NULLが返されます。文字列の引数が整数に変換できないときは、

エラーが返されます。 

使用例 

 使用例 整数1234を返します： 

STRTOINT('1234') 

関連関数 

FIX 

4.1.109. SUBBLOB 

目的 

BLOBのデータを取り出し、一時的なBLOB(LONG VARBINARY)としてパッ

ケージします。 

構文 

SUBBLOB  ( blob, start, length )

 

blob BLOB(LONG VARBINARY、 LONG VARCHAR、

FILE)：データを取り出すオブジェクト 

start   Integer：blobデータの取り出し開始位置 



 1 関数 4 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 4-119 

length   Integer：取り出すバイト数 

Return value Long Varbinary： blobから取り出した一時的な 
LONG VARBINARYオブジェクト 

説明 

blobのstartからlengthバイトを取り出して導出した一時的なBLOBを返しま

す。BLOBのバイト位置は1からカウントします。引数がNULLまたは0のと

きは、以下の規則に従います： 

 blob がNULL のときは、NULLが返されます。 

 startまたはlengthがNULLのときは、blob全体が一時的な BLOB として返

されます。 

 start< 0またはlength< 0のときは、NULLが返されます。 

 start > blobの長さのときは、NULLが返されます。 

 lengthが0のときは、空列の一時的な BLOB が返されます。 

使用例 

 使用例 Data BLOBの1001バイトから1100バイトまでを取り出した一時
BLOBを返します： 

SUBBLOB(Data, 1001, 100) 

関連関数 

SUBBLOBTOBIN 

SUBBLOBTOCHAR 

4.1.110. SUBBLOBTOBIN 

目的 

BLOBのデータを取り出しBINARY(3992) データ型として返します。 
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構文 

SUBBLOBTOBIN(string,start,length)

 

blob  BLOB (LONG VARBINARY、LONG VARCHAR、FILE)：デ

  ータを取り出すBLOB 

start  Integer：blobのデータを取り出す開始位置 

length  Integer：取り出すデータのバイト数 

Return value Binary：blobから取り出されたデータ 

説明 

blobのstartからlengthバイト取り出して導出されたBinaryデータを返します。

BLOBのバイト位置は1からカウントします。引数がNULLまたは0のとき

は、以下の規則に従います： 

 blobがNULLのときは、NULLが返されます。 

 startまたはlengthがNULLのときは、blob全体がBinaryデータとして返さ

れます。 

 start<0またはlength<0のときは、NULLが返されます。 

 start>blobのlengthのときは、NULLが返されます。 

 lengthが0のときは、空列が返されます。 

使用例 

 使用例 Data BLOB の1001バイトから1100バイトまでのデータを取り出し 
BINARYとして返します： 

SUBBLOBTOBIN(Data, 1001, 100) 
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関連関数 

SUBBLOB 

SUBBLOBTOCHAR 

4.1.111. SUBBLOBTOCHAR 

目的 

BLOBのデータを取り出しVARCHAR(3992)として返します。 

構文 

SUBBLOBTOCHAR  ( blob, start,length )

 

blob BLOB (LONG VARBINARY、LONG VARCHAR、FILE)：デ

ータを取り出すBLOB 

start  Integer：blobのデータを取り出す開始位置 

length  Integer：取り出すデータのバイト数 

Return value String：blobから取り出したデータの文字列 

説明 

blobのstartからlengthバイト取り出して導出された文字列データを返しま

す。BLOBのバイト位置は1からカウントします。引数がNULLまたは0のと

きは、以下の規則に従います： 

 blobがNULL のときは、NULL が返されます。 

 startまたはlengthがNULLのときは、blob全体が文字列データとして返さ

れます。 
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 start<0またはlength < 0のときは、NULLが返されます。 

 開始位置 > blobのlengthのときは、NULLが返されます。 

 lengthが0のときは、空列が返されます。 

使用例 

 使用例 Data BLOBの1001バイトから1100バイトまでのデータを取り出し
文字列として返します： 

SUBBLOBTOCHAR(Data, 1001, 100) 

関連関数 

SUBBLOB 

SUBBLOBTOBIN 

4.1.112. SUBSTRING 

目的 

文字列の中から部分文字列を取り出します。 

構文 

SUBSTRING  ( string,start,length )

 

string   String：部分文字列を取り出す文字列 

start   Integer：部分文字列の取り出し開始位置 

length   Integer：取り出す文字数 

Return value  String：stringから取り出された部分文字列 
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説明 

SUBSTRING関数は、stringのstartからlengthのみ取り出した部分文字列を返

します。文字列の位置は1からカウントします。引数がNULLまたは0のと

きは、以下の規則に従います： 

 stringがNULLのときは、NULLが返されます。 

 startまたはlengthが NULL のときは、stringと同じデータが返されます。 

 start<0またはlength< 0のときは、NULLが返されます。 

 start≥stringのlengthのときは、NULLが返されます。 

 lengthが0のときは、空列が返されます。 

使用例 

 使用例 文字列"morning"を返します： 

SUBSTRING('Good morning!', 6, 7) 

関連関数 

LEFT 

LOCATE 

LTRIM 

RIGHT 

RTRIM 

TRIM 

4.1.113. TAN 

目的 

タンジェントの値を返します。 
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構文 

TAN  ( number )

 

number   Double：タンジェントの値を求める数値 

Return value  Double：numberのタンジェント 

説明 

ラジアンで表された数値のタンジェントの値を倍精度浮動小数点数で返し

ます。 

使用例 

 使用例 5.46302489843790e-001を返します： 

TAN(0.5)  

関連関数 

ACOS COS SIN 

ASIN COSH SINH 

ATAN COT TANH 

ATAN2 DEGREES RADIANS 

4.1.114. TANH 

目的 

ハイパーボリック・タンジェントの値を返します。 
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構文 

TANH  ( number )

 

number  Double：ハイパーボリックタンジェントの値を求める数値 

Return value Double：numberのハイパーボリック・タンジェント 

説明 

ラジアンで表された数値のハイパーボリック・タンジェントの値を倍精度

浮動小数点数で返します。 

使用例 

 使用例 4.62117157260010e-001を返します： 

TANH(0.5)  

関連関数 

ACOS COS SIN 

ASIN COSH SINH 

ATAN COT TAN 

ATAN2 DEGREES RADIANS 

4.1.115. TIMEPART 

目的 

タイムスタンプの中の時刻を返します。 
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構文 

TIMEPART  ( timestamp )

 

timestamp  Timestamp：時刻を取り出すタイムスタンプ 

Return value  Time：timestampの中の時刻 

説明 

タイムスタンプの中の時刻を返します。 

使用例 

 使用例 時刻10:11:12を返します。 

TIMEPART('1996-02-29 10:11:12.123') 

関連関数 

DATEPART 

4.1.116. TIMESTAMPADD 

目的 

指定した単位の単位数をタイムスタンプの時刻または日付に加えます。 

構文 

TIMESTAMPADD  ( interval,number,timestamp )

 

interval   String：加える単位 
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number   Integer：加える数値 

timestamp  Timestamp：numberを加えるタイムスタンプ 

Return value  Timestamp：timestamp＋interval×numberの結果 

説明 

指定した単位の単位数を加えたタイムスタンプを返します。 

 

単位 (ODBC プログラムの指定) 単位数 

"f" (SQL_TSI_FRAC_SECOND) 小数点以下の秒数 

"s" (SQL_TSI_SECOND) 秒数 

"m" (SQL_TSI_MINUTE) 分数 

"h" (SQL_TSI_HOUR) 時間数 

"D" (SQL_TSI_DAY) 日数 

"W" (SQL_TSI_WEEK) 週数 

"M" (SQL_TSI_MONTH) 月数 

"Q" (SQL_TSI_QUARTER) 四半期数 

"Y" (SQL_TSI_YEAR) 年数 

使用例 

 使用例 20 時間を加えたタイムスタンプ 1996-01-17 06:10:10 を返しま
す： 

TIMESTAMPADD('h',20,'1996-01-16 10:10:10')  

関連関数 

TIMESTAMPDIFF 
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4.1.117. TIMESTAMPDIFF 

目的 

二つのタイムスタンプの差を指定した単位で返します。 

構文 

TIMESTAMPDIFF  (interval,timestamp1, timestamp2 )

 

interval   String：タイムスタンプの差の単位 

timestamp1  Timestamp：差を求める第一タイムスタンプ 

timestamp2  Timestamp：差を求める第二タイムスタンプ 

Return value  Double：timestamp 2 - timestamp1 の結果 

説明 

タイムスタンプ2 - タイムスタンプ1の差の単位数を返します。戻り値が負

になることもあります。 

単位 (ODBC プログラムの指定) 単位数 

"f" (SQL_TSI_FRAC_SECOND) 小数点以下の秒数 

"s" (SQL_TSI_SECOND) 秒数 

"m" (SQL_TSI_MINUTE) 分数 

"h" (SQL_TSI_HOUR) 時間数 

"D" (SQL_TSI_DAY) 日数 

"W" (SQL_TSI_WEEK) 週数 

"M" (SQL_TSI_MONTH) 月数 

"Q" (SQL_TSI_QUARTER) 四半期数 

"Y" (SQL_TSI_YEAR) 年数 
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使用例 

 使用例 タイムスタンプの差を2.40000000000000e+001時間で返します： 

TIMESTAMPDIFF('h','1996-01-16 10:10:10', '1996-01-17 10:10:10')  

関連関数 

TIMESTAMPADD 

DAYS_BETWEEN 

SECS_BETWEEN 

4.1.118. TRIM 

目的 

文字列の先頭と末尾の文字を削除します。 

構文 

TRIM

FROM

LEADING

TRAILING

BOTH

trim_expr

( )trim_source

leading  trim_sourceの前のtrim_stringを削除する 

trailing  trim_sourceの後のtrim_stringを削除する 

both  trim_sourceの前後のtrim_stringを削除する 

何も選択しないと(leading, trailing, both)、トリム関数はtrim_sourceの前後の

trim_stringを削除します。 

trim_expr trim_sourceから削除するキャラクタです。  

この引数はコミットされると、トリム関数は trim_sourceから全ての

LEADING、TRAILINGスペースを削除します。  
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trim_source トリムする文字列。 

説明 

TRIM関数は、LTRIM関数とRTRIM関数をあわせたものです。複数の文字

を文字列1に指定することができます。各文字は有効なトリム文字として

見なされます。  

LEADING、TRAILING、BOTHオプションのいずれも指定しない場合、初

期設定のトリムオプションはBOTHです。初期設定の文字列1は、空白(' ')
です。文字列1が空の文字列('')の場合、戻り値は文字列2のままになりま

す。文字列2がNULLの場合、どのオプションと文字列1を使用したかに関

わらず、結果もNULLになります。以下の例で示したように、LENGTH関

数をTRIM関数と共に使用することができます。 

使用例 

 使用例1  
SELECT TRIM(both 'a' FROM 'aabcaa'); 

TRIM(BOTH 'A' FROM 'AABCAA')                            

==============================  

bc                                                                        

 使用例2  

SELECT TRIM(FROM 'aabcaa'); 

TRIM(FROM 'AABCAA')                                 

=====================  

aabcaa                                                                     

 使用例3  

SELECT TRIM('a' FROM 'aabcaa'); 

TRIM('A' FROM 'AABCAA')                               

========================  

bc                                                                                
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 使用例4  

SELECT TRIM('abc' FROM 'abckjkjjdcba'); 

TRIM('ABC' FROM 'ABCKJKJJDCBA')                           

=================================  

kjkjjd                                                                            

 使用例5  

SELECT TRIM ('a c' FROM 'ac ddbc'); 

TRIM ('A C' FROM 'AC DDBC')                             

===========================  

ddb                                                                               

 使用例6  

SELECT LENGTH(TRIM(LEADING FROM ' abc ')); 

LENGTH(TRIM(LEADING FROM ' ABC ')) 

================================  

               3 

 使用例7  

SELECT LENGTH(TRIM(LEADING 'a' FROM 'aabc ')); 

LENGTH(TRIM(LEADING 'A' FROM 'AA'))  

================================  

               2 

 使用例8  

SELECT LENGTH(TRIM (TRAILING FROM 'aabc ')); 

LENGTH(TRIM(TRAILING FROM 'AABC'))  

===============================  

              4 

 使用例9  

SELECT LENGTH(TRIM (TRAILING 'a' FROM 'aabcaa')); 

LENGTH(TRIM(TRAILING 'A' FROM 'AABCAA'))  
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================================  

              4 

関連関数 

LTRIM 

RTRIM 

SUBSTRING 

4.1.119. UCASE 

目的 

大文字の文字列に変換します。 

構文 

UCASE  ( string )

 

string   String：大文字に変換するテキスト 

Return value  String：stringを大文字に変換したテキスト 

説明 

UCASE関数は、stringの引数の全ての小文字を大文字に変換します。引数が

NULLのときはNULLが返されます。引数を指定しないとエラーになりま

す。 

使用例 

 使用例1 文字列"ABCDEF"を返します： 

UCASE('ABCdef') 
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 使用例2 文字列"ABC123"を返します： 

UCASE('abc123') 

 使用例3 文字列"ABC@#$"を返します： 

UCASE('abc@#$') 

関連関数 

LCASE 

LOWER 

UPPER 

4.1.120. UPPER 

目的 

大文字の文字列に変換します。 

構文 

UPPER (string ) 

 

string   String：大文字に変換するテキスト 

Return value  String：stringを大文字に変換したテキスト 

説明 

UCASEと同様の働きをします。大文字の文字列に変換します。NULL文字

列の引数はNULLを返します。 
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使用例 

 使用例1 
SELECT UPPER('abcdef'); 

UPPER('ABCDEF')                                      

=================  

ABCDEF   

関連関数 

LCASE 

LOWER 

UCASE 

4.1.121. USER 

目的 

現ユーザーの名前を返します。 

構文 

USER  ( )

 

Return value   String：現ユーザーの名前 

説明 

現ユーザーの認可名を返します。認可名は、SQL_USER_NAME オプション

を付けてSQLGetInfoを呼び出しても取得することができます。 
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関連関数 

CURRENT_USER 

DATABASE 

SESSION_USER 

4.1.122. UTFConvert 

目的 

UTFConvert関数はUTF-8とUTF-16文字を交互に変換します。U8TOU16と
U16TOU8の二つの関数が含まれます。 

構文 

U8TOU16  ( long varbinary )

 

U16TOU8  ( nclob )

 

 long varbinary UTF-16に変換されるUTF-8テキストデータ 

nclob  UTF-8に変換されるUTF-16テキストデータ 

説明 

UTFConvert関数はDBMasterのインストールディレクトリ\shared\udfに存在

しますが、データベースにデフォルトで作成されていないので、必要に応

じて手動で作成する必要があります。作成には使用例を参照してくださ

い。 
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使用例 

 使用例 下記のコマンドを実行して関数を作成します： 

create function UTFConvert.U8TOU16(long varbinary) returns nclob; 

create function UTFConvert.U16TOU8(nclob) returns long varbinary;  

4.1.123. WEEK 

目的 

日付の年初からの週数を返します。 

構文 

WEEK  ( date )

 

date   Date：年初からの週数を求める日付 

Return value  Integer：dateの年初からの週数 

説明 

日付の年初からの週数を1～53の整数で返します。 

使用例 

 使用例 1996-02-11は1996の第5週なので整数5を返します： 

WEEK('1996-02-01') 

関連関数 

DAYOFMONTH 

MONTH 
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QUARTER 

YEAR 

4.1.124. XLSTOTXT 

目的 

Excelドキュメントを一時的なBLOB に変換します。 

構文 

COS  ( number )

 blob   テキストに変換するカラム名 

Return value テキストに変換可能な場合、一時BLOBはNCLOBで表示さ

  れます 

説明 

XLSTOTXT 関数関数はBLOBをUnicodeのBlobテキストを含む一時BLOBに変

換します。一時 blob またはNULL を返します。DBMasterの最新バージョン

のUDFはoffice 2007-2010バージョンをサポートします。 

使用例 

 使用例 "memo"カラムをテキストに変換します： 

XLSTOTXT(memo) 

関連関数 

CHECKMEDIAFORMAT 

DOCTOTXT 
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HTMTOTXT 

PDFTOTXT 

PPTTOTXT 

4.1.125. XMLUPDATE 

目的 

更新xml データを指定します。 

構文 

XMLUPDATE(XMLdata, modification-type, xpath-expression, 
namespaces, replace content)

 

Xmldata    更新されるXMLデータ 

Xpath-expression   更新するXMLデータの位置を指定します 

Namespaces   オ プ シ ョ ン で XPath-expression に 使 用 さ れ る

 namespaceを指定します 

Replace-content   XPathで指定された内容を変更する値 

Return value   更新後のXMLドキュメント全体 
 

説明 

xmlupdate関数はXPathを使用しXML更新部分を指定します。 
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4.1.126. YEAR 

目的 

日付の中の年を返します。 

構文 

YEAR  ( date )

 

date   Date：年を求める日付 

Return value  Integer：date の中の年 

説明 

日付の中の年を整数1～9999で返します。 

使用例 

 使用例 年の整数2002を返します： 

YEAR('2002-02-01') 

関連関数 

DAYOFMONTH 

WEEK 

MONTH 

QUARTER 
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4.2 ユーザー定義関数 
DBMasterはプログラマがユーザー定義関数（UDF）を作成することをサポ

ートします。UDFは一旦DBMasterに書き込まれていると、それは同じ用途

の新しいDBMasterの組み込み関数として使用されます。 

4.2.1.  AES_DECRYPT 

目的 

生データを取得するために暗号化されたデータを解読するために使用され

ます。 

構文 

( plaintext, ciphertext )cipher key , AES_ DECRYPT  

ciphertext  暗号文 

cipher key  入力したパスフレーズのキー 

plaintex   暗号化されていない生データ 

説明 

AES_ENCRYPT関数はデータを暗号化して、重要なデータを保護するため

に使用されます。。これに対応して、AES_DECRYPT関数は生データを取

得するために暗号化されたデータを解読することに使用されます。 

AES_DECRYPT関数はDBMasterのインストールディレクトリ\shared\udfの下

にあり、データベースではデフォルトで作成されていないです。これを使

用する場合、手動で当該関数を作成するまたは同じディレクトリの下にあ

るSQLスクリプトを実行する必要があります。 

下記のコマンドを実行して、これらの関数を作成します。 
CREATE FUNCTION LIBCRYPT.AES_DECRYPT(BINARY(4096),STRING) RETURNS BINARY(4096) 

AES_DECRYPT関数は下記の5種類のデータタイプをスポートします：

BINARY(N)、CHAR(N)、VARCHAR(N)、NCHAR(N)及びNVARCHAR(N)で
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す。元のデータは他のタイプである場合、エラー（6536）「関数の引数が

定義したものと一致しません」が戻されます。 

データを暗号化することによって、文字列が大きくなり、そして16バイト

アライメントになります。元のデータの長さは必ず定義されたUDFの引数

の値と一致していることにご注意ください。異なる環境では、暗号化する

データの長さが十分であることを確保するために、パラメータBINARY
（n）を変更する必要があります。また、AES_DECRYPTのパラメータ

BINARY(n)の値はAES_ENCRYPTのパラメータBINARY(n)の値と一致しなけ

ればなりません。 

使用例 

 使用例 下記の構文でAES_DECRYPT関数を実行することができます： 

dmSQL> SELECT AES_DECRYPT (Column, 'key') FROM table; 

下記の例では、AES_DECRYPT関数の使用方法を説明します： 

dmSQL> CREATE TABLE DAES(C1 BINARY(1024)); 

dmSQL> SELECT AES_DECRYPT (C1, 'key') FROM DAES; //the result' data type 
is BINARY, and please cast the value; 

dmSQL> SELECT CAST(AES_DECRYPT (C1, 'key') as char(200)) FROM DAES; 

関連関数 

AES_ENCRYPT 

4.2.2.  AES_ENCRYPT 

目的 

データを暗号化して、重要なデータを保護するために使用されます。 

構文 

( plaintext , ciphertext )cipher key , AES_ ENCRYPT  
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plaintext   暗号化されていない生データ 

cipher key  入力したパスフレーズのキー 

ciphertext  暗号文 

説明 

AES_ENCRYPT関数はデータを暗号化して、重要なデータを保護するため

に使用されます。 

AES_ENCRYPT関数はDBMasterのインストールディレクトリ\shared\udfの下

にあり、データベースではデフォルトで作成されていないです。これを使

用する場合、手動で当該関数を作成するまたは同じディレクトリの下にあ

るSQLスクリプトを実行する必要があります。 

下記のコマンドを実行して、これらの関数を作成します。 
CREATE FUNCTION LIBCRYPT.AES_ENCRYPT(BINARY(4096),STRING) RETURNS BINARY(4096) 

AES_ENCRYPT関数は下記の5種類のデータタイプをスポートします：

BINARY(N)、CHAR(N)、VARCHAR(N)、NCHAR(N)及びNVARCHAR(N)で
す。元のデータは他のタイプである場合、エラー（6536）「関数の引数が

定義したものと一致しません」が戻されます。 

データを暗号化することによって、文字列が大きくなり、そして16バイト

アライメントになります。元のデータの長さは必ず定義されたUDFの引数

の値と一致していることにご注意ください。異なる環境では、暗号化する

データの長さが十分であることを確保するために、パラメータBINARY
（n）を変更する必要があります。また、AES_DECRYPTのパラメータ

BINARY(n)の値はAES_ENCRYPTのパラメータBINARY(n)の値と一致しなけ

ればなりません。 

使用例 

 使用例 下記の構文でAES_ENCRYPT関数を実行することができます： 

dmSQL> SELECT AES_ENCRYPT (Column, 'key') FROM table; 

下記の例では、AES_ENCRYPT関数の使用方法を説明します： 

dmSQL> CREATE TABLE AES(C1 char(200)); 
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dmSQL> INSERT INTO AES VALUES(……); 

dmSQL> SELECT AES_ENCRYPT (C1, 'key') FROM AES INTO DAES; 

関連関数 

AES_DECRYPT 

4.2.3.  DATETOSTR 

目的 

DATE型の値を指定された形式の文字列に変換するために使用されます。 

構文 

DATETOSTR ( date , date_ _ string )format  

date   文字列に交換される日付 

date_format_string 当該関数は日付をどのフォーマットの文字列に交

換する場合に用いられます。現在、下記の13種類

の フ ォ ー マ ッ ト が サ ー ポ ー ト さ れ ま す ：

mm/ddyy 、 mm-dd-yy 、 dd/mon/yy 、 dd-mon-yy 、
mm/dd/yyyy、mm-dd-yyyy、yyyy/mm/dd、yyyy-mm-
dd 、 dd/mon/yyyy 、 dd-mon-yyyy 、 dd.mm.yyyy 、

yyyy.mm.dd及びyyyymmddです。また、フォーマッ

トは小文字でなければなりません。 

Return value  関数から戻される値 

説明 

DATETOSTR関数はDATE型の値を指定された形式の文字列に変換するた

めに使用されます。DATE型の値が有効な日付である必要があります。 

DATETOSTR関数はDBMasterのインストールディレクトリ\shared\udfの下に

あり、データベースではデフォルトで作成されていないです。これを使用
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する場合、手動で当該関数を作成するまたは同じディレクトリの下にある

SQLスクリプトを実行する必要があります。 

下記のコマンドを実行して、これらの関数を作成します。 

create function datetostr.DATETOSTR(DATE, varchar(20)) RETURNS 
varchar(20) 

使用例 

 使用例 下記の例では、日付"2012-2-12"を"mm/dd/yy"フォーマットの文字
例に交換します： 

DATETOSTR('2012-12-12','mm/dd/yy') 

関連関数 

TIMETOSTR 

TIMESTAMPTOSTR 

4.2.4.  TIMETOSTR 

目的 

TIME型の値を指定された形式の文字列に変換するために使用されます。 

構文 

TIMETOSTR ( time , time_ _ string )format  

time   文字列に交換されるタイム 

time_format_string 当該関数はタイムをどのフォーマットの文字例に

交換する場合に用いられます。現在、下記の13種
類のフォーマットがサーポートされます：

hh:mm:ss.fff 、 hh:mm:ss、 hh:mm 、 hh、 hh:mm:ss.fff 
tt、hh:mm:ss tt、hh:mm tt、hh tt、tt hh:mm:ss.fff、tt 
hh:mm:ss、tt hh:mm、tt hh及びhhmmssです。また、

フォーマットは小文字でなければなりません。 
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Return value  関数から戻される値 

説明 

TIMETOSTR関数はTIME型の値を指定された形式の文字列に変換するため

に使用されます。TIME型の値が有効なタイムである必要があります。 

TIMETOSTR関数はDBMasterのインストールディレクトリ\shared\udfの下に

あり、データベースではデフォルトで作成されていないです。これを使用

する場合、手動で当該関数を作成するまたは同じディレクトリの下にある

SQLスクリプトを実行する必要があります。 

下記のコマンドを実行して、これらの関数を作成します。 

create function datetostr.TIMETOSTR(TIME, varchar(20))RETURNS 
varchar(20) 

使用例 

 使用例 下記の例では、タイム" 12:10:10"を"hh:mm:ss tt"フォーマットの
文字例に交換します： 

TIMETOSTR('12:10:10',' hh:mm:ss tt') 

関連関数 

DATETOSTR 

TIMESTAMPTOSTR 

TO_DATE 

4.2.5.  TIMESTAMPTOSTR 

目的 

TIMESTAMP型の値を指定された形式の文字列に変換するために使用され

ます。 
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構文 

TIMESTAMPTOSTR ( timestamp , time_ _ string )date_ _ string , format format  

timestamp  文字列に交換される日付及びタイム 

date_format_string 当該関数は日付をどのフォーマットの文字列に交

換する場合に用いられます。現在、下記の13種類

のフォーマットがサーポートされます：mm/ddyy、
mm-dd-yy、 dd/mon/yy、 dd-mon-yy、mm/dd/yyyy、
mm-dd-yyyy 、 yyyy/mm/dd 、 yyyy-mm-dd 、

dd/mon/yyyy 、 dd-mon-yyyy 、 dd.mm.yyyy 、

yyyy.mm.dd及びyyyymmddです。また、フォーマッ

トは小文字でなければなりません。 

time_format_string 当該関数はタイムをどのフォーマットの文字例に

交換する場合に用いられます。現在、下記の13種
類のフォーマットがサーポートされます：

hh:mm:ss.fff 、 hh:mm:ss、 hh:mm 、 hh、 hh:mm:ss.fff 
tt、hh:mm:ss tt、hh:mm tt、hh tt、tt hh:mm:ss.fff、tt 
hh:mm:ss、tt hh:mm、tt hh及びhhmmssです。また、

フォーマットは小文字でなければなりません。 

Return value  関数から戻される値 

説明 

TIMESTAMPTOSTR関数はDATE型の値を指定された形式の文字列に変換

するために使用されます。TIMESTAMP型の値が有効な日付及びタイムで

ある必要があります。 

TIMESTAMPTOSTR関数はDBMasterのインストールディレクトリ\shared\udf
の下にあり、データベースではデフォルトで作成されていないです。これ

を使用する場合、手動で当該関数を作成するまたは同じディレクトリの下

にあるSQLスクリプトを実行する必要があります。 

下記のコマンドを実行して、これらの関数を作成します。 
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create function datetostr.TIMESTAMPTOSTR(TIMESTAMP, varchar(20), 
varchar(20)) RETURNS varchar(30) 

使用例 

 使用例 下記の例では、日付とタイム"2012-12-12 12:12:12"を"mm/dd/yy"
及び"tt hh:mm:ss"フォーマットの文字列に交換します： 

TIMESTAMPTOSTR('2012-12-12 12:12:12','mm/dd/yy' tt hh:mm:ss) 

関連関数 

DATETOSTR 

TIMETOSTR 

TO_DATE 

4.2.6.  TO_DATE 

目的 

選択された文字列をDATEフォーマットに変換します。 

構文 

TO_DATE  (string_expr, date_format_string )

 

string_expr  変換する文字列式 

date_format_string 日付フォーマットが採用すべきのフォーマットで

す。Yまたはyが年を、Mまたはmが月を、Dまたは
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dが日を表示します。「/」あるいは「–」がセパレ

ーターを表示します。 

Return value  DATE型の文字列として返された文字列式。 

説明 

TO_DATE関数は選択された文字列をDATEフォーマットに変換します。文

字列は任意のデータ型でかまいませんが、日付に変換された時有効な日付

にならなければいけません。TO_DATE関数は2つのパラメーター、

string_exprおよびdate_format_stringから成ります。date_format_stringがDATE
型の結果セットがとるフォーマットを表わしている一方、string_exprパラメ

ーターは変換される文字列を表わします。 

TO_DATE UDF関数はDBMasterのインストールディレクトリ\shared\udfにあ

ります。データベースに自動に作成できません。これを使用する場合、手

動で当該関数を作成するまたは同じディレクトリの下にあるSQLスクリプ

トを実行する必要があります。 

以下のコマンドを実行します。 

create function to_date.TO_DATE(varchar(20), varchar(20)) RETURNS DATE 

使用例 

 使用例1 
to_date('991031', 'YYMMDD') 

 使用例2 

select trim(from 'aabcaa'); select to_date('2009-Jan-01', 'YYYY-mon-DD') 

関連関数 

DATETOSTR 

TIMETOSTR 

TIMESTAMPTOSTR 
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5 システム・ストアド・プロ

シージャ 

システム・ストアド・プロシージャは、呼び出してロードすることができ

るダイナミック・ライブラリ・モジュールです。システム・ストアド・プ

ロシージャには、共有オブジェクトやXMLインポートやXMLエクスポー

ト・プロシージャがあります。 

共有オブジェクトは、データベースの共有メモリ(DCCA)に存在する符号付

きの可変整数です。共有オブジェクトへのアクセスは、より効率的で、ト

ランザクションから独立しています。データ・レコードと異なり、共有オ

ブジェクトは、データベース・ファイルには保存されません。そのため、

共有オブジェクトは、それが削除された時、或いはデータベースを終了す

ると無くなります。データベースに接続しているどのユーザーも、

（SYSADMがそれを追加した後）共有オブジェクトを見ることができま

す、他のユーザーがロックしない限り、それぞれの共有オブジェクトの値

をセットしたり、取得したりすることができます。共有オブジェクトは、

符号付きの整数です（4バイト）。どのユーザーも、共有オブジェクトに

対し、同等の権限/許可を持っています。つまり、ロック権限を除き、オブ

ジェクトの設定を上書き、或いはリセットできます。 

SYSADM、SYSDBAとDBAは他の2つのシステム・ストアド・プロシージャ

（XMLEXPORTとXMLIMORT）を使用して、XMLファイルをインポート

またはエクスポートすることができます。  
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5.1 APPENDBLOB 

目的 

APPENDBLOBシステムストアドプロシージャは、巨大なファイルを少しず

つBLOB/CLOB/FILEタイプのカラムに挿入するために使用されます。 

原型 

APPENDBLOB(VARCHAR(128) TABLE_NAME INPUT, 

VARCHAR(128) COLUMN_NAME INPUT, 

VARCHAR(2048) WHERE_STR INPUT, 

BINARY(10485760) DATA_BUFF INPUT, 

INTEGER DATA_LEN INPUT) 

table_name BLOBタイプのカラムを含むテーブルの名称。 

column_name 新しいデータが追加される先のBLOBタイプのカラムの 
  名称。 

where_str シングル行の指定に用いられる条件文字列。 

data_buff バッファ内のデータはTABLE_NAME、COLUMN_NAME
  とWHERE_STRに指定されたBLOBタイプのカラムに追 
  加されます。 

data_len  DATA_BUFFでの有効なデータの長さで、そのユニットは

  Byteです。それはDATA_BUFFの長さよりも短い場合、 
  DBMasterはDATA_LEN長さのみのみのデータを追加し、 
  そうでない場合、バッファ全体を追加します。 

説明 

APPENDBLOBシステムストアドプロシージャは、巨大なファイルを少しず

つBLOB/CLOB/FILEタイプのカラムに挿入するために使用されます。これ

は追加される実行可能のファイルに組み込まれています。データベース作

成時に、DBMasrerはAPPENDBLOBシステムストアドプロシージャを初期
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化していないため、それを使用する前に、<DBMaster home installation 
directory>￥shared￥sp￥AppendBlob.sqlを実行することによってそれを宣言

する必要があります。 

簡単にするために、特記がなければ、以下のセクションでBLOBタイプで

BLOB/CLOB/FILEタイプを表します。 

WHERE_STRで指定された条件に一致するレコードがないまたは複数があ

る場合は、エラーが発生し、相応するエラーメッセージが返されます。 

TABLE_NAME、COLUMN_NAME及びWHERE_STRに指定されるセルは

Nullである場合またはそのタイプはBLOBでない場合、エラーが発生し、相

応するエラーメッセージが返されます。 

DATA_BUFFの最大サイズは10Mバイトであるので、DATA_BUFFまたは

DATA_LENの値が10485760を上回る場合、エラーが発生し、相応するエラ

ーメッセージが返されます。 

使用例  

 使用例 まずはデータベースbbspを作成し、その後はストアドプロシージ

ャAPPENDBLOBを宣言します： 

dmSQL> create db bbsp; 

USE db #1 connected to db:<bbsp> by user:<SYSADM> 

dmSQL> run 'C:\DBMaster\5.4\shared\sp\AppendBlob.sql'; 

表test_blob1を作成し、その後はレコードを挿入します： 

dmSQL> create table test_blob1(c1 int,c2 blob); 

dmSQL> insert into test_blob1 values(1,?); 

dmSQL/Val> &file1; 

1 rows inserted 

dmSQL/Val> end; 

dmSQL> select c1,bloblen(c2) from test_blob1; 

    C1      BLOBLEN(C2) 

===========  =========== 
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      1  81920 

1 rows selected 

ストアドプロシージャAPPENDBLOBをコールして、幾つかのデータを

BLOBに追加します： 

dmSQL> call APPENDBLOB('test_blob1','c2','c1=1',?,10); 

dmSQL/Val> 'xxxxxyyyyy'; 

dmSQL/Val> end; 

dmSQL> select c1,bloblen(c2) from test_blob1; 

    C1      BLOBLEN(C2) 

===========  =========== 

          1  81930 

1 rows selected 

関連プロシージャ 

APPENDBLOBBYOID 

5.2 APPENDBLOBBYOID 

目的 

APPENDBLOBBYOIDシステムストアドプロシージャは、巨大なファイル

を少しずつ挿入するために使用されます。 

原型 

APPENDBLOBBYOID(BINARY(16) ROW_ID INPUT, 

INT COLUMN_ORDER INPUT, 

BINARY(10485760) DATA_BUFF INPUT, 

INT DATA_LEN INPUT) 

row_id_input BLOBタイプのカラムを含む行のID。 
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column_order 新しいデータが追加される先のBLOBタイプのカラム 
  の順序番号。 

data_buff バッファ内のデータは、ROW_IDとCOLUMN_ORDER 
  に指定されたBLOBタイプのカラムに追加されます。 

data_len  DATA_BUFFでの有効なデータの長さで、そのユニット 
  はByteです。それはDATA_BUFFの長さよりも短い場 
  合、DBMasterはDATA_LEN長さのみのみのデータを追 
  加し、そうでない場合、バッファ全体を追加します。 

説明 

APPENDBLOBBYOIDシステムストアドプロシージャは、巨大なファイル

を少しずつ挿入するために使用され、その使用方法はAPPENDBLOBシステ

ム ス ト ア ド プ ロ シ ー ジ ャ の 使 用 方 法 と ほ ぼ 同 じ で す 。

APPENDBLOBBYOIDシステムストアドプロシージャも追加される実行可

能のファイルに組み込まれ、それを使用する前に宣言する必要がありま

す。 

DBMsaterはROW_IDで行を見つからない場合、エラーが発生し、相応する

エラーメッセージが返されます。 

ROW_ID及びCOLUMN_ORDERに指定されるセルはNullである場合または

そのタイプはBLOB及びFILEでない場合、エラーが発生し、相応するエラ

ーメッセージが返されます。 

DATA_BUFFの最大サイズは10Mバイトであるので、DATA_BUFFまたは

DATA_LENの値が10485760を上回る場合、エラーが発生し、相応するエラ

ーメッセージが返されます。 

使用例  

 使用例 表test_blob2を作成し、その後レコードを挿入します： 

dmSQL> create table test_blob2(c1 int,c2 blob); 

dmSQL> insert into test_blob2 values(1,?); 

dmSQL/Val> &file1; 
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1 rows inserted 

dmSQL/Val> end; 

dmSQL> set autocommit off; 

dmSQL> commit; 

1 rows selected 

dmSQL> select oid,c1,bloblen(c2) from test_blob2; 

              OID                     C1       BLOBLEN(C2) 

================================  ===========  =========== 

03000000020000000000000000000000            1  81920 

1 rows selected 

dmSQL> select column_order from system.syscolumn where table_name = 
'TEST_BLOB2' and column_name = 'C2'; 

COLUMN_ORDER 

============ 

2 

1 rows selected 

ストアドプロシージャAPPENDBLOBBYOIDをコールして、複数のデータ

をファイル１に追加します： 

dmSQL> call APPENDBLOBBYOID('03000000020000000000000000000000'x,2,?,15); 

dmSQL/Val> 'xxxxxyyyyyzzzzz'; 

dmSQL/Val> end; 

dmSQL> commit; 

dmSQL>  select c1,bloblen(c2) from test_blob2; 

    C1      BLOBLEN(C2) 

===========  =========== 

          1  81935 

1 rows selected 

関連プロシージャ 

APPENDBLOB 
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5.3 COPYTABLE 

目的 

COPYTABLEのシステムストアドプロシージャはあるテーブルの定義とデ

ータを他のテーブルにコピーするために使用されます。 

原型 

COPYTABLE(VARCHAR(32) source_schema_name INPUT, 

VARCHAR(32) source_table_name INPUT, 

          VARCHAR(32) destination_schema_name INPUT, 

          VARCHAR(32) destination_table_name INPUT, 

          VARCHAR(128) tablespace_lock_mode_option_string INPUT, 

          VARCHAR(2048) where_condition_string INPUT, 

          INT fg_rename_index INPUT, 

          INT commit_count INPUT) 

schema_name テーブルのスキーマ名、または空白文字列として

指定されたときのデフォルトであるカレントユー

ザーを表します。  

table_name   ソースまたは出力先のテーブル名 

tablespace_lock_mode_option_string 文字列中の作成テーブルと同じよ

うにテーブルスペースまたはロッ

クモード文字列で指定されます。

構文に指定される識別子はSQL構文

規則に従わなければなりません。 

where_condition_string 構文のSELECT構文と同じようにwhere条件で指定

   されます。構文内で指定される識別子はSQL構文

   規則に従ったものでなければなりません。 
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fg_rename_index  ソースのインデックス名の前にテーブル名がある

   場合インデックスの名前の変更するかどうかを 
   指定するフラグです。有効値は0または1です。 

commit_count  nレコードが挿入されるたびにコミットします。 
   有効値は0からnまでです。 

説明 

COPYTABLEのシステムストアドプロシージャはあるテーブルの定義とデ

ータを他のテーブルにコピーするために使用されます。COPYTABLEはソ

ーステーブルのインデックス、テーブル/カラム制約、トリガ、データが出

力先のテーブルにコピーされます。 

COPYTABLEのシステムストアドプロシージャは自動コミットがオンの時

に実行されなければなりません。出力先のテーブルがすでに存在している

場合はエラーが返されます。ユーザーがインデックスフラグの名前の変更

に1を設定すると、テーブル名が前置されている場合、インデックス名も

新しいテーブル名に変更されます。ユーザーがコミットカウントを設定し

ている場合、コマンドはn番目のデータを出力先のテーブルにコピーする

たびにコミットするようにコマンドが発行されます。 

エラーが発生すると、エラー発生前のすべての処理がコミットされます。

COPYTABLEのために実行されなかったコマンドは_spusr.log にレコードさ

れます。ユーザーはdmconfig.iniにDB_SPLOGディレクトリを指定する

か、もしくはアプリケーションの実行ディレクトリ内にあるログをファイ

ルを参照できます。 

使用例 

 使用例 以下の文字列はScoresテーブルを「Math score > 70」のテーブルス

ペースの異なるテーブルScores70にコピーするのに使用されます。インデ

ックスの名前を変更せず、10のレコードごとにコミットします： 

dmSQL> call copytable('SYSADM', 'Scores', 'SYSADM', 'Scores70', 'in 
tablespace1', 'Math > 70', 0, 10); 
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関連プロシージャ 

SETAFFINITY 

SETPRIORITY 

5.4 GETCPUNUMBER 

目的 

GETCPUNUMBERシステムストアドプロシージャはロジックプロセッサの

数を取ります。 

原型 

GETCPUNUMBER(INT CPU_NUMBER OUTPUT) 

cpu_number 出力バラメータ、ロジックプロセッサの数 

説明 

GETCPUNUMBERとSETAFFINITYシステムストアドプロシージャを使用し

て、ユーザーは今のシステム声明を取ることができて、ランタイムに

DBMasterを再起動する必要が無く、接続のCPUアフィニティを設定できま

す。 

使用例 

 使用例 下記の例では、GETCPUNUMBERをコールすることによってCPU
の数を取ります： 

dmSQL> call GETCPUNUMBER(?); 

関連プロシージャ 

SETAFFINITY 
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5.5 GETSYSTEMOPTION 

目的 

GetSystemOptionシステムストアドプロシージャは実行中のシステムオプシ

ョンを取ります。 

原型 

getSystemOption('optionName', ?) 

optionName        システムオプション名 

説明 

GetSystemOptionシステムストアドプロシージャは実行中のシステムオプシ

ョンを取ります。データベースを実行している中にユーザーは

GetSystemOptionストアドプロシージャを使用してBKSMP、BKSVR、

BKDIR、BKITV、DBKTV、BKTIM、BKFUL、BKFOM、BKZIP、BKCMP、
BKRTS 、 BKCHK 、 EXTHD 、 IDXDP 、 IDXLN 、 IDXSV 、 IDXTM 、

IDXTV 、 FBKTM 、 FBKTV 、 DBKMX 、 BKODR 、 BKFRM 、 STSVR 、

STMOD 、 STSTM 、 STSTV 、 STSSP 、 SCHSV 、 TSKNO 、

LIC_EXPIREDATE、LIC_FREETRIALなどのオプションの値を取得すること

ができます。 

使用例 

 使用例1 次の構文でバックアップサーバーオプションの値を取ります： 

dmSQL> call GetSystemOption('BKSVR',?); 

 使用例2 次の構文でデータベースの有効期限切れの日付のオプション値

を取得します： 

dmSQL> call GetSystemOption('LIC_EXPIREDATE',?); 
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関連プロシージャ 

SETAFFINITY 

SETPRIORITY 

5.6 SCHEDULE_ALTER 

目的 

既存スケジュールの変更に用いられます。 

原型 

SCHEDULE_ALTER(VARCHAR(128) SCHEDULE_NAME INPUT,  

VARCHAR(128) TASK_NAME INPUT,  

VARCHAR(512) TIMETABLE INPUT, 

VARCHAR(32) STARTTIME INPUT,  

VARCHAR(32) ENDTIME INPUT) 

schedule_name              変更しようとする既存のスケジュールの名称 

task_name              スケジュールに関するタスクの名称 

starttime                         スケジュールが実行し始める日時で、そのフォマッ

トはyyyy-mm-dd hh:mm:ssです。 

endtime スケジュールが完了する日時で、そのフォーマット

はyyyy-mm-dd hh:mm:ssです。スケジュールデー  モ

ンの時間の最小単位は分間であるため、終了時間 は
少なくとも開始時間より1分間遅れるべきです。以

下のことを注意してください：一般的に、終了時間

を設定する必要がありますが、timetableの値が@once
または@once m nに設定される場合、終了時間を設定

しなくても構いません。この場合、システムは自動

的に終了時間を開始時間より1分遅れと見なし、

(m*n+1)分間を終了時間とします。 
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timetable タスクを実行するタイムテーブルで、順次に分間、

時間、日、月及び曜日等の五つの部分からなり、こ

れらの五つの部分はスペースで仕切るべき、値の範

囲がそれぞれ0–59、0–23、1-31、 1–12 及び 0–7で
す。この全ての値は下記のワイルドカードであるア

スタリスク(*)、コンマ(,)、ハイフン(-) 及びスラッ

シュ(/)に置換られ、具体的なのは以下のようになり

ます。 

－アスタリスク(*) 

「*」で上記の五つのポジションのあらゆる有効値を表示することができま

す（例えば、上記の二番目のポジションにある*は指定の時間の値と同じ意

味をもっています）。 

－コンマ(,) 

「,」で複数の値を仕切るのを指定することができます（例えば、10分間ご

とにコマンドを実行しようとする場合、下記のように分間が指定できま

す：0,10,20,30,40,50）。 

－ハイフン(-) 

「-」で値の範囲を指定することができます（例えば、「0-12」を指定し

て、午前の毎時を表示することができます）。 

－スラッシュ(/) 

「/」で一定の時間間隔を指定することができます（例えば、分間のポジシ

ョンに「*/3」で各3分間を表示することができます）。 

更に、幾つかの簡単且つ特定のキャラクタがTIMETABLEの有効値として

設定され、具体的なのは下記の表に示します。 

@minute 毎分 

@hourly 毎時の最初の分 

@midnight 毎日の最初の分 

@daily 毎日の最初の分 
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@weekly 毎週の月曜日の最初の分 

@monthly 毎月の最初の日の最初の分 

@once 当該タスクが一度のみ実行されますが、実行が成功するか

どうかと関係ないです。STARTTIME によってタスクの開

始時間が指定できますが、STARTTIMEが「now()」に設定

する場合、当該タスクが次の分に実行されます。 

@once m n 当該タスクが一回のみ成功に実行することができます。失

敗する場合、成功するまでn分間ごとに一回を実行します。

この試行は多くともm回です。mの範囲は1~525600で、nの
範囲は1 ~ 1440です。 

説明 

SCHEDULE_ALTERシステムストアドプロシージャは既存スケジュールの

変更に用いられます。 

SCHEDULE_NAMEの以外に、あらゆるスケジュールパラメータが変更で

きます。タスクが実行中にスケジュールのパラメータが変更されている場

合、dmschsvrはタスクがユーザーのスケジュールによる次回の実行を行う

際の新しいパラメータをロードし使用します。 

使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、スケジュール"insert_into_t1"を変更しま

す。この例では、実行計画"10 0,1 * * *"を"20 2,3 * * *"に変更します。スケ

ジュール"insert_into_t1"に関する詳しい情報は、セクション5.7 
SCHEDULE_CREATEの使用例をご参照ください： 

dmSQL> call SCHEDULE_ALTER('insert_into_t1', 'insert_t1', '20 2,3 * * 
*', '2012-12-12 12:00:00', '2015-12-12 12:00:00'); // タスクinsert_t1は2012-

12-12 12:00から2015-12-12 12:00までの毎日2:20および3:20に実行します。 

関連プロシージャ 

SCHEDULE_CREATE 
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SCHEDULE_DROP 

SCHEDULE_ENABLE 

SCHEDULE_DISABLE 

SCHEDULE_RELOAD 

SCHELOG_CLEAN 

5.7 SCHEDULE_CREATE 

目的 

スケジュールの作成に用いられます。 

原型 

SCHEDULE_CREATE(VARCHAR(128) SCHEDULE_NAME INPUT,  

VARCHAR(128) TASK_NAME INPUT,  

VARCHAR(512) TIMETABLE INPUT, 

VARCHAR(32) STARTTIME INPUT,  

VARCHAR(32) ENDTIME INPUT) 

schedule_name  作成しようとするスケジュールの名称で、その最

   大の長さは128文字で、アルファベット、数字及び

   アンダースコアからなり、最小の文字は数字にす

   ることはできません。 

task_name              スケジュールに関するタスクの名称 

starttime                         スケジュールが実行し始める日時で、そのフォーマ

ットはyyyy-mm-dd hh:mm:ssです。 

endtime スケジュールが完了する日時で、そのフォーマッ

トはyyyy-mm-dd hh:mm:ssです。スケジュールデーモ

 ンの時間の最小単位は分間であるため、終了時間

 は少なくとも開始時間より1分間遅れるべきです。

以下のことを注意してください：一般的に、終了
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時間を設定する必要がありますが、timetableの値が

@onceまたは@once m nに設定される場合、終了時間

を設定しなくても構いません。この場合、システ

ムは自動的に終了時間を開始時間より1分遅れと見

なし、(m*n+1)分間を終了時間とします。 

timetable タスクを実行するタイムテーブルで、順次に分間、

時間、日、月及び曜日等の五つの部分からなり、こ

れらの五つの部分はスペースで仕切るべき、値の範

囲がそれぞれ0–59、0–23、1-31、 1–12 及び 0–7で
す。この全ての値は下記のワイルドカードであるア

スタリスク(*)、コンマ(,)、ハイフン(-) 及びスラッ

シュ(/)に置換られ、具体的なのは以下のようになり

ます。 

－アスタリスク(*) 

「*」で上記の五つのポジションのあらゆる有効値を表示することができま

す（例えば、上記の二番目のポジションにある*は指定の時間の値と同じ意

味をもっています）。 

－コンマ(,) 

「,」で複数の値を仕切るのを指定することができます（例えば、10分間ご

とにコマンドを実行しようとする場合、下記のように分間が指定できま

す：0,10,20,30,40,50）。 

－ハイフン(-) 

「-」で値の範囲を指定することができます（例えば、「0-12」を指定し

て、午前の毎時を表示することができます）。 

－スラッシュ(/) 

「/」で一定の時間間隔を指定することができます（例えば、分間のポジシ

ョンに「*/3」で各3分間を表示することができます）。 

更に、幾つかの簡単且つ特定のキャラクタがTIMETABLEの有効値として

設定され、具体的なのは下記の表に示します。 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 5-16 

@minute 毎分 

@hourly 毎時の最初の分 

@midnight 毎日の最初の分 

@daily 毎日の最初の分 

@weekly 毎週の月曜日の最初の分 

@monthly 毎月の最初の日の最初の分 

@once 当該タスクが一度のみ実行されますが、実行が成功するか

どうかと関係ないです。STARTTIME によってタスクの開

始時間が指定できますが、STARTTIMEが「now()」に設定

する場合、当該タスクが次の分に実行されます。 

@once m n 当該タスクが一回のみ成功に実行することができます。失

敗する場合、成功するまでn分間ごとに一回を実行します。

この試行は多くともm回です。mの範囲は1~1525600で、nの
範囲は1 ~ 1440です。 

説明 

SCHEDULE_CREATEシステムストアドプロシージャはスケジュールの作

成に用いられます。 

使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、タスク"insert_t1"にスケジュール

"insert_into_t1"を作成します。タスク"insert_t1"の詳しい情報につきまし

ては、セクション5.27 TASK_CREATEの使用例をご参照ください： 

dmSQL> call SCHEDULE_CREATE('insert_into_t1', 'insert_t1', '10 0,1 * * 
*', '2012-12-12 12:00:00', '2015-12-12 12:00:00'); // タスクinsert_t1は2012-

12-12 12:00から2015-12-12 12:00までの毎日0:10および1:10に実行します。 

関連プロシージャ 

SCHEDULE_ALTER 
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SCHEDULE_DROP 

SCHEDULE_ENABLE 

SCHEDULE_DISABLE 

SCHEDULE_RELOAD 

SCHELOG_CLEAN 

5.8 SCHEDULE_DISABLE 

目的 

スケジュールを無効にすることに用いられます。 

原型 

SCHEDULE_DISABLE(VARCHAR(128) SCHEDULE_NAME INPUT) 

schedule_name  無効にしようとするスケジュールの名称 

説明 

SCHEDULE_DISABLEシステムストアドスケジュールはスケジュールを無

効にすることに用いられます。 

スケジュールを無効にすると、スケジュールのメタデータが存在します

が、それを実行せず、dmschsvrがプロセスにスケジュールをロードしませ

ん。スケジュールが無効になっている場合には、システムテーブル内のス

ケジュールの状態が無効に変更されます。新しく作成されたスケジュール

（一回限りのスケジュールを除く）は、デフォルトでは無効になっていま

す。 
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使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、スケジュール"insert_into_t1"を無効にし

ます。スケジュール"insert_into_t1"に関する詳しい情報につきましては、

セクション5.7 SCHEDULE_CREATEの使用例をご参照ください： 

dmSQL> call SCHEDULE_DISABLE('insert_into_t1'); 

関連プロシージャ 

SCHEDULE_CREATE 

SCHEDULE_ALTER 

SCHEDULE_DROP 

SCHEDULE_ENABLE 

SCHEDULE_RELOAD 

SCHELOG_CLEAN 

5.9 SCHEDULE_DROP 

目的 

既存のスケジュールの削除に用いられます。 

原型 

SCHEDULE_DROP(VARCHAR(128) SCHEDULE_NAME INPUT) 

schedule_name  削除しようとするスケジュールの名称 

説明 

SCHEDULE_DROPシステムストアドスケジュールは既存のスケジュール

の削除に用いられます。スケジュールが削除される場合、SYSSCHEDULE
に保存されたそれと関連するレコードも削除されます。 
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使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、スケジュール"insert_into_t1"を削除しま

す。スケジュール"insert_into_t1"に関する詳しい情報につきましては、セ

クション5.7 SCHEDULE_CREATEの使用例をご参照ください： 

dmSQL> call SCHEDULE_DROP('insert_into_t1'); 

関連プロシージャ 

SCHEDULE_CREATE 

SCHEDULE_ALTER 

SCHEDULE_ENABLE 

SCHEDULE_DISABLE 

SCHEDULE_RELOAD 

SCHELOG_CLEAN 

5.10 SCHEDULE_ENABLE 

目的 

スケジュールを有効にすることに用いられます。 

原型 

SCHEDULE_ENABLE(VARCHAR(128) SCHEDULE_NAME INPUT) 

schedule_name  有効にしようとするスケジュールの名称 

説明 

SCHEDULE_ENABLEシステムストアドスケジュールはスケジュールを有効

にすることに用いられます。 
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このプロシージャを使用する結果は、dmschsvrがプロセスにスケジュール

をロードすることです。一般的には、新しく作成されたスケジュールは、

デフォルトでは無効になっていますので、実行する前にそれを有効にする

必要があります。 

使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、スケジュール"insert_into_t1"を有効にし

ます。スケジュール"insert_into_t1"に関する詳しい情報につきましては、

セクション5.7 SCHEDULE_CREATEの使用例をご参照ください： 

dmSQL> call SCHEDULE_ENABLE('insert_into_t1'); 

関連プロシージャ 

SCHEDULE_CREATE 

SCHEDULE_ALTER 

SCHEDULE_DROP 

SCHEDULE_DISABLE 

SCHEDULE_RELOAD 

SCHELOG_CLEAN 

5.11 SCHEDULE_RELOAD 

目的 

あらゆる有効のスケジュールをシステムにリロードすることに用いられま

す。 

原型 

SCHEDULE_RELOAD 
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説明 

SCHEDULE_RELOADシステムストアドプロシージャはあらゆる有効のス

ケジュールをシステムにリロードすることに用いられます。dmschsvrは自

動的に毎分間に変更または新しく作成されたスケジュールがあるかどうか

をチェックします。いくつかを見つけた場合、すべての有効なスケジュー

ルをリロードします。 

使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、あらゆる有効のスケジュールをシステム

にリロードします。 

dmSQL> call SCHEDULE_RELOAD; 

関連プロシージャ 

SCHEDULE_CREATE 

SCHEDULE_ALTER 

SCHEDULE_DROP 

SCHEDULE_ENABLE 

SCHEDULE_DISABLE 

SCHELOG_CLEAN 

5.12 SCHELOG_CLEAN 

目的 

過大のログのクリア及び最近数日のログの保持に用いられます。 

原型 

SCHELOG_CLEAN(INT RESERVE_DAY INPUT) 
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reserve_day  クリアしようとするスケジュールログの作成時間

   と最新のスケジュールログの作成時間の間の日数

   です。スケジュールログはSYSSCHELOGに保存さ

   れ、その範囲は0 ~ 36500です。 

説明 

SCHELOG_CLEANシステムストアドプロシージャは過大のログのクリア及

び最近数日のログの保持に用いられます。DBA以上の権限を持つユーザー

のみ当該システムストアドプロシージャをコールすることができます。 

使用例 

 使用例 ユーザーの最新のログは10日前に作成されましたが、下記の構文

を使用して、最新のログより早い20日に作成されたログをクリアします。

すなわち、30日前に作成されたログをクリアします： 

dmSQL> call SCHELOG_CLEAN(20); 

関連プロシージャ 

SCHEDULE_CREATE 

SCHEDULE_ALTER 

SCHEDULE_DROP 

SCHEDULE_ENABLE 

SCHEDULE_DISABLE 

SCHEDULE_RELOAD 

5.13 SETAFFINITY 

目的 

SETAFFINITYシステムストアドプロシージャはロジックプロセッサの数を

取ります。 
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原型 

SETAFFINITY(INT CONNECTION_ID INPUT, 

CHAR(64) AFFINITY_MASK INPUT) 

connection_id 入力バラメータ、接続の ID或いはサーバーで     
す。ユーザーは をで "select connection_id from 
sysuser"またはシステムモニターをチェックするこ

とを通じでこれを取ります。windowsにこれはスレ

ッドのIDで、Unix-like システムにプロセスIDで

す。 

affinity_mask 入力バラメータ、CPUアフィニティマスク。有効 
なアフィニティマスクは1或いは0から構成されま

す。'1'はCPUが有効だという意味で、'0'は無効だ

という意味です。 

説明 

GETCPUNUMBERとSETAFFINITYシステムストアドプロシージャを使用し

て、ユーザーは今のシステム声明を取ることができて、ランタイムに

DBMasterを再起動する必要が無く、接続のCPUアフィニティを設定できま

す。 

CPUアフィニティはアフィニティマスクから定義します。アフィニティマ

スクはビットベクタで、各ビットはプロセッサを代表します。DBMasterは
アフィニティマスクをchar(64)と定義しますので、これは64CPUを設定しま

す。 

使用例 

 使用例1 8-CPUシステムにアフィニティマスクの値は以下の通りです(高
い位置に連続する0は無視できます)。 

Decimal value  Binary bit mask  Allow run on CPU  
1 '1' 0 
3 '11' 0 及び1 
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7 '111' 0、1及び2 
15 '1111' 0、1、2及び3 
31 '11111' 0、1、2、3及び4 
63 '111111' 0、1、2、3、4及び5 
127 '1111111' 0、1、2、3、4、5及び6 
255 '11111111' 0、1、2、3、4、5、 6及び7 

 使用例2 ユーザーはアフィニティマスクを設定する前、システム情報を

とる必要があります、例えば、サーバーのCPUの数、接続のCPU用法、正

確的なアフィニティマスク。 

GETCPUNUMBERを呼び出してCPUの数を取ります。 

dmSQL> call GETCPUNUMBER(?); 

接続のCPU用法、正確的なアフィニティマスクを取ります。 

dmSQL> select connection_id, affinity_mask, priority_level, cpu_usage 
from sysuser; 

CPUアフィニティを設定します。CPU 0 と1にこの接続が実行することが許

せます。 

dmSQL> select connection_id , user_name from sysuser; 

 

    CONNECT*              USER_NAME  

================   ========================  

30420   BACKUP_SERVER  

           30418   SYSADM                             

 

2 rows selected 

DMSQL> call setaffinity(30418,'11'); 

精確な接続にクエリsysuserを通じてCPU アフィニティを取ります： 

dmSQL> select affinity_mask from sysuser where connection_id = ?; 
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関連プロシージャ 

GETCPUNUMBER 

5.14 SETPRIORITY 

目的 

スレッドとプロセッサーの優先級を設定します。 

原型 

SETPRIORITY(INT CONNECTION_ID INPUT,INT PRIORITY_LEVEL INPUT) 

connection_id 入力引数、接続のID或いはサーバーです。ユーザ

ーはをで"select connection_id from sysuser"またはシ

ステムモニターをチェックすることを通じでこれ

を取ります。windowsにこれはスレッドのIDで、

Unix-likeシステムにプロセスIDです。 

priority_level 入力引数、五つのレベルがあります。ディフォル

ト優先レベルは3です。有効な優先級は'1'、 '2'、 
'3'、 '4'と'5'で、'1'は最低レベル、 '2'は低いレベ

ル、'3'は普通レベル、'4'は高いレベル、'5'は最高

優先級という意味です。  

説明 

SETPRIORITYシステムストアドプロシージャを使用して、ユーザーはラン

タイムにDBMasterを再起動する必要が無く、接続の優先を設定できます。

Linuxにroot権限が必要ですので、ユーザーは高い優先級を設定することが

できません。だから、Linuxに低い優先が設定できます。でも、Windowsに
制限がありません。 
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使用例 

 使用例 ユーザーはアフィニティマスクを設定する前、システム情報をと

る必要があります、例えば、サーバーのCPUの数、接続のCPU用法、優先

級。 

GETCPUNUMBERを呼び出してCPUの数を取ります。 

dmSQL> call GETCPUNUMBER(?); 

接続のCPU用法、優先級を取ります。 

dmSQL> select connection_id, affinity_mask, priority_level, cpu_usage 
from sysuser; 

優先級を設定します。 

dmSQL> select connection_id, user_name from sysuser; 

 

    CONNECT*              USER_NAME                

================   ========================  

           30420   BACKUP_SERVER                            

           30418   SYSADM                             

                                

2 rows selected 

DMSQL> call setpriority(30418,3); 

精確な接続にクエリsysuserを通じて優先級を取ります。 

dmSQL> select priority_level from sysuser where connection_id = ?; 

関連プロシージャ 

SETAFFINITY 
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5.15 SETSYSTEMOPTION 

目的 

SetSystemOptionシステムストアドプロシージャは、実行時にシステムオプ

ションを設定するために用いられます。 

原型 

setSystemOption(VARCHAR(32) OPTION_NAME INPUT, 

VARCHAR(8576) OPTION_VALUE INPUT) 

option_name システムオプションの名称 

option_value システムオプションの値 

説明 

データベースが実行している中にSetSystemOptionストアドプロシージャを

使用してBKSPM、BKSVR、BKDIR、BKITV、DBKTV、BKTIM、BKFUL、
BKFOM 、 BKZIP 、 BKCMP 、 BKRTS 、 BKCHK 、 EXTHD 、 FBKTM 、

FBKTV 、 DBKMX 、 BKODR 、 BKFRM 、 IDXDP 、 IDXLN 、 IDXSV 、

IDXTM、DXTV、STSVR、STMOD、STSTM、STSTV、LIC_RELOAD、

TSKNOなどのシステムオプションの値を変更することができ、そして

GetSystemOptionをコールしてシステムオプションの値が取得できます。 

使用例 

 使用例1 バックアップサーバーを起動します： 

dmSQL> call SetSystemOption ('BKSVR','1'); 

 使用例2 バックアップサーバーを起動すると、dmconfig.iniファイルの適

当バックアップ引数を設定します： 

dmSQL> call SetSystemOption('STARTBACKUP','1'); //完全バックアップを実行しま

す 
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dmSQL> call SetSystemOption('STARTBACKUP','2'); //増分バックアップを実行しま

す 

dmSQL> call SetSystemOption('STARTBACKUP','3'); //差分バックアップを実行しま

す 

 使用例3 ランタイムに更新統計サンプルを60に設定します： 

dmSQL> call setSystemOption('STSSP', '60'); 

 使用例4 次の構文で実行中の更新統計を終了します： 

dmSQL> call setSystemOption('STS_ABORT', '14076'); //実行している接続IDは
14076である更新統計を終了します。 

dmSQL> call setSystemOption('STS_ABORT', '0'); //値0は特別な接続IDです。更

新統計と関連する全部のコマンドと終了するという意味です。 

 使用例5 次の構文で自動インデックスデーモンをアクティブにします： 

dmSQL> call setSystemOption('IDXSV', '1'); 

 使用例6 自動インデックスデーモンが起動された後、次の構文で

dmconfig.ini設定ファイルに適切な自動インデックスデーモンのパラメー

タを設定します： 

dmSQL> call setSystemOption('IDXTM', '2012-12-12 00:00:00'); //自動インデ

ックスデーモンは2012-12-12 00:00:00で初めて起動します。 

dmSQL> call setSystemOption('IDXTV', '2-00:00:00'); //自動インデックスデー

モンを実行する間隔は2日です。 

dmSQL> call setSystemOption('IDXDP', '60'); // 60日を越えてまだ未使用してい

ないインデックスが自動インデックスデーモンによって削除されます。 

dmSQL> call setSystemOption('IDXLN', '10'); //同じスキャンログナンバーが10以
上になる場合、自動インデックスがこれらのログによって作成されます。 

 使用例7 ライセンスを更新する場合、次の関数をコールして、ライセン

スがリロードできます： 

dmSQL> call setSystemOption('LIC_RELOAD', '1');  

関連プロシージャ 

SETSYSTEMOPTIONW 
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5.16 SETSYSTEMOPTIONW 

目的 

SetSystemOptionWシステムストアドプロシージャは、実行時にシステムオ

プションを設定するために使用され、そのダイナミックな設定を

dmconfig.iniファイルに書き入れます。 

原型 

setSystemOptionW(VARCHAR(32) OPTION_NAME INPUT, 

VARCHAR(8576) OPTION_VALUE INPUT) 

option_name  システムオプションの名称 

option_value  システムオプションの値 

説明 

SetSystemOptionWストアドプロシージャは SetSystemOption の拡張で、

SetSystemOptionのあらゆる変更できるシステムオプションをサポートしま

す。例えば、BKSPM、BKSVR、BKDIR、  BKITV、DBKTV、BKTIM、

BKFUL 、 BKFOM 、 BKZIP 、 BKCMP 、 BKRTS 、 BKCHK 、 FBKTM 、

FBKTV 、 DBKMX 、 BKODR 、 BKFRM 、 EXTHD 、 IDXDP 、 IDXLN 、

DXSV 、 IDXTM 、 IDXTV 、 STSVR 、 STMOD 、 STSTM 、 STSTV 、

LIC_RELOAD、TSKNOなどです。ユーザーはGetSystemOptionを呼び出し

て新しいオプション値を取ります。 

データベースが実行している場合に、ユーザーはシステムストアドプロシ

ージャを呼び出して以上のシステムオプションを設置することができま

す。そして、システムストアドプロシージャsetSystemOptionW()も呼び出し

て上記のシステムオプションを設置してdmconfig.iniファイルに書き入れま

す。そのほか、ユーザーはシステムストアドプロシージャgetSystemOption()
を呼び出してシステムオプション情報を取ることができます。 
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使用例 

 使用例 ユーザーは統計デッモンを更新する場合、SystemOptionWを呼び

出してSTSVRの値を1を設定して、ランタイムセット "DB_STSVR = 1" に
すると、dmconfig.iniファイルまで以下のように書き入れます。 

ストアドプロシージャSystemOptionWを呼び出す前、dmconfig.iniファイル

は以下のようになります。 

[DBSAMPLE5] 

; Here omit other keywords 

DB_STSVR = 0 

setSystemOptionWを呼び出すことを実行します。 

dmSQL> call setSystemOptionW('STSVR', '1'); 

dmSQL> call getSystemOption('STSVR',?); 

OPTION_VALUE : 1 

ストアドプロシージャSystemOptionWを呼び出した後、dmconfig.iniファイ

ルは下記のようになります。 

[DSAMPLE5] 

; Here omit other keywords 

DB_STSVR = 1 

関連プロシージャ 

SETSYSTEMOPTION 

5.17 SOADD 

目的 

共有オブジェクトの値を増やします。 
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原型 

SOADD(INTEGER SHID,  

INTEGER ADDEND,  

      INTEGER NEW_VAL OUTPUT) 

setid  共有オブジェクトのID 

addend  追加する正/負の値 

new_val  追加後の値 

説明 

SOADDシステムストアドプロシージャを使用して、共有オブジェクトの値

を増やすことができます。 

使用例 

 使用例 共有オブジェクト2に3を追加し、新しい値3を取得します： 

dmSQL> call SYSADM.SOAdd(2,3,?); 

new_val: 3 

関連プロシージャ 

SOCREATE 

SODROP 

SOLOCK 

SOREAD 

SOSET 

SOUNLOCK 



 SQL文と関数参照編1 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 5-32 

5.18 SOCREATE 

目的 

共有オブジェクトを作成します。 

原型 

SOCREATE(INTEGER SETID,  

         INTEGER INIT_VAL,  

         INTEGER SHID OUTPUT) 

setid  共有オブジェクトの割り当てID 

0  割り当てシステム 

otherwise 割り当てユーザー 

init_val  初期値 

shid  生成した共有オブジェクトのID 

説明 

共有オブジェクトを使用するために、SOCreate()を使用して、特殊な識別子

と初期値で共有オブジェクトを作成します。更に、識別子を表示すること

で、SORead()、SOSet()、SOAdd()(共有オブジェクト値をそれぞれ、読み込

み、修正、増加します)を使用します。共有オブジェクトがあらゆる接続に

よってアクセスされるので、同時実行性の制御のためにSOLock()と
SOUnlockを使用することができます。共有オブジェクトが使用されなくな

った時、SODrop()で削除することができます。 

使用例 

 使用例1 初期値0で共有オブジェクト0を作成します： 

dmSQL> call SYSADM.SOCreate(0,0,?); 

Shid: 1 
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 使用例2 初期値0で共有オブジェクト2を作成します： 

dmSQL> call SYSADM.SOCreate(2,0,?); 

Shid: 2 

関連プロシージャ 

SOADD 

SODROP 

SOLOCK 

SOREAD 

SOSET 

SOUNLOCK 

5.19 SODROP 

目的 

使われていない共有オブジェクトを削除します。 

原型 

SODROP(INTEGER SHID) 

shid  削除する共有オブジェクトのID 

説明 

SODROPシステムストアドプロシージャを使用して、使わない共有するオ

ブジェクトを削除することができます。 

使用例 

 使用例 共有オブジェクト1を削除します： 

dmSQL> call SYSADM.SODrop(1); 
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関連プロシージャ 

SOADD 

SOCREATE 

SOLOCK 

SOREAD 

SOSET 

SOUNLOCK 

5.20 SOLOCK 

目的 

共有オブジェクトをロックします。 

原型 

SOLOCK(INTEGER SHID) 

shid  ロックしようとする共有オブジェクトのID 

説明 

共有オブジェクトがロックされると、他のユーザーは、読み込み、設定、

追加、削除、ロック、ロック解除することができません。ロックをかけた

ユーザーのみが、その他の6つのシステム・ストアド・プロシージャを使

用することができます。 

使用例 

 使用例 共有オブジェクト1をロックします： 
dmSQL> call SYSADM.SOLock(1); 
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関連プロシージャ 

SOADD 

SOCREATE  

SODROP 

SOREAD 

SOSET 

SOUNLOCK 

5.21 SOREAD 

目的 

共有オブジェクトの値を読み込み（取得）します。 

原型 

SOREAD(INTEGER SHID,  

       INTEGER VAL OUTPUT) 

setid  共有オブジェクトのID 

val  共有オブジェクトの値 

説明 

SOREADシステムストアドプロシージャを使用して、共有オブジェクトの

値を読み込む（取得）ことができます。 

使用例 

 使用例 共有オブジェクト2の値を取得します： 

dmSQL> call SYSADM.SORead(2,?); 

val: 3 
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関連プロシージャ 

SOADD 

SOCREATE 

SODROP 

SOLOCK 

SOSET 

SOUNLOCK 

5.22 SOSET 

目的 

共有オブジェクトの値を設定または修正します。 

原型 

SOSET(INTEGER SHID, 

      INTEGER NEW_VAL,  

      INTEGER OLD_VAL OUTPUT) 

Setid  共有オブジェクトのID 

new_val  割り当てる値 

old_val  割り当てる前の値 

説明 

SOSETシステムストアドプロシージャを使用して、共有オブジェクトの値

を設定または修正することができます。 
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使用例 

 使用例 共有オブジェクト2の値を-2にセットします： 

dmSQL> call SYSADM.SOSet(2,-2,?); 

old_val: 3 

関連プロシージャ 

SOADD 

SOCREATE 

SODROP 

SOLOCK 

SOREAD 

SOUNLOCK 

5.23 SOUNLOCK 

目的 

共有オブジェクトのロックを解除します。 

原型 

SOUNLOCK(INTEGER SHID) 

shid  ロック解除しようとする共有オブジェクトのID 

説明 

共有オブジェクトがロックされると、他のユーザーは、読み込み、設定、

追加、削除、ロック、ロック解除をすることができません。共有オブジェ

クトにロックをかけたユーザーのみが、ロックを解除することができま

す。 
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使用例 

 使用例 共有オブジェクト1のロックを解除します： 

dmSQL> call SYSADM.SOUnlock(1); 

関連プロシージャ 

SOADD 

SOCREATE 

SODROP 

SOLOCK 

SOREAD 

SOSET 

5.24 START_DMSCHSVR 

目的 

dmschsvrを起動することに用いられます。 

原型 

START_DMSCHSVR(VARCHAR(8) TASKRUNNUM INPUT,  

VARCHAR(128) SCHELOGDIR INPUT) 

taskrunnum 同時にdmschsvrによって喚起されるタスクの番号で、

当該値の範囲は1~50で、デフォルト値は30です。 

schelogdir dmschsvrのログファイルのディレクトリを指示するパ

スで、そのデフォルトパスはDB_DbDirに指定される

パスと同じです。ログのファイル名のフォーマットは

<DB_NAME><_><Date> で す 。 例 え ば 、

DBSAMPLE5_20150135.log。 
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説明 

START_DMSCHSVRシステムストアドプロシージャはdmschsvrを起動する

ことに用いられます。 

使用例 

 使用例 下記の構文でdmschsvrを起動します： 

dmSQL> call START_DMSCHSVR ('30', ‘C:\DBMaster\5.4\SAMPLES\DATABASE’); 

関連プロシージャ 

STOP_DMSCHSVR 

5.25 STOP_DMSCHSVR 

目的 

dmschsvrを停止することに用いられます。 

原型 

STOP_DMSCHSVR 

説明 

STOP_DMSCHSVRシステムストアドプロシージャはdmschsvrを停止するこ

とに用いられます。 

使用例 

 使用例 下記の構文でdmschsvrを停止します： 
dmSQL> call STOP_DMSCHSVR; 
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関連プロシージャ 

START_DMSCHSVR 

5.26 TASK_ALTER 

目的 

既存のタスクの変更に用いられます。 

原型 

TASK_ALTER(VARCHAR(128) TASK_NAME INPUT,  

VARCHAR(16) TASK_TYPE INPUT,  

VARCHAR(2048) ACTIONS INPUT) 

task_name              既存タスクの名称 

task_type 作成しようとするタスクのタイプで、 SQL_ 
STATEMENT (abbr. SQL) 、 STORE_PROCEDURE 
(abbr. SP)及びEXECUTABLE (abbr. EXEC)等の三つの

オプションがあります。SQL_STATEMENTは当該

タスクがSQLステートメントであるのを表し、

STORE_PROCEDUREは当該タスクがプロシージャ

であるのを表し、EXECUTABLEは当該タスクが実

行可能のプログラムであるのを表します。 

actions 定期的に既存のタスクを実行するアクションで、

既存のタスクの種類と一致する必要があります。 

説明 

TASK_ALTERシステムストアドプロシージャは既存のタスクの変更に用い

られ。 

TASK_NAMEの以外に、あらゆるタスクのパラメータが変更できます。タ

スクが実行中にタスクのパラメータが変更されている場合、タスクはユー
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ザーのスケジュールによる次回の実行を行う際の新しいパラメータを使用

します。 

使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、タスク"insert_t1"を変更します。この例

では、アクション"insert into t1 values(1, 2)"を"insert into t1 values(1, 3)"に
変更します。タスク"insert_t1"に関する詳しい情報につきましては、セク

ション5.27 TASK_CREATEの使用例をご参照ください。 

dmSQL> call TASK_ALTER('insert_t1','SQL_STATEMENT','insert into t1 
values(1,3)'); 

関連プロシージャ 

TASK_CREATE 

TASK_DROP 

5.27 TASK_CREATE 

目的 

タスクの作成に用いられます。 

原型 

TASK_CREATE(VARCHAR(128) TASK_NAME INPUT,  

VARCHAR(16) TASK_TYPE INPUT,  

VARCHAR(2048) ACTIONS INPUT) 

task_name 作成しようとするタスクの名称で、その最大の長さは

128文字で、アルファベット、数字及びアンダースコ

アからなり、最小の文字は数字にすることはできませ

ん。 

task_type 作 成 し よ う と す る タ ス ク の タ イ プ で 、 SQL_ 
STATEMENT (abbr. SQL)、STORE_PROCEDURE (abbr. 
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SP)及びEXECUTABLE (abbr. EXEC)等の三つのオプショ

ンがあります。SQL_STATEMENTは当該タスクがSQL
ス テ ー ト メ ン ト で あ る の を 表 し 、

STORE_PROCEDUREは当該タスクがプロシージャで

あるのを表し、EXECUTABLEは当該タスクが実行可能

のプログラムであるのを表します。 

actions 定期的に既存のタスクを実行するアクションで、作成

しようとするタスクの種類と一致する必要があります

が、その最大の長さは2Kバイトです。 

説明 

TASK_CREATEシステムストアドプロシージャはタスクの作成に用いられ

ます。タスクはユーザーに定義されたもので、計画によって一回か複数回

が実行されます。これはアクション(実行する必要となるもの)の組み合わ

せで、スケジュールによって実行されます。 

使用例 

 使用例 下記の構文でタスク"insert_t1"を作成して、値をテーブルt1に挿入

します。 
dmSQL> call TASK_CREATE('insert_t1','SQL_STATEMENT','insert into t1 
values(1,2)'); 

関連プロシージャ 

TASK_ALTER 

TASK_DROP 

5.28 TASK_DROP 

目的 

既存のタスクの削除に用いられます。 
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原型 

TASK_DROP(VARCHAR(128) TASK_NAME INPUT) 

task_name 削除しようとするタスクの名称 

説明 

TASK_DROPシステムストアドプロシージャは既存のタスクの削除に用い

られます。 

タスクが既にスケジュールに追加された場合、SCHEDULE_DROPを使用

して当該タスクを削除しようとすると、エラーが発生します。即ち、タス

クを削除する前に、当該タスクを使用するユーザーがないと確保する必要

があります。 

使用例 

 使用例 下記の構文を使用して、タスク"insert_t1"を削除します。タスク

"insert_t1"に関する詳しい情報につきましては、セクション5.27 
TASK_CREATEの使用例をご参照ください。 
dmSQL> call TASK_DROP('insert_t1'); 

関連プロシージャ 

TASK_ALTER 

TASK_CREATE 

5.29 XMLEXPORT 

目的 

XMLEXPORTシステムストアドプロシージャは、ユーザーにプログラミン

グ可能なインターフェースを提供して、DBMasterでのXMLデータをエクス

ポートするために用いられます。 
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原型 

XMLEXPORT(VARCHAR(256) FILE_PATH, 

          VARCHAR(256) DB_TAG, 

          VARCHAR(256) XML_HEADER, 

          VARCHAR(16000) OBJECT_STR, 

          VARCHAR(256) OPTION_STR, 

          VARCHAR(256) LOG_PATH) 

説明 

XMLEXPORTシステムストアドプロシージャは、ユーザーにプログラミン

グ可能なインターフェースを提供して、DBMasterでのXMLデータをエクス

ポートするために用いられます。SYSADM、SYSDBAまたはDBAセキュリテ

ィ権限を持つユーザーのみはこのストアド・プロシージャを呼び出すこと

ができます。又、XMLEXPORTはシステム・ストアド・プロシージャです

ので、他のユーザーに実行権限を与えることができません。 

XMLEXPORTは、DBMasterデータベースからXMLファイルに表をエクスポ

ートし、対応するストアド・プロシージャを1つ呼び出すことで、複数の

表を処理することができます。XMLファイルの内容とDBMasterの表の間の

マッピングについての解説は、ディスクリプション文字列の中で指示しま

す。このディスクリプション文字列は、ストアド・プロシージャに与えら

れた引数の1つとして用いられます。 
 

引数名 データ

型 

サイズ 

(バイト) 

解説 大文字と小文字の区

別 

 

file_path varchar 256 エクスポートした

XMLファイルの絶

対パス 

オペレーティング・

システムに拠りま

す。 

db_tag varchar 128 カスタマイズされ

たデータベースの

タグ 

区別します(出力は、

同じ文字タイプにな

ります)。 
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引数名 データ

型 

サイズ 

(バイト) 

解説 大文字と小文字の区

別 

 

xml_header varchar 256 カスタマイズされ

たXMLのヘッダー 
区別します(出力は、

同じ文字タイプにな

ります)。 

object_str varchar 16000 エクスポートされ

たオブジェクト用

のディスクリプシ

ョン文字列 

DBMasterの設定に拠

ります。 

option_flag varchar 256 オプション・フラ

グ用のディスクリ

プション文字列 

区別しません。 

log_path varchar 256 クライアント側の

エラー・ログファ

イルの絶対パス 

オペレーティング・

システムに拠りま

す。 

図 5-1 XMLEXPORTの引数 

XMLEXPORTに引数を与える 

データベースからエクスポートされたXMLファイルは、サーバーで生成す

る必要があります。最初のfile_pathには、絶対パスの文字列を指定します。

使用例5を参照してください。 

2つ目のdb_tagは、タグをカスタマイズするために使用します。NULLや空

の文字列が指定された場合、初期設定値が使用されます。 

3つ目のxml_headerは、XMLファイルのヘッダーをカスタマイズするために

使用します。XMLファイルのヘッダーにスタイル情報、ネームスペース定

義、コメント等の文字列を追加できます。出力ファイルには必ず<?xml 
version="1.0">がありますので、重複させる必要はありません。 

4つ目の引数は、object_strです。 

Object_str=: 

{ <element> [; <element>…] 
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<element>=: 

{TABLE_NAME | <select_query>} [#TABLE_TAG] 

<element>は表を表します。<element>間に使用するデリミタは、セミコロン

(;)です。<element>からの最初のトークンが、「SELECT」（大文字と小文

字を区別しない）の場合、この<element>は<select_query> [#TABLE_TAG]と
解釈されます。  

或いは、この<element>はTABLE_OWNER.TABLE_NAME [#TABLE_TAG]と
いう意味になります。<element> = TABLE_OWNER. TABLE_NAME 
[#TABLE_TAG]の場合、この表にある全カラムが選択され、どのカラム・

タグもカスタマイズされません。つまり、エクスポートされたXMLファイ

ルのカラム・タグの名前は、対応する表のカラム名と同じです。

TABLE_TAGは、カスタマイズした表のタグを指定するためのものです。

TABLE_TAGが無い場合、データベースの表名が、表のタグ名として使用

されます。  

カ ラ ム の タ グ を カ ス タ マ イ ズ す る 場 合 、 <element> 文 字 列 に

<select_query>[#TABLE_TAG]のみを使うことができます。カスタマイズされ

たカラムのタグ名は、<select_query>文の中でカラムの別名を用いることで

指定します。<select_query>の中では、「select c1 as name, c2 as type from 
SYSADM.t2」のように、ASを使います。そうすると、エクスポートされた

XMLファイルで、カラムc1は「name」タグになり、カラムc2は「type」タ

グになります。 

5つ目に、option_flagを使って、オプション文字列でオプションを定義しま

す。各オプションは、セミコロン(;)で仕切ります。例えば、カラム名を属

性として扱いたい場合、オプション文字列に「column_as_attribute」を使用

します。特定のオプションを指定しない場合、オプションは設定されませ

ん。オプション・フラグの文字列は、大文字と小文字を区別しません。 
 

オプション・フラグ 設定 設定無し 
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オプション・フラグ 設定 設定無し 

blob_in_separate_file BLOB/CLOBカラムのデ

ータは、XMLファイルと

は別の一時ファイルとし

てエクスポートします。

この一時ファイルの名前

は、エクスポートDTD
に記録されます。 

BLOB/CLOBカラムのデ

ータは、XMLファイルの

一部としてエクスポート

されます。 

column_as_attribute カラムは、XMLファイル

の要素としてでは無く、

属性としてエクスポート

されます。 

カラムは、XMLファイル

の要素としてエクスポー

トされます。 

capitalize_tag_name タグ名は、XMLファイル

で全て大文字になりま

す。 

タグ名の大文字と小文字

は、データベースの対応

する名前のルールと同じ

になります。 

file_type_as_link FILEデータ型の要素は、

エクスポートされませ

ん。ファイル名の名前の

みがXMLファイルにエク

スポートされます。 

FILEデータ型の要素は、

XMLファイルの一部とし

てエクスポートされま

す。 

no_schema_dtd XMLファイル生成の際に

スキーマDTDを生成し

ません。 

XMLファイル生成の際に

対応するDTDを生成し

ます。 

図 5-2 XMLEXPORTのオプション 

最後のlog_pathは、XMLファイルのエクスポートの際に生成されたログフ

ァイルが保存されるクライアント側のパス名です。 

XMLファイルをエクスポートする 

Customerという名前のDBMasterのデータベースから、2つの表（cardと
contact）を/usr/john/xmlexport.xmlファイルにエクスポートすると想定しま

す 。 xmlexport.xml フ ァ イ ル に は 、 デ ー タ ベ ー ス の タ グ と し て
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「EMPLOYEE」を、表tb_card用のタグとして「TITLE」を、表tb_contact用
のタグとして「NUMBER」をそれぞれ独自に使用することとします。  

更に、表tb_cardのカラムID, FNAME、LNAME 、WORKには独自にカラ

ム・タグとして、それぞれにID_NO、FIRST_NAME、LAST_NAME、JOB
を用います。表tb_contactのカラムには、独自のタグは使いません。また、

XMLファイルの全てのタグ名を大文字にし、BLOBカラムのデータがある

場合は、全て別の一時ファイルに保存します。最後に、ログファイル名

は、/client/john/xmlexport.logとして保存します。これら2つの表のレコード

は、以下のとおりです。 
 

dmSQL> SELECT * FROM tb_card;  

     ID         FNAME           LNAME             WORK          

===========  ===============  ================ ===============  

          1  Eddie            Chang            Manager            

          2  Hook             Hu               SoftwareEngineer 

          3  Jackie           Yu               SoftwareEngineer 

          8  Jerry            Liu              Manager            

 

dmSQL> SELECT * FROM tb_contact;  

 NO          FIRST_NAME         LAST_NAME              PHONE          

===========  ============= ==================== ====================  

          1  Eddie         Chang                2145678 

          2  Hook          Hu                   2335678 

           3  Jackie         Yu                    2346678 

          4  Jerry                 Liu                  2345671 

 XMLファイルにエクスポートする: 

1. File_pathは、エクスポートするXMLファイルの絶対パスです。ファイ

ルはサーバー側で生成されますので、指定したファイルのパスもサー

バー側にする必要があります。この引数に、文字列

「/usr/john/xmlexport.xml」を指定します。 
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2. db_tagは、カスタマイズするデータベースのタグです。NULLや空の文

字列は、初期設定値が使われることを意味します。文字列

「EMPLOYEE」をこの引数に指定します。 

3. xml_headerは、xmlファイルのヘッダーにコメント等を追加する場合に

指定します。この例では指定しません（空白）。 

4. この例では、次のobject_str文字列を使います。 

'select ID as ID_NO, FNAME as FIRST_NAME, LNAME as LAST_NAME, WORK 

as JOB from SYSADM. tb_card#TITLE;SYSADM. tb_contact#NUMBER' 

5. オプション文字列の引数には、

「capitalize_tag_name;blob_in_separate_file」を指定します。 

6. ログのパスの引数には、「/client/john/xmlexport.log」を指定します。 

7. 次のようにXMLExportを呼び出します。 

call  XMLExport ( 

'/usr/john/xmlexport.xml',  

'EMPLOYEE', 

'', 

'select ID as ID_NO, FNAME as FIRST_NAME, LNAME as LAST_NAME, WORK 

as JOB from SYSADM. tb_card#TITLE;SYSADM. tb_contact#NUMBER', 

'capitalize_tag_name;blob_in_separate_file',  

'/client/john/xmlexport.log');  

8. エクスポートされたxmlexport.xmlファイルの一部。 

<EMPLOYEE> 

  <TITLE> 

    <IO_NO>1</ID_NO> 

    <FIRST_NAME>Eddie</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Chang</LAST_NAME> 
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    <JOB>Manager</JOB> 

  </TITLE> 

  <TITLE> 

    <ID_NO>2</ID_NO> 

    <FIRST_NAME>Hook</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Hu</LAST_NAME> 

    <JOB>SoftwareEngineer</JOB> 

  </TITLE> 

  <TITLE> 

    <ID_NO>3</ID_NO> 

    <FIRST_NAME>Jackie</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Yu</LAST_NAME> 

    <JOB>SoftwareEngineer</JOB> 

  </TITLE> 

  <TITLE> 

    <ID_NO>4</ID_NO> 

    <FIRST_NAME>Jerry</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Liu</LAST_NAME> 

    <JOB>Manager</JOB> 

  </TITLE> 

  <NUMBER> 

    <ID_NO>1</ID_NO> 

    <FIRST_NAME>Eddie</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Chang</LAST_NAME> 
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    <PHONE>2145678</PHONE> 

  </NUMBER> 

  <NUMBER> 

    <NO>2</NO> 

    <FIRST_NAME>Hook</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Hu</LAST_NAME> 

    <PHONE>2335678</PHONE> 

  </NUMBER> 

  <NUMBER> 

    <NO>3</NO> 

    <FIRST_NAME>Jackie</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Yu</LAST_NAME> 

    <PHONE>2346678</PHONE> 

  </NUMBER> 

  <NUMBER> 

    <NO>4</NO> 

    <FIRST_NAME>Jerry</FIRST_NAME> 

    <LAST_NAME>Liu</LAST_NAME> 

    <PHONE>2345671</PHONE> 

  </NUMBER> 

</EMPLOYEE> 
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 或いは次のようにXMLExportを呼び出します: 

1. オプション文字列に「column_as_attribute」を加えて、XMLExportを呼

び出します。 この場合、同時に「blob_in_separate_file」オプションは

指定できません。 

call  XMLExport (  

'/usr/john/xmlexport.xml', 

'EMPLOYEE', 

'', 

'select ID as ID_NO, FNAME as FIRST_NAME, LNAME as LAST_NAME, WORK 

as JOB from SYSADM. tb_card#TITLE ', 

'capitalize_tag_name;column_as_attribute', 

'/client/john/xmlexport.log'); 

2. 結果の一部は以下のとおりです。 

<EMPLOYEE> 

  <TITLE ID_NO="1" FIRST_NAME="Eddie" LAST_NAME="Chang" 

JOB="Manager" /> 

  <TITLE ID_NO="2" FIRST_NAME="Hook" LAST_NAME="Hu" 

JOB="SoftwareEngineer" /> 

  <TITLE ID_NO="3" FIRST_NAME="Jackie" LAST_NAME="Yu" 

JOB="SoftwareEngineer" /> 

  <TITLE ID_NO="4" FIRST_NAME="Jerry" LAST_NAME="Liu" 

JOB="Manager" /> 

</EMPLOYEE> 

関連プロシージャ 

XMLIMPORT 
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5.30 XMLIMPORT 

目的 

XMLIMPORTシステムストアドプロシージャは、ユーザーにプログラミン

グ可能なインターフェースを提供して、DBMasterでのXMLデータをインポ

ートするために用いられます。 

原型 

XMLIMPORT(VARCHAR(256) FILE_PATH, 

          VARCHAR(16000) OBJECT_STR, 

          VARCHAR(256) OPTION_STR, 

          VARCHAR(256) LOG_PATH) 

説明 

XMLIMPORTシステムストアドプロシージャは、ユーザーにプログラミン

グ可能なインターフェースを提供して、DBMasterでのXMLデータをインポ

ートするために用いられます。SYSADM、SYSDBAまたはDBAセキュリティ

権限を持つユーザーのみはこのストアド・プロシージャを呼び出すことが

できます。又、XMLIMPORTはシステム・ストアド・プロシージャですの

で、他のユーザーに実行権限を与えることができません。 

XMLIMPORTは、表をXMLファイルからDBMasterの表にインポートしま

す。XMLファイルからインポートする際に、XMLファイル全体を解読する

（ファイル内容の分析と、データを表にインポート）代わりに、データベ

ースに保存するだけです。インポートされるXMLファイルはサーバー側

に、XMLファイルのインポートの際に生成されるログファイルは、クライ

アント機に保存されます。 

XMLファイル全体を解読する代わりに単に保存したいだけであれば、XML
ファイルを保存するために「key」を指定する必要があります。そうするこ

とで、保存したXMLファイル用にデータベースに問い合せる際に、キー値

を使うことができます。  
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引数名 データ

型 

サイズ 

(バイト) 

解説 大文字と小文字の区別 

file_path varchar 256 エクスポートする

XMLファイルの絶

対パス 

オペレーティング・シ

ステムに依ります 

object_str varchar 16000 エクスポートする

オブジェクトのデ

ィスクリプション

文字列 

XMLのタグは、大文字

と小文字を識別しま

す。表名と表のカラム

名は、DBMasterの設定

に依ります 

option_flag varchar 256 オプション・フラ

グのディスクリプ

ション文字列 

区別しません 

log_path varchar 256 クライアント側の

エラーログの絶対

パス 

オペレーティング・シ

ステムに拠ります 

図 5-3 XMLIMPORTの引数 

XMLIMPORTに引数を与える 

データベースからインポートするXMLファイルは、サーバー側に生成され

ます。最初の文字列file_pathには、絶対パスを指定します。  

2つ目のobject_str引数は、インポートするオブジェクトを指定します。この

情報には、ドキュメントのレベル、カスタマイズしたカラムのタグ名間の

マップ、カスタマイズした表のタグ名とデータベースの表名の間のマッピ

ング同様に、挿入した表のカラム名が含まれます。フォーマットは、以下

のとおりです。 

object_str =:  

       { <table_element> [; <table_element>]...} 

 

<table_element> =  

       { <document mapping information>#<table mapping information> } 
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<document mapping information> =:  

       {<document level string>[(<column tag names>)] 

 

<document level string> =: {/<level1> [/<level2>/.....]} 

 

<column tag names> =: {<tag1> [, <tag2>]...} 

 

<table mapping information> =: <table import definition> 

 

<table import definition> =: { <insert sql statement> | <target table 
name>[(<table column names>)] } 

 

<insert sql statement> =: INSERT INTO <target table name> [(<table 
column names>)] VALUES (<value list>) 

 

<table column names> =: {<col1> [, <col2>] ...} 

 

<value list> =: {<insert value>, <insert value>,...} 

 

<insert value> =: {<constant> | <expression>} 

図 5-4 サンプルXMLファイル 

XMLファイルを解読し、内容を表に保存する代わりにファイル全体を保存

したい場合、<column tag names>に特別なハンドリングを使います。  

<table_element>は、表を表します。<element>間に使用するデリミタは、セミ

コロン(;)です。 

<document level string>には、ルート・レベルから表レベルまでのドキュメン

トのレベルを指定します。 
 

<root> 

   <database> 
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      <table1> 

          <column1> 

          </column1> 

          <column2> 

          </column2> 

      </table1> 

      <table2> 

      </table2> 

   </database> 

</root> 

図 5-5 サンプル XMLファイル 

図5.2のサンプルXMLファイルに基づき、<database>の<table1>タグに保存し

たデータをインポートするために、「 /root/database/table1」の<document 
level string>を指定します。 

<column tag names>には、表に挿入しようとするカラムのタグを指定しま

す。<column tag names>を定義しない場合、特定の表のタグにあるカラムの

タグ全てが挿入されます。 

<table import definition>には、<insert sql statement>或いはTABLE_NAME 
[<table column names>]のフォーマットのいずれかを使用します。<insert sql 
statement>を使用すると、挿入されるSQL文は、次のようになります。 

INSERT INTO <target table name> [(<table column names>)] VALUES (<value 
list>) 

挿入されるカラムには、<table column names>を指定します。<table column 
names>を指定しない場合、ユーザーが目的の表に全てのカラムを挿入しよ

うとしていることを意味します（これは、一般のINSERT SQL文の構文と

同じです）。また、<column tag names>が<document mapping information>に
存在する場合、<column tag names>で指定するカラム・タグの数は、<value 
list>のホスト変数の数と同等にする必要があります。<document mapping 
information>に存在する<column tag names>が無い場合、元の要素にあるカラ

ム・タグの全てが、目的の表に挿入されることを意味します。DTDファイ
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ルのスキーマ情報は、タグの数が<value list>にあるホスト変数の数と等しい

かどうかをチェックするためにも使用されます。 

<document mapping information>ファイルにある<table column names>、<value 
list>、<column tag names>間のマッピングは、適切に行わなければなりませ

ん。<column tag names>は、<value list>ファイルのホスト変数にマップされま

す。<value list>のシーケンス値と合わせる<table column names>のカラム・シ

ーケンスと、タグ<column tag names>のシーケンスは、どの値を<value list>に
挿入するかを決定します。  

<target table name>[(<table column names>)]を使用する場合、<target table name>
に挿入する表を指定します。この<target table name>は、<document level 
string>の最後のレベルにマップされます。  

このフォーマットを使用すると、定数値の挿入や式の挿入は使用できませ

ん。<document mapping information>に<column tag names>を指定しない場

合、<table column names>も存在しません。<document mapping information>に
<column tag names>がある場合、<column tag names>にあるタグの数は、<table 
column names>にあるカラム数と同等にする必要があります。 

<table column names>には、挿入するマップされた表のカラムを指定しま

す。<table column names>を指定しない場合、表のカラムは全て挿入されま

す。この場合、<document mapping information>には<column tag names>があ

りません。DTDファイルのスキーマ情報は、元の要素にあるタグの数と目

的の表にあるカラムの数が等しいかどうかをチェックします。 

ユーザーは、<table column names>と<column tag names>間のマッピングを行

います。<column tag names>にあるタグの位置は、<table column names>にあ

るカラムの位置にマップしなければなりません。  
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使用例 

 使用例1 

<table column names>が(c1, c2, c3)、<value list>が(?,?,?)、<column tag names>が
(tg1, tg2, tg3)の場合、tg1の値はc1に挿入され、tg2の値はc2に挿入され、tg3
の値はc3に挿入されます。  

 使用例2 

表t1に4つのカラム（c1、c2、c3、c4）があり、インポートしようとしてい

るXMLの要素に4つのタグ（tg1、tg2、tg3、tg4）があると想定します。更

に、obj_strは、「/root/book/order(tg1, tg2)#insert into t1 (c1, c2, c3) values (?,?+3, 
5)」です。文字列から、表t1を目的の表とすることを決定し、表t1のカラム

c1にはタグtg1の挿入された値があります。カラムc2にはタグtg2とtg3の挿

入された値があり、カラムc3には挿入された定数5があると想定します。 

 使用例3 

<document mapping information>に<column tag names>ファイルの使用を指定

しない場合、XMLカラムのタグのシーケンスが<table column names>にある

もののシーケンスと合致し、基の要素にあるカラムのタグ全てが目的の表

に挿入されることを表します。  

目的の表t2には5つのカラム（c1、c2、c3、c4、c5）があると想定します。

更に、XMLファイルのタグのシーケンスは、tg1、tg2、tg3、tg4とします。

obj_strが「/root/book/order#insert into t2 (c1, c2, c3, c4, c5) values (?, ?, ?, ?, 6)」の

場合、t2のc1にtg1の値が挿入され、t2のc2にtg2の値が挿入され、t2のc3に
tg3の値が挿入され、t2のc4にtg4の値が挿入され、t2のc5に定数6が挿入され

ます。 

obj_strが「/root/book/order(tg1, tg2, tg3, tag4)#insert into t1 values (?, ?, ?, ?)」の

場合、目的の表の全カラムに4つのタグを挿入しようとすることを意味し

ます。t1のc1にtg1の値が挿入され、t1のc2にtg2の値が挿入され、t1のc3に
tg3の値が挿入され、t1のc4にtg4の値が挿入されます。 
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 使用例4 

obj_strが「/root/book/order(tg1, tg2)#insert into t1 values (?, ?, acos(1))」の場合、

t1のc3にはacos(1)の結果が挿入されます。 

 使用例5 

XMLファイル全体を解読し、内容を保存する（例えば、XMLファイル全体

を解読し、表にXMLファイルのデータを保存する）代わりに、レコードに

XMLファイル全体を保存しようとするユーザーは、<column tag names>に
「仮想タグ」を指定する必要があります。この特殊な「仮想タグ」は、

「_XML_FILE_」と名づけられます。  

この「_XML_FILE_」がカラムのタグ名のように使用される場合、この特

殊な「仮想タグ」を通じてカラム・タグによって表されるカラムは、キー

値として使用されます。加えて、<value list>ファイルにマップされた値は、

更なる計算の無い1つのホスト変数になります。  

次のオブジェクト文字列「/root/book/order(tag1, tag2, XML_FILE_)#insert into 
t2 (c1, c2, c3, c4, c5) values (?+2, ?*5, ?, 7, 8)」が使用される場合、ファイル全

体は表t2のc3に挿入されます。 

オブジェクト文字列の<table_element>が、「/root/book/order(tag1, tag2, 
_XML_FILE_)#customer(firstname, lastname, xml_file)」が表「customer」に使用

される場合、firstnameがtag1からXMLファイルに挿入されます。加えて、

lastnameはXMLファイルにtag2から挿入されます。xml_fileがXMLファイル全

体から挿入されます。Firstnameとlastnameが特殊なXMLファイル見つけるた

めのキーとして使われます。 

 使用例6 

<column tag names> = <tag1, tag2, tag3>と<table column names> = <c1, c2, c3>に
は、3つのマップがあります。tag1 <-> c1、tag2 <-> c2、tag3 <-> c3です。タ

グ名とカラム名は、両方あるか、全くないかのいずれかです。(tag1, ,tag3)
のような空のタグ名や、空のカラム名は、認められていないことを意味し

ます。カスタマイズされたタグ名の全てが指定されているか、全く指定さ

れていないかのどちらかです。 
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つまり、オブジェクト文字列「/root/book/order(tag1, , tag2)#insert into t2 (c1, 
c2) values (?, ?, ?)」は認められません。オブジェクト文字列

「/root/book/order(tag1, tag2, tag3)#insert into t2 (c1, c2, c3, c4) values (?, ?, ?, )」
は認められます。t2のc4に何が挿入されるかは、表のスキーマ情報に拠り

ます。 

3つ目に、option_flag文字列は大文字と小文字を区別しません。option_flag文
字 列 が 設 定 さ れ る 場 合 、 イ ン ポ ー ト さ れ る XML フ ァ イ ル の

column_as_attributeカラムは、属性として扱われます。option_flag文字列が設

定されない場合、カラムはXMLファイルの要素として扱われます。 

Option_flag=:{[<attribute>[;<attribute>]…]} 

<attribute>=: 

{ 

column_as_attribute 

} 

最後に、XMLファイルのインポートの際に生成されたエラーのログファイ

ルは、クライアント機のlog_pathに保存されます。 

XMLファイルをインポートする 

/usr/johnディレクトリにXMLファイルxmlimport.xmlがあると想定します。

ファイルは以下のようになります。 

<ROOT> 

   <EMPLOYEE> 

     <TITLE> 

       <TAG1>1</TAG1> 

       <TAG2>Eddie</TAG2> 

       <TAG3>Chang</TAG3> 

       <TAG4>Manager</TAG4> 

     </TITLE> 

     <TITLE> 

       <TAG1>2</TAG1> 

       <TAG2>Hook</TAG2> 
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       <TAG3>Hu</TAG3> 

       <TAG4>SoftwareEngineer</TAG4> 

     </TITLE> 

     <TITLE> 

       <TAG1>3</TAG1> 

       <TAG2>Jackie</TAG2> 

       <TAG3>Yu</TAG3> 

       <TAG4>SoftwareEngineer</TAG4> 

     </TITLE> 

     <TITLE> 

       <TAG1>4</TAG1> 

       <TAG2>Jerry</TAG2> 

       <TAG3>Liu</TAG3> 

       <TAG4>Manager</TAG4> 

     </TITLE> 

     <NUMBER> 

       <NO>1</NO> 

       <FIRST_NAME>Eddie</FIRST_NAME> 

       <LAST_NAME>Chang</LAST_NAME> 

       <PHONE>2145678</PHONE> 

     </NUMBER> 

     <NUMBER> 

       <NO>2</NO> 

       <FIRST_NAME>Hook</FIRST_NAME> 

       <LAST_NAME>Hu</LAST_NAME> 

       <PHONE>2335678</PHONE> 

     </NUMBER> 

     <NUMBER> 

       <NO>3</NO> 

       <FIRST_NAME>Jackie</FIRST_NAME> 
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       <LAST_NAME>Yu</LAST_NAME> 

       <PHONE>2346678</PHONE> 

     </NUMBER> 

     <NUMBER> 

       <NO>4</NO> 

       <FIRST_NAME>Jerry</FIRST_NAME> 

       <LAST_NAME>Liu</LAST_NAME> 

       <PHONE>2345671</PHONE> 

     </NUMBER> 

   </EMPLOYEE> 

<ROOT> 

次のデータベースのスキーマにimportxml.xmlファイルに記録されたデータ

をインポートします。 

Database Name: DB_TEST 

Table Name: TB_CARD(ID CHAR(30), FNAME CHAR(30), LNAME CHAR(30), WORK 
CHAR(30)) 

Table Name: TB_CONTACT(NO CHAR(30), FIRST_NAME CHAR(30), LAST_NAME 
CHAR(30), PHONE CHAR(30)) 

上記の.xmlファイルの内容から、<EMPLOYEE>要素の下には、2つの副要素

があることがわかります。データベース・レベルとして<EMPLOYEE>の要

素をマップし、表レベルとして<TITLE>を、他の表レベルとして

<NUMBER>をインポートするデータベースにマップすることができます。 

CARD表に<TITLE>を、CONTACT表に<NUMBER>をインポートすると想

定します。データベースの表とXML文書のタグのマップは、次のとおりで

す。 

/ROOT/EMPLOYEE/TITLE -> / DB_TEST / TB_ CARD 

/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER -> / DB_TEST / TB_ CONTACT 

XML文書のタグと表のカラムの間のマップは、次のとおりです。 

/ROOT/EMPLOYEE/TITLEの下にある要素（<TITLE>とTB_ CARD表の間の

マップ）： 
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TAG1 -> NO 

TAG2 -> FIRST_NAME 

TAG3 -> LAST_NAME 

TAG4 -> JOB 

/ROOT/EMPLOYEE/NUMBERの下にある要素（<NUMBER>とTB 
CONTACT表の間のマップ）： 

NO -> NO 

FIRST_NAME -> FIRST_NAME 

LAST_NAME -> LAST_NAME 

PHONE -> PHONE 

加えて、xmlimport.xmlではカラムが目的のXMLファイルの要素として扱わ

れていることがわかります。最後に、ログファイルが

/client/john/xmlimport.logであると想定します。 

表TB_ CARDにインポートする場合、/ROOT/EMPLOYEE/TITLEにある要

素がインポートされます。TAG1はカラムIDにマップされ、TAG2はカラム

FNAMEにマップされ、TAG3はカラムLNAMEにマップされ、TAG4はカラ

ムWORKにマップされます。  

表TB_CONTACTをインポートする場合、/ROOT/EMPLOYEE/NUMBERに
ある要素がインポートされます。<NUMBER> タグにある全ての要素がイ

ンポートされ、表CONTACTに直接マップすると想定されます。 

XMLのタグは大文字と小文字を区別することに留意して下さい。つまり、

この例のROOT、EMPLOYEE、TITLE、TAG1、TAG2、TAG3は、大文字に

なります。表名と表のカラム名の大文字と小文字は、DBMasterの設定に拠

ります。 

 上記のファイルでXMLIMPORTを使う: 

1. ファイルは常にサーバー側にあるので、指定する絶対パスもサーバー

側にします。引数file_pathには、「/usr/john/xmlimport.xml」を指定しま

す。 

2. object_strには、次のように指定します。 
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'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE(TAG1, TAG2, TAG3, TAG4)#INSERT INTO TB_CARD 

(ID,FNAME,LNAME,WORK) VALUES (?, ?, ?, ?);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER# 

tb_contact' 

或いは次のように指定します。 

'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE#INSERT INTO TB_CARD (ID,FNAME,LNAME,WORK) VALUES  
(?, ?, ?, ?);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER# tb_contact' 

或いは次のように指定します。 

'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE(TAG1, TAG2, TAG3, TAG4)#CARD 
(C1,C2,C3,C4);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER#contact' 

3. 使用するオブジェクト文字列には、複数のフォーマットがあります。 

'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE(TAG1, TAG2, TAG3, TAG4)#INSERT INTO TB_CARD 

(ID,FNAME,LNAME,WORK) VALUES (?, ?, ?, ?);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER# 

TB_CONTACT' 

或いは、4つのタグが4つのカラムにマッピングしているので、タ

グのシーケンスはカラムと同じになります。 

'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE#INSERT INTO TB_CARD (ID,FNAME,LNAME,WORK) 

VALUES  (?, ?, ?, ?);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER# TB_CONTACT' 

或いは、次のように指定します。 

'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE#INSERT INTO TB_CARD VALUES  

(?, ?, ?, ?);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER# TB_CONTACT' 

或いは、ホスト変数で更なる計算が必要ない場合、次のようにな

ります。 

'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE(TAG1, TAG2, TAG3, TAG4)# 

TB_CARD(ID,FNAME,LNAME,WORK);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER# TB_CONTACT' 

4. カラムはXMLファイルの要素として扱われるので、ここでは

option_flagをセットしません。これらのカラムが要素として扱われない

場合、option_flagがセットされます。 

option_flag =: {[<attribute> [;<attribute>]...]} 
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<attribute> =:  

{ 

column_as_attribute  

} 

5. log_pathは、「/client/john/xmlimport.log」になります。これは

XMLIMPORTの処理の際にエラーが記録された場所になります。 

6. obj_strのあるフォームを使ってXMLIMPORTを呼び出します。 

call  XMLImport (  

'/usr/john/xmlimport.xml',  

'/ROOT/EMPLOYEE/TITLE(TAG1, TAG2, TAG3, TAG4)# 

TB_CARD(ID,FNAME,LNAME,WORK);/ROOT/EMPLOYEE/NUMBER# tb_contact',  

'', 

'/client/john/xmlimport.log'); 

関連プロシージャ 

XMLEXPORT 
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6 dmSQL文 

6.1 CONNECT 

目的 

データベースに接続します。 

構文 

 

database_name 接続するデータベースの名前 

user_name データベースに接続するユーザーの名前 

password  ユーザーのパスワード 

説明 

CONNECT文は、データベースとの接続を確立します。データベース名は

大文字と小文字を区別しません。CONNECT以上のセキュリティ権限をも

つユーザーなら誰でもCONNECTを実行することができます。 

データベースに接続する前に、コンピュータのdmconfig.iniファイルに目的

のデータベースのデータベース環境設定セクションが存在することを確認
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する必要があります。データベースがローカル・コンピュータで作成され

た場合は、データベースの環境設定セクションは既に存在するはずです。

データベースがリモート・コンピュータで作成された場合は、データベー

スの環境設定セクションを追加します。 

シングルユーザー・データベースの接続にCONNECTを使用すると、デー

タベース接続を確立すると共にデータベースを起動します。シングルユー

ザー・データベースには、唯一人のユーザーだけが接続することができま

す。 

シングルユーザー・データベースに接続する前に、dmconfig.iniファイルの

DB_DBDIRキーワードにデータベース・ディレクトリを指定しておきま

す。 

クライアント/サーバー・データベースと接続するには、データベース・サ

ーバーを起動しているときにCONNECTを使用します。データベース・サ

ーバーを起動していないときは、接続する前にサーバーを起動させます。 

クライアント/サーバー・データベースは、サーバーが起動するホストコン

ピュータのIPアドレスとデータベースのポート番号を指定しておきます。

IP アドレスとポート番号は、 dmconfig.ini ファイルのDB_SVADR と

DB_PTNUMキーワードで指定します。DB_SVADRキーワードには、IPア
ドレスの代わりにホスト名を指定することもできます。 

クライアント/サーバー・データベースとの接続は、接続タイムアウトが発

生するまで試みられます。接続タイムアウトは、dmconfig.ini ファイルの

DB_CTIMOキーワードで指定します。DB_CTIMOキーワードは、シング

ルユーザー・データベースには適用されません。 

ユーザー名とパスワードはオプションではありません。唯一省略できる例

外はパスワードがNULLのときです。dmconfig.iniファイルのDB_USRIDと

DB_PASWDキーワードを使用すると、CONNECT文のユーザー名とパスワ

ードを省略することができます。DB_USRIDキーワードは初期設定のユー

ザー名を指定し、DB_PASWDキーワードは初期設定のパスワードを指定し

ます。DBMasterはユーザー名とパスワードを常に同じ所からもってきま

す。一方をCONNECT文で指定し他方を設定ファイルで指定することはで
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きません。CONNECT文でユーザー名とパスワードを与えたときは、

DB_USRIDとDB_PASWDキーワードで指定された値は無視されます。 

使用例 

 参照値1 dmconfig.iniファイルのTUTOR1データベースセクションに

DB_DBDIRキーワードの値を設定します： 

[TUTOR1] 

DB_DBDIR = C:\DBMASTER\DATABASE\TUTOR1 

 使用例1 ユーザーjennyがパスワードgrala833を指定してシングルユーザー

データベースTutor1に接続します： 

CONNECT TO Tutor1 jenny grala833 

 参照値2a dmconfig.iniファイルのTUTOR2データベースセクションに

DB_SVADRとDB_PTNUMキーワードの値を設定します： 

[TUTOR2] 

DB_SVADR = 192.72.116.137 

DB_PTNUM = 35400 

 参照値2b IPアドレスの代わりにホスト名をDB_SVADRに設定します： 

[TUTOR2] 

DB_SVADR = mars.syscom.com.tw 

DB_PTNUM = 35400 

 使用例2 ユーザーamandaがパスワードgrixa944を指定してマルチユーザー

データベースTutor2に接続します： 

CONNECT TO Tutor2 amanda grixa944 

 参照値3 dmconfig.iniファイルのTUTOR2セクションにキーワード

DB_SVADR、DB_PTNUM、DB_USRID、DB_PASWDの値を設定しま

す： 

[TUTOR2] 

DB_SVADR = 192.72.116.137 
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DB_PTNUM = 35400 

DB_USRID = vivian 

DB_PASWD = shuka828 

DB_SVADRは、参照値2bと同様、IPアドレスの代わりにホスト名を与える

こともできます。 

 使用例3 ユーザーvivianがパスワードshuka828を使用してマルチユーザ

ー・データベースTutor2に接続します。ユーザー名とパスワードは

dmconfig.iniのDB_USRIDとDB_PASWDキーワードで指定されているので

SQL文では指定しません。ユーザー名とパスワードをSQL文で与えると、

DB_USRIDとDB_PASWDキーワードで指定されている値は無視されま

す： 

CONNECT TO Tutor2 

関連dmSQL 

DISCONNECT 

GRANT (セキュリティ権限) 

REVOKE (セキュリティ権限) 

START DATABASE 

TERMINATE DATABASE 

6.2 CREATE DATABASE 

目的 

データベースを新規に作成します。 
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構文 

 

database_name  新規に作成するデータベースの名前 

説明 

CREATE DATABASE文は、データベースを新規作成します。データベース

を作成するには、データベース・ディレクトリのオペレーティング・シス

テム書き込み許可がDBMasterに与えられていなければなりません。

CREATE DATABASEは、任意のユーザーが実行することができます。 

DBMasterは、データベースの全ての環境設定情報をdmconfig.iniファイルに

格納します。このファイルには、コンピュータから接続できるデータベー

ス毎に構成セクションがあります。dmconfig.iniファイルはASCIIテキスト

ファイルであり、テキストエディタで編集することができます。 

各データベース環境設定は、セクション見出しと一連のキーワード行から

構成されます。セクション見出し行は、[データベース名]の形式です。キ

ーワード行は、キーワードと対応する値で構成されます。一つのキーワー

ドに複数の値を指定する場合は、各々の値をスペースまたはコンマで区切

ります。キーワードの値は、その目的によりデータベースの起動時または

ユーザーの接続時に使用されます。 

dmconfig.iniファイルのキーワードは、大文字と小文字を区別しません。キ

ーワードの値は、データベースが作動するオペレーティング・システムに

よっては大文字と小文字を区別することがあります。データベースの作成

時には、dmconfig.iniファイルのデータベース・セクションが調べられま

す。データベースと同じ名前のデータベース・セクションがあれば、セク

ション内に指定されている値を使用してデータベースを作成します。デー

タベースと同じ名前のデータベース・セクションが無ければ、初期設定値

を使用してデータベースを作成し、データベース・セクションを新規に追

加します。 
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データベースの名前は、接続できる全てのコンピュータ内で一意にしま

す。dmconfig.iniにはローカルおよびリモートの全てのデータベース設定情

報が含まれるので、同じデータベース名があると競合してしまいます。デ

ータベース名の最大長は32字です。文字、数字、アンダースコアを使用す

ることができます。データベース名は、大文字と小文字を区別しません。 

DBMasterの物理ストレージモデルでは、データを格納する物理ストレージ

はファイルです。ファイルはオペレーティング・システムが管理し、一

方、ファイル内のデータはDBMSが管理します。DBMasterは、データ、

BLOB、ジャーナルの3種類のファイルを使用します。 

データファイルとBLOBファイルは、ユーザーとシステムのデータを格納

します。データとBLOBファイルは類似の特性をもっていますが、パフォ

ーマンスをよくするために別々の方法で管理します。データファイルは表

と索引のデータを格納し、一方、BLOBファイルはバイナリラージオブジ

ェクト(BLOB)を格納します。 

ジャーナル・ファイルは、データベースの全ての変更履歴と変更ステータ

スをリアルタイムに記録する特殊なファイルです。ジャーナルは、失敗し

たトランザクションによる変更のundo、成功したけれどもデータベース損

傷によってディスクに書き込まれていない変更のredoを可能にします。ジ

ャーナル・ファイルはデータベース管理システムによってのみ使用されま

す。ユーザーデータの格納には使用されません。 

DBMasterの論理ストレージモデルでは、データベース情報を管理可能なエ

リアに区分けするのに用いられる論理ストレージ構造は表領域です。表領

域には、種々の表や索引が含まれます。表領域内のデータはDBMSによっ

て管理されますが、物理的にはファイルに格納されます。3種類、標準、

自動拡張、システムの表領域があります。 

標準表領域には、最低1つのデータファイルあるいはBLOBファイルがあり

ます。標準表領域は固定サイズであり、サイズを拡大するには、既存ファ

イルを拡大するか新規ファイルを追加します。標準表領域は最大32767個
のファイルをもつことができ、ファイルサイズの合計は最大8TBです。

Unixプラットフォームでは、ローデバイスに標準表領域を置くことができ

ます。 



 dmSQL文 6 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 6-7 

注 ローデバイスの詳細情報はUnixシステムのマニュアルを参照してくださ

い。 

自動拡張表領域は、必要に応じて最大8TBまで自動的にサイズを拡大しま

す。自動拡張表領域は、1個のデータファイルをもたなければならず、1個
のBLOBファイルをもたせることができます。自動拡張表領域にファイル

を追加するには、最初に標準表領域に変更します。データファイルだけの

自動拡張表領域を作成したときは、後にBLOBファイルを追加することが

できます。自動拡張表領域はローデバイスをサポートしません。 

システム表領域は、データベース作成時にDBMasterによって生成されま

す。各データベースにはシステム表領域が一つあり、スキーマ、セキュリ

ティ、ステータス情報のシステムカタログ表が格納されます。システム表

領域は、Unixローデバイス上に作成する場合を除いて、自動拡張表領域と

して作成されます。システム表領域を標準表領域に変換することもできま

す。システム表領域は、初期サイズ600KBのデータファイル、初期サイズ

20KBのBLOBファイルで作成されます。 

DBMasterは、システムデータファイルとシステムBLOBファイルを1個ずつ

システム表領域に生成し、ユーザーデータファイルとユーザーBLOBファ

イルを1個ずつ初期設定のユーザー表領域に作成します。この他に、デー

タベーストランザクションのログを取るために、少なくとも1個のシステ

ムジャーナル・ファイルも生成します。 

システムファイルの初期設定名は、DATABASE.SDB、DATABASE.SBB、
DATABASE.JNLです。DATABASEはデータベース名です。dmconfig.iniファ

イルのDB_DBFIL、DB_BBFIL、DB_JNFILキーワードを使用して初期設定

名を変更することができます。DB_DBFILはシステム・データファイル

名、DB_BBFILはシステムBLOBファイル名、DB_JNFILはシステム・ジャ

ーナル・ファイル名を指定します。データベース作成前にファイル名を指

定しておかないと、初期設定名が使用されます。データベース作成後にシ

ステムファイル名を変更することはできません。 

ユーザーファイルの初期設定名は、DATABASE.DBとDATABASE.BBです。

DATABASEはデータベースの名前です。dmconfig.iniファイルにある

DB_USRDBとDB_USRBBキーワードを使用して初期設定名を変更すること

ができます。DB_USRDBはユーザーデータファイル名とサイズを指定し、
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DB_USRBBはユーザーBLOBファイル名とサイズを指定します。この二つ

のキーワードを使用するときは、データページ数またはBLOBフレーム数

でファイルサイズを指定します。ファイル名とファイルサイズはスペース

またはコンマで区切ります。初期設定のユーザーファイル名を変更すると

きは、データベース作成前にファイル名を指定しておきます。  

ジャーナル・ファイルは、最大8個まで使用することができます。マルチ

ジャーナル・ファイルを作成するには、DB_JNFILキーワードの後ろに、ス

ペースまたはコンマで区切って、複数のファイル名を追記します。

DBMasterは、データベース作成時に自動的にこれらのジャーナル・ファイ

ルを作成します。データベース作成後にジャーナル・ファイルを追加する

こともできます。ジャーナル・ファイルを追加するには、ジャーナル・フ

ァイル名を追記し新ジャーナルモードでデータベースを再起動します。 

ファイル名にパスを含めるときは、Windows 95とWindowsNTではドライブ

と絶対パスを指定します。Unixでは絶対パスまたは相対パスを指定しま

す。パスを含まないファイルは、dmconfig.iniファイルのDB_DBDIRキーワ

ードで指定されたディレクトリに、DB_DBDIRキーワードが無いときはア

プリケーションディレクトリに作成されます。ファイル名の最大長は255
字です。オペレーティング・システムが許すスペース以外の任意の文字を

使用することができます。 

システムファイルの初期設定サイズは、データファイルが600KB、BLOBフ
ァイルが20KB、ジャーナル・ファイルが4000KBです。初期設定のファイ

ルサイズを変更するには、dmconfig.iniファイルのDB_BFRSZ、DB_JNLSZ
キーワードを使用します。 

DB_BFRSZキーワードは、BLOBファイルのフレームサイズを指定し、同

時にシステムBLOBファイルのサイズも変更します。初期設定サイズを使

用したくないときは、データベース作成時にDB_BFRSZを与えておきま

す。データベース作成後に変更することはできません。 

DB_JNLSZキーワードは、システムジャーナル・ファイルのサイズをジャ

ーナル・ブロック数で指定します。ジャーナル・ブロックは、ジャーナ

ル・ファイルの基本記憶単位です。ジャーナル・ブロックのサイズは

dmconfig.iniファイルのDB_PGSIZの値 から決定されます。データベース上

で実行した全てのトランザクションのレコードが格納されます。各ジャー
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ナル・ブロックは、できる限りのトランザクション情報をブロックに格納

します。DB_JNLSZキーワードの値は、23～524287ブロック数の範囲で設

定します。キロバイトに換算するにはdmconfig.iniファイルのDB_PGSIZの
値 を乗算します。。複数のジャーナル・ファイルをもたせる場合、各ジャ

ーナル・ファイルはDB_JNLSZで指定したサイズで作成されます。

DB_JNLSZの初期設定値は1000です。DB_JNLSZキーワードは何時でも変

更することができます。ただし、次に、新ジャーナルモードでデータベー

スを起動するまでは有効になりません。 

ユーザーファイルの初期設定サイズは、データファイルが600KB、BLOBフ
ァイルが20KBです。初期設定サイズを変更するには、dmconfig.iniファイ

ルのDB_USRDBとDB_USRBBキーワードを使用します。 

DB_USRDBキーワードは、データファイルのサイズをデータページ数で指

定します。データページはdmconfig.iniファイルにDB_PGSIZの値から決定

されます、、表レコード、索引キー、ページ内に収まる小さいBLOBデー

タ等を格納します。各データページは、できる限りの表行、索引キーをペ

ージ内に格納します。DB_USRDBキーワードの値は2～524287ページの範

囲で設定します。キロバイトに換算するにはこの値にdmconfig.iniファイル

のDB_PGSIZの値 を乗算します。DB_USRDBの初期設定値は150です。 

DB_USRBBキーワードは、BLOBファイルのサイズをBLOBフレーム数で指

定します。BLOBフレームはBLOBファイルの基本記憶単位です。BLOBフ
レームは、バイナリラージオブジェクト、グラフィックス、オーディオと

ビデオ、あるいはデータページに適合しないラージテキスト等を格納しま

す。1つのBLOBフレームには、1つのBLOBデータしか格納しません。

BLOBフレームのサイズは8KB～256KBの範囲でDB_BFRSZキーワードで指

定します。DB_USRBBキーワードの値は2～524287フレーム数の範囲で指

定します。この値にDB_BFRSZの値を乗算して、実際のファイルサイズ

(KB)を計算します。DB_USRBBの初期設定値は2です。 

DBMasterには、4レベルのセキュリティ権限、CONNECT、RESOURCE、
DBA、SYSADMがあります。 

CONNECTセキュリティ権限は、それを有するユーザーが、データベース

に接続し、システム表を閲覧し、オブジェクトの所有者、DBA、SYSADM
によって権限が与えられたオブジェクトをアクセスすることを可能になり
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ます。CONNECTセキュリティ権限は、データベース・オブジェクトを新

規作成すること認めていません。他の権限を与える前に、CONNECTセキ

ュリティ権限を与える必要があります。 

RESOURCEセキュリティ権限は、表、索引、ビュー、シノニム、ドメイン

を作成/削除することを認可します。ユーザーは、自分が作成した表、ビュ

ー、シノニム、ドメインだけを削除することができます。また、自分が作

成したデータベース・オブジェクトのオブジェクト権限を他のユーザーに

与えたり、取り消すことができます。RESOURCEセキュリティ権限をもつ

ユーザーは、同時にCONNECTセキュリティ権限ももちます。 

DBAセキュリティ権限は、データベースを起動、終了、バックアップし、

データベース・リソース、表領域、ファイルを管理し、全ての表、索引、

ビュー、シノニム、ドメインをオブジェクト権限なしにアクセスすること

を認可します。また、他のユーザーが所有する任意のデータベース・オブ

ジェクトのオブジェクト権限を与え、変更し、取り消すことができます。

DBAは、新規ユーザーにセキュリティ権限を与えたり、新規グループを作

成することはできませんが、既存グループにユーザーを追加/削除すること

はできます。DBAセキュリティ権限をもつユーザーは、同時にRESOURCE
とCONNECTセキュリティ権限ももちます。 

SYSDBAセキュリティ権限を持つユーザーは、SYSADM及びSYSDBA以外の

権限を持つあらゆるユーザーのセキュリティ権限を与えるまたは取り消す

ことができ、そして、削除グループが作成でき、グループからユーザーを

追加または削除することもできます。また、SYSADM及びSYSDBA以外の権

限を持つユーザーのパスワードも変更できます。SYSDBAセキュリティ権

限を持つユーザーはDBA、RESOURCE及びCONNECTのあらゆる権限も持

っています。 

SYSADMセキュリティ権限は、セキュリティ権限をユーザーに与え取り消

す、グループを作成し削除する、グループにユーザーを追加し削除するこ

とが認可されます。他のユーザーのパスワードを変更することも許されま

す。SYSADMセキュリティ権限をもつユーザーは、データベースに一人だ

けです。DBMasterは、データベース作成時に、ユーザー名SYSADMを付け

て自動的にこのユーザーを作成します。SYSADMは、SYSADMセキュリテ
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ィ権限を他のユーザーに与えることはできません。SYSADMは、同時に

SYSDBA、DBA、RESOURCE、CONNECTセキュリティ権限ももちます。 

CREATE DATABASE文を実行すると、データベースが新規作成され、起動

し、SYSADMユーザーとしてデータベースに接続されます。この時点で

は、パスワードはSYSADMユーザーに割当てられていません。作成直後の

データベースはシングル・ユーザーモードで起動しており、他のユーザー

はデータベースにログオンすることはできません。SYSADMのパスワード

を変更して無認可のデータベースアクセスを防ぐようにします。新パスワ

ードを有効にして他のユーザーが接続できるようにするには、データベー

スを終了し、シングルモードまたはマルチユーザー・モードで再起動しま

す。 

初期設定では、データベースはシングルユーザー・モードで起動します。

マルチユーザー・モードで起動させるには、クライアント側のdmconfig.ini
ファイルでDB_SVADRとDB_PTNUMキーワードを設定し、サーバー側の

dmconfig.iniファイルでDB_PTNUMキーワードを設定します。 

DB_SVADRキーワードは、サーバーが起動するコンピュータのIPアドレス

またはホスト名を指定します。このキーワードは、クライアント側でのみ

必要であり、サーバー側ではオプションです。IPアドレスまたはホスト名

を指定するには、DB_SVADRキーワードの値を有効なIPアドレスまたはホ

スト名に設定します。ホスト名を使用するときは、ドメインネームサービ

ス（DNS）がコンピュータに適切に設定されていることを確認します。 

DB_PTNUMキーワードは、サーバーにバインドされるポート番号を指定

します。このキーワードは、クライアントとサーバーの両方に必要です。

ポート番号を指定するには、DB_PTNUMキーワードに1025～65535の範囲

の値に設定します。ポート番号を指定しないと、初期設定の番号23000が
使用されます。 

使用例  

 使用例1 

初期設定パラメータを用いてAccountsシングルユーザーデータベースを新

規作成します。この時点でdmconfig.iniファイルにはデータベースセクシ
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ョンは作られていません。初期設定のACCOUNTS.SDB、
ACCOUNTS.SBB、ACCOUNTS.DB、ACCOUNTS.BB、ACCOUNTS.JNL
ファイルが初期設定サイズ600KB (.SDB,  .DB)、20KB (.SBB, .BB)、4000KB 
(.JNL)でアプリケーションディレクトリに作成されます。作成したデータ

ベースをマルチユーザーモードで起動させるには、dmconfig.iniファイル

のAccountsデータベース構成セクションにDB_SVADRとDB_PTNUMキー

ワードを追加します。 

CREATE DATABASE Accounts 

 使用例2 

下の引用例にあるdmconfig.iniの設定を使用してAccountsデータベースを新

規作成します。 

CREATE DATABASE Accounts 

 引用例 

以下のデータベースセクションがdmconfig.iniファイルに設定されていま

す。シングルユーザーデータベースをC:\DATABASE\ACCOUNTSディレ

クトリにセキュリティ付きで作成します。データベースファイル名は、シ

ステムデータファイルACCOUNTS.SDB、システムBLOBファイル

ACCOUNTS.SBB、ユーザーデータファイルACNTDATA.DB、ユーザー

BLOBファイルACNTBLOB.BB、ジャーナルファイルはACNTHIST.JN1、
ACNTHIST.JN2、ACNTHIST.JN3等の三つあります。ファイルサイズ

は、システムデータファイル600KB、システムBLOBファイル20KB、ユー

ザーデータファイル1000KB、ユーザーBLOBファイル8000KB、ジャーナル

ファイル2000KBです。作成したデータベースをマルチユーザーモードで起

動させるには、DB_SVADRとDB_PTNUMキーワードをdmconfig.iniファ

イルのAccountsデータベース構成セクションに追加します。 

 [ACCOUNTS] 

DB_DBDIR = C:\DATABASE\ACCOUNTS 

DB_DBFIL = ACCOUNTS.SDB 

DB_BBFIL = ACCOUNTS.SBB 

DB_USRDB = ACNTDATA.DB 250 
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DB_USRBB = ACNTBLOB.BB 250 

DB_BFRSZ = 32 

DB_JNFIL = ACNTHIST.JN1, ACNTHIST.JN2, ACNTHIST.JN3 

DB_JNLSZ = 500 

関連dmSQL 

CONNECT 

START DATABASE 

TERMINATE DATABASE 

6.3 DEF TABLE 

目的 

特定の表のスキーマを表示します。 

構文 

 

説明 

特定の表のスキーマを表示します。システム表に使用することはできませ

ん。 

使用例 

 使用例1a 表を作成します。 

dmSQL> create table tb_tmp(c00_serial serial, c01_int integer, c02_char 
char(20)); 
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 使用例1b コマンドを実行します。 

dmSQL> def table tb_tmp; 

結果： 

dmSQL> def table tb_tmp; 

create table SYSADM.TB_TMP ( 

 C00_SERIAL  SERIAL(1), 

 C01_INT  INTEGER default null , 

 C02_CHAR  CHAR(20) default null ) 

 in DEFTABLESPACE  lock mode row  fillfactor 100; 

関連dmSQL 

DEF VIEW 

6.4 DEF VIEW 

目的 

ビュー定義の構造を表示します。 

構文 

 

説明 

ビュー定義の構造を表示します。システム・ビューに使用することはでき

ません。 
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使用例 

 使用例1a ビューを作成します： 

dmSQL> create view view_tmp as select c00_serial, c01_int from tb_tmp; 

 使用例1b コマンドを実行します： 

dmSQL> def view view_tmp; 

結果： 

dmSQL> def view view_tmp;  

create view SYSADM.VIEW_TMP as select c00_serial, c01_int from 
SYSADM.TB_TMP ; 

関連dmSQL 

DEF TABLE 

6.5 DISCONNECT 

目的 

データベース接続を切断します。 

構文 

DISCONNECT

 

説明 

DISCONNECT文は、現在使用中のデータベース接続を切断します。他の

データベース接続には何の影響も与えません。CONNECT以上のセキュリ

ティ権限をもつユーザーなら誰でも実行することができます。 
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AUTOCOMMITモードは、トランザクションのコミットを制御します。

AUTOCOMMITモードがONのときは、各SQL文が一つのトランザクショ

ンとして取り扱われます。SQL文は、成功終了ならば自動的にコミットさ

れ、実行エラーが発生すればロールバックされます。AUTOCOMMITモー

ドがOFFのときは、二つのCOMMIT WORK文の間の全てのSQL文が一つの

トランザクションを形成します。トランザクションで変更されたデータ

は、COMMIT WORKを実行するとコミットされ、ROLLBACK WORKを実

行するとロールバックされます。 

AUTOCOMMITモードがOFFのときにデータベース接続を切断すると、ト

ランザクションは中止されます。トランザクションで変更されたデータは

データベースに記録されません。 

マルチユーザー・データベースは、切断されても動作し続けます。他のユ

ーザーはアクセスすることができます。UNIXで作動するシングルユーザ

ー・データベースは、切断されると終了します。Windowsで作動するマル

チ接続データベースは、最後のユーザーが切断すると終了します。 

使用例 

 使用例 現在使用中のデータベースへの接続を切断します： 

DISCONNECT 

関連dmSQL 

CONNECT 

COMMIT WORK 

ROLLBACK 

START DATABASE 

TERMINATE DATABASE 
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6.6 EXPORT(エクスポート) 
Exportコマンドは、データベース表からデータの抽出と、データのテキス

ト・ファイルへの挿入を容易にします。2つの設定を使用します。Exportコ
マンドインターフェイスは、コマンド・オプションを指定するために使用

されます。 説明ファイルは、エクスポート・ファイル・フォーマットを指

定するために使用されます。 

EXPORTコマンド・インターフェイス 

Exportコマンド構文は、次の通りです。 

<data_file> これは、データを挿入するターゲット・ファイルです。完

全パスで記述する必要があります。data_fileを指定しない場合、エクスポー

ト・ファイル名は<table_name>_out.txtになります。 

TABLE  エクスポートしようとする表を指定します。 

[DESCRIPTION <description_file>] これは結果データファイルのデー

タフォーマットに対する説明ファイルです。説明ファイルで、ユーザーは

結果データファイルに対して規則を指定します。詳細については、

DESCRIPTION FILE FORMAT項を参照してください。説明ファイルが指定

されていない場合、説明ファイル名は<table_name>_out.dscになります。こ

のファイルが存在しなければ、DBMasterは所期設定の出力フォーマットを

使用します。 

所期設定ファイル・フォーマットは可変フォーマットで、以下の意味を持

っています。 

 カラム・デリミタとしてのTAB 

 行ターミネータとしての新規行文字 

 引用符無し 

 ソース表のすべてのカラムは、表と同じ順序でエクスポートされま

す。 
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[LOG <log_file>] このファイルは、データをアンロードしている間に発生し

たエラーのログを取ります。このオプションが指定されていない場合、所

期設定のログファイル名、export.logが使用されます。 

[STOP_ON_ERROR]  エラーが発生した場合、データのアンロードの停

止を指定します。このオプションが指定されていないと、エラーが発生し

た場合でもデータのアンロードは続行されます。 

EXPORT 

[INTO <data_file>] 

TABLE [<owner_name>.]<table_name> 

[DESCRIPTION <description_file>] 

[LOG <log_file>] 

説明ファイル 

アンロード結果をフォーマットするための説明ファイルのフォーマットが

指定できます。固定フォーマットと可変フォーマット等の2種類のフォー

マットが使用できます。 

固定フォーマット説明ファイル 

固定フォーマット説明ファイルが使用されているとき、垂直に並べるエク

スポート結果のそれぞれについてカラムが必要になったとします。並べる

ために使用するセパレーターは、スペース文字です。 

FORMAT = FIXED これは固定長データファイルの説明ファイル・フ

ォーマットを指定します。 

[LOB_FORMAT= INTERNAL | EXTERNAL] これは大きなオブジェク

ト・タイプ(blob、clob、nclobおよびその他のファイルなど)のカラムをエク

スポートしているとき、外部ファイルが生成されることを指定します。各

行の大きなオブジェクト・タイプの各カラムに対して、外部ファイルが生

成されます。このオプションが指定されていない場合、データの内容がデ

ータファイルに埋め込まれます。 

外部ファイルの名前を付けるとき、次の点を心に留めることが大切です。 
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blobtempdir<m>\blbtmpf<n>.<tmp | txt>.mは、ディレクトリの1からカウント

された最小の未使用数字を指定します。 

例えば、blobtempdir1、blobtempdir2、blobtempdir3と名前を付けられたディ

レクトリがすでに存在する場合、外部ファイルを含むために新たに作成さ

れたディレクトリはblobtempdir4になります。 

nは、ディレクトリの1からカウントされた最小の未使用数字を指定しま

す。 

ファイル拡張子名がtmpまたはtxtであるかは、エクスポートされたカラム

がBLOBタイプ、FILEタイプまたはCLOBタイプのどれであるかによりま

す。カラム・タイプがBLOBまたはFILEであれば、ファイル拡張子名はtmp
になります。それ以外の場合、カラム・タイプはtxtです。 

server_column_name   これは、データベースからエクスポートされるソース

表カラムの名前を一覧表示します。表名にスペースがある場合、二重引用

符を使用してカラム名を囲んでください。 

column_position          データファイルのカラム・バイト位置を指定します。 

server_columnnameとcolumn_positionはスペース文字で区切られます。 

column_positionは(:)で区切られる2つの数字により指定されます。例えば、

1:40はデータ・ローダーがデータファイルの最初のバイトから40番目のバ

イトまでのデータを検索することを意味します。 データフィールドを垂直

に並べるには、スペース文字を使用します。ソース表のデータがフィール

ド長を超える場合、データ出力は切り捨てられます。 

FORMAT=FIXED 

[LOB_FORMAT=INTERNAL | EXTERNAL] 

<server_column_name> <column_position> 
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EXPORT

owner_name

TABLE

INTO data_file

DESCRIPTION description_name

LOG log_file STOP_ON_ERROR

table_name

 

可変フォーマット説明ファイル 

可変フォーマット説明ファイルを選択しているとき、結果データ出力のフ

ィールドはユーザー指定デリミタによって区切られます。 

FORMAT=VARIABLE  これは、結果出力ファイルが可変フォーマ

ットになることを指定します。 

[COLUMN_DELIMITER=<delimiter>] これは、データファイルの各カラ

ムを区切る文字を指定します。文字は、一重引用符でなければなりませ

ん。 例えば、SPACEがカラム・デリミタとして使用されていることを示す

には、' 'を使用します。標準文字は別として、特殊文字を表す次のエスケ

ープ・シーケンスを例に取ります。 

文字 エスケープ・シーケンス表示 

TAB \t 

NEW LINE \n 

例えば、デリミタがTABの場合、<delimiter>で'\t'を使用します。カラム・デ

リミタが指定されていない場合、カラム・デリミタとしてTAB (\t)を使用し

ます。デリミタを選択しているときは、慎重を期してください。 
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カラム・デリミタの数がユーザーによって指定されたターゲット表のカラ

ムの数より少ない場合、NULLが挿入値として使用されます。 
[ROW_TERMINATOR=<row_terminator>]      この設定は行の終りを示しま

す。 
[QUOTATION=SINGLE_QUOTE | DOUBLE_QUOTE]  これは、出力デー

タが一重引用符または二重引用符で囲まれることを示します。データに引

用符がある場合、出力は2つの連続した引用符を示します。 

[LOB_FORMAT=INTERNAL | EXTERNAL]  これは、大きなオブジェ

クト・タイプ(blob、clob、nclobおよびその他のターゲット・ファイルなど)
のカラムをエクスポートしているとき、外部ファイルが生成されることを

指定します。各行の大きなオブジェクト・タイプの各カラムに対して、外

部ファイルが生成されます。このオプションが指定されていない場合、デ

ータの内容がデータファイルに埋め込まれます。 

外部ファイルの名前を付けるとき、次の点を心に留めることが大切です。 

blobtempdir<m>\blbtmpf<n>.<tmp | txt>.mは、ディレクトリの1からカウント

された最小の未使用数字を指定します。 

例えば、blobtempdir1、blobtempdir2、blobtempdir3と名前を付けられたディ

レクトリがすでに存在する場合、外部ファイルを含むために新たに作成さ

れたディレクトリはblobtempdir4になります。 

nは、ディレクトリの1からカウントされた最小の未使用数字を指定しま

す。 

ファイル拡張子名がtmpまたはtxtであるかは、エクスポートされたカラム

がBLOBタイプ、FILEタイプまたはCLOBタイプのどれであるかによりま

す。カラム・タイプがBLOBまたはFILEであれば、ファイル拡張子名はtmp
になります。それ以外の場合、カラム・タイプはtxtです。 

server_column_name  この可変は、エクスポートするサーバー表のカラ

ムの名前を一覧表示します。これらの名前の順序は、カラム・エクスポー

トの順序を表します。そのようなリストがない場合、ソース表のすべての

カラムは表カラムと同じ順序でエクスポートされます。 

FORMAT=VARIABLE 

[COLUMN_DELIMITER=<delimiter>] 
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[ROW_TERMINATOR=<row_terminator>] 

[QUOTATION=SINGLE_QUOTE | DOUBLE_QUOTE] 

[LOB_FORMAT=INTERNAL | EXTERNAL] 

[<server_column_name>] 

データ規則のインポート/エクスポート 

次の表は、ファイルにデータをインポート、またはファイルからデータを

エクスポートしようとしているときに適用されなければならいない規則を

まとめています。 

データタイ

プ 

フォーマットのインポート/

エクスポート 

例 

BINARY 16進数フォーマットを使用

します 
バイナリ数「0x004D2」
をインポートするには、

データファイルで004D2
を使用します 

CHAR 

 

文字は排他的に使用されま

す 

 

文字「inception」をイン

ポートするには、データ

ファイルでinceptionを使

用します 

NCHAR 

以下の三つのフォーマット

が使用できます：自動、16
進形式或いはキャラクタ。 
説明フラグ
IMPORT_NCHAR_FORMAT
を使用してユーザーのオプ

ションを示します。 

NCHAR_AUTOオプション

はデータを16進形式として

インポートします。失敗に

なると、キャラクタとして

インポートします。 

NCHAR_HEX オプションは

データを16進形式としてイ

ンポートします。 

ワード"ワード"をインポ

ートすると、データファ

イルに77006f0072006400
或いはワードを使用しま

す。 
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NCHAR_CHAR オプション

はデータをキャラクタとし

てインポートします。 
VARCHAR CHARデータタイプをご覧

ください 
 

NVARCHAR NCHAR データ型を参考し

ます 
 

DATE エクスポートには、フォー

マットYYYY/MM/DDが使用

されます 

日付「2003/07/25」をイ 
ンポートするには、デー

タファイルで2003/07/25
を使用します 

TIME 

 

エクスポートとインポート

は、フォーマット

HH:MM:SSを使用します 

時間「14:30:25」をイン

ポートするには、データ

ファイルで14:30:25を使

用します 
TIMESTAMP DATEフォーマットとDATE

フォーマットの組み合わせ

は、TIMESTAMPのフォー

マットを形成します 

タイムスタンプ 
「2003/07/25 14:30:25」
をインポートするには、

データファイルで

2003/07/25 14:30:25を使

用します 
DECIMAL 数値データ表示を使用しま

す 
数字「36.82」をインポー

トするには、データファ

イルで36.82を使用します 
DOUBLE DECIMALまたは数字の科学

表記法で説明した数値デー

タを使用します 

 

数字「13e+12」をインポ

ートするには、データフ

イルで13e+12を使用しま

す 

FLOAT DOUBLEをご覧ください 
 

INTEGER 整数データを使用します 整数「576」をインポー

トするには、データファ

イルで576を使用します

整数「576」をインポー

トするには、データファ
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イルで576を使用します 
LONG 
VARBINARY 

 

2つのフォーマットを使用で

きます: 埋め込まれたまたは

外部のファイルフォーマッ

ト埋め込まれたファイル・

フォーマットの場合、16進
数文字を使用します。外部

ファイル・フォーマットの

場合、URLが提供されま

す。オプションを示すに

は、説明フラグ

LOB_FORMATを使用しま

す。 詳細については、説明

ファイル仕様をご覧くださ

い。 

(1) 埋め込まれたフォー

マット使用されるフォー

マットはBINARYと同じ

です。 
(2) 外部ファイル・フォ

ーマット例えば、完全パ

スが
"c:\MyDocument\GRAPH.
GIF"であるバイナリ・フ

ァイルをインポートする

場合。提供されるURL
は、
c:\MyDocument\GRAPH.G
IF 
になります 

LONG 
VARCHAR 
 

LONG VARBINARYタイプ

とほぼ同じで、二つのフォ

ーマットが使用できます。

ただし、入力データはHEX
文字列ではなく、ASCII文字

列です。 

(1) 埋め込み形式:CHAR
タイプのフォーマットと

同じです 
(2) 外部ファイルのフォ

ーマット: LONG 
VARBINARYタイプのフ

ォーマットと同じです 
FILE FILEタイプのインポート及

びエクスポートの規則は

LONG VARBINARYタイプ

の規則と同じです。 

 

OID INTEGERタイプと同じで

す。 

 

SERIAL INTEGERタイプと同じで

す。 

 

SMALLINT INTEGERタイプと同じで

す。 

 

NULL data 可変フォーマットに対し

て、二つの連続的な区切り

文字の間に何もない場合、

NULLデータと見なされま
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す。  
固定フォーマットに対し

て、二つのカラムの間に全

部スペース文字である場

合、NULLデータと見なさ

れます。 

6.7 IMPORT 
Importコマンドはテキストファイルからデータを抽出し、そのデータをデ

ータベース表に挿入するために使用されます。Importコマンドインターフ

ェイスは、コマンド・オプションを指定するために使用されます。説明フ

ァイルは、インスポート・ファイル・フォーマットを指定するために使用

されます。 

IMPORTコマンド・インターフェイス 

Importコマンド・インターフェイスは、データをインポートするためのい

くつかのオプションを提供します。オプションには、データロード用の停

止基準、エラーのログ、ソースデータファイルのデータエンコードの制御

が含まれます。ソースデータファイルのフォーマットは、説明ファイルで

説明しています。 

[<owner_name>.]<table_name>  これは、データファイルからロードする表

を識別します。 <owner_name>を指定しない場合、現在の接続ユーザーは所

有者として割り当てられます。 

[FROM <data_file>]  これは、ロードするデータを含む実際のファイル

です。data_fileを指定しない場合、データファイル名は<table_name>_in.txtに
なります。例えば、インポート表名がt1でデータファイル名がコマンドで

指定されていない場合、データファイル名はt1_in.txtになります。 

[ 説明 <description_file>]  これは、データファイルのデータフォーマットを

説明する説明ファイルです。このオプションが指定されていない場合、説

明ファイル名は<table_name>_in.dscとして割り当てられます。例えば、イン

ポート表名がt1で説明ファイルが指定されていない場合、説明ファイル名

はt1_in.dscとして割り当てられます。このファイルが見つからない場合、
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所期設定の説明ファイル・フォーマットが可変説明ファイルフォーマット

として使用されます。 

[ログ <log_file>]     これは、データをロードしている間のすべてのエラーの

ログを取る、ログファイルを識別します。このファイルはレコードの内容

を示し、対応するエラー・メッセージだけでなくエラーを誘発します。こ

のオプションを指定しない場合、所期設定のログ名はimport.logになりま

す。 

[STOP_ON_ERROR]  この変数が設定されている場合、インポートプロ

セスの間にエラーが発生すればデータのロードは停止します。指定されて

いなければ、エラーが発生した時でもロードは続行されます。 

IMPORT [<owner_name>.]<table_name> 

[FROM <data_file>] 

[DESCRIPTION <description_file>] 

[LOG <log_file>] 

[STOP_ON_ERROR] 

IMPORT

FROM data_file

table_name

owner_name

DESCRIPTION description_name

LOG log_file STOP_ON_ERROR

 

説明ファイル 

2種類の説明ファイルが使用されます。1つは固定フォーマットで、もう1
つは可変フォーマットです。説明ファイルの解析エラーが明瞭に示されま
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す。エラー・メッセージをチェックすることによって、エラーが発生した

理由を知ることができます。エラー・メッセージは、特定の言葉を解析し

ているときに発生した問題を表示します。 

固定フォーマット説明ファイル 

FORMAT=FIXED  フォーマットが固定に設定されているとき、これ

は説明ふぁいるが固定長データファイル用のフォーマットを説明している

ことを意味します。 

[START_WITH_ROW=<row_number>]  データのロードを開始するレコー

ドを指定することができます。 このオプションを指定しない場合、所期設

定の数字は1です。 

START_WITH_ROWがデータファイルのデータの合計行より大きい場合、

データはロードされません。 row_numberは正数でなければなりません。 

[NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=<number>]  これによ

り、それぞれのコミット・トランザクション間でロードされるレコードの

行の間隔を指定します。このオプションが指定されていない場合、

DBMasterは5行ごとにトランザクションをコミットします。変数が-1に設定

されている場合、コミットはされません。この場合、効率的にロードした

ければトランザクションを手動でコミットする必要があります。変数が0
に設定されている場合、インポート全体が単一のトランザクションとして

表示されます。ロードが終了した後、システムはコミットを発行します。 

レコードをロードしているときにエラーが発生しても、コミットされた行

数はレコードをカウントします。 

例えば、NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=10を設定する

と、4番目のレコードをロードしているときにエラーが発生します。最初

のレコードから3番目のレコード、および5番目のレコードから10番目のレ

コードがコミットされ、最初のレコードから10番目のレコードが1つのト

ランザクション単位として表示されます。もちろん、STOP_ON_ERRORが
指定されているとき、5番目のレコードから10番目のレコードはコミット

されず、最初のレコードから3番目のレコードだけがコミットされます。 

このオプションは、自動コミットがオフになっているときのみ有効です。 
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[LOB_FORMAT= 内部 | 外部] clob/blobフォーマットが内部であれば、デー

タファイルのテキストはインポートされるデータとして表示されます。さ

もなければ、テキストはインポートされる外部ファイルに対するURLとし

て表示されます。 

server_column_name   これは、データファイルからインスポートされるター

ゲット表カラムの名前を一覧表示します。 表カラム名にスペースまたはイ

コール記号がある場合、二重引用符を使用してそれを囲んでください。 

column_position  これはデータファイルのカラム・バイト位置です。 

server_column_nameとcolumn_positionはスペース文字で区切られます。 

column_positionは(:)で区切られる2つの数字により指定されます。例えば、

1:40はデータ・ローダーがデータファイルの最初のバイトから40番目のバ

イトまでのデータを検索することを意味します。データフィールドを垂直

に並べるには、スペース文字を使用します。ソース表のデータがフィール

ド長を超える場合、行データの残りは切り捨てられます。各ラインは、ロ

ーダーがWindowsプラットフォームであるかどうかによって、新しいライ

ンかキャリッジ・リターンと新しいラインのどちらかで終了します。ライ

ンが最大位置よりも短い場合、足りない部分を埋めるためにスペースが挿

入されます。ラインが最大位置より長い場合、ラインの残りは無視されま

す。 

FORMAT=FIXED 

[START_WITH_ROW=<row_number>] 

[NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=<number>] 

[LOB_FORMAT=INTERNAL | EXTERNAL] 

<server_column_name> <column_position> 

注 フィールド、server_column_name、およびcolumn_positionはスペースで区

切られます。 

 固定フォーマット説明ファイルをインポートする例は、次の通りです。 
データファイルは次のようになります： 

ダボリオ ナンシー 販売員 ミズ・ 

フラー アンドリュー 販売担当、部長 ドクター・ 
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リーバーリング ジャネット 販売員 ミズ・ 

ピーコック マーガレット 販売員 ミセス・ 

ブキャナン スティーヴン 販売部長 ミスター・ 

スヤマ マイケル 販売員 ミスター・ 

キング ロバート 販売員 ミスター・ 

このデータファイルの説明ファイルはこのように表示されます。 
START_WITH_ROW=1 

NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=5 

名前 1:20 

地位 20:45 

性別 50:54 

可変フォーマット説明ファイル 
FORMAT=VARIABLE 

[START_WITH_ROW=<row_number>] 

[NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=<number>] 

[{COLUMN_DELIMITER=<delimiter>}] 

[ROW_TERMINATOR=<row_terminator>] 

[QUOTATION=SINGLE_QUOTE | DOUBLE_QUOTE] 

[ESCAPE_CHAR=はい|いいえ] 

[LOB_FORMAT=内部 | 外部] 

[<server_column_name> <column_number>] 

FORMAT=VARIABLE  これは、このファイルに可変長説明ファイル用の

フォーマットが含まれていることを意味します。 

[START_WITH_ROW=<row_number>]  データのロードを開始するレコー

ドを指定することができます。このオプションを指定しない場合、所期設

定の数字は1です。START_WITH_ROWがデータファイルのデータの合計

行より大きい場合、データはロードされません。row_numberは正数でなけ

ればなりません。 
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[NUMBER_OF_ROWS_FOR EACH_TRANSACTION=<number>]  これによ

り、それぞれのコミット・トランザクション間でロードされるレコードの

行の間隔を指定します。このオプションが指定されていない場合、

DBMasterは5行ごとにトランザクションをコミットします。変数が-1に設定

されている場合、コミットはされません。この場合、効率的にロードした

ければトランザクションを手動でコミットする必要があります。変数が0
に設定されている場合、インポート全体が単一のトランザクションとして

表示されます。ロードが終了した後、システムはコミットを発行します。 

レコードをロードしているときにエラーが発生しても、コミットされた行

数はレコードをカウントします。 

例えば、NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=10を設定する

と、4番目のレコードをロードしているときにエラーが発生します。 最初

のレコードから3番目のレコード、および5番目のレコードから10番目のレ

コードがコミットされ、最初のレコードから10番目のレコードが1つのト

ランザクション単位として表示されます。もちろん、STOP_ON_ERRORが
指定されているとき、5番目のレコードから10番目のレコードはコミット

されず、最初のレコードから3番目のレコードだけがコミットされます。 

このオプションは、自動コミットがオフになっているときのみ有効です。 

[COLUMN_DELIMITER=<delimiter>]  これは、データファイルの各カラ

ムを区切る文字を指定します。文字は、一重引用符でなければなりませ

ん。例えば、SPACEがカラム・デリミタとして使用されていることを示す

には、' 'を使用します。標準文字は別として、特殊文字を表す次のエスケ

ープ・シーケンスを例に取ります。 

文字 エスケープ・シーケンス表示 

TAB \t 

NEW LINE \n 

例えば、デリミタがTABの場合、<delimiter>で'\t'を使用します。カラム・デ

リミタが指定されていない場合、カラム・デリミタとしてTAB (\t)を使用し

ます。デリミタを選択しているときは、慎重を期してください。 
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カラム・デリミタの数がユーザーによって指定されたターゲット表のカラ

ムの数より少ない場合、NULLが挿入値として使用されます。 

[ROW_TERMINATOR=<row_terminator>]  これは、行の終りを示す

文字列です。row_terminatorは、二重引用符でなければなりません。カラ

ム・デリミタ用のエスケープ・シーケンス規則は行のターミネータに適用

されます。それだけでなく、キャリッジ・リターンもエスケープ・シーケ

ンスになることができます。 

文字 エスケープ・シーケンス表示 

キャリッジ・リターン \r 

例えば、キャリッジ・リターンと新しいライン文字が行ターミネータを形

成する場合、<row_terminator>は"\r\n"になる必要があります。行ターミネー

タが指定されていない場合、新しい行文字('\n')が行ターミネータとして使

用されます。行ターミネータの文字数は、2以上でなければなりません。 

カラム・デリミタはrow_terminatorに入れないことにご注意ください。 

[QUOTATION=SINGLE_QUOTE | DOUBLE_QUOTE]  これは、データソ

ースファイルの1つのフィールドのアルファベット・データが引用符で囲

まれているかどうかを示します。SINGLE_QUOTEが指定されている場

合、一重引用符で囲まれたデータはデータの1つのカラムとして表示され

ます。DOUBLE_QUOTEが指定されている場合、二重引用符で囲まれたデ

ータはデータの1つのカラムとして表示されます。 

[ESCAPE_CHAR=YES | NO]  これは、エスケープ・シーケンス(\)が使用

されているか堂かを示します。初期設定は[はい]です。エスケープ・シー

ケンスが使用されている場合、エスケープ・シーケンスの後のカラム・デ

リミタ文字は実際のデータとして表示されます。 

例えば、カラム・デリミタとして TAB の使用を指定する場合、

ESCAPE_CHARが[はい]なら、\TABデータはカラム・デリミタの変わりに

データのTABとして表示されます。行ターミネータの場合、このエスケー

プ文字はラインが続き、\nが実際のデータとして表示されることを意味し

ます。この規則は、引用符にも適用されます。 
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[LOB_FORMAT= 内部 | 外部]  clob/blobフォーマットが内部であれば、デ

ータファイルのテキストはインポートされるデータとして表示されます。 
さもなければ、テキストはインポートされる外部ファイルに対するURLと
して表示されます。 

server_column_name   これは、データファイルからインスポートされるター

ゲット表カラムの名前を一覧表示します。表カラム名にスペースまたはイ

コール記号がある場合、二重引用符を使用してそれを囲んでください。 

column_number         これは、データファイルの各フィールドの基数です。 

server_column_nameとcolumn_numberはスペース文字で区切られます。 

注 server_column_nameとcolumn_numberが指定されていない場合、データフ

ァイルのすべてのカラムはデータファイルカラムと同じ順序でターゲッ

ト表カラムにインポートされることにご注意ください。つまり、データ

ファイルの最初のカラムは表の最初のカラムとしてインポートされ、デ

ータファイルの2番目のカラムは表の2番目のカラム、等々としてインポ

ートされます。データファイルのカラム数がターゲット表のカラム数よ

り大きい場合、データファイルの残りのカラムは無視されます。他方、

データファイルのカラム数がターゲット表のカラム数より小さい場合、

ターゲット表の残りのカラムはNULLで挿入されます。 

初期設定可変フォーマット説明ファイル 

ユーザーは、オプションで初期設定フォーマット用説明ファイルを指定す

ることができます。説明ファイルを指定しない場合、初期設定説明フォー

マットが説明ファイルと見なされます。初期設定フォーマットは、次の説

明ファイル(Win32プラットフォームでは、ROW_DELIMITER="\r\n")が使用

されることを意味します。 

START_WITH_ROW=1 

NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=5 

COLUMN_DELIMITER="\t" 

ROW_TERMINATOR="\n" 

 可変フォーマット説明ファイルをインポートする例は、次の通りです。 
データファイルは、次のようになります： 
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ダボリオ ナンシー、販売員、ミズ・ 

フラー アンドリュー、"部長、販売担当"、ドクター・ 

リバーリング ジャネット、販売員、ミズ・ 

ピーコック マーガレット、販売員、ミセス・ 

ブキャナン スティーヴン、販売部長、ミスター・ 

スヤマ マイケル、販売員、ミスター・ 

キング ロバート、販売員、ミスター・ 

このデータファイルの説明ファイルはこのように表示されます。 

START_WITH_ROW=1 

NUMBER_OF_ROWS_FOR_EACH_TRANSACTION=5 

COLUMN_DELIMITER="," 

ROW_TERMINATOR="\n" 

DOUBLE_QUOTE 

名前 1 

地位 2 

性別 3 

データ規則のインポート/エクスポート 

次の表は、ファイルにデータをインポート、またはファイルからデータを

エクスポートしようとしているときに適用されなければならいない規則を

まとめています。 

データタイプ 
フォーマットのインポート/
エクスポート 

例 

BINARY 16進数フォーマットを使用

します 
バイナリ数「0x004D2」
をインポートするには、

データファイルで004D2
を使用します 

CHAR 文字は排他的に使用されま

す 
文字「inception」をイン

ポートするには、データ

ファイルでinceptionを使

用します 
NCHAR 以下の三つのフォーマット ワード"ワード"をインポ
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が使用できます：自動、16
進形式或いはキャラクタ。 
説明フラグ
IMPORT_NCHAR_FORMAT
を使用してユーザーのオプ

ションを示します。 

NCHAR_AUTOオプション

はデータを16進形式として

インポートします。失敗に

なると、キャラクタとして

インポートします。 

NCHAR_HEXオプションは

データを16進形式としてイ

ンポートします。 

NCHAR_CHARオプション

はデータをキャラクタとし

てインポートします。 

ートすると、データファ

イルに77006f0072006400
或いはワードを使用しま

す。 

VARCHAR CHARデータタイプをご覧

ください 
 

NVARCHAR NCHAR データタイプをご

覧ください 
 

DATE エクスポートには、フォー

マットYYYY/MM/DDが使用

されます 

日付「2003/07/25」をイ

ンポートするには、デー

タファイルで2003/07/25
を使用します 

TIME 
エクスポートとインポート

は、フォーマット

HH:MM:SSを使用します 

時間「14:30:25」をインポ

ートするには、データフ

ァイルで14:30:25を使用し

ます 
TIMESTAMP 

 

DATEフォーマットとDATE
フォーマットの組み合わせ

は、TIMESTAMPのフォー

マットを形成します 

 

タイムスタンプ

「2003/07/25 14:30:25」を

インポートするには、デ

ータファイルで

2003/07/25 14:30:25を使用

します 
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DECIMAL 

 

数値データ表示を使用しま

す 
数字「36.82」をインポー

トするには、データファ

イルで36.82を使用します 
DOUBLE 

 

DECIMALまたは数字の科学

表記法で説明した数値デー

タを使用します 

 

数字「13e+12」をインポ

ートするには、データフ

イルで13e+12を使用しま

す 

FLOAT DOUBLEをご覧ください  
INTEGER 整数データを使用します 整数「576」をインポート 

するには、データファイ

ルで576を使用します 
整数「576」をインポート 
するには、データファイ

ルで576を使用します 
LONG 
VARBINARY 

 

2つのフォーマットを使用で

きます: 埋め込まれたまたは

外部のファイルフォーマッ

ト埋め込まれたファイル・

フォーマットの場合、16進
数文字を使用します。 
外部ファイル・フォーマッ

トの場合、URLが提供され

ます。 
オプションを示すには、説

明フラグLOB_FORMATを
使用します。詳細について

は、説明ファイル仕様をご

覧ください。 

(1) 埋め込まれたフォーマ

ット使用されるフォーマ

ットはBINARYと同じで

す。 
(2)外部ファイル・フォー

マット例えば、完全パス

が
"c:\MyDocument\GRAPH.G
IF 
"であるバイナリ・ファイ

ル 
をインポートする場合。

提供されるURLは、
c:\MyDocument\GRAPH.GI
Fになります。 

LONG 
VARCHAR 

LONG VARBINARYタイプ

とほぼ同じで、二つのフォ

ーマットが使用できます。

ただし、入力データはHEX
文字列ではなく、ASCII文字

列です。 

(1)埋め込み形式:CHARタ
イプのフォーマットと同

じです 
(2) 外部ファイルのフォー

マット: LONG 
VARBINARYタイプのフォ
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ーマットと同じです 
FILE FILEタイプのインポート及

びエクスポートの規則は

LONG VARBINARYタイプ

の規則と同じです。 

 

OID INTEGERタイプと同じで

す。 

 

SERIAL INTEGERタイプと同じで

す。 

 

SMALLINT INTEGERタイプと同じで

す。 

 

NULL data 可変フォーマットに対し

て、二つの連続的な区切り

文字の間に何もない場合、

NULLデータと見なされま

す。 

 

6.8 LOAD 

目的 

テキストファイルからデータベースオブジェクトをロードします。 

構文 
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説明 

LOAD文は、テキストファイルにアンロードされているデータベースオブ

ジェクトをデータベースに転送するdmSQLのツールです。ロードオプショ

ン：Database、Table、Schema、Data、Project、Module、Procedureがありま

す。同じオプションでアンロードしたファイルだけをロードすることがで

きます。例えば、Databaseは、Databaseオプションでアンロードしたテキス

トファイルからロードします。 

ロードするときは、自動的にトランザクションをコミットするSQL文の個

数を設定します。初期設定値は1000です。この値は、ロードの速さとトラ

ンザクションが成功するかどうかに関係します。値が大きいと、ジャーナ

ルフルでトランザクションが失敗し易くなります。値が小さいと、コミッ

ト時間が増してロードを遅くします。 

ロード中にエラーが発生すると、エラーメッセージをログファイルに記録

してロードを続けます。ログファイルは、実行したSQL文をundoするのに

システムが使用します。ログファイルは、外部テキストファイルと同じデ

ィレクトリに格納されます。  

LOAD [DB | DATABASE] 

LOAD DB文は、新規データベースに内容を転送するときに使用します。最

初にデータベースを外部テキストファイルにアンロードしておき、次に

LOAD DBを使用してテキストファイルからデータベースの内容をロードし

ます。データベースは、ロードする前に作成しておきます。データベース

名は、元の名前と違っていてもかまいません。DBA、SYSDBAまたは

SYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみは当該コマンドを実行する

ことができます。 

safeモードは、ジャーナルモードに設定します。ロード中にエラーが発生す

ると、直近のコミット文までロールバックされます。エラーメッセージが

画面に表示され、ログファイルに書き出されます。  

fastモードは、DBMaster 3.6以前の設定です。ジャーナルを使用せずにロー

ドします。fastモードはロードを速くしますが、エラーが発生するとデータ

ベースを終了します。  
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例えば、dmconfig.iniファイルに指定されていない表領域の作成がロードフ

ァイルに含まれているとします。 safe モード では、メ ッセージ 
「ERROR(8002): [DBMaster]Configファイルにキーワードの入力が必要で

す」が返され、LOAD文がロールバックされます。fastモードでは、メッセ

ージ「ERROR(30017): [DBMaster]非ジャーナルモードでエラーが発生した

ので、データベースを終了します」が表示されます。初期設定のオプショ

ンは "set loaddb safe" です。 

 使用例 DBMaster 3.6以降のバージョンはloaddbオプションの設定が追加さ

れました： 

Set loaddb [safe | fast] 

LOAD TABLE 

LOAD TABLE文は、表のスキーマとデータをテキストファイルからロード

します。表をロードするときは、表名が重複しないことを確かめておきま

す。 

LOAD SCHEMA  

LOAD SCHEMA文は、表スキーマだけをテキストファイルからロードしま

す。データはロードしません。スキーマをロードするときは、表名が重複

しないことを確かめておきます。 

LOAD DATA 

LOAD DATA文は、表データだけをテキストファイルからロードします。

表は、予め作成されていなければなりません。3.6以前のバージョンでは、

LOAD DATAでエラーが発生すると直近のコミット文までロールバックさ

れます。 

 使用例 DBMaster 3.6以降のバージョンは次のオプションの設定が追加さ

れました： 

Set loaddata skip [error] | stop [on error] 

loaddata skip error オプションは、データロード中の次のエラーメッセージを

スキップします。 

ERROR(401)  一意キーの違反 



 dmSQL文 6 

©Copyright 1995-2015 Syscom Computer Engineering Co. 6-39 

ERROR(410) 参照整合性制約の違反；親キーに値が無い 

ERROR(6521)  表またはビューが無い 

ERROR(6002)  構文エラー 

ERROR(6015)  不完全に入力された SQL 文 

エラーをスキップして、後続のロードが続けられます。上記のエラーは、

データロード中に多く発生するエラーです。loaddata stopまたはstop on error
オプションは、エラーが発生するとロード文全体をロールバックします。

初期設定の設定は、loaddata skip [error]です。データロード中に発生した全

てのエラーメッセージは、ログファイルに書き出されます。 

LOAD MODULE 

LOAD MODULE文は、モジュールをテキストファイルからロードします。 

LOAD PROJECT  

LOAD PROJECT文は、プロジェクトをテキストファイルからロードしま

す。 

LOAD [PROC | PROCEDURE]  

LOAD PRODECURE文は、ストアド・プロシージャをテキストファイルか

らロードします。 

使用例 

 使用例1 ファイル "empdb" からデータベースをロードします。ロード中
は、100 SQL文毎に自動的にコミットします。ファイル "empdb"と同じデ
ィレクトリにログファイル "empdb.log"が作成されます： 

dmSQL> load db from empdb 100; 

 使用例2 ファイル "empfile"から表をロードします。ロード中に、50 SQL
文毎に自動的にコミットします： 

dmSQL> load table from empfile 50; 
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 使用例3 ファイル "datafile"からデータをロードします。ロード中に、初
期設定の設定を使用して1000 SQL文毎に自動的にコミットします： 

dmSQL> load data from datafile; 

関連dmSQL 

UNLOAD 

6.9 SET DUMP PLAN 

目的 

ダンプ計画をON／OFFにします。 

構文 

SET DUMP PLAN ONLY

ON

( )

OFF

 

説明 

ダンプ計画は、複数のONブロックで構成されています。問合せオプティ

マイザは、問合せを複数の論理的なONブロックに分離し、最適化しま

す。単純なジョイン問合せでは、通常1つのONブロックを生成します。副

問合せのような複雑な問合せは、主ブロックと副ブロックから成る複数の

ONブロックを生成します。 

オプティマイザは、各ONブロックのコストに基づき、最適な実行計画を

見つけます。又、複数のPLブロックに各ONブロックを分解します。各PL
ブロックは、スキャンや、ジョイン等の操作を表します。 

SET DUMP PLAN ONは、ダンプ計画をONにします。問合せ計画を表示

し、SQL文を実行します。 
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SET DUMP PLAN OFFは、ダンプ計画をOFFにします。問合せ計画を表示

せず、SQL文を実行します。これは初期設定です。 

SET DUMP PLAN ONLYは、ダンプ計画をONにします。問合せ計画を表示

しますが、SQL文は実行しません。 

使用例 

 使用例 
dmSQL> SET DUMP PLAN ON; 

dmSQL> SELECT * FROM tb_tmp order by c01_int; 

dmSQL> SET DUMP PLAN OFF; 

6.10 START DATABASE 

目的 

データベースをシングルユーザー・モードで起動します。 

構文 

database_name 起動するデータベースの名称 

user_name データベースを起動するユーザーの名称 

password  ユーザーのパスワード 
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説明 

START DATABASE文はデータベースを起動して、ユーザーがそれと接続す

るために用いられます。当該コマンドは一般的にクライアント/サーバーデ

ータベースに使用されます。DBA、SYSDEBAまたはSYSADMセキュリティ

権限を持つユーザーのみは当該コマンドが実行できます。 

ユーザー名とパスワードを指定せずにデータベースを起動させると、

dmconfig.iniファイルのDB_USRIDとDB_PASWDキーワードの値が使用され

ます。 

dmconfig.iniファイルは普通のテキストファイルなので、読み込み許可をも

つ人であれば誰でもパスワードを見ることができます。このキーワード

は、データベースのセキュリティ問題を起こす恐れがあります。セキュリ

ティの必要の無いコンピュータでのみ使用してください。 

使用例 

 使用例 DBA、SYSDBAまたはSYSADM権限を持つユーザーvivianが
Employeesデータベースを起動します： 
START DATABASE Employees vivian shuka828; 

関連dmSQL 

CONNECT 

CREATE DATABASE 

DISCONNECT 

TERMINATE DATABASE 

6.11 TERMINATE DATABASE 

目的 

データベースを終了します。 
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構文 

TERMINATE

DATABASE

DB

 

説明 

TERMINATE DATABASE文は、データベースを終了し接続できなくしま

す。通常、クライアント/サーバー・データベースに対して使用します。

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみは当該

コマンドが実行できます。 

使用例 

 使用例 起動しているデータベースを終了します： 
TERMINATE DATABASE; 

関連dmSQL 

CONNECT 

CREATE DATABASE 

DISCONNECT 

START DATABASE 

6.12 UNLOAD 

目的 

データベースオブジェクトをテキストファイルにアンロードします。 
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構文 

From

UNLOAD

PROC 1 Definition 1 
Procedure Definition

Module

table_name

Project

Table

DB 1 Database

proc_name

table_name

Data
From owner_name

From Select

project_name To file_name

Select

owner_name
PROC 1 Procedure

Schema

 

説明 

UNLOAD文は、dmSQLでデータベースの内容を外部テキストファイルに転

送するツールです。アンロードが成功すると、データベースオブジェクト

を設定するスクリプトファイル(拡張子s0)と、BLOBデータファイル(拡張子

bn)が作成されます。 

UNLOADのオプションにはdatabase、table、schema、data、project、module、
procedure、procedure definitionがあります。SELECT権限があるオブジェクト

だけをアンロードすることができます。例えば、ある表だけにSELECT権
限をもっているとすると、その表だけアンロードすることができます。

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみはデー

タベースをアンロードすることができます。 

表の定義、データ、索引と他の情報に則してset unload splitfile on/offを使用

してアンロードスクリプトファイルを分かれます 
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SET UNLOAD SplitFile

ON

OFF

Set unload splitfile on  アンロードスクリプトファイルを分かれま

    す 

Set unload splitfle off  <external text file name>.bn anと<external text 
 file name>.soファイルのみ自動にアンロー

 ドされる。 

   使用例 

dmSQL> set unload splitfile on; 

dmSQL> unload db to empdb; 

dmSQL> set unload splitfile off; 

ユーザーは set unload browse on/off コマンドを使用してアンロードコマン

ドとほかのDMLが同時に使用できること、アンロード操作をする前アンロ

ードされたデータの一致性を確保します。 ディフォルトはOFFです。 

SET UNLOAD BROWSE

ON

OFF

 

Set unload browse on アンロードコマンドとほかのDMLが同時に使用でき

ます。つまり、ダーティデータはアンロードされま

す。 

Set unload browse off アンロードコマンドとほかのDMLが同時に使用でき

ません。 
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 使用例 

dmSQL> set unload browse on; 

dmSQL> unload db to empdb; 

dmSQL> set unload browse off; 

UNLOAD [DB | DATABASE] 

DBA、SYSDBAまたはSYSADMセキュリティ権限を持つユーザーのみは、デ

ータベースの内容を外部テキストファイルにアンロードすることができま

す。ファイルには、セキュリティ、表領域、定義、索引、シノニム、デー

タ等に関する情報がアンロードされます。各データベースに、少なくとも

二つの外部ファイル：スクリプトファイルとBLOBデータファイルが生成

されます。 

外部テキストファイル名はempdbです。初期設定では、ファイルは現在の

作業ディレクトリに作成されます。この例では、少なくとも二つのテキス

トファイルempdb.s0とempdb.b0が作成されます。BLOBファイルempdb.b0
がオペレーティング・システムの上限サイズを超えるときは、最大99まで

のempdb.b1、empdb.b2、…、empdb.bnが順に生成されます。スクリプト

ファイルは1個だけ生成されます。emodb.s0の最大サイズは、オペレーティ

ング・システムの上限値です。 

UNLOAD TABLE 

表をアンロードします。表データだけでなく、定義、シノニム、索引、主

キー、外部キーも記録されます。 

所有者名と表名には、ワイルドカード"_"と"%"を使用することができま

す。"_"は任意の一文字を表し、"%"は任意の文字列を表します。この二つ

はDOSの"?"と"*"と同じ働きをします。 

UNLOAD SCHEMA 

このオプションはUNLOAD TABLEと非常に良く似ていますが、表の定義

だけをアンロードし、表データはアンロードしません。UNLOAD TABLE 
と同じワイルドカードを使用することができます。 
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UNLOAD DATA 

このオプションは表データをアンロードします。表定義はアンロードされ

ません。前の二つのオプションと同じワイルドカードを使用することがで

きます。アンロードする表のSELECT権限をもつユーザーだけが実行する

ことができます。 

DBMaster 3.6以降のバージョンでは、別のUNLOAD DATA構文： unload 
data from (select文) to ファイル名もサポートされます。ただし、DELETE、
INSERT、UPDATEのDDL文は使えません。SELECTカラムは、同じ表のも

のでなければなりません。 

 使用例1 正しい構文： 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM (SELECT tb_doc.c01_int , tb_doc.c02_cha FROM 
tb_doc, tb_txt where tb_doc.c01_int= tb_txt.c01_int) to f1; 

 使用例2 不正な構文： 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM (SELECT tb_doc.c01_int, tb_txt.c01_int from 
tb_doc, tb_txt where tb_doc.c01_int = tb_txt.c01_int) to f1; 

集計関数や組み込み関数をカラムに使用することはできません。 

 使用例3 不正な構文： 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM (SELECT avg(c01_int) FROM tb_doc) TO f1; 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM (SELECT now() FROM tb_doc) TO f1; 

ビューやシノニムを使用することはできます。 

 使用例4 正しい構文： 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM (SELECT * FROM syn_tmp WHERE c01_int > 10) TO 
f1; 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM (SELECT * FROM view_tmp WHERE c01_int < 10) TO 
f1; 

UNLOAD PROJECT 

プロジェクトをアンロードします。 
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UNLOAD MODULE 

モジュールをアンロードします。 

UNLOAD [PROC | PROCEDURE] 

ストアド・プロシージャをアンロードします。 

UNLOAD [PROC DEFINITION | PROCEDURE 
DEFINITION] 

ストアド・プロシージャの定義をアンロードします。 

使用例 

 使用例1 現ユーザーの"e tab"表をアンロードします。表名の中に空白があ
るときは二重引用符で囲います： 

dmSQL> UNLOAD TABLE FROM "e tab" TO empfile; 

 使用例2 SYSADM所有のemptab、empname、…等empで始まる表をアンロ
ードします： 

dmSQL> UNLOAD TABLE FROM SYSADM.emp% TO empfile; 

 使用例3 全ての所有者のktab表の定義をアンロードします： 

dmSQL> UNLOAD SCHEMA FROM %.ktab TO kfile; 

表名の中にワイルドカード文字が含まれているときは、エスケープ文字"\" 
を使用するか、または二重引用符で囲います。 

 使用例4 表名abc%のデータをアンロードします： 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM abc\% TO abcfile; 

dmSQL> UNLOAD DATA FROM "abc%" TO abcfile; 

関連dmSQL 

LOAD 
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